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縄
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ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

　

海
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
の
島
々
で
、
人
々
は
古
来
よ
り
海
の
恵
み
を
利
用
し
て
豊
か
な
海
洋
文
化
を
育

ん
で
き
ま
し
た
。
沖
縄
に
は
、
昔
の
人
々
が
捨
て
た
貝
殻
が
堆
積
し
た
遺
跡
と
し
て
の
貝
塚
が
三
五
四

箇
所
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
の
中
で
も
千
葉
県(

七
四
四
箇
所)

、
茨
城
県
（
三
七
六
箇
所
）
に
次
い
で

第
三
位
の
数
で
す
。
最
も
古
い
貝
塚
は
藪や
ぶ
ち地
洞
穴
遺
跡
（
う
る
ま
市
）
で
見
つ
か
っ
た
約
一
万
年
前
の

も
の
で
、
そ
の
後
一
一
世
紀
に
農
耕
が
始
ま
る
ま
で
、
九
〇
〇
〇
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
海
と
人

と
が
調
和
し
た
貝
塚
文
化
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

　

貝
塚
か
ら
は
当
時
の
人
々
が
食
べ
た
魚
介
類
や
ウ
ミ
ガ
メ
、
イ
ノ
シ
シ
の
骨
、
そ
し
て
時
に
は
人
骨

が
出
土
す
る
こ
と
も
あ
り
、
い
わ
ば
古
代
の
情
報
が
詰
ま
っ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
現

在
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
ジ
ュ
ゴ
ン
の
骨
も
、
沖
縄
の
貝
塚
か
ら
は
数
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ゴ

ン
の
肉
は
食
料
と
し
て
、
骨
は
道
具
の
素
材
と
し
て
、
古
代
の
人
々
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
貝
塚
に
ま
つ
わ
る
出
土
品
と
そ
の
調
査
研
究
成
果
の
展
示
公
開
を
通
し
て
、
貝
塚

が
語
る
海
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
本
展
覧
会
が
沖
縄
の
貝
塚
文
化
と
海
洋
環
境
の

過
去
・
現
在
・
未
来
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
覧
会
の
開
催
に
あ
た
り
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
う
る
ま
市
教

育
委
員
会
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
沖
縄
国
際
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、
関
係
者
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
一
〇
月
一
五
日

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

館
長　

田
名　

真
之
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凡
例
凡
例

１
．
本
書
は
令
和
三
年
度　

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館　

博
物
館
企
画
展
「
海
と
ジ
ュ
ゴ
ン
と
貝
塚
人

―
貝
塚
が
語
る
９
０
０
０
年
の
く
ら
し
―
」
の
図
録
で
あ
る
。

２
．
図
録
構
成
と
展
覧
会
構
成
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
掲
載
写
真
は
展
示
品
の
全
て
で
は
な
く
、
参

考
資
料
と
し
て
展
示
品
以
外
の
資
料
も
掲
載
し
て
い
る
。

３
．
本
書
の
執
筆
・
編
集
は
山
崎
真
治
（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
）
が
行
っ
た
。
ま
た
、
次
の
方
々
に
は
本
文
・

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。

浅
海
竜
司
（
東
北
大
学
）　

山
川
彩
子
（
沖
縄
国
際
大
学
）　

黒
住
耐
二
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
）　

盛

本　

勲
（
名
古
屋
大
学
）　

菅
原
広
史
（
浦
添
市
教
育
委
員
会
）　

楠
瀬
康
大
（
株
式
会
社
文
化
財
サ
ー

ビ
ス
）

澤
浦
亮
平
（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
）

執
筆
分
担
は
各
項
目
の
文
末
お
よ
び
目
次
に
表
記
し
、
表
記
の
な
い
箇
所
は
山
崎
が
執
筆
し
た
。

以
上
の
方
々
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
執
筆
者
に
よ
り
用
語
や
表
記
に
違
い
が
あ
る
が
、
あ
え
て
統
一
は
し
て
い
な
い
。

４
．
本
書
で
使
用
す
る
年
代
は
、
特
記
し
た
場
合
を
除
い
て
暦
年
較
正
年
代
で
あ
る
。

５
．
遺
跡
所
在
地
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
内
の
遺
跡
は
市
町
村
名
を
、
県
外
の
遺
跡
は
所
在
県
名
（
お
よ
び
市
町

村
名
）
を
表
記
し
た
。

６
．
本
展
覧
会
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
招
待
券
・
図
録
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
文
進
印
刷
株
式
会
社
が
担
当
し
た
。

ま
た
本
書
中
の
沖
縄
人
類
史
時
計
お
よ
び
ジ
ュ
ゴ
ン
・
ウ
ミ
ガ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
本
書
裏
表
紙
ア
イ

キ
ャ
ッ
チ
イ
メ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
は
安
慶
名
正
浩
（
こ
ま
し
ら
で
ざ
い
ん
）
が
担
当
し
た
。
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協
力
機
関
・
協
力
者
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

協
力
機
関
・
協
力
者
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

安
次
富
順
子
食
文
化
研
究
所

天
城
町
教
育
委
員
会

伊
江
村
教
育
委
員
会

石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館

伊
仙
町
歴
史
民
俗
資
料
館

一
般
財
団
法
人
沖
縄
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

一
般
財
団
法
人
沖
縄
美
ら
島
財
団

　

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
国
際
大
学

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

環
境
省

北
区
飛
鳥
山
博
物
館

宜
野
座
村
立
博
物
館

京
都
大
学
総
合
博
物
館

久
米
島
博
物
館

公
益
財
団
法
人
古
代
学
協
会

佐
賀
市
教
育
委
員
会

地
底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
（
仙
台
市
富
沢
遺
跡
保
存
館
）

千
葉
市
立
加
曽
利
貝
塚
博
物
館

北
谷
町
教
育
委
員
会

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構

　

奈
良
文
化
財
研
究
所

鳥
羽
水
族
館

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

名
護
市
教
育
委
員
会

那
覇
市
市
民
文
化
部

那
覇
市
歴
史
博
物
館

南
城
市
教
育
委
員
会

東
村
立
山
と
水
の
生
活
博
物
館

ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館

平
戸
市
文
化
観
光
商
工
部

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

赤
嶺
信
哉

安
次
富
順
子

石
垣
金
星

石
丸
恵
利
子

稲
葉
佳
代
子

伊
庭　

功

大
岡
素
平

小
澤
宏
之

勝
連
晶
子

久
場
ま
ゆ
み

倉
成
多
郎

幸
喜　

淳

近
藤
康
久

島
袋
春
美

妹
尾
裕
介

当
山
昌
直

戸
真
伊
亀
吉

土
肥
直
美

中
村
雄
紀

藤
田
祐
樹

外
間
政
明

丸
山
真
史

宮
城
奈
々

宮
城
弘
樹

山
崎　

健

横
尾
昌
樹

Francesco G
enchi
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港川人 サキタリ洞

サキタリ洞

条線文土器

南島爪形文土器

曽畑式土器

●ピンザアブ

●白保竿根田原洞穴

荻堂式土器

大当原式土器

くびれ平底土器

下田原式土器

グスク土器

宮古式土器 パナリ焼

グスク土器
貿易陶磁カムィヤキ

滑石製石鍋

貝交易

サンゴ礁の拡大

貝斧

開元通宝

白保竿根田原洞穴

農耕の始まり

大規模なグスク

首里城

海産魚類の
活発な利用

イノシシの
活発な利用

水産資源
の利用

安土・桃山時代

弥生時代

古墳時代

飛鳥時代
奈良時代

平安時代

鎌倉時代

南北朝
室町時代

安土・桃山時代

江戸時代

近代～現代

旧石器時代

草創期

早期

前期

中期

後期
晩期

本
展
覧
会
で
用
い
る
「
貝
塚
時
代
」
と
い
う
呼
称
は

こ
の
期
間
（
縄
文
時
代
〜
弥
生
平
安
並
行
時
代
）
を
さ
し
ま
す
。

BC35000

BC30000

BC20000

BC15000

BC10000

BC5000

BC/AD

AD500

AD1000

AD1500

AD2000

下田原
文化期

地質
年代 日　本 沖縄諸島 先島諸島年代

近代～
現代

近代～
現代

更

新

世

完

新

世

旧

石

器

時

代

グ
ス
ク
時
代

琉
球
王
国
時
代

グ
ス
ク
時
代

無

土

器

文

化

期

琉
球
王
国
時
代

縄

文

時

代

貝

塚

時

代

前

期

弥

生

〜

平

安

並

行

時

代

貝

塚

時

代

後

期

旧

石

器

時

代

縄

文

時

代

干潟の貝類
の利用

イヌの飼育

サンゴ礁の貝類の
活発な利用

ウシ・ブタの飼育

1	 展覧会関連年表
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蓋
殻
高

殻 径

殻
高

殻 長
殻 頂

外 唇

水 管 溝

螺
塔

体
層

内 唇

巻貝類（マガキガイ） 二枚貝類（アラスジケマン）

顆 粒放 射 肋

殻 頂

前 背 縁
後 背 縁

腹 縁前 閉 殻 筋 痕

後 閉 殻 筋 痕

成 長 線

左殻 右殻

鉸 歯 （ 蝶 番 ）

眼 柄 湾 入

2	貝殻の部位名称

豊 か な 海 を 未 来 に 残 す た め に

　海は、釣りやレジャーの場として、現代の私たちに
とってかけがえのない存在です。同時に、海は水産物とい
う重要な食料を私たちに提供してくれる漁業者の生活の場
でもあります。豊かな海を未来に残すために、沖縄県では

「漁業調整規則」や「漁業権」によって大切な資源を保護
しています。海のルールとマナーを守って、いつまでも楽
しく海を利用しましよう。

一 般 の 人 に も 許 可 さ れ て い る も の一 般 の 人 に も 許 可 さ れ て い る も の
釣り（集魚灯は禁止）
投網（船の使用を除く）
たも網及び叉手網
素潜り（シュノーケリングを含む）
素手（くまでやスコップは使用可能）
やす、は具(発射装置を有するものを除く)

漁 業 権 が 設 定 さ れ て い る も の （ 漁 業 者 以 外 は 獲 っ て は い け漁 業 権 が 設 定 さ れ て い る も の （ 漁 業 者 以 外 は 獲 っ て は い け
な い も の ： 詳 細 は 下 表 参 照 ）な い も の ： 詳 細 は 下 表 参 照 ）
しゃこがい類（ヒメジャコ、ヒレジャコ、ヒレナシジャコ、

シャゴウ、シラナミ）
いせえび類
貝類（ギンタカハマ（ヒロセガイ）、ヤコウガイ、サラサ

バテイラ（タカセガイ）、チョウセンサザエ）
シラヒゲウニ
ヒジキ
ヒトエグサ(アーサ)など

漁 業 者 で あ っ て も 、 取 る こ と が で き な い ル ー ル漁 業 者 で あ っ て も 、 取 る こ と が で き な い ル ー ル
【 禁 漁 期 間 】
しゃこがい類(6月1日から8月31日ほで)
いせえび類(4月1日から6月30日まで)

【 体 長 制 限 】
いせえび類(体長18cm以下)、ヒメジャコ(殻長8cm以下)
、シャゴウ(殻長15cm以下)、ヒレジャコ(穀長20cm以
下)、ヒレナシジャコ(殻長30cm以下)、チョウセンサザ
エ(口径3cm以下)、ヤコウガイ(口径6cm以下)、サラサ
バテイ(殻の短径6cm以下)、ギンタカハマ(殻の短径6cm
以下)

平成25年9月1日免許（共同漁業権）

こ う し

かりゅう

が ん へ い わ ん に ゅ う

ら
と
う
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あ
な
た
は
ジ
ュ
ゴ
ン
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

　

ジ
ュ
ゴ
ン
は
「
人
魚
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
る
カ
イ
ギ
ュ
ウ
目
ジ
ュ
ゴ
ン
科
の
海

棲
哺
乳
類
で
、
現
生
動
物
で
は
ゾ
ウ
に
近
縁

な
生
き
物
で
す
。
成
体
で
は
体
長
約
二
・
四

～
三
ｍ
、
体
重
二
五
〇
～
四
〇
〇
㎏
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
の
熱

帯
～
亜
熱
帯
海
域
に
分
布
し
、
沖
縄
は
そ

の
北
限
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

沖
縄
近
海
に
も
多
く
生
息
し
て
い
ま
し
た

が
、
乱
獲
や
混
獲
に
よ
っ
て
個
体
数
が
減

少
し
、
近
年
で
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
ジ
ュ
ゴ
ン
の
飼
育
・
繁
殖
は
難
し
く
、

世
界
で
も
三
か
所
の
施
設
で
三
頭
だ
け
が

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
頭

は
三
重
県
の
鳥
羽
水
族
館
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
メ
ス
の
「
セ
レ
ナ
」
で
、長
年
に
わ
た
っ

て
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

海
草
を
主
食
と
す
る
ジ
ュ
ゴ
ン
は
、
豊

か
な
海
草
藻
場
を
必
要
と
し
ま
す
。
海
草

藻
場
に
は
ジ
ュ
ゴ
ン
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
魚
介
類
が
集
ま
り
、
豊
か
な
漁
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
海
と
ジ
ュ
ゴ
ン
そ
し
て

人
は
、
こ
の
島
で
何
千
年
に
も
わ
た
っ
て

共
存
し
て
き
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
百
年
ほ
ど
で
沖
縄
の
海
域
環
境
は
激
変

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ジ
ュ
ゴ
ン
が
棲
み

処
と
し
て
い
た
豊
か
な
海
は
護
岸
や
人
工

物
で
覆
わ
れ
、
沿
岸
漁
獲
量
も
一
九
九
〇

年
代
以
降
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
温
暖

化
に
よ
っ
て
進
行
す
る
サ
ン
ゴ
礁
の
白
化

現
象
も
、
年
々
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
九
九
八
年
に
確
認
さ
れ
た
世
界

規
模
で
の
白
化
現
象
以
降
も
、
毎
年
の
よ

う
に
大
規
模
な
白
化
現
象
が
報
告
さ
れ
、

沖
縄
の
サ
ン
ゴ
礁
は
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
海
洋
汚

染
も
深
刻
で
す
。
世
界
各
地
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
が
海
を
覆
い
、
人
類
が
現
在
ま
で

に
作
り
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
総
量
は
、

七
〇
億
の
世
界
人
口
に
対
し
て
一
人
あ
た

り
約
一
ｔ
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
の
海
洋
環
境
は
危
機
的
状

況
を
迎
え
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
共
存
し

て
い
た
海
と
ジ
ュ
ゴ
ン
そ
し
て
人
の
関
わ

り
は
、
な
ぜ
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
豊
か
な
海
と
人
が
共
存

し
て
い
た
古
代
の
く
ら
し
を
知
る
こ
と
で
、

現
代
そ
し
て
未
来
の
人
と
海
と
の
関
わ
り

を
考
え
る
上
で
、
新
た
な
手
が
か
り
が
得
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
幸
い
に
も
、
古

代
の
人
々
が
残
し
た
貝
塚
に
は
、
人
と
海

と
の
関
わ
り
を
物
語
る
多
く
の
情
報
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
貝
塚
は
古
代
の
ビ
ッ
グ
・

デ
ー
タ
を
秘
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
な
の

で
す
。

さ
あ
、
今
こ
そ
貝
塚
を
め
ぐ
る
古
代
へ

の
冒
険
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
！

プロローグ

海とジュゴンと貝塚人

3	ジュゴン剥製（沖縄県立博物館・美術館　所蔵）
1 9 7 9 年 １ 月 、 名 護 市 嘉 陽 沖 で 刺 し 網 に か か っ て 溺 れ か け て い た 個 体 で 、 体 長 1 5 9 c m 、 体 重 9 5 k g の 幼 体

（♀）です。救助後、一時飼育されていましたが同年２月に死亡し、剥製と骨格標本が製作されました。ジュ
ゴ ン は 肺 呼 吸 を す る た め 、 数 分 お き に 浮 上 す る 必 要 が あ り ま す が 、 彼 ら が 主 に 活 動 す る 浅 海 域 は 優 良 な 漁 場
でもあり、刺し網による混獲死も少なくありません。
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第１章

貝塚の謎

4	伊
い は

波貝塚（うるま市）の貝層
たくさんの貝殻が散らばっています。約3500年前。
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古代からのタイムカプセル

貝塚って何？

　

貝
塚
と
は
、
昔
の
人
が
食
べ
た
貝
殻
が
堆
積
し
た
遺

跡
で
す
。
代
表
的
な
貝
塚
と
し
て
、
浦う

ら
そ
え添
市
の
浦
添
大

公
園
内
に
あ
る
浦
添
貝
塚
や
、
宜ぎ

の
わ
ん

野
湾
市
の
大
山
貝
塚
、

う
る
ま
市
の
伊
波
貝
塚
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
れ
だ
け
貝
殻
が
あ
れ
ば
貝
塚
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
厳
密
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
貝
殻
が
た
く
さ

ん
残
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
れ
ば
貝
塚
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
高
い
密
度
で
貝
殻
が
含
ま
れ
る
貝
塚

も
あ
れ
ば
、
ち
ら
ほ
ら
と
貝
殻
が
含
ま
れ
て
い
る
貝
塚

も
あ
り
ま
す
。

　

貝
塚
か
ら
見
つ
か
る
の
は
貝
殻
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
土
器
の
破
片
や
壊
れ
た
石
器
、
石
器
や
骨
貝
製

品
の
製
作
過
程
で
出
た
残
滓
、
獲
物
と
な
っ
た
動
物
の

骨
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
廃
棄
物
（
ゴ
ミ
）
も
見
つ
か
り

ま
す
。
貝
殻
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と
す
る
ア

ラ
ゴ
ナ
イ
ト
と
い
う
物
質
か
ら
で
き
て
お
り
、
そ
れ
が

集
ま
っ
た
貝
塚
は
ア
ル
カ
リ
分
に
富
む
こ
と
か
ら
、
骨

や
貝
な
ど
通
常
の
遺
跡
で
は
保
存
さ
れ
難
い
遺
物
が
良

好
な
状
態
で
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
貝

塚
か
ら
は
廃
棄
物
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
使
え
そ
う
な
装

飾
品
や
、
さ
ら
に
は
人
骨
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
役
目
を
終
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
モ
ノ
」
が
堆
積
し
、

安
息
す
る
場
所
、
そ
れ
が
貝
塚
で
し
た
。
貝
塚
は
、
古

代
の
「
ゴ
ミ
捨
て
場
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
点
で
、
現
代
人
の
「
ゴ
ミ
捨
て
場
」
と
は
少
々

意
味
合
い
が
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

貝塚からはいろんな

ものが見つかるんだよ！

6	貝製品
左はシャコガイ製の貝製品で、サメの歯を象ったもの。ルイス・ビ
ン フ ォ ー ド （ 本 書 1 6 頁 参 照 ） 寄 贈 。 伊 波 貝 塚 。 右 は 大 型 イ モ ガ イ
類から切り出された見事な貝製品。地荒原貝塚。

5	土器
土 器 の か け ら 。 煮 炊 き に 用 い ら れ た も の で 、 形 や 文 様 の ト
レ ン ド が 時 代 ご と に 変 化 し て い く た め 、 年 代 を 判 定 す る 際
に役立ちます。地荒原（ちあらばる）貝塚（うるま市）。

7	 磨製石斧
鋭 い 刃 を も つ 、 ま だ
使 え そ う な 石 斧 。 地
荒原貝塚。

8	動物骨
ジュゴンの上腕骨。浦添貝塚。 9	貝玉

巻貝の螺塔部を用い
たビーズ。仲宗根貝
塚（沖縄市）。

10	人骨（下顎骨）
切 歯 ４ 本 が 生 前 に 脱 落 し て お り 、 風 習 的 抜 歯 と
考えられます。仲宗根貝塚。

※図1�はWEB
公開対象外
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0      20km0      20km

ナガラ原東貝塚
ナガラ原西貝塚
ナガラ原第三貝塚
ナガラ原第四貝塚

謝敷貝塚
佐手貝塚

カヤウチバンタ貝塚

宇佐浜Ｂ貝塚
奥第一貝塚
奥第二貝塚
奥第三・第四貝塚

国頭田名貝塚

安田遺跡

安波貝塚喜如嘉貝塚

東村伊是名貝塚

松
堂
原
貝
塚

渡
喜
仁
浜
原
貝
塚

白
浜
貝
塚

越
地
貝
塚

仲
尾
次
貝
塚

運
天
貝
塚

ア
ガ
リ
ク
ン
ジ
ャ
ー
貝
塚

シ
ガ
イ
バ
ン
タ
貝
塚

具
志
堅
貝
塚

備
瀬
貝
塚

浜元サチピン貝塚
浜元貝塚

兼久原貝塚

アンチの上貝塚

水納貝塚

運天原サバヤ貝塚
済井出長佐久貝塚

大堂原貝塚

ナンマー貝塚

安
和
貝
塚

屋
部
貝
塚

屋
部
前
田
原
貝
塚

東
兼
久
原
貝
塚

溝
原
貝
塚

ア
パ
ヌ
ク
貝
塚

名
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11	沖縄諸島の貝塚地図

沖縄にはたくさんの

貝塚があるんだね！
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ナガタ原貝塚

吉野貝塚

嘉良嶽貝塚
轟川川尻貝塚

磯辺貝塚

南
風
見
貝
塚

西
表
大
原
貝
塚

仲間第一貝塚
仲間第二貝塚

野底貝塚

船浦貝塚

上原貝塚
上原ノザシ貝塚
塩田貝塚

中野西崎貝塚
中野貝塚

カーダ川河口貝塚

鳩間島大泊貝塚
鳩間島中森貝塚

鳩間島屋良貝塚

トゥマール貝塚
ニシンダ原貝塚

小
浜
島
南
風
原
遺
跡

竹
富
貝
塚

山
止
貝
塚ナ

ー
シ
キ
貝
塚

大
泊
浜
貝
塚

下
田
原
貝
塚

カ
イ
ジ
浜
貝
塚

大
泊
浜
貝
塚

ト
ゥ
グ
ル
浜
遺
跡

仲筋ピューシタ川河口遺跡

12	先島諸島の貝塚地図

1 44

2 31

3 27

4 26

5 23

6 19

7 16

7 16

9 15

10 13

10 13

13	市町村別「貝塚の数」ランキング
中 城 湾 と 金

き ん

武 湾 に 面 し 、 多 く の 離 島 を 擁 す る う
るま市には、44箇所もの貝塚があります。

　

沖
縄
県
に
は
三
五
四
箇
所
の
貝
塚
が
あ
り
、
こ
れ

は
全
国
の
中
で
も
千
葉
県
（
七
四
四
箇
所
）、
茨
城
県

（
三
七
六
箇
所
）
に
次
い
で
第
三
位
の
数
で
す
（
文
化

庁
文
化
財
部
記
念
物
課
二
〇
一
七
）。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
沖
縄
で
は
貝
殻
が
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡
は

非
常
に
稀
で
、
古
来
よ
り
、
人
々
に
と
っ
て
い
か
に
貝

類
が
身
近
で
重
要
な
食
べ
も
の
だ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま

す
。
県
内
で
最
も
多
く
の
貝
塚
を
擁
す
る
市
町
村
は
う

る
ま
市
で
四
四
箇
所
、
一
方
、
貝
塚
の
な
い
市
町
村
は

豊と
み
ぐ
す
く

見
城
市
、
中な

か
ぐ
す
く城

村
、
与よ

な
ば
る

那
原
町
、
南は

え
ば
る

風
原
町
、
南
大

東
村
、
北
大
東
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
の
貝
塚
は
、
千
葉
県
や
茨
城
県
の
貝
塚
に
比
べ

る
と
小
規
模
な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
名な

ぐ
ら蔵

貝
塚
群

（
石
垣
市
）
の
よ
う
に
一
㎞
以
上
に
わ
た
っ
て
多
数
の

貝
塚
が
密
集
し
た
事
例
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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サチ湧く海の原風景

沖縄の海とサンゴ礁

　

沖
縄
県
は
東
シ
ナ
海
と
太
平
洋
に
囲
ま
れ
た
島

嶼
県
で
、
県
土
の
面
積
は
二
二
七
五

㎢
と
全
国

四
七
都
道
府
県
の
中
で
も
香
川
県
、
大
阪
府
、
東

京
都
に
次
い
で
四
番
目
に
小
さ
な
県
で
す
。
一
方
、

海
岸
線
の
総
延
長
は
二
〇
三
七
㎞
と
北
海
道
、
長

崎
県
、
鹿
児
島
県
に
次
い
で
四
位
に
入
り
ま
す
。

沖
縄
は
、
日
本
の
中
で
も
最
も
密
接
に
海
と
人
が

関
わ
っ
て
き
た
地
域
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

沖
縄
の
海
と
言
え
ば
白
い
砂
浜
と
そ
れ
に
続
く

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
穏
や
か
な
水
面
、
そ
し

て
白
波
が
砕
け
る
干ひ

し瀬
（
リ
ー
フ
エ
ッ
ジ
）
を
挟

ん
で
、
さ
ら
に
外
側
に
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
外

海
が
続
き
、
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
で

す
。
こ
う
し
た
風
景
を
形
作
っ
て
い
る
の
は
、
典

型
的
な
サ
ン
ゴ
礁
（
裾き

ょ
し
ょ
う礁

）
地
形
で
す
。

　

沖
縄
の
島
々
は
、
二
〇
〇
万
年
前
以
降
の
地
殻

変
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
水
深
二
〇
〇
〇
ｍ
を

越
え
る
深
い
窪
地
（
沖
縄
ト
ラ
フ
）
に
よ
っ
て
大

陸
棚
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
た
め
、
大
陸
起
源
の
砂

泥
や
栄
養
塩
類
の
供
給
が
遮
断
さ
れ
、
島
々
の
周

囲
に
は
透
明
度
の
高
い
海
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

透
明
度
が
高
い
海
は
、
同
時
に
貧
栄
養
で
も
あ
る

の
で
す
が
、
島
々
の
周
囲
に
は
サ
ン
ゴ
礁
が
大
規

模
に
発
達
し
て
お
り
、
こ
の
サ
ン
ゴ
礁
が
多
く
の

生
物
を
養
う
「
ゆ
り
か
ご
」
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
刺
胞
動
物
で
あ
る
造
礁
サ
ン
ゴ
は
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
の
微
小
動
物
を
捕
食
す
る
だ
け

で
な
く
、
共
生
す
る
褐
虫
藻
の
光
合
成
か
ら
も
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
お
り
、
透
明
度
と
海
水

温
が
高
い
海
域
で
し
か
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

14	潮間帯に分布する造礁サンゴ
浦添市。人工物に覆われた都市部の沿岸にも、このような造礁サンゴが分布しています。

15	島の沿岸部を縁取る裾礁
沖 縄 島 南 部 の 港 川 （ 八 重 瀬 町 ） か ら 奥

お う

武 島 （ 南 城 市 ） に か
け て の 沿 岸 部 の 風 景 。 白 波 が 砕 け る 干 瀬 の 陸 地 側 に 浅 い 礁
池（イノー）が広がっています。

16	春に沿岸部を覆う海藻類
春 に 沿 岸 部 を 覆 う ヒ ト エ グ サ （ ア ー サ ） な ど の 海 藻 類 は 、
沖縄の伝統食材となっています。宜野湾市。



第１章　貝塚の謎 14

せ
ん
。
サ
ン
ゴ
礁
は
光
合
成
に
よ
る
一
次
生
産
量

が
陸
域
の
熱
帯
多
雨
林
よ
り
も
大
き
く
、
サ
ン
ゴ

か
ら
放
出
さ
れ
る
粘
液
が
多
く
の
魚
類
や
底
生
動

物
の
餌
に
な
る
こ
と
、
複
雑
な
形
状
の
サ
ン
ゴ
が

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
の
住
み
か
に
な
る
こ
と
か
ら
、

生
物
多
様
性
の
高
い
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
見
る
と
サ
ン
ゴ
礁
の
分
布
は
北
緯

三
〇
度
か
ら
南
緯
三
〇
度
の
間
に
あ
り
、
北
緯

二
四
～
二
八
度
に
位
置
す
る
沖
縄
は
、
サ
ン
ゴ
礁

の
分
布
域
と
し
て
は
お
お
よ
そ
北
限
に
あ
た
り
ま

す
。
し
か
し
南
方
か
ら
暖
か
い
海
水
を
運
搬
し
て

く
る
黒
潮
の
お
か
げ
で
同
緯
度
の
他
の
海
域
よ
り

も
海
水
温
が
高
い
た
め
、
沖
縄
諸
島
海
域
で
は
約

三
四
〇
種
、
八
重
山
諸
島
海
域
で
は
約
三
九
〇
種

も
の
造
礁
サ
ン
ゴ
が
分
布
し
て
お
り
、
大
規
模
か

つ
連
続
的
な
サ
ン
ゴ
礁
地
形
が
発
達
し
た
世
界
的

に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
で
す
。

　

沖
縄
の
島
々
の
周
囲
を
縁
取
る
サ
ン
ゴ
礁
は
、

豊
富
な
魚
介
類
の
住
み
か
と
し
て
、古
く
か
ら
人
々

の
く
ら
し
と
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
サ
ン
ゴ

礁
に
生
息
す
る
シ
ャ
コ
ガ
イ
や
マ
ガ
キ
ガ
イ
な
ど

の
貝
類
、
ブ
ダ
イ
、
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
、
ハ
タ
な
ど

の
魚
類
は
、
数
千
年
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
続
け

て
き
た
典
型
的
な
ウ
ミ
サ
チ
（
海
の
幸
）
で
す
。

か
つ
て
沖
縄
の
海
に
多
数
生
息
し
て
い
た
ジ
ュ
ゴ

ン
も
、
そ
う
し
た
サ
ン
ゴ
礁
の
生
き
物
の
仲
間
で

す
。
ま
た
、
黒
潮
に
乗
っ
て
北
上
し
て
く
る
ト
ビ

ウ
オ
や
カ
ツ
オ
な
ど
の
回
遊
魚
は
、
著
名
な
糸い

と
ま
ん満

漁
民
（
海う

み
ん
ち
ゅ人

）
の
主
要
な
漁
獲
物
と
な
り
ま
し
た
。

17	沿岸部の生態環境と漁法
貝 塚 時 代 の 漁 労 は 主 に サ ン ゴ 礁 域 や 内 湾 域 で 行 わ れ 、 外 海
での回遊魚・サメ漁は未発達でした。

礁池（名護市嘉陽）

干潟（うるま市照間）

マングローブ（石垣市名蔵）

18	世界のサンゴ礁分布図
赤 道 付 近 の 熱 帯 域 を 中 心 に 分 布 し て お
り 、 沖 縄 は お お よ そ 北 限 に あ た り ま す 。
し か し 、 フ ィ リ ピ ン 近 海 か ら 北 上 し て
く る 黒 潮 の お か げ で 、 沖 縄 は 年 平 均 気
温 2 3 . 1 ℃ 、 年 間 降 水 量 2 0 4 0 m m と 温
暖 湿 潤 な 亜 熱 帯 気 候 に 恵 ま れ 、 豊 か な
動 植 物 相 が 育 ま れ て き ま し た 。 黒 潮
が 運 ん で く る 暖 か い 海 水 の 影 響 で 、 沖
縄 近 海 の 海 水 温 は 年 間 を 通 し て 2 2 ～
2 9 ℃ に 保 た れ て お り 、 「 海 の 中 は 熱
帯」とも言われます。
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古代のゴミ問題

貝塚ができるわけ

19	海鮮鍋（上）と食後の廃棄貝（下）
貝 類 は 貝 殻 が か さ ば る た め 、 見 か け に 比 べ て 可 食 部 は 少 な
い の で す が 、 低 脂 肪 で タ ン パ ク 質 や ビ タ ミ ン B に 富 み 、 コ
ハク酸などのうまみ成分を多く含む食べものです。

20	漁港の一角に形成された現代の貝塚
ほぼ純粋にマガキガイ一種で構成されています。

　

貝
塚
は
な
ぜ
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
沖
縄
で

は
現
在
で
も
、
海
岸
に
人
が
捨
て
た
貝
殻
が
散
ら

ば
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て

は
、
同
じ
場
所
に
繰
り
返
し
貝
殻
が
捨
て
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
厚
さ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
遺
跡
と
し
て
の
貝
塚
も
同
様

に
、
同
じ
場
所
に
貝
殻
が
捨
て
続
け
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
貝
類

は
重
量
比
に
す
る
と
六
〇
～
九
五
％
が
貝
殻
で
、

実
入
り
が
小
さ
く
、
総
重
量
に
比
較
し
て
廃
棄
重

量
が
大
き
い
資
源
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す

　

日
常
生
活
の
中
で
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
を
ど
の
よ

う
に
処
分
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
現
代
人
に

と
っ
て
切
実
な
課
題
で
す
が
、
昔
の
人
々
に
と
っ

て
も
大
問
題
で
し
た
。
当
時
の
ゴ
ミ
は
、
現
代
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
な
ど
と
違
っ
て
、
木
や
骨
、

生
ご
み
と
い
っ
た
朽
ち
や
す
い
天
然
素
材
の
ゴ
ミ

だ
っ
た
の
で
、
短
期
的
か
つ
一
時
的
に
利
用
さ
れ

る
場
所
で
は
、
周
辺
に
散
ら
か
さ
れ
て
も
大
き
な

問
題
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
（
図
21
）。

　

し
か
し
、
一
ヵ
所
で
の
滞
在
期
間
が
長
く
な
る

と
、
悪
臭
を
放
ち
不
衛
生
な
ゴ
ミ
の
処
分
と
生
活

空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
図
23
は
コ
ン
ゴ
の
熱
帯
雨
林
に
住
む
エ
フ
ェ

の
キ
ャ
ン
プ
・
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。
こ
の
事
例
で

は
、
日
常
的
に
清
掃
さ
れ
る
範
囲
と
そ
こ
か
ら
出

た
ゴ
ミ
が
集
積
さ
れ
る
範
囲
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、

生
活
空
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ゴ
ミ
は
日
常
生

活
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
場
所
に
寄
せ
集
め
ら
れ
、

おなかすいたなぁ・・ ・
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集
積
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ひ
と
た
び
ゴ
ミ
が

捨
て
ら
れ
る
と
、
次
々
と
同
じ
場
所
に
ゴ
ミ

が
捨
て
ら
れ
て
い
く
現
象
は
「
誘
引
効
果
」

と
呼
ば
れ
、
現
代
の
不
法
投
棄
な
ど
で
も
よ

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
で
も
、
こ
れ
と
よ
く
似

た
ゴ
ミ
の
分
布
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
図
24
は
木き

ど
さ
く

戸
作
貝
塚
（
千

葉
県
千
葉
市
）
に
お
け
る
遺
構
と
貝
塚
の
分

布
パ
タ
ー
ン
で
す
。
中
央
の
平
坦
な
地
形
部

分
に
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の

周
囲
に
は
竪
穴
住
居
や
土
坑
が
配
置
さ
れ
、

そ
の
外
縁
に
貝
塚
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
の
貝
塚
の
多
く
は
、
恒
常
的
な
生
活

域
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
た
廃
棄
場
で
、
エ

フ
ェ
の
キ
ャ
ン
プ
外
周
部
に
形
成
さ
れ
る
ゴ

ミ
溜
め
や
、
木
戸
作
貝
塚
の
集
落
外
縁
部
に

形
成
さ
れ
た
貝
塚
な
ど
と
類
似
し
た
性
格
を

も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
貝
塚
の
貝

殻
は
、
食
事
や
調
理
の
際
に
、
貝
か
ら
肉
を

取
り
出
す
作
業
を
経
て
廃
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
食
事
や
調
理

が
行
わ
れ
た
の
は
竪
穴
住
居
や
生
活
域
と
推

測
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
最
終
的
に
貝
殻
が

廃
棄
さ
れ
た
貝
塚
は
集
落
の
外
縁
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
沿
岸
部
で
採
集
さ
れ
た
貝
類

が
、
集
落
ま
で
運
搬
さ
れ
、
調
理
さ
れ
、
廃

棄
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
為
的

プ
ロ
セ
ス
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

21	民族誌から見た廃棄行動
人 類 学 者 の ル イ ス ・ ビ ン フ ォ ー ド は 、 ア ラ ス カ の エ ス キ モ ー の 人 々 の 伝 統 的 な く
ら し の 観 察 か ら 、 人 類 の ゴ ミ 処 理 方 法 （ 廃 棄 行 動 ） に つ い て 体 系 的 な 研 究 を 提 示
しています。右図（出典：Binford ,  L .  R .  (1983)）は、エスキモーの生活の中で
よ く 見 ら れ る 、 焚 火 の 周 囲 を 着 座 し た 男 た ち が 取 り 巻 い て 、 食 事 や 団 欒 し た 際 に
形 成 さ れ る 廃 棄 物 の 分 布 状 況 を 模 式 的 に 示 し た も の 。 中 央 に 炉 が あ り 、 そ の 周 囲
に着座した人物の直近には、手元からこぼれ落ちた細かいゴミが散らばり（drop  
zone）、大きなゴミは焚火の前面や着座した人物の背後などに投げ捨てられます

（ t o s s  a r e a ） 。 細 か い ゴ ミ と 大 き な ゴ ミ が ゾ ー ン 分 け さ れ て い る （ 分 別 効 果 ） の
が 大 き な 特 徴 で す 。 こ れ に よ く 似 た ゴ ミ 分 布 の パ タ ー ン は 、 あ ち こ ち で 目 に す る
ことができます（図22）。
ち な み に ビ ン フ ォ ー ド は 戦 後 米 軍 の 通 訳 と し て 来 沖 し 、 沖 縄 の 伝 統 文 化 や 歴 史 に
触 れ 、 基 地 建 設 に 伴 う 文 化 財 の 収 集 ・ 保 管 に 従 事 し た 経 験 か ら 、 人 類 学 ・ 考 古 学
に興味をもち、帰国後学業を修めてこの分野の第一人者となりました。

22	現代人が打ち割った貝
ク モ ガ イ や イ モ ガ イ な ど の サ ン ゴ 礁 の 大 型 種 を 処 理 し た 作 業
あ と （ 左 ） と 打 ち 割 っ た 貝 （ 上 ） 。 左 写 真 中 央 付 近 で 行 わ れ
た 打 ち 割 り 作 業 に 伴 っ て 、 周 囲 に 細 か い 破 片 が 、 そ の 外 側 に
は大きな破片が散らばっています。

23	エフェのキャンプ平面図
このキャンプは以下の５つの要素からなりたっています。

（ １ ） キ ャ ン プ の 外 縁 部 を 画 す る 草 木 の 刈 り 払 い が 行 わ れ
た範囲。

（２）小屋掛け。主に睡眠と日除けに使われます。
（ ３ ） 炉 。 各 小 屋 掛 け ご と に 炉 が あ り 、 屋 外 の 仕 事 場 に も

炉があります。
（ ４ ） ゴ ミ 溜 め 。 キ ャ ン プ の 外 縁 部 に そ っ て 帯 状 の ゴ ミ の

集積が断続的に形成されています。ゴミの内容は、食べ
か す 、 炉 の 灰 、 壊 れ た 道 具 、 そ の ほ か 作 業 屑 な ど で 、 そ
れらの量や種類は居住期間や人数によって変動します。

（ ５ ） 中 央 広 場 。 仕 事 や 歓 談 の 場 と し て 使 わ れ 、 独 身 者 が
寝所として使うこともあります。砥石や共用の腰掛けな
ども置かれています。 炉　　小屋掛けゴミの集積

範囲

N

3m
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24	木戸作貝塚の地形図
台 地 上 平 坦 部 の オ ー プ ン ス ペ ー ス を 取 り 巻 く よ う に 住 居
や 土 坑 が 設 け ら れ て お り 、 斜 面 部 に 貝 塚 が 形 成 さ れ て い
ます。

イ
タ
リ
ア
南
部
の
ナ
ポ
リ
近
郊
に
位
置
す
る
ポ

ン
ペ
イ
は
、紀
元
一
世
紀
に
発
生
し
た
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ

オ
火
山
の
噴
火
に
伴
う
火
山
灰
と
火
砕
流
で
ロ
ー

マ
時
代
の
街
が
ま
る
ご
と
埋
没
し
、
一
七
〇
〇
年

を
経
た
後
に
極
め
て
保
存
の
良
い
状
態
で
発
掘
さ

れ
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ポ
ン
ペ
イ
の

街
は
、
速
や
か
に
火
砕
流
で
覆
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

売
店
の
商
品
や
居
酒
屋
の
メ
ニ
ュ
ー
、
食
卓
に
な

ら
ん
だ
食
べ
も
の
や
食
器
ま
で
も
が
そ
の
ま
ま
保

存
さ
れ
て
お
り
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
火
山
災
害

で
死
亡
し
た
人
々
の
姿
も
、
地
層
中
に
空
洞
の
形

で
保
存
さ
れ
て
い
た
。
空
洞
に
石
膏
を
流
し
込
ん

で
形
取
ら
れ
た
復
元
像
（
図
26
）
が
、
ポ
ン
ペ
イ

滅
亡
の
日
の
様
子
を
ま
ざ
ま
ざ
と
伝
え
て
い
る
。

　

一
方
、
通
常
の
遺
跡
で
は
ポ
ン
ペ
イ
の
よ
う
に

あ
る
一
瞬
で
時
が
止
ま
っ
た
状
態
の
ま
ま
保
存
さ

れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
遺
跡
か
ら
見

つ
か
る
大
多
数
の
遺
物
は
、
当
時
の
人
々
に
よ
っ

て
使
わ
れ
、
食
べ
ら
れ
、
し
か
る
後
に
不
要
と
な
っ

て
廃
棄
さ
れ
た
「
ゴ
ミ
」
で
あ
り
、
廃
棄
後
も
日

光
や
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
踏
み
つ
け
ら
れ
、
土
の

中
で
分
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ゴ
ミ
」
は
遺

物
と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
、
食
べ
ら
れ
、
廃
棄
さ
れ
た
か
は
、
現
代
の
警

察
の
犯
罪
捜
査
の
よ
う
に
、
遺
跡
と
遺
物
を
詳
細

に
観
察
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明

ら
か
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
貝
塚
に
残
さ
れ
た

「
ゴ
ミ
」
は
、
多
く
の
情
報
を
秘
め
た
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ン
ト
（
証
言
者
）
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

モノから読む過去のくらし

25	古
こ が ち ば る

我地原貝塚（うるま市）の模型
石 灰 岩 台 地 上 に 竪 穴 住 居 か ら な る 集 落 が あ り 、 崖 下 に 貝 塚
が 形 成 さ れ て い ま す 。 集 落 で 出 た 貝 殻 な ど の ゴ ミ は 、 そ の
場 に 遺 棄 さ れ る の で は な く 、 持 ち 運 ば れ て 崖 下 に 廃 棄 さ れ
た と 考 え ら れ ま す 。 こ の よ う な 事 例 で は 、 居 住 域 と 廃 棄 帯
が崖線によって隔離されることから、衛生的でした。

トピックス①トピックス①

26	衣服まで残る被災者の石膏像
ポ ン ペ イ で は こ の よ う な な ま な ま し い 被 災 者 像 が 多 数 復 元 さ れ て
いる。

27	飲食店跡（テルモポリウム）
い ま し が た ま で 営 業 し て い た か の よ う な 2 0 0 0 年
前の飲食店跡。カウンターには料理を入れる容器
が並んでいる。
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36,000

30,000

10,000

7,000

20,000

旧石器時代

貝塚時代

グスク時代

近現代

琉球王国時代
人類の渡来
山下町第一洞穴人

港川人の登場

貝塚時代
が始まる

サンゴ礁の
資源利用
が始まる

海洋資源の
利用が始まる

寒冷な気候
（氷河期）

温暖な気候
（後氷期）

農耕社会

＝2.8％

狩猟採集社会

＝97.2％

貝塚文化のタイムライン

いつ作られたのか
　

沖
縄
で
は
現
在
で
も
貝
塚
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
貝
塚
が
も
っ
と
も
た
く

さ
ん
残
さ
れ
た
の
は
約
一
万
年
前
か
ら

約
一
〇
〇
〇
年
前
に
か
け
て
の
貝
塚
時

代
（
縄
文
～
弥
生
・
平
安
並
行
時
代
）

で
す
。
中
で
も
約
四
〇
〇
〇
年
前
か
ら

約
一
〇
〇
〇
年
前
ま
で
の
三
〇
〇
〇
年

間
に
集
中
的
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
貝
塚

時
代
は
野
生
の
動
植
物
を
利
用
す
る
狩

猟
採
集
の
時
代
で
し
た
。
人
々
は
土
器

を
使
っ
て
煮
炊
き
を
し
、
竪
穴
住
居
か

ら
な
る
集
落
を
営
む
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
が
、
農
業
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

約
一
万
年
前
に
寒
冷
な
氷
河
期
（
旧

石
器
時
代
）
が
終
わ
り
、
気
候
が
温
暖

化
す
る
と
、
海
水
面
の
上
昇
に
よ
っ
て

沖
縄
の
島
々
の
周
囲
に
は
浅
い
海
が
広

が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
藪や

ぶ
ち地
洞
穴

遺
跡
（
う
る
ま
市
）
で
は
、
ハ
イ
ガ
イ

な
ど
の
泥
干
潟
の
貝
類
か
ら
な
る
沖
縄

最
古
の
貝
層
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

後
氷
期
の
海
面
上
昇
に
伴
っ
て
、
沖

縄
の
島
々
の
周
囲
に
は
サ
ン
ゴ
礁
が
発

達
し
て
い
き
ま
し
た
。
野の

ぐ
に国
貝
塚
群
Ｂ

地
点
（
嘉か

で

な

手
納
町
）
で
確
認
さ
れ
た
約

七
〇
〇
〇
年
前
の
貝
塚
か
ら
は
、
マ
ガ

キ
ガ
イ
や
サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
な
ど
現
在

で
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
サ
ン
ゴ
礁

性
の
貝
類
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

28	沖縄人類史時計
沖 縄 の 人 類 史 を 2 4 時 間 時 計 に 置 き 換 え た も の 。 沖 縄 に 人 類 （ ホ モ ・ サ ピ エ ン ス ） が 渡
来したのは約3万6000年前で、そこから約１万年前までが旧石器時代です。その後、貝
塚時代が約1000年前まで続き、11世紀頃に農業が導入されてグスク時代が始まります。
1 5 世 紀 に は 4 5 0 年 続 い た 琉 球 王 国 が 樹 立 さ れ ま し た 。 2 4 時 間 時 計 （ 1 時 間 ＝ 1 5 0 0 年 ）
で見ると午前0時から午後5時過ぎまでが旧石器時代で、その後午後11時過ぎまでが貝塚
時代となります。沖縄の歴史の大半は、狩猟採集の時代だったことがわかります。

琉球王国は

450年間。比率に

直すと1.3%だよ。

旧石器時代は

2万6000年間、貝塚時代

は9000年間で、合計す

ると97.2%にもなるよ。

0.2%。
それが私たちの時代

沖 縄 の 人 類 史 は ３ 万 6 0 0 0 年 。 こ の う ち 、 1 9 4 5 年 か ら 現 在 ま で
の 私 た ち の 時 代 （ 「 現 代 」 ） は わ ず か 0 . 2 % に 過 ぎ ま せ ん 。
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29	沖縄最古の貝層（藪地洞穴遺跡）
ハ イ ガ イ を 主 体 と し て 、 ミ ナ ミ マ ガ キ 、 シ レ ナ シ ジ ミ な
どの泥干潟の貝類が含まれています。約１万年前。

30	沖縄最古の貝層から出土した貝類
左 ： ハ イ ガ イ 、 右 上 ２ 点 ： ミ ナ ミ マ ガ キ 、 右 下 ２ 点 ：
シレナシジミ。藪地洞穴遺跡。

32	野国貝塚群B地点の貝層
サ ン ゴ 礁 性 の 貝 塚 と し て は 沖 縄 最 古 。 大 型 の シ ャ コ ガ イ や ヤ
コウガイなども活発に採集されていました。約7000年前

33	ヒレジャコとホラガイ（野国貝

塚群B地点）
現 在 で は ほ と ん ど 見 ら れ な く な っ た 3 0 c m
大 の ヒ レ ジ ャ コ と ホ ラ ガ イ の 大 型 個 体 。 約
7000年前。

34	野国貝塚群B地点から出土した貝類
マ ガ キ ガ イ 、 オ ニ ノ ツ ノ ガ イ 、 サ ラ サ バ テ イ ラ 、
ヤ コ ウ ガ イ 、 チ ョ ウ セ ン サ ザ エ な ど サ ン ゴ 礁 性 の
貝類が多く見られます。約7000年前。

31	藪地洞穴遺跡から出土した土器
沖 縄 最 古 の 土 器 。 放 射 肋 の あ る 二 枚 貝 を 用 い た 波
状文や刺突文が施されています。約1万年前。

ヤコウガイ

サラサバテイラ

チョウセン
サザエ

マガキガイ
オニノツノガイ

ニシキウズ
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世界の貝塚／日本の貝塚

いろいろな貝塚

　

は
る
か
昔
か
ら
、
貝
類
は
人
類
に
と
っ
て
身
近

で
重
要
な
資
源
で
し
た
。
大
西
洋
に
面
し
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
洞
穴
遺
跡
か
ら
は
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
が
食
べ
た
ム
ー
ル
貝
（
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
）

な
ど
か
ら
な
る
貝
塚
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
約

一
〇
万
年
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
南

ア
フ
リ
カ
沿
岸
部
の
洞
穴
遺
跡
で
も
、
こ
れ
と
ほ

ぼ
同
時
期
の
貝
塚
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
貝
類
利
用
が
活
発
化
す
る
の
は
、
氷

河
期
が
終
わ
っ
た
約
一
万
年
前
以
降
の
こ
と
で
、

規
模
の
大
小
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界
各
地
で
貝
塚

が
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
本
で
も
、
縄

文
時
代
に
は
各
地
で
貝
塚
が
営
ま
れ
て
お
り
、
特

に
東
京
湾
沿
岸
や
仙
台
湾
沿
岸
に
は
大
規
模
な
貝

塚
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
東
京
湾
と
太
平
洋
に
面

し
た
千
葉
県
に
は
、
七
四
四
箇
所
の
貝
塚
が
あ
り
、

貝
塚
の
数
で
は
日
本
一
で
す
。
こ
の
地
域
で
は
、

加か

そ

り

曽
利
貝
塚
（
千
葉
市
）
や
曽そ

や谷
貝
塚
（
市
川
市
）

に
代
表
さ
れ
る
環
状
貝
塚
・
馬ば

て
い
け
い

蹄
形
貝
塚
が
特
徴

的
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

貝
塚
を
構
成
す
る
貝
類
は
多
様
で
す
が
、
ま
と

ま
っ
て
出
土
す
る
種
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京

湾
沿
岸
の
千
葉
県
側
で
は
小
型
巻
貝
の
イ
ボ
キ
サ

ゴ
や
二
枚
貝
の
ハ
マ
グ
リ
が
主
体
を
占
め
る
こ
と

が
多
く
、
シ
オ
フ
キ
、
ア
サ
リ
な
ど
が
続
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
貝
類
は
、
干
潟
の
潮
間
帯
砂
泥
底
に
密

集
し
て
生
息
し
て
お
り
、
遠
浅
の
干
潟
が
広
が
る

場
所
で
は
、
潮
干
狩
り
に
よ
っ
て
多
く
の
貝
類
を

容
易
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

35	ムール貝
ヨ ー ロ ッ パ 沿 岸 部 の ネ ア ン デ ル タ ー ル 人 は 、
ム ラ サ キ イ ガ イ な ど の ム ー ル 貝 を 食 し て い ま
した。ムラサキイガイは年間約7.3ｔの海水を
濾 過 し 、 海 水 の 浄 化 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て
い ま す が 、 船 舶 に 伴 っ て 世 界 中 に 拡 散 し 、 侵
略的外来種となっています。

36	シヌ・サルーム貝塚群（セネガル）
サ ル ー ム 川 河 口 の デ ル タ 地 帯 に 位 置 す る 交 易 用 干 し
貝 生 産 に 伴 う 貝 塚 。 マ ン グ ロ ー ブ 干 潟 に 生 息 す る カ
キ 、 オ ヤ カ タ サ ル ボ オ な ど の 肉 を 鍋 で 煮 立 て 、 天 日
で 干 し て 干 貝 に し ま す 。 干 貝 は 塩 分 の 供 給 源 と し て
貴 重 な 交 易 品 で し た 。 1 0㏊ほ ど の 範 囲 の 中 に 2 0 0 以
上 の 貝 塚 が あ り 、 1 k m に わ た っ て 続 く 貝 塚 や 厚 さ が
1 0 m を 越 え る 貝 塚 も あ り ま す 。 こ の 地 域 で は こ う し
た貝塚が5000年以上にわたって営まれてきました。

37	オマーンの貝塚（ラス・アル・ハムラ6）
中東のペルシャ湾やオマーン湾沿岸にも多くの貝塚があり、ジュゴンやウミガメの骨が出土しています。Ra’s  a l -Hamra
6はキバウミニナ類やカキなどからなるオマーン最古級の貝塚で、約6500年前のもの。Ita l i an  Jo in t  Hadd  Pro jec t。 

※図36はWEB
公開対象外
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貝層

0 50m

38	貝塚規模の比較図
Ａ：加曽利貝塚、Ｂ：曽谷貝塚、Ｃ：伊波貝塚。千葉県には大規模な環状貝
塚 （ 加 曽 利 貝 塚 ： 北 貝 塚 ） や 馬 蹄 形 貝 塚 （ 加 曽 利 貝 塚 ： 南 貝 塚 、 曽 谷 貝 塚 ）
が多く分布しています。

39	貝の花貝塚
千 葉 県 松 戸 市 に あ っ た 馬 蹄 形 貝 塚 。 貝 塚 に
重 複 し て 多 数 の 住 居 跡 が 検 出 さ れ て お り 、
貝 塚 が 集 落 に 付 随 す る 生 活 の 場 だ っ た こ と
がわかります。

40	イボキサゴの貝層
東 京 湾 沿 岸 の 貝 塚 で は 、 こ の よ う な 小 型 巻
貝 ・ イ ボ キ サ ゴ が 主 体 を 占 め る 貝 塚 が 多 く
見られます。加曽利貝塚。

41	中里貝塚（東京都北区）
長 さ 約 1 k m 、 幅 約 7 0 ～ 1 0 0 ｍ に わ た る 日 本 最 大 級 の 貝 塚 で 、
貝 層 の 厚 さ は 最 大 約 4 . 5 ｍ に 達 し ま す 。 通 常 の 貝 塚 で 見 ら れ る
生活遺物がほとんど出土せず、大型のカキとハマグリの貝殻ば
かりで構成されていることから、海浜部での干し貝生産に特化
し た 加 工 場 だ っ た と 考 え ら れ て い ま す 。 集 落 に 伴 っ て 形 成 さ れ
た「ムラ貝塚」に対して、「ハマ貝塚」と呼ばれます。

AA

BB

CC

0 20m
貝塚

住居跡

42	イボキサゴ
直径約15mmと小型ですが、千葉市内の大規模貝塚で
は 個 体 数 比 で 貝 類 組 成 の 8 ～ 9 割 に 達 す る こ と も あ り
ます。

43	現代のホタテガイの「貝塚」
現 代 の 貝 類 漁 獲 量 日 本 一 は 北 海 道 。 漁 獲 量 3 5 万 ｔ の う
ち 9 7 % を 占 め る の は ホ タ テ ガ イ で す 。 左 は オ ホ ー ツ ク
海 沿 岸 の 北 見 市 常 呂 町 （ と こ ろ ち ょ う ） に あ る 現 代 の

「貝塚」。集積されたホタテガイの貝殻は、土壌改良材
や飼料としてリサイクルされています。

北 貝 塚北 貝 塚

南 貝 塚南 貝 塚

※図41はWEB
公開対象外

※図4�はWEB
公開対象外
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おきなわの貝塚

Q ど ん な 貝 塚 が あ る の ？
A  沖 縄 の 貝 塚 か ら 見 つ か る 貝 種 は 多 様 で す 。 中 で も サ ン ゴ 礁 の 貝 類

の 活 発 な 利 用 は 、 沖 縄 の 貝 塚 の 大 き な 特 徴 で す 。

44	サンゴ礁と人々のくらし（模型）
2000年前のムラの再現模型。サンゴ礁に面し
た 砂 丘 上 に 竪 穴 住 居 か ら な る 集 落 が 営 ま れ て
いました。

45	古我地原貝塚の地形図（左）と貝類（右）
石灰岩台地の北側縁辺に位置しています。貝塚時代前期（縄文時代中・後期）
の貝塚にはこのような立地のものが多く見られます。

Q 貝 塚 の 貝 の 総 量 は ど れ く ら い ？ 
A 古 我 地 原 貝 塚 で は 9 0 万 個 以 上 。 重 量 は 7 . 8 ｔ 以 上 と 推 定 さ れ ま す 。

46	嘉門貝塚Aの地形図（左）と貝類（右）
サ ン ゴ 礁 に 面 し た 沿 岸 砂 丘 上 に 位 置 し て い ま す 。 貝 塚 時 代 後 期 （ 弥 生 ～ 平 安
並行時代）の貝塚にはこのような立地のものが多く見られます。

　 沖 縄 島 東 海 岸 （ 中
なかぐすく

城 湾 や 金 武 湾 沿 岸 ） で は 、 伊 波 貝 塚 （ う る ま 市 ） や
室
む ろ か わ

川 貝 塚 （ 沖 縄 市 ） の よ う に 内 湾 干 潟 の 小 型 二 枚 貝 類 （ ア ラ ス ジ ケ マ ン
な ど ） が 密 集 し た 貝 塚 が 形 成 さ れ て い ま す 。 一 方 、 西 海 岸 で は 崎

さちひーじゃー

樋川貝
塚 Ｂ （ 那 覇 市 ） や 嘉

かじょう

門貝塚Ａ（浦添市）のようにサンゴ礁の大型貝類（
シ ャ コ ガ イ な ど ） を 活 発 に 利 用 し た 貝 塚 が 見 ら れ ま す 。 西 海 岸 で も や や
内陸に位置する浦添貝塚（浦添市）では、サンゴ礁の貝類とともに河川
性のカワニナが多く利用されています。

ハ マ グ リ な ど 干 潟 の 貝 類 が 主 体 を 占 め る こ と の 多 い 日 本 本 土 （ ヤ マ ト
）の貝塚に対して 、沖縄の貝塚を構成する貝種は多様です。これは、亜
熱 帯 に 位 置 す る 沖 縄 の 沿 岸 環 境 に は 、 内 湾 、 河 口 干 潟 （ マ ン グ ロ ー ブ ）

、 サ ン ゴ 礁 な ど 多 様 性 が 見 ら れ る こ と と 深 く 関 係 し て い ま す 。 特 に 、 サ
ン ゴ 礁 の 貝 類 の 活 発 な 利 用 は 、 沖 縄 の 貝 塚 の 大 き な 特 徴 と 言 え ま す 。 現
在でも、シャコガ イやヤコウガイをはじめとするサンゴ礁の貝類は、沖
縄の重要な漁獲資源となっています。

古我地原貝塚（うるま市）の場合
　 金 武 湾 を 望 む 標 高 6 5 ｍ ほ ど の 石 灰 岩 台
地 縁 辺 の 崖 上 ～ 崖 下 に 分 布 す る い く つ か の
地 点 貝 塚 か ら な り 、 最 大 の も の は 貝 層 の 平
面 規 模 2 2 × 4 m 、 厚 さ は 最 も 厚 い と こ ろ で
6 0 c m ほ ど で す 。 こ の う ち 2 × 2 m の 範 囲 か
ら出土した貝類の総個体数は9万1453個体

（ 陸 産 貝 類 を 除 く ） で 、 そ の う ち 8 5 . 4 % は
マ ン グ ロ ー ブ 干 潟 に 生 息 す る キ バ ウ ミ ニ ナ
類 （ キ バ ウ ミ ニ ナ と マ ド モ チ ウ ミ ニ ナ ） で
した。全体ではこの10倍程度の貝殻が存在
したと考えられます。仮に全体で90万個の
貝 類 が 存 在 し 、 キ バ ウ ミ ニ ナ 類 1 個 あ た り
の 重 量 を 1 0 g と 仮 定 す る と 、 キ バ ウ ミ ニ ナ
類だけでも重量は7.8tに達します。

嘉門貝塚A（浦添市）の場合
　 沖 縄 島 西 海 岸 の 砂 丘 上 に 形 成 さ れ た 典 型
的 な サ ン ゴ 礁 性 の 貝 塚 で 、 2 0 × 1 0 m ほ ど
の 範 囲 に 貝 殻 を 多 く 含 む 混 土 砂 層 が 分 布 し
て い ま し た 。 混 土 砂 層 の 厚 さ は 2 0 c m ほ ど
と 薄 く 、 貝 殻 の 分 布 密 度 は 低 い た め 、 貝 塚
と し て は 比 較 的 小 規 模 な も の と 言 え ま す 。
こ の う ち 遺 跡 の 主 要 部 分 に あ た る
1 6 × 1 6 m の 範 囲 か ら 出 土 し た 貝 類 の 総 個
体数は1万5333個体で、マガキガイのほか
ヒ メ ジ ャ コ や シ ラ ナ ミ 、 サ ラ サ バ テ イ ラ 、
ク モ ガ イ と い っ た サ ン ゴ 礁 の 中 大 型 種 が 多
く含まれていました。

Q&A

0 20m

貝層

遺構（竪穴住居等）

0 10km

1km

古我地原貝塚古我地原貝塚

貝層

0 50m

ピット群

0 2km

1km

嘉門貝塚A

目からウロコの

貝塚Ｑ＆Ａだよ！
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Q 貝 塚 の 貝 は 何 種 類 く ら い あ る の ？ 
A よ く 採 集 さ れ て い る 貝 の 種 類 は 通 常 １ ０ 種 前 後 で す 。

　一例として、伊江島の具
ぐ し ば る

志原貝塚では巻貝類 37 科 126 種、二
枚 貝 類 16 科 32 種、 ヒ ザ ラ ガ イ 類 1 科 1 種 の 約 160 種 が 報 告 さ
れ て い ま す。 こ の う ち 約 20 種 が 非 食 用 で、 こ れ を 除 い た 約 140
種 が 食 用 と 考 え ら れ て い ま す。 非 常 に 多 く の 貝 種 が 食 用 と さ れ て
いたことがわかります。
　 一 方、 貝 塚 の 総 量（ 総 個 体 数 ） に 対 し て 1% 以 上 の 比 率 を 占
め る 貝 種（ 以 下 優 占 種 と 呼 び ま す ） は、 沖 縄 島 の 場 合、 お お よ そ
10 種 前 後 で す。 地 域 に よ っ て 種 数 に は 差 が あ り、 金 武 湾 や 中 城
湾 沿 岸 で は ５ ~10 種、 西 海 岸 や 離 島 で は 10~15 種 程 度 で す（ 図
50）。 い ず れ の 地 域 で も 通 常、 干 潟 の 貝 類 を 含 む 非 サ ン ゴ 礁 性 の
貝種は 5 種前後ですが、西海岸では干潟の貝種に加えてサンゴ礁
の 貝 種 が 多 く 見 ら れ ま す。 言 い 換 え れ ば、 サ ン ゴ 礁 の 貝 類 の 活 発
な 利 用 は、 貝 塚 の 貝 種 構 成 の 多 様 化 と 関 連 付 け ら れ る こ と を 意 味
し て い ま す。 こ う し た 現 象 は 言 わ ば「 サ ン ゴ 礁 効 果（cora l - ree f  
e f f ec t）」と呼ぶことができます。
　 ま た、 貝 塚 を 構 成 す る 優 占 種 の 中 に は、 他 と は 段 違 い に 飛 び ぬ
け た 占 有 率 を 示 す 種 が 見 ら れ る こ と が あ り、 そ う し た 種 を 超 優 占
種（super -dominant  spec ies） と 呼 び ま す。 中 で も、 ア ラ ス ジ
ケ マ ン、 ウ ミ ニ ナ 類、 マ ガ キ ガ イ と い っ た 転 石 地 帯 ～ 砂 泥 底 に 生
息 す る 小 型 貝 類 は、 単 独 で 70 ％ 以 上 を 占 め る こ と が あ り、 こ れ
ら が 超 優 占 種 に 相 当 し ま す。 超 優 占 種 が 出 現 す る よ う な 貝 塚 で は、
貝 殻 の 密 集 し た 厚 い 貝 層 が 形 成 さ れ る こ と が 多 く、 い わ ゆ る「 貝
塚らしい貝塚」となります。

47	古我地原貝塚の貝層
崖 下 に マ ン グ ロ ー ブ 干 潟 に 生 息 す る キ バ ウ ミ ニ ナ 類 な ど
の小型巻貝類が密集した貝層が形成されていました。

48	嘉門貝塚Ａの貝層
砂 層 中 に サ ン ゴ 礁 性 の 中 大 型 貝 類 か ら な る 貝 溜 ま り が
見られます。

49	貝類の個体数の数え方
貝 塚 の 貝 を 1 点 1 点 数 え る の は 大 変 な 作 業 で す 。 し か も 貝 塚 か ら 出 土 す
る貝は、壊れているものが多いため、破片を一つずつ数えてしまうと、
実 際 の 個 体 数 よ り も 多 く な っ て し ま い ま す 。 こ の た め 、 通 常 の 考 古 学
的 な 発 掘 調 査 で は 、 貝 種 や 破 片 の 部 位 ご と に 分 類 し た 上 で 個 体 数 を 集
計するという作業が行われます。
巻 貝 の 場 合 、 完 全 な 形 の も の や 殻 頂 部 の 残 っ て い る も の （ ▼ ） を １ 個
体 と し 、 破 片 は 個 体 数 に 含 め ま せ ん 。 ヤ コ ウ ガ イ や チ ョ ウ セ ン サ ザ エ
な ど は 蓋 が 保 存 さ れ や す い の で 、 蓋 の 数 か ら 個 体 数 を 算 定 す る こ と も
あります。
二 枚 貝 の 場 合 は 右 殻 （ ▽ r ） と 左 殻 （ ▽ l ） が あ る た め 、 貝 種 ご と に 殻
頂 部 の 残 る も の に つ い て 左 右 を 区 別 し て カ ウ ン ト し 、 多 い 方 を 最 小 個
体数（MNI／Min imum Number  o f  Ind iv idua l s：存在したことが推
定 で き る 最 小 の 個 体 数 ） と し ま す 。 1 ： シ レ ナ シ ジ ミ 右 殻 、 2 ～ 4 ： ア
ラ ス ジ ケ マ ン 右 殻 、 5 ～ 7 ： 同 左 殻 、 8 ： イ モ ガ イ 類 、 9 ： ウ ミ ニ ナ 類 、
1 0 ・ 1 1 ： カ ワ ニ ナ 、 1 2 ～ 1 7 : 二 枚 貝 類 破 片 。 兼

かねぐすく

城 上 原 第 一 遺 跡 （ 糸
満市）。
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50	地域別の優占種数
各 遺 跡 の 最 小 個 体 数 （ M N I ） か ら 算 出 し た 優 占 種 の
種数。Ｎは個体総数。

古我地原貝塚
宇堅貝塚
アカジャンガー貝塚
地荒原貝塚
伊波貝塚

南風原古島遺跡
平敷屋トウバル遺跡（Ⅳ層）
勝連城跡四の郭（貝塚～グスク）
平敷屋トウバル遺跡（Ⅱ層）

拝山遺跡（グスク）

熱田原貝塚
新原貝塚（7層）

野国貝塚群B地点（Ⅳ層）
屋部前田原貝塚（Ⅱ区Ⅵ層）
屋部前田原貝塚（Ⅱ区Ⅷ層）
平安山原C遺跡（2016貝層Ⅱ群）
フェンサ城貝塚（フェンサ下層期）
フェンサ城貝塚（グスク）
平安山原A遺跡（2016：近世）
平安山原A遺跡2016：近代）
具志堅貝塚
浦添貝塚
嘉門貝塚A
崎樋川貝塚B
平安山原B遺跡（2016③）
伊礼原E遺跡（縄文）
牧港貝塚
天久貝塚
平安山原C遺跡（2016貝層Ⅲ群上部）

具志原貝塚（1997南区）
具志原貝塚（1997北区）

(N=91453)
(N=22752)
(N=36257)
(N=191092)
(N=722)

(N=12129)
(N=19796)
(N=22467)
(N=68671)

(N=1829)

(N=20968)
(N=2730)

(N=11700)
(N=8712)
(N=8283)
(N=82459)
(N=1005)
(N=1393)
(N=2032)
(N=4968)
(N=27257)
(N=1854)
(N=15333)
(N=1565)
(N=15682)
(N=11446)
(N=12088)
(N=1064)
(N=30808)

(N=3241)
(N=6545)

種数

中
部

内
陸

0 5 10 15 20サンゴ礁以外の貝種 サンゴ礁の貝種
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51	沖縄の貝塚で優占種となることの多い貝類
（　）内は生息域の分類。各写真中のグレーのスケール・バーは1cm。

どの貝も、今でも沖

縄の海で見ることができ、

食べものとして利用されて

いるんだよ。

東京湾では縄文

時代に多くいたハマグリが

姿を消し、アサリが激減した

替わりに北米原産のホン

ビノスガイが増えて

いるんだ！

アラスジケマン (III-1-c) イソハマグリ (I-1-c) マガキガイ (I-2-c) サラサバテイラ (I-4-a)

シラナミ類 (I-2-a) ヒメジャコ (I-2-a) クモガイ (I-2-c) カンギク (II-1-b)

カワラガイ (II-2-c) チョウセンサザエ (I-3-a) ホソスジイナミ (II-1-c) リュウキュウサルボオ (II-2-c)

オニノツノガイ (I-2-c) シレナシジミ (III-0-c) リュウキュウシラトリ (II-1-c)

オハグロガイ (II-2-c) ヌノメガイ (II-2-c) リュウキュウザルガイ (II-2-c)

生息域の分類
Ⅰ： 外洋－サンゴ礁域
Ⅱ： 内湾－転石域
Ⅲ： 河口干潟－マングローブ域
Ⅳ： 淡水域
Ⅴ： 陸域
Ⅵ： その他
　　０ ： 潮間帯上部 （I ではノッチ , 

III ではマングローブ）
　　１ ： 潮間帯中 ・ 下部
　　２ ： 亜潮間帯上縁部
　　　　（I では礁池 ： イノー）
　　３ ： 干瀬 （I にのみ適用）
　　４ ： 礁斜面及びその下部
　　５ ： 止水
　　６ ： 流水
　　７ ： 林内
　　８ ： 林内 ・ 林縁部
　　９ ： 林縁部
　　10 ： 海浜部
　　11 ： 打ち上げ物
　　12 ： 化石
　　　　ａ： 岩礁／岩盤
　　　　ｂ： 転石
　　　　ｃ： 礫／砂／泥底
　　　　ｄ： 植物上
　　　　ｅ： 淡水の流入する礫底
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Ｃ
52	潮干狩りの貝
Ａ：サンゴ礁（干瀬）の貝（ヒメジャコ【殻長10-15cm】５
個 、 チ ョ ウ セ ン サ ザ エ １ 個 、 そ の 他 ニ シ キ ウ ズ 、 マ ル ニ シ 、
イ モ ガ イ 類 、 レ イ シ 類 な ど 約 5 0 個 ） 、 Ｂ ： サ ン ゴ 礁 （ 礁 池 ：
イ ノ ー ） の 貝 （ マ ガ キ ガ イ ） 約 3 0 0 個 、 Ｃ ： 干 潟 の 貝 （ ア ラ
ス ジ ケ マ ン ） 約 2 5 0 個 。 貝 殻 を 除 い た 肉 量 は Ａ ： 約 5 0 0 g 、
Ｂ ： 約 6 0 0 g 、 Ｃ ： 約 1 6 0 0 g （ 実 測 で は な く 推 計 ） 。 サ ン ゴ
礁 の シ ャ コ ガ イ や チ ョ ウ セ ン サ ザ エ は 、 一 度 に 採 集 可 能 な 個
体数は少ない反面、肉量は多い。

Ａ

53	貝類の生態と調理状況
Ａ：ヒメジャコ、Ｂ：殻を外して茹でたヒメジャコ、Ｃ：マガキガイ、Ｄ：茹でたマガキガイ、Ｅ：アラスジケマン。

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ Ｄ

　

超
優
占
種
の
よ
う
な
圧
倒
的
多
数
を
占

め
る
貝
種
の
存
在
は
、
特
定
の
環
境
（
こ

こ
で
は
転
石
地
帯
～
砂
泥
底
）
に
特
定
の

貝
種
（
ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン
、
ウ
ミ
ニ
ナ
類
、

マ
ガ
キ
ガ
イ
な
ど
）
が
高
密
度
に
分
布
し
て

い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
実
際
、
現

在
で
も
ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン
や
ウ
ミ
ニ
ナ
類

は
干
潟
に
高
密
度
で
生
息
し
て
い
て
、
一

度
に
数
百
個
体
を
採
集
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ガ
キ
ガ
イ
は
春
先
に

繁
殖
の
た
め
に
礁
池
の
浅
場
に
集
合
す
る

た
め
、
や
は
り
そ
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を

狙
え
ば
一
度
に
多
く
の
個
体
を
採
集
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
マ
ガ
キ
ガ

イ
の
よ
う
な
例
を
除
く
と
サ
ン
ゴ
礁
で
は

特
定
の
貝
種
が
高
密
度
に
分
布
す
る
こ
と

は
少
な
く
、
広
い
範
囲
を
歩
き
回
っ
て
採

貝類の採集行動における少数種優占と多種多様

集
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
度
に
採
集
可
能
な

個
体
数
は
限
ら
れ
る
。
特
に
ヒ
メ
ジ
ャ
コ
は
、

サ
ン
ゴ
礁
に
穿
孔
し
て
穴
に
は
ま
り
込
ん
だ

状
態
で
生
息
し
て
お
り
、
周
囲
の
岩
を
壊
し
、

足
糸
を
切
り
離
し
て
取
り
出
す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
や
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
大

型
個
体
は
、
主
に
潮
下
帯
に
生
息
し
て
い
る

た
め
、
潜
水
し
て
採
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
サ
ン
ゴ
礁
で
の
貝
類
採
集
は
、

転
石
地
帯
～
砂
泥
底
で
の
貝
類
採
集
に
比
較

し
て
コ
ス
ト
が
か
か
る
（
高
コ
ス
ト
）
の
だ
が
、

そ
の
反
面
、
サ
ン
ゴ
礁
の
中
大
型
貝
類
は
肉

量
が
多
く
、
貝
塚
人
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な

獲
物
だ
っ
た
に
違
い
な
い

トピックス②トピックス②
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Q 貝 を 採 っ て い た 季 節 は い つ ？
A 冬 ～ 春 を 中 心 と し て い た と 推 定 さ れ ま す が 、 一 年 を 通 し て 利 用 さ

れ て い た よ う で す 。
　現在の沖縄では貝拾いは年中行われていますが、特に潮位が大きく低下する旧暦３月３日の「浜下り」の前
後から初夏にかけて行われることが多いようです（図 54）。
　貝塚時代の貝類採集季節の推定は難しいのですが、伊

い ん ぶ

武部貝塚（恩納村）から出土したイソハマグリの貝殻
成 長 線 分 析 に よ れ ば、 採 集 季 節 は 冬 を 中 心 と し て い た こ と が 推 定 さ れ て い ま す（ 小 池 1987）。 ま た、 野 国 貝
塚 群 B 地 点 や 屋

や ぶ

部 前
め ー だ ば る

田 原 貝 塚（ 名 護 市 ） の よ う に マ ガ キ ガ イ の 比 率 が 70% 以 上 を 占 め る 事 例 で は、 春 先 に 繁
殖のためにリーフの浅場に集合した個体群を採集していた可能性が考えられます（図 55）。一方、野国貝塚群
B 地 点 で は サ ラ サ バ テ イ ラ や ヤ コ ウ ガ イ の 大 型 個 体 も 一 定 量 出 土 し て お り（ 図 56）、 こ れ ら は 潜 水 漁 に よ っ て
採集されたと考えられることから、夏季にも貝類の採集が行われていたと推定されます。

54	潮汐の周期的

変動
2 0 2 0 年 4 月 ～ 2 0 2 1 年
3 月 。 赤 丸 は 日 中 の 干
潮 ・ 満 潮 。 冬 場 （ 1 0 ～
3 月 ） は 最 低 潮 位 の 時
間 帯 が 夜 間 と な り 、 こ
の 時 期 の 貝 拾 い は 夜 中
の イ ザ リ 漁 が 中 心 と な
り ま す 。 旧 暦 3 月 3 日
の 「 浜 下 り 」 の 時 期 は 、
日 中 と し て は 最 も 潮 位
が 下 が る 時 期 に あ た り 、
貝 拾 い に は 条 件 が 良 い
シーズンです。

55	マガキガイの殻高分布
野 国 貝 塚 群 B 地 点 の マ ガ キ ガ イ の 殻 高 分 布 （ 上 ） と 現 代 の 冬 期 に 採 集 さ れ た マ
ガ キ ガ イ の 殻 高 分 布 （ 下 ） 。 単 峰 性 で 幼 貝 の 比 率 が 小 さ い と い う 点 で 両 者 は 類
似しています。

56	サラサバテイラの殻径

分布
殻径6cm以上の個体 は潮下帯に多

く 、 潜 水 漁 に よ っ て 採 集 さ れ た 可
能性があります。
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57	貝塚人頭骨と外耳道骨
こつしゅ

腫
具志川島遺跡群岩

しーだち

立遺跡（伊
い ぜ な

是名村）西区出土の成人男性頭骨（No.  106）と左耳に見られた外耳
道骨腫（矢印部分）。過度の冷水刺激が原因とされ、サーファーや海女などに多いことでも知られ
ています。貝塚人と海との深い関わりを示す形質的特徴の一つです。
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沿岸砂丘上
貝塚時代後期

（弥生～平安並行時代）

石灰岩台地縁辺部
貝塚時代前期
（縄文時代）

内陸丘陵上
グスク時代

石灰岩洞穴
旧石器時代～
貝塚時代初期

海

貝塚時代
後期の貝塚

（中～大規模）

貝塚時代
前期の貝塚

（小～中規模）

グスク時代
の貝塚

（小規模）

Q カ タ ツ ム リ も 食 べ て い た っ て 、 本 当 ？
A 食 べ て い た か も し れ な い し 、 食 べ て い な か っ た か も し れ ま せ ん 。

　 沖 縄 の 貝 塚 か ら は 、 海 産 ・ 淡 水 産 貝 類 だ け で な く 、 陸 産 の カ タ ツ ム リ も 多 く 見 つ か り ま す 。 伝 統 的 に 沖 縄 で 食 用 と
さ れ て い た カ タ ツ ム リ は 、 オ キ ナ ワ ウ ス カ ワ マ イ マ イ や パ ン ダ ナ マ イ マ イ で す が 、 貝 塚 か ら 出 土 す る の は オ キ ナ ワ ヤ
マタニシが圧倒的に多く、これらを食用と見るか非食用と見るかは、研究者の間でも意見が分かれています。文献上で
は15世紀に琉球に漂着した朝鮮人の見聞録中に、「蝸（カタツムリ）」が食べられていたという記録が見えます。
　 こ れ に 対 し て 淡 水 産 の カ ワ ニ ナ は 非 食 用 と み な さ れ る こ と も あ り ま す が 、 凝 集 し て 出 土 し た り 、 胎 児 殻 （ 体 内 で 保
育されている幼貝）が出土する例（黒住2011）もあることから、食用に生貝が採集されていたと考えられます。

58	カタツムリ主体の貝層
浜崎貝塚（伊江村）。

59	現代のカタツムリ死殻の集積
うるま市南風原の畑地にて。

60	群生するウスカワマイマイ
方言名：チンナン。かつては食用とされていました。南城市具志堅。

Q 海 か ら 離 れ た 近 所 の 崖 の 下 に も 貝 塚 が あ る の で す が 。
A 時 代 に よ っ て 貝 塚 の 立 地 は 違 っ て い ま す 。

　 旧 石 器 時 代 や 貝 塚 時 代 初 期 に は、 内 陸 部 の 石 灰 岩 洞 穴 が 利 用 さ れ る こ と
が 多 く、 貝 塚 時 代 前 期（ 縄 文 時 代 ） に は、 標 高 の 高 い 沿 岸 部 の 石 灰 岩 台 地
縁 辺 に 竪 穴 住 居 か ら な る 集 落 が 営 ま れ、 崖 下 に 貝 塚 が 形 成 さ れ て い ま す。
こ の 時 期 に は、 古 我 地 原 貝 塚 や 伊 波 貝 塚、 荻 堂 貝 塚（ 北 中 城 村 ） の よ う に、
北 向 き の 崖 線 部 に 立 地 す る 遺 跡 が 特 徴 的 に 見 ら れ ま す。 貝 塚 時 代 後 期（ 弥
生 ～ 平 安 並 行 時 代 ） に は、 集 落 が 沿 岸 低 地 部 の 砂 丘 上 に 移 り、 貝 塚 も 同 じ
場所に形成されます。グスク時代には、それまであまり利用されていなかっ
た 内 陸 部 が 田 畑 と し て 開 発 さ れ、 島

し ま じ り

尻 層 群（ ク チ ャ： 泥 岩 や ニ ー ビ： 砂 岩 ）
が 分 布 す る 非 石 灰 岩 地 帯 に も 遺 跡 が 展 開 し ま す。 こ の 時 代 を 代 表 す る グ ス
クは、内陸部の見晴らしの良い丘陵上に立地しています。

61	各時代の遺跡の立地模式図

北風が吹きつける

崖の上は、寒くなか

ったのかな？

北からやってくる

外界の人や文化を

注視していたの

かもね！
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骨が語る祖先の姿

貝塚人とは誰か？

　

約
一
万
年
前
か
ら
一
〇
〇
〇
年
前
に
か

け
て
九
〇
〇
〇
年
間
続
い
た
貝
塚
時
代

（
縄
文
～
弥
生
・
平
安
並
行
時
代
）
の
人
々

を
貝
塚
人
と
呼
び
ま
す
。
彼
ら
は
ど
の
よ

う
な
人
々
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

貝
塚
人
よ
り
前
に
も
、
沖
縄
に
は
港
川

人
や
白し

ら
ほ保
竿さ

お
ね
た
ば
る

根
田
原
洞
穴
人
な
ど
の
旧
石

器
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
人
骨
の
形

態
学
的
研
究
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
か
ら
、
彼
ら

は
、
中
国
南
部
や
東
南
ア
ジ
ア
の
集
団
に

近
縁
な
人
々
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
方
法
で
海
を
越
え
て
沖
縄

の
島
々
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

旧
石
器
人
と
貝
塚
人
と
の
関
係
は
ま
だ

よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
骨
の
形

態
学
的
研
究
か
ら
は
、
貝
塚
人
は
九
州
以

北
の
縄
文
人
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子

の
研
究
か
ら
も
、
貝
塚
人
の
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
、
ハ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
Ｍ

７
ａ
と
呼
ば
れ
る
縄
文
人
と
も
共
通
す
る

タ
イ
プ
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ハ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
Ｍ
７
ａ

は
、
現
代
沖
縄
人
の
４
人
に
１
人
が
属
す

る
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
貝
塚
人

や
縄
文
人
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

62	旧石器人・貝塚人・グスク人の頭骨の特徴
いずれも男性の頭骨。時代ごとに顔つきも大きく異なります。

63	旧石器人と貝塚人の骨格の特徴
いずれも男性。

旧 石 器 人 （ 港 川 人 ） 貝 塚 人 （ 武 芸 洞 人 ） グ ス ク 人 （ 八 重 山 島 蔵 元 跡 ）

陥 凹 し た 鼻 根

低 い 顔 面

発 達 し た 頤

丸 い 頭 蓋

四 角 い 眼 窩

小 柄 な 頭 骨

突 顎 （ 出 っ 歯 ）

扁 平 な 鼻 根

発 達 し た 頤

大 柄 な 頭 骨

平 坦 な 顔

旧 石 器 人 （ 港 川 人 ） 貝 塚 人 （ 武 芸 洞 人 ）

高 い 顔 面

細
い
上
下
肢
の
骨

広
い
肩
幅

低
身
長
（
約
１
５
５
㎝
）

低
身
長
（
約
１
５
０
㎝
）

24.2

13.5

11.3

8.9

6.3 6.8

15.7

0

12.5

25.0

沖
縄

宮
崎

北
九
州

東
海

東
京

東
北

北
海
道

（
ア
イ
ヌ
）

％

64	現代人集団におけるハプログルー

プM7aの頻度の地域別比較
M7aは、現代の九州や本州の集団では頻度が低

く 、 沖 縄 や 北 海 道 の ア イ ヌ の 人 々 に 高 頻 度 で 見
ら れ る こ と か ら 、 縄 文 人 や 貝 塚 人 に 由 来 す る ハ
プ ロ グ ル ー プ だ と 考 え ら れ て い ま す （ 出 典 ： 篠
田2007）。

※WEB公開
対象外

※WEB公開
対象外
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土
器
や
石
器
を
使
い
、
野
生
の
動

植
物
を
利
用
し
て
い
た
貝
塚
時
代
の

人
々
の
く
ら
し
は
、
現
代
人
の
目
か

ら
見
る
と
原
始
的
な
文
化
水
準
に
あ

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
確
か
に
物
質

的
豊
か
さ
は
現
代
と
比
較
す
る
べ
く

も
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
家
畜
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
唯
一
の
例
外
は
イ
ヌ
が
飼
わ
れ

て
い
た
こ
と
で
す
。

　

貝
塚
人
の
よ
う
に
野
生
の
動
植
物

を
狩
猟
・
採
集
し
て
暮
ら
す
人
々
を
、

狩
猟
採
集
民
（hunter-gatherer

）

ま
た
は
採
食
民
（forager

）
と
呼

び
ま
す
。
一
方
、
穀
物
や
根
茎
類
な

ど
を
栽
培
し
、
そ
れ
ら
を
主
食
と
し

この島で 9000 年続いたくらし

貝塚人のライフスタイル

て
い
る
人
々
を
農
耕
民
（farm

er

）
と
呼
び
ま
す
。
農

耕
民
は
家
畜
と
し
て
イ
ヌ
の
ほ
か
に
、
ブ
タ
や
ウ
シ
・

ウ
マ
を
飼
育
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
品
種

改
良
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

世
界
で
初
め
て
栽
培
植
物
や
家
畜
が
登
場
し
た
の
は

中
国
や
西
ア
ジ
ア
で
、
約
一
万
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
狩
猟
採
集
か
ら
農
耕
へ
の

転
換
が
こ
の
時
期
に
起
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
説
が
あ
り
、
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
は

氷
河
期
最
末
期
で
急
激
な
寒
冷
化
が
生
じ
た
時
期
（
ヤ

ン
ガ
ー
・
ド
リ
ア
ス
期
）
の
直
後
に
あ
た
り
、
寒
波
を

避
け
て
多
く
の
人
口
が
面
積
の
限
ら
れ
た
温
暖
湿
潤
な

地
域
に
集
中
し
た
た
め
人
口
圧
が
高
ま
り
、
野
生
の
動

植
物
だ
け
で
は
賄
え
な
く
な
っ
た
食
料
事
情
を
改
善
す

る
た
め
に
農
耕
が
始
ま
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
野
生
の
動
植
物
の
栽
培
化
・
家
畜

化
（dom

estication

）
は
、
人
類
の
栄
養
状
況
を
大

き
く
改
善
し
、
文
明
の
発
達
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
点

で
人
類
史
上
画
期
的
な
出
来
事
で
し
た
。

　

一
般
的
に
、
特
定
の
耕
地
を
も
つ
農
耕
民
は
定
住
的

で
す
が
、
狩
猟
採
集
民
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ネ
グ
リ
ト

や
ア
ラ
ス
カ
の
エ
ス
キ
モ
ー
の
よ
う
に
頻
繁
に
移
動
を

繰
り
返
す
遊
動
的
な
集
団
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
の
よ
う
に
定
住
的
な
集
団
が
あ
り
ま
す
。

沖
縄
の
貝
塚
か
ら
は
し
ば
し
ば
竪
穴
住
居
が
発
見
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
々
は
遊
動
生
活
で
は
な
く
、

生
活
拠
点
と
し
て
の
集
落
に
起
居
す
る
定
住
生
活
を
営

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

狩
猟
採
集
の
く
ら
し
は
、
毎
日
ご
飯
や
パ
ン
が
食
べ

ら
れ
る
現
代
の
く
ら
し
と
は
違
っ
て
、
必
然
的
に
自
然

の
な
り
ゆ
き
に
任
せ
た
生
活
で
も
あ
り
ま
し
た
。
電
気

や
ガ
ス
、
冷
蔵
庫
も
な
く
、
穀
物
の
よ
う
に
保
存
に
適

し
た
食
料
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、
長
期
保
存

可
能
な
食
料
は
、
堅
果
類
（
ド
ン
グ
リ
）
く
ら
い
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。
イ
ノ
シ
シ
の
肉
や
魚
介
類
は
活
発
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
生
鮮
食
品
は
保
存

が
難
し
く
、
獲
物
が
取
れ
な
い
日
に
は
、
お
な
か
を
空

か
せ
て
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
非
常
に
厳
し
い
環
境
下
に

居
住
す
る
エ
ス
キ
モ
ー
の
間
に
は
、
現
代
人
か
ら
見
て

非
人
道
的
に
も
思
え
る
「
姥
捨
て
」
の
習
慣
も
あ
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
狩
猟
採
集
民
は
現
代
人
よ
り
も
は
る
か
に
自

然
と
身
近
に
接
し
、
自
然
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
人
々

で
も
あ
り
ま
し
た
。

65	貝塚時代の竪穴住居と集落（模型）
竪 穴 住 居 は 核 家 族 の 住 ま い で 、 複 数 の 竪 穴 住 居 か ら
なる集落が、貝塚人にとっての日常生活の場でした。

66	農耕民の食べもの（穀物）
沖縄では11世紀以降このような穀物が栽培されるよ
うになりました。上：コメ、中：ムギ、下：アワ。
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人類史を読み解くキーワード

人口・寿命・遺伝子

人
口狩

猟
採
集
の
く
ら
し
は
現
代
の
生
活
に
比
べ
る

と
野
性
的
で
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
し
た
。

人
口
も
現
代
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
く
、

寿
命
は
短
く
、
乳
幼
児
死
亡
率
は
極
め
て
高
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
人
口
増
加
率
も
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
貝
塚
時
代

の
遺
跡
数
を
見
る
と
、
顕
著
な
増
減
は
あ
り
ま

す
が
、
増
加
傾
向
が
長
く
維
持
さ
れ
た
時
期
も

あ
り
、
こ
の
期
間
に
は
人
口
も
漸
次
増
加
し
て

い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
貝
塚
時
代
の

く
ら
し
は
、
飢
餓
に
さ
い
な
ま
れ
た
長
い
停
滞

の
歴
史
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

貝
塚
時
代
の
人
口
は
ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近
世
以
降
の

琉
球
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
詳
細
な
デ
ー

タ
が
利
用
可
能
で
す（
図
67
）。
沖
縄
の
人
口
は
、

現
在
一
四
〇
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
太
平

洋
戦
争
が
終
了
し
た
一
九
四
五
年
に
は
三
五
万

人
で
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
明
治
～
大
正
に
か

け
て
は
五
〇
万
人
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
一
〇
〇

年
ほ
ど
で
人
口
は
二
～
三
倍
に
な
っ
て
い
ま
す

（
人
口
増
加
率
１
％
以
上
／
年
）。

　

そ
れ
以
前
の
琉
球
王
国
時
代
一
七
世
紀
前
葉

の
人
口
は
一
〇
万
人
、
一
八
世
紀
前
葉
に
は

一
八
万
人
ほ
ど
で
、
増
加
率
は
ず
っ
と
ゆ
る
や

か
で
し
た
（
０
・
８
％
／
年
）。
一
七
世
紀
以

前
の
文
献
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
口
増
加

率
を
０
・
１
～
０
・
５
％
／
年
と
仮
定
す
る
と
、

一
二
世
紀
に
農
耕
が
始
ま
っ
た
頃
の
人
口
は
四
万
～

五
万
人
前
後
と
推
定
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
先
史
時

代
の
人
口
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
各
時
期
の
遺
跡
数
を
集
計
し
、
一
〇
〇
年
あ
た

り
の
遺
跡
数
を
求
め
た
も
の
が
図
68
で
す
（
計
算
式
は

本
書
末
付
録
１
参
照
）。

　

全
体
と
し
て
遺
跡
数
は
非
常
に
少
な
い
の
で
す
が
、

徐
々
に
増
加
し
、
Ｂ
Ｃ
一
〇
〇
〇
年
頃
に
ひ
と
つ
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
一
〇
分
の

一
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
だ
あ
と
、
再
び
漸
増
し
、
一
二
世

紀
（
Ａ
Ｄ
一
一
〇
〇
年
代
）
頃
に
は
四
倍
ほ
ど
に
は
ね

あ
が
り
ま
す
。
恐
ら
く
農
耕
開
始
に
よ
っ
て
、
軟
ら
か

く
て
消
化
し
や
す
く
、
栄
養
価
の
高
い
穀
物
を
摂
取
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
乳
幼
児
死
亡
率
の
低
下
や
母
体
の

栄
養
状
態
の
改
善
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
一

方
、
Ｂ
Ｃ
五
〇
〇
年
頃
の
急
激
な
減
少
の
理
由
は
よ
く

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
か
す
る
と
、
人
口
増
加
や

島
外
と
の
交
流
の
活
発
化
に
伴
う
疫
病
の
蔓
延
の
よ
う

な
破
局
的
事
件
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

時
期
に
は
、
墓
や
人
骨
の
検
出
例
が
増
加
す
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
貝
塚
時
代
の
人
口
は
少
な
く
と

も
一
二
世
紀
の
四
万
～
五
万
人
に
比
較
し
て
一
桁
ほ
ど

少
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。
実
際
に
は
数
百
か
ら

数
千
の
オ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
沖
縄
諸
島

（
本
島
と
離
島
を
含
む
）
の
面
積
は
一
四
一
九
㎢
で
、

通
常
、
狩
猟
採
集
民
の
人
口
密
度
は
一
㎢
あ
た
り
一
人

程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
沖
縄
の
貝
塚
時
代
で
は
、

時
に
人
口
密
度
が
世
界
標
準
を
上
回
る
こ
と
も
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

67	近世以降の人口推移
近 世 か ら 近 代 に か け て 、 乳 幼 児 死 亡 率 の 減 少 と 寿
命 の 延 び に よ っ て 、 多 産 多 死 か ら 多 産 少 死 へ 移 行
し、現代ではさらに少産少死へ移行しつつあります

（田名1997および国勢調査結果による）。

68	100年あたりの遺跡数の推移（沖縄諸島）
12世紀以降の遺跡数の増加は農耕の開始に伴うもので、一種の
人 口 爆 発 と 言 っ て 良 い 現 象 で し た 。 役 畜 （ ウ シ ） を 利 用 し た 効
率 の 良 い 穀 物 生 産 が 、 人 口 増 加 に 著 し い 好 条 件 を も た ら し た こ
とがわかります。

人間の数が増えて

きたのは最近のこ

となんだなぁ。

図１　近世以降の人口の推移

近世期（1632-1880 年）の人口データは田名真之 1997『沖縄近世史

の諸相』ひるぎ社（262-263 頁）による。1920 年以降は国勢調査結

果による。

図２　100 年あたりの遺跡数の推移（先史時代）

グラフの途切れた部分はデータ未整備の箇所。各時期の遺跡数を年代幅で除

して 100 年あたりの遺跡数を算出したもの。
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寿
命

　

貝
塚
人
の
寿
命
に
つ
い
て
は
厳
密
な
算
定
は
困
難
で

す
が
、
縄
文
人
の
人
骨
調
査
か
ら
は
、
二
〇
代
か
ら

三
〇
代
の
死
者
数
が
多
く
、
五
〇
代
以
上
は
稀
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
成
人
に
比
べ
て
死
亡
率
が

高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
乳
幼
児
や
小
児
の
骨
格
は
非
常

に
少
な
い
（
保
存
が
悪
い
か
、
集
団
墓
地
に
葬
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）
た
め
、
一
五
歳
以

上
に
限
定
し
た
平
均
寿
命
は
男
性
で
三
一
・
一
歳
、
女

性
で
三
一
・
三
歳
と
さ
れ
て
お
り
、
貝
塚
人
の
場
合
も

こ
れ
と
大
き
く
は
違
わ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
な

お
、
現
代
の
狩
猟
採
集
民
で
は
乳
幼
児
死
亡
率
は
非
常

に
高
く
、
死
因
の
多
く
は
感
染
症
や
寄
生
虫
で
、
中
に

は
５
０
％
に
達
す
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
貝
塚
時
代

の
乳
幼
児
死
亡
率
も
同
様
に
高
率
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
の
日
本
で
は
乳
児
死
亡
率
は
１
・
９
‰
（
対

１
０
０
０
人
比
。
以
下
同
じ
）
で
す
が
、
１
９
５
０
年

に
は
６
０
・
１
‰
、
１
９
２
０
年
に
は
１
６
５
・
７
‰
と

非
常
に
高
率
で
、
平
均
寿
命
を
大
き
く
押
し
下
げ
て
い

ま
し
た
。

　

伝
統
的
な
く
ら
し
を
続
け
る
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
で
は
、
人
々
の
死
因
は
先
進
国
と
は
大
き
く
異
な
り
、

事
故
や
暴
力
に
加
え
て
感
染
症
や
原
発
性
疾
患
、
栄
養

失
調
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
先
進
国
に
多
い
ガ
ン
、
心

筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
の
非
感
染
性
疾
患
は
、
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
貝
塚
人
も
、
現
代
人
を
悩
ま
せ
る

高
血
圧
や
肥
満
、
糖
尿
病
な
ど
と
は
無
縁
の
生
活
を

送
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

遺
伝
子

　

遺
伝
子
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
に
コ
ー
ド
さ
れ

た
遺
伝
情
報
で
、
そ
れ
ら
の
総
体
を
ゲ
ノ
ム
と
言

い
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
私
た
ち
の
体
を
構
成
す
る

細
胞
内
の
核
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
収
め
ら
れ
て

お
り
、
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
両
親
か
ら
子
供
へ
、
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
母
親
か
ら
子
供
へ
受
け
継
が

れ
ま
す
。
中
で
も
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
、
約
三
〇
億
塩

基
対
も
の
膨
大
な
遺
伝
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、

二
三
対
四
六
本
の
染
色
体
に
分
か
れ
て
い
ま
す（
う

ち
一
対
二
本
は
性
染
色
体
）。
近
年
、
ゲ
ノ
ム
の
分

析
か
ら
、
私
た
ち
現
代
人
が
、
か
つ
て
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
と
交
雑
し
た
こ
と
や
、
縄
文
人
の
ゲ

ノ
ム
が
私
た
ち
の
中
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

遺
伝
子
は
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
に
は
父
母
が
お
り
、
祖
父
母

が
い
ま
す
。
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
染
色
体
四
六
本
の
う
ち
、

半
分
づ
つ
を
父
母
か
ら
、
１
／
４
づ
つ
を
祖
父
母

か
ら
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
一
方
、
染
色
体
の
数

は
四
六
本
と
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
コ
ー
ド
で

き
る
遺
伝
情
報
の
量
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
は
精
子
や
卵
子
が
作
ら
れ
る
際
に
は
、
遺
伝
子

の
「
組
み
替
え
」
が
平
均
七
一
回
生
じ
る
の
で
、

受
け
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
遺
伝
子
は
、
染
色
体

四
六
本
に
加
え
て
一
世
代
あ
た
り
七
一
ピ
ー
ス
づ

つ
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
世
代
を
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
祖
先
の
数
は

加
速
度
的
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て

受
け
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
遺
伝
子
は
、
一
世
代
あ

69	世代を遡る
世 代 を 遡 る ほ ど 祖 先 の 数 は 加 速 度 的 に 増 加 し 、 わ ず か 8 世 代 遡 っ た だ け で 祖 先 の 数 は 2 5 6 人
に も な り ま す 。 1 5 世 代 （ 3 0 0 年 ほ ど ） 遡 る と 3 万 人 を 超 え 、 こ の う ち 少 し で も あ な た の 中 に
遺伝子を残している祖先は、1000人余り（約3.3%）に過ぎません。

た
り
七
一
ピ
ー
ス
し
か
増
え
な
い
た
め
、
一
〇
世
代
ほ

ど
遡
る
と
子
孫
に
遺
伝
子
を
全
く
残
す
こ
と
が
で
き
な

い
祖
先
が
現
れ
始
め
、
一
五
世
代
ほ
ど
遡
る
と
、
三
万

人
を
超
え
る
祖
先
（
実
際
に
は
親
族
婚
な
ど
も
あ
る
た

め
、
祖
先
の
数
は
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
少
な
く
な
り
ま
す
）

の
う
ち
９
７
％
ほ
ど
は
遺
伝
子
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

受け継ぐことので
きるピースの数

542+71=613
472+71=542

401+71=472

330+71=401

259+71=330

188+71=259

117+71=188

46+71=117

世代

９
８

７

６

５

４

３

２

１

祖先の数

２=256
２=128

２=64

２=32

２=16

２=８

２=４

２=２

染色体の数＋「組み替え」の数。
「組み替え」が１回起きると、受け継ぐこと

のできるピースは１つ増えます。 You

1

2

3

4

5

6

7

8
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骨と貝が語る古代のメニュー

貝塚人の食生態

　

貝
塚
人
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
、
ど
れ
だ
け
食
べ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
近
年
で
は
、
人
骨
に
含
ま
れ
る

タ
ン
パ
ク
質
の
化
学
分
析
か
ら
、
当
時
の
食
生
態
を
探

る
試
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
70
）。

　

図
72
は
、
各
地
の
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
貝
類
と
動
物

骨
の
最
小
個
体
数
と
サ
イ
ズ
等
の
情
報
を
も
と
に
算
出

し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
獲
物
の
可
食
部
重
量
と
カ
ロ
リ
ー

の
比
率
を
示
し
た
も
の
で
す
（
計
算
式
は
本
書
末
付
録

２
参
照
）。
貝
塚
人
は
貝
類
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
約
七
〇
〇
〇
年
前
の
遺

跡
で
は
イ
ノ
シ
シ
が
圧
倒
的
な
比
率
を
占
め
て
お
り
、

貝
塚
の
形
成
が
活
発
化
す
る
約
四
〇
〇
〇
年
前
以
降
で

も
、
イ
ノ
シ
シ
が
か
な
り
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
四
〇
〇
〇
年
前
以
降
は
、
可
食

部
重
量
比
で
お
お
む
ね
イ
ノ
シ
シ
が
４
４
％
、
貝
類
が

３
６
％
、
魚
類
が
１
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
古
我
地

原
・
熱あ

っ
た
ば
る

田
原
・
地
荒
原
・
嘉
門
Ａ
の
平
均
）。
イ
ノ
シ

シ
は
肉
量
が
多
く
、
高
カ
ロ
リ
ー
で
優
良
な
食
べ
も
の

で
し
た
が
、
毎
日
捕
獲
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

一
方
、
魚
介
類
は
、
実
入
り
は
小
さ
い
け
れ
ど
手
近
で

入
手
し
や
す
い
生
鮮
食
品
で
し
た
。

　

こ
の
図
に
は
植
物
質
食
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

植
物
質
は
腐
朽
し
や
す
い
た
め
、
遺
物
と
し
て
検
出
す

る
こ
と
が
と
て
も
難
し
く
、
そ
れ
ら
の
種
類
や
量
を

推
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
豊
か
な
植
物
相
が
広

が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
貝
塚
時
代
の
沖
縄
で
は
、

多
く
の
植
物
質
食
料
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
貝
塚
人
に
も
齲う

し歯
や
歯
石
の
あ

る
人
骨
が
見
ら
れ
、
デ
ン
プ
ン
質
を
活
発
に
摂
取
し
て

い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

70	人骨コラーゲンの安定同位体比
骨 組 織 中 の コ ラ ー ゲ ン （ タ ン パ ク 質 ） に は 、 死 亡 す る 直 前 1 0
年 間 ほ ど の 食 生 活 の 平 均 的 な 様 相 が 記 録 さ れ て お り 、 コ ラ ー ゲ
ン 中 の 炭 素 （ C ） ・ 窒 素 （ N ） 安 定 同 位 体 比 を 測 定 す る こ と で 、
タ ン パ ク 質 の 由 来 と な っ た 食 資 源 が 推 定 で き ま す 。 貝 塚 時 代 の
沖 縄 諸 島 で は 、 種 子 島 や 徳 之 島 よ り も 海 産 物 へ の 依 存 が 強 か っ
たと考えられます。出典：米田ほか2013。

71	貝塚人の齲歯
武芸洞人（1号）上顎に見られる齲歯（矢印）。

22

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

-4-6-8-10-12-14-16-18-20-22-24

トマチン遺跡（徳之島：貝塚時代）

広田遺跡（種子島：弥生－古墳時代）

仲原遺跡（うるま市：貝塚時代）

具志川島遺跡群（伊是名村：貝塚時代）

大当原貝塚（読谷村：貝塚時代）

具志川グスク崖下
（うるま市：貝塚時代）

海生貝類

陸上哺乳類

肉食淡水魚

雑食淡水魚

C3 植物

C4 植物

海生
哺乳類

海生
魚類

鮭類

δ
1
5
N（

A
I
R
）

δ13 C（PDB）

72	出土動物遺体から推定される食生態
貝類・魚類は主要種のみ算定。計算式は巻末付録３参照。
可 食 部 重 量 比 で は 新 原 貝 塚 を 除 い て 4 2 ～ 9 6 % と イ ノ シ シ が 多
く 利 用 さ れ て い た と 考 え ら れ ま す 。 カ ロ リ ー 比 で は さ ら に イ ノ
シシの比重が高まり、68～98%を占めていました。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

野国貝塚群
B地点

古我地原貝塚

熱田原貝塚

地荒原貝塚

嘉門貝塚A

具志堅貝塚

新原貝塚

獲物の可食部重量比

イノシシ ジュゴン ウミガメ イルカ 主要貝類 主要魚類

0% 20% 40% 60% 80% 100%

古我地原貝塚

熱田原貝塚

地荒原貝塚

嘉門貝塚A

具志堅貝塚

新原貝塚

獲物のカロリー比

イノシシ ジュゴン ウミガメ イルカ 主要貝類 主要魚類

野国貝塚群
B地点

2500 ～
1000 年前

3500 ～
3000 年前

4000 ～
3500 年前

7000 年前

2500 ～
1000 年前

3500 ～
3000 年前

4000 ～
3500 年前

7000 年前
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狩猟採集民の働き方とは

貝塚人の労働時間

　

貝
塚
人
は
日
々
の
食
料
を
自
ら
手
に
入
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
自
然
の
恵
み
に
依
存
す
る
彼
ら
の
く
ら

し
が
不
安
定
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
そ

れ
を
克
服
す
る
た
め
の
術
も
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。

秋
に
採
れ
る
堅
果
類
を
保
存
す
る
た
め
の
貯
蔵
穴
は
そ

の
一
例
で
す
。
海
に
行
け
ば
年
中
い
つ
で
も
採
集
で
き

る
貝
類
は
、
秋
に
貯
蔵
し
た
食
料
が
底
を
尽
き
か
け
る

春
先
に
は
、
特
に
重
要
な
食
べ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

著
名
な
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
の
寓
話
で
は
、
働
き
者

の
ア
リ
は
食
料
を
蓄
え
る
た
め
に
働
き
続
け
、
冬
を
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
道
楽
者
の
キ
リ
ギ
リ
ス

は
食
べ
も
の
が
な
く
な
っ
て
飢
え
死
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
計
画
的
な
収
穫
と
貯
蔵
食

料
の
利
用
が
見
込
め
る
農
耕
民
に
対
し
て
、
狩
猟
採
集

民
は
、
飢
餓
の
入
り
口
で
空
腹
な
思
い
を
し
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
哀
れ
な
人
々
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
代
で
も
伝
統
的
な
狩
猟
採
集
の
く
ら
し

を
続
け
て
い
る
人
々
の
生
活
か
ら
は
、
全
く
違
っ
た
実

像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
関
す
る
調
査
で

は
、
彼
ら
の
食
物
関
連
活
動
は
平
均
し
て
一
日
四
～
五

時
間
ほ
ど
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ハ

ザ
族
で
は
食
料
獲
得
に
必
要
な
時
間
は
平
均
し
て
一
日

二
時
間
、
南
米
の
ヤ
ノ
マ
ミ
族
で
は
、
道
具
製
作
や
小

規
模
な
焼
畑
農
耕
、
猟
や
食
事
を
含
め
た
活
動
時
間
は

四
時
間
半
で
、
「
ヤ
ノ
マ
ミ
族
は
生
活
の
四
分
の
三
ま

で
も
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
横
た
わ
っ
て
過
ご
し
て
い
た
」

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
朝
九
時
か
ら
夕
方
五
時
ま

で
働
き
、
残
業
や
休
日
勤
務
も
こ
な
す
現
代
人
の
働

73	タイワンシロアリの菌園とオオシ

ロアリタケ
農 業 を 営 む の は 人 類 だ け で は あ り ま せ ん 。 タ
イ ワ ン シ ロ ア リ は 、 セ ル ロ ー ス な ど の 炭 水 化 物
を 体 内 で 消 化 で き な い た め 、 地 中 に 空 洞 を つ く
り 、 そ の 中 に 未 消 化 物 を 排 泄 し て 菌 園 を つ く り
ま す 。 こ れ が 彼 ら の 農 園 に あ た り ま す 。 こ の 農
園 で 、 菌 類 に よ っ て 分 解 さ れ た 産 物 が シ ロ ア リ
の 餌 と な る の で す 。 梅 雨 の 時 期 に は 、 菌 園 か ら
オ オ シ ロ ア リ タ ケ と い う キ ノ コ が 地 上 に 姿 を 現
します。

74	さまざまな集団における成人の労働時間
一 日 あ た り 平 均 。 狩 猟 採 集 民 は 農 耕 民 に 比 べ て 労 働 時 間 は 短 く 、
労 働 に 従 事 す る メ ン バ ー も 限 ら れ て い ま し た 。 農 耕 開 始 と と も
に、人類は忙しくなっていったことがわかります。
※は山内1994、 ※※大塚ほか2002（家庭外での労働時間）。

75	オキナワウラジロガシの貯蔵穴
水 辺 に 設 け ら れ た 貯 蔵 穴 で 、 当 時 の 堅 果 類 が そ の ま ま 保 存 さ れ て
いました。前

めーばる

原遺跡（宜野座村）。

さまざまな集団における成人の労働時間（１日あたり平均）

集　団 男性 女性
狩猟採集民※ 3.1 4.1
自給性の高い農耕民※※

イハンギロ（タンザニア） 5.1 4.4
現金経済下の集団※※

ネパール人 8.2 7.2
工業化社会※※

　欧米14例の平均値 6.9 5.8

単位：時間

※は山内1994
※※大塚ほか2002（家庭外での労働時間）

人間はよく働くなぁ！
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き
方
と
は
違
い
、
自
然
を
知
り
尽
く
し
た
狩
猟
採

集
民
に
と
っ
て
、
食
料
調
達
は
「
お
安
い
御
用
」

だ
っ
た
の
で
す
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
働
い
て
、
余

剰
を
得
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
が
、
そ
う
い
う

こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
な
い
労
働
で
も
十

分
満
ち
足
り
て
い
る
の
だ
か
ら
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
潜
在
的
な
生

産
力
に
対
し
て
生
産
量
が
小
さ
い
こ
う
し
た
状
態

を
「
過
少
生
産
」
と
呼
び
ま
す
。
有
名
な
話
が
あ

り
ま
す
。
石
の
斧
を
使
っ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
イ
ル
・
イ
オ
ロ
ン
ト
族
の
間
に
鉄
の
斧
が
普

及
し
た
時
、
作
業
効
率
の
著
し
い
向
上
に
よ
っ

て
、
作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
結
果
、
余
っ
た
時

間
を
彼
ら
は
昼
寝
に
振
り
向
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
貝
塚
人
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
貝
類
の
採
集
活
動
に
つ
い
て
見
て
み

ま
す
。
現
代
人
の
潮
干
狩
り
の
事
例
で
は
、
一
人

が
一
度
に
採
集
で
き
る
貝
類
の
個
体
数
は
、
ア
ラ

ス
ジ
ケ
マ
ン
や
マ
ガ
キ
ガ
イ
と
い
っ
た
特
定
の
環

境
に
高
密
度
に
分
布
す
る
貝
類
の
場
合
、
最
大

二
〇
〇
～
三
〇
〇
個
体
程
度
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
や
ク
モ
ガ
イ
の
よ
う
に
分
布
密

度
の
低
い
貝
類
で
は
、
数
十
個
体
程
度
が
限
度
で

す
。
も
ち
ろ
ん
貝
類
の
採
集
量
は
、
潮
の
干
満
に

左
右
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
が
毎
日
採
集

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

干
潟
に
高
密
度
で
分
布
す
る
キ
バ
ウ
ミ
ニ
ナ
類

を
主
に
利
用
し
て
い
た
古
我
地
原
貝
塚
の
場
合

は
、
総
採
集
量
を
九
〇
万
個
体
（
九
万
一
四
五
三

個
体
の
一
〇
倍
）
と
推
定
す
る
と
、
仮
に
こ
の
貝

塚
に
貝
類
採
集
者
が
五
人
ほ
ど
居
住
し
て
い
て
、
そ
れ

が
二
〇
〇
年
ほ
ど
続
い
た
場
合
、
理
想
的
に
は
一
人
が

一
年
に
四
～
五
日
ほ
ど
採
集
す
れ
ば
良
い
程
度
の
量

（
二
〇
〇
個
体
×
五
人
×
四
・
五
日
×
二
〇
〇
年
＝

九
〇
万
個
体
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仮
に
一
日

の
採
集
量
が
二
〇
個
だ
っ
た
と
し
て
も
、
一
年
に
四
五

日
も
採
集
す
れ
ば
間
に
合
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ほ
ぼ
一
週
間
に
一
回
の
頻
度
で
す
。
実
際
に
は
こ

の
数
字
は
居
住
者
数
や
居
住
年
数
に
よ
っ
て
も
変
化
す

る
の
で
、
こ
こ
で
示
し
た
計
算
は
一
例
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
し
か
し
こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
意
外
と
簡
単
に
貝

塚
は
で
き
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
し
て
貝
類
採
集
に
費
や

さ
れ
た
労
力
は
か
な
り
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

貝
塚
か
ら
見
つ
か
る
貝
の
量
や
動
物
骨
の
数
か
ら

は
、
彼
ら
が
さ
ほ
ど
長
い
時
間
を
食
料
調
達
に
費
や
し

て
い
た
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
し
、
食
べ
も
の
が
見
つ

か
ら
ず
に
困
窮
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
ま
せ
ん
。
乱

獲
で
イ
ノ
シ
シ
や
魚
介
類
が
姿
を
消
し
た
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
な
く
、
自
然
と
人
と
が
調
和
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable D
evelopm

ent G
oals

：
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
が
実
現
で
き
て
い
た
よ
う
に
見
え
ま

す
。
現
代
人
が
見
て
も
お
い
し
そ
う
な
魚
介
類
が
貝
塚

か
ら
は
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
お
り
、
貝
塚
人
が
残
し

た
凝
っ
た
文
様
が
施
さ
れ
た
土
器
や
精
巧
な
骨
貝
製
品

か
ら
は
、
彼
ら
が
実
用
的
意
味
の
薄
い
文
化
的
創
作
活

動
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
「
余
裕
」
と
「
豊
か
さ
」

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

77	石斧（右）と鉄斧（左）
鉄 斧 の 導 入 に よ っ て 作 業 時 間 は 石 斧 の 場 合 の １ ／ ４ と
なり、空いた時間を他の用途に振り向けることができる
ようになりました。

76	農耕民のくらし
1950年代の沖縄島北部・山原（ヤンバル）の田植え風景。
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性別による社会の分業

　

狩
猟
採
集
民
の
社
会
で
は
、
食
料
の
獲
得
は
生
死
に

直
結
す
る
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。
沖
縄
の
よ
う
な
亜
熱

帯
の
環
境
下
で
は
、
利
用
で
き
る
動
植
物
の
種
類
は
多

い
が
、
利
用
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
限
ら
れ
て
お
り
、

野
生
の
動
植
物
の
生
態
に
合
わ
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン

グ
が
必
要
と
な
る
。
陸
獣
の
狩
猟
や
大
型
魚
類
の
捕
獲

と
い
っ
た
体
力
を
要
す
る
だ
け
で
な
く
、
危
険
を
伴
う

猟
漁
活
動
は
、
通
常
熟
練
し
た
成
人
男
性
の
仕
事
で
、

女
性
や
子
供
が
そ
う
し
た
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
も
成
長
し
て
い
く
過
程

で
、
段
階
的
に
難
し
い
猟
漁
活
動
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
植
物
や
貝
類
の
採
集
は
、
集
落
の
比
較
的
近

傍
で
行
わ
れ
る
生
業
で
、
狩
猟
採
集
民
社
会
で
は
主
に

女
性
や
子
供
の
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
で
も
「
浜

下
り
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
貝
拾
い
は
女
性
の
仕
事

と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
網
漁
や
魚

毒
漁
は
、
男
性
で
も
女
性
で
も
実
施
可
能
だ
が
、
沖
縄

の
民
俗
事
例
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
男
性
の
仕
事
と

認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
八
重
山
民
謡
の
「
ペ
ン
ガ

ン
ト
ゥ
レ
ー
節
」
で
は
、
動
き
の
遅
い
貝
や
カ
ニ
な
ど

の
底
生
生
物
（
ベ
ン
ト
ス
）
を
女
性
、
魚
類
な
ど
の
遊

泳
生
物
（
ネ
ク
ト
ン
）
を
男
性
が
捕
獲
す
る
様
子
が
歌

わ
れ
て
い
る
。

　

歴
史
的
に
男
性
や
女
性
、
そ
し
て
子
供
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
旧
石
器
時

代
の
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
で
は
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
や
カ
ワ
ニ

ナ
が
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
生
物
は
動

き
が
遅
く
、
捕
獲
に
あ
た
っ
て
特
殊
な
道
具
も
必
要
と

し
な
い
こ
と
か
ら
、
男
性
だ
け
で
な
く
、
女
性
や
子
供

に
も
利
用
し
や
す
い
資
源
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
利
用

で
き
る
シ
ー
ズ
ン
は
、
カ
ニ
が
産
卵
の
た
め
に
川
を
下

る
秋
～
冬
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

貝
塚
時
代
初
期
（
約
七
〇
〇
〇
年
前
）
の
野
国
貝
塚

群
Ｂ
地
点
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
非
常
に
活
発
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
魚
介
類
を
圧
倒
し
て
い
た
（
図
72
）。
こ

の
時
代
の
イ
ノ
シ
シ
に
は
、
完
全
な
野
生
で
は
な
く
、

「
飼
い
な
ら
さ
れ
た
」
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
狩
猟
目
的
の
野
営
地
と
考
え

ら
れ
る
洞
穴
遺
跡
も
知
ら
れ
て
お
り
、
狩
猟
活
動
が
活

発
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。
狩
猟
従
事
者

で
あ
る
成
人
男
性
が
、
家
族
に
高
カ
ロ
リ
ー
な
肉
類
を

豊
富
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
点
で
、
男
性
が
活
躍
し
た

時
代
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
貝
塚
形
成
が
活
発
化
す
る
約
四
〇
〇
〇
年
前

以
降
、
魚
介
類
の
利
用
が
増
大
し
、
相
対
的
に
狩
猟
の

重
要
性
が
低
下
し
た
（
図
72
）。
こ
の
背
景
に
は
、
女

性
や
子
供
の
活
躍
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
こ

う
し
た
肉
類
と
魚
介
類
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
利
用

は
、
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
る
遺
跡
数
の
増
加
（
図
68
）、

ひ
い
て
は
人
口
増
加
を
下
支
え
す
る
原
動
力
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

狩
猟
の
重
要
性
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
性

は
そ
の
分
暇
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
増
加
す
る
豪
華

な
装
飾
品
や
糸
魚
川
産
の
ヒ
ス
イ
、
九
州
産
黒
曜
石
な

ど
か
ら
は
、
貝
塚
人
が
余
っ
た
時
間
を
芸
術
活
動
や
遠

隔
地
と
の
交
易
な
ど
、
生
業
と
は
関
係
の
な
い
活
動
に

振
り
向
け
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
現
代
的
な
合
理
性

だ
け
で
は
計
れ
な
い
奥
深
さ
が
、
貝
塚
時
代
の
人
々
の

く
ら
し
を
興
味
深
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

78	ゴホウラの貝輪
石 棺 墓 に 埋 葬 さ れ た 約 2 5 0 0 年 前
の 老 年 女 性 の 左 手 首 に 着 装 さ れ て
い た 大 型 巻 貝 （ ゴ ホ ウ ラ ） の 腕 輪 。
ナ ガ ラ 原 第 三 貝 塚 （ 伊 江 村 ） 。 A ：
表面、B：裏面、C：側面。

オバーが大切に

してた腕輪だっ

たんだね。

トピックス③トピックス③

AB C
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狩
猟
採
集
社
会
に
続
い
て
出
現
し
た
農

耕
社
会
に
よ
っ
て
、
人
類
は
豊
か
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
世
界
的
に
見
て
も
食

料
生
産
の
開
始
が
栄
養
状
況
の
改
善
を
も

た
ら
し
、
人
口
支
持
力
を
押
し
上
げ
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
経
済

学
者
の
Ｅ
・
ボ
ス
ラ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
１

㎢
あ
た
り
の
人
口
密
度
は
、
狩
猟
採
集
民

と
初
歩
的
な
圃
耕
民
で
〇
～
四
人
、
や
や

進
歩
的
な
ブ
ッ
シ
ュ
焼
畑
民
で
四
～
六
四

人
、
農
耕
民
で
は
六
四
～
二
五
六
人
、
集

約
的
な
農
民
で
は
二
五
六
人
以
上
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
沖
縄
で
も
一
一
世
紀
に
農
耕

が
導
入
さ
れ
る
と
、
わ
ず
か
三
〇
〇
年
ほ

ど
の
間
に
人
口
が
数
倍
に
増
加
し
ま
し
た

（
図
68
）。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
人
口
増
加

は
、
貝
塚
時
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
現

象
で
す
。
そ
し
て
農
耕
社
会
の
成
立
か
ら

わ
ず
か
四
〇
〇
年
後
の
一
五
世
紀
に
は
琉

球
王
国
の
成
立
に
至
る
の
で
す
。
農
耕
の

開
始
が
引
き
金
と
な
っ
て
人
口
が
増
加
し
、

余
剰
が
生
ま
れ
、
社
会
の
複
雑
化
が
起
こ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

一
方
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
沖
縄
で
は

日
本
本
土
で
約
二
九
〇
〇
年
前
に
稲
作
農

耕
が
始
ま
り
弥
生
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、

お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
狩
猟

採
集
の
く
ら
し
が
続
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
で
は
「
停
滞
し
た
社

会
が
続
い
て
い
た
」
と
い
う
見
方
も
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
耕
は
狩
猟
採
集
よ

り
も
多
く
の
労
働
力
の
投
資
を
必
要
と
し
ま
す
。

植
え
付
け
た
あ
と
も
、
草
取
り
、
水
や
り
、
害

虫
駆
除
、
害
鳥
獣
の
対
策
に
多
く
の
時
間
と
労

力
を
割
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
収
穫
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
そ
の
間
を
や
り
過
ご

す
た
め
の
備
蓄
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
自
然
が

育
て
て
く
れ
た
モ
ノ
を
た
だ
と
っ
て
く
る
狩
猟

採
集
に
比
べ
て
、
自
分
で
自
然
を
育
て
上
げ
る

農
耕
の
方
が
労
働
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
の
は
あ

る
種
当
然
の
帰
結
で
す
。

　

一
定
の
身
体
能
力
と
技
術
を
要
す
る
狩
猟
採

集
に
比
べ
て
、
農
耕
社
会
で
は
労
働
の
質
は
単

純
に
な
り
ま
し
た
が
、
仕
事
が
増
え
た
分
、
成

人
男
性
だ
け
で
な
く
、老
人
や
女
性
、子
供
ま
で
、

社
会
構
成
員
の
多
く
が
農
作
業
に
従
事
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
79
）。
中
国
雲
南

省
の
農
民
は
、
狩
猟
採
集
民
で
あ
る
ア
フ
リ
カ

の
サ
ン
族
よ
り
も
年
労
働
時
間
に
し
て
一
・
四
倍

も
多
く
働
い
て
い
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま

す
。
農
耕
は
、
必
ず
し
も
良
い
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
代
の
農
業
で
は
、
こ
の
高
い
労
働
コ
ス
ト

を
石
油
や
機
械
の
力
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
図

80
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
形
態
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
比
較
し
た
も
の
で
、
人
力
よ
り
も
畜
力
、

機
械
を
利
用
す
る
方
が
み
か
け
の
効
率
は
良
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
全
投
入
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
考
慮
す
る
と
、
効
率
は
著
し
く
悪

化
し
て
い
ま
す
。
コ
メ
や
コ
ム
ギ
が
、
太
陽
エ

豊かな文明人 VS 貧しい未開人？

社会は進化するのか

79	農耕社会の子供たち
農 耕 社 会 で は 、 子 供 た ち も 重 要 な 労 働 力 で し た 。
石垣島。

A B
Ⅰ人力に依存する農耕
サツマイモ パプアニューギニア 8-18

アフリカ 21
キャッサバ ラテンアメリカ 11-28

アフリカ 20-27
　雑穀 アフリカ 7-22
トウモロコシ アフリカ 16-24
イネ アジア 11-14

Ⅱ畜力を利用する農耕
イネ 台湾 37 19

タイ 40 13
Ⅲ機械化農業
トウモロコシ アメリカ合衆国 3500 3

A：生産物の食物エネルギー／人間のエネルギー消費量

B：生産物の食物エネルギー／全投入エネルギー

エネルギー効率（kcal/kcal）
作　　物 地　　域

80	さまざまな農業形態のエネルギー効率
投 入 エ ネ ル ギ ー と 生 産 物 の 食 物 エ ネ ル ギ ー か ら 算 出 し た も の 。

一 般 に エ ネ ル ギ ー 効 率 が 1 0 k c a l / k c a l を 下 回 る と 、 そ の 集 団 の
生 存 は 厳 し い と さ れ て い ま す 。 B は 家 畜 や 燃 料 源 の エ ネ ル ギ ー
消費量を加えた場合の効率。出典：大塚ほか2002。
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81	社会の種類
出典：ダイアモンド2000。

小規模血縁集団 部族社会 首長社会 国家

【構成面】
総人口 数十人 数百人 数千人 5万人以上

生活様式 移動生活
定住生活
（村落数は１）

定住生活
（村落数は１または複数）

定住生活
（多数の村落と都市）

基本的関係 血縁集団 血縁集団の集合体
階級化された
地域集団

階級化された
集団

人種数・言語数 1 1 1 １または複数

【政治面】

意思決定・
リーダーシップ

平等
平等または
ビッグ・マン

集権的・
世襲的

集権的

官僚システム なし なし なし・
１～２階層

多階層

権力や情報の独占 なし なし あり あり

諍いの解決 非公式 非公式 首長 法律・裁判

中心地の有無 なし なし
なし・
→最高位の村落

首都

【宗教面】

支配階級の正当化 なし なし あり あり→なし

【経済面】

食料生産 なし なし→あり あり→集約的 集約的

労働の分化 なし なし なし→あり あり

取引 交換 交換 再分配（捧げ物） 再分配（税）

土地の所有者・管理者 血縁集団 氏族 首長 多様

【社会面】

階級分化 なし なし
あり（血縁者による
支配階級）

あり（血縁関係は
問題とならず）

奴隷制 なし なし 小規模 大規模
エリートによる
贅沢品の所有・使用

なし なし あり あり

公共建造物 なし なし なし→あり あり

固有の文字 なし なし なし 多い

※矢印（→）は、社会の複雑性によって属性が異なることを示す。

ネ
ル
ギ
ー
と
水
と
土
か
ら
光
合
成
で
作
ら
れ
る
の
は
間

違
い
な
い
の
で
す
が
、
現
代
の
我
々
が
口
に
す
る
そ
れ

は
、
実
は
石
油
の
産
物
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
狩
猟
採
集
社
会
は
現

代
社
会
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
類
史
の
９
９
％
以
上
は
狩
猟
採
集
社
会
で

あ
り
、
自
然
と
の
関
係
性
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
彼

ら
は
現
代
人
よ
り
も
は
る
か
に
上
手
に
自
然
と
共
存
し

て
い
た
人
々
で
し
た
。
人
類
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
、
現
代
社
会
の
よ
う
な
高
度
な
文
明
を
作
り
上

げ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を

説
明
し
よ
う
と
し
た
の
が
社
会
進
化
論
と
呼
ば
れ
る
立

場
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者
エ
ル
マ
ン
・
サ
ー
ヴ
ィ

ス
は
、
人
類
の
社
会
を
①
小
規
模
血
縁
集
団
（
バ
ン
ド

社
会
）、
②
部
族
社
会
、
③
首
長
社
会
、
④
国
家
の
四

つ
に
分
類
す
る
案
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
の
特
徴
は
図
81
・
82
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
世

界
の
人
類
社
会
を
俯
瞰
す
る
上
で
大
変
有
益
な
枠
組
み

な
の
で
す
が
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
連
続
的
で
、
分
類
に

は
多
分
に
恣
意
的
な
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
現

実
の
社
会
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
と
苦
慮
す
る
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
、
お
お
よ
そ
旧
石
器
時
代
を
小
規
模
血
縁

集
団
、
縄
文
時
代
を
部
族
社
会
、
弥
生
時
代
を
部
族
～

首
長
社
会
、
古
墳
時
代
以
降
を
国
家
と
捉
え
る
こ
と
が

多
く
、
沖
縄
の
貝
塚
時
代
は
部
族
社
会
に
相
当
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
上
記
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
一
見
す
る
と
、

人
類
社
会
は
原
始
的
な
状
態
か
ら
次
第
に
高
度
な
文
明

人間はいろんな

社会をつくってき

たんだね。
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　 国 家 は 我 々 に と っ て 最 も 身 近 な
社会で、現代では南極大陸以外の世
界 の 土 地 は 全 て い ず れ か の 国 家 に
属 し て い ま す 。 国 家 は 数 万 人 か ら
数 億 人 の 構 成 員 か ら な り 、 一 部 の
エ リ ー ト が そ の 運 営 を 司 っ て い ま
す 。 人 々 の 頂 点 に 立 つ 権 力 者 は 、 あ
ら ゆ る 情 報 や 意 思 決 定 の 権 限 を 独 占
し 、 首 長 社 会 よ り は る か に 集 権 化 さ
れ て い ま す 。 経 済 的 再 分 配 は 、 租
税として徴収したものをわけあたえ
る と い う 形 を と り 、 行 政 組 織 は い く
つものレベルに階層化され、多様な
業務が遂行されます。

　 小 規 模 血 縁 集 団 （ バ ン ド 社 会 ） は 、 一 つ の 大 家 族 か 、 親 戚 関 係 に あ
る家族がいくつか集まって一緒に暮らしているグループで、現在はニュ
ーギニアやアマゾンの奥地にしか残されていません。彼らはいわゆる狩
猟 採 集 に も と づ く 遊 動 的 な く ら し を 送 る 人 々 で 、 食 料 生 産 は 行 わ れ て
おらず、そのため人口密度は非常に低いのが特徴です。非公式なリーダ
ーは存在しますが、特定個人が権力を独占することはなく、実力のある
者 は 誰 で も リ ー ダ ー に な る こ と が で き ま し た 。 旧 石 器 時 代 に は 、 世 界
中 の 全 て の 人 々 が こ の 小 規 模 血 縁 集 団 の な か で 暮 ら し て い た と 考 え ら
れています。

　 部 族 社 会 は 通 常 数 百 人 規 模 で 、 小 規 模 血 縁 集 団 よ り 人
数 が 多 く 、 通 常 は 定 住 生 活 を 送 っ て い ま す 。 「 部 族 （ ト
ラ イ ブ ） 」 と い う 用 語 は さ ま ざ ま な 意 味 で 使 わ れ ま す が 、
こ こ で は 「 言 語 や 文 化 を 共 有 す る 集 団 」 で は な く 、 そ れ
よ り 規 模 の 小 さ い 自 律 的 な 社 会 的 ま と ま り を さ し ま す 。
ニ ュ ー ギ ニ ア 、 メ ラ ネ シ ア 、 ア マ ゾ ン な ど に は 、 現 在 で
も 大 半 の 土 地 に 部 族 社 会 を 営 む 人 々 が 暮 ら し て い ま す 。
部 族 社 会 に 見 ら れ る リ ー ダ ー の 中 に は 、 ニ ュ ー ギ ニ ア 高
地 の ビ ッ グ ・ マ ン の よ う に 大 き な 影 響 力 を も つ 人 物 も い
ま す が 、 こ れ は 個 人 的 資 質 に も と づ く 地 位 で 、 公 式 の 職
務 で は な く 、 世 襲 も さ れ ま せ ん 。 彼 ら は 外 交 上 の 機 密 を
握 っ て い る わ け で も 、 意 思 決 定 を 独 自 に お こ な う 権 限 を
持 っ て い る わ け で も な く 、 集 団 全 体 の 決 定 に 影 響 を 与 え
る以上のことはできません。

　首長社会は、数千人から数万人の
人 口 規 模 を 擁 し 、 大 部 分 の 人 々 は 血
縁関係になく、互いに名前すら知ら
な い 間 柄 で す 。 社 会 を 束 ね る 首 長
は、小規模血縁集団のリーダーや部
族社会のビッグ・マンと異なり、外
見からでも識別できる格好、振る舞
い に よ っ て 特 徴 づ け ら れ 、 さ ま ざ ま
な権限を世襲します。

82	社会の種類（イラスト）

小 規 模 血 縁 集 団
（ B a n d ）

部 族 社 会
（ T r i b e ）

首 長 社 会
（ C h i e f d o m ）

国 家
（ S t a t e ）
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貝塚をめぐる人々　 日 本 の 貝 塚 研 究 に は 1 4 0 年
以 上 の 歴 史 が あ る 。 こ こ で は
そ の 黎 明 期 に 活 躍 し た 沖 縄 の
貝 塚 研 究 に も 関 わ り の 深 い 人
物を紹介する。

83	エドワード・モース

（1838 年 6 月 18 日 - 1925 年 12 月 20 日）
ア メ リ カ の 動 物 学 者。 Ｃ． ダ ー ウ ィ ン と も 親 交 が あ り、 進 化 論 を 日 本 に 初 め
て 紹 介 し た こ と で も 知 ら れ る。1877（ 明 治 10） 年、 腕 足 類 の 調 査 で 訪 れ た
日本で、横浜―新橋間に開通した鉄道に乗車した際に、車窓から大森貝塚（東
京 都 品 川 区 ） を 発 見 し た こ と は 有 名。 同 年 に 開 校 し た 東 京 大 学 の お 雇 い 外 国
人 教 師 と し て 理 学 部 動 物 学 教 室 の 教 授 を 務 め、 学 生 と と も に 大 森 貝 塚 を 発 掘
調 査 し、 報 告 書 を 刊 行 し た。 モ ー ス に よ る 大 森 貝 塚 の 発 掘 は、 日 本 初 の 科 学
的 な 発 掘 調 査 で あ り、 そ の 後 の 調 査、 報 告 の 手 本 と な っ た。 貝 塚 が 現 在 の 海
岸 線 か ら 離 れ た 場 所 に あ る こ と、 貝 塚 の 貝 に 現 在 は 近 隣 に 見 ら れ な い 種 が 含
ま れ て い る こ と、 貝 塚 か ら 勾 玉 が 出 土 し な い こ と、 貝 塚 か ら 特 徴 的 な 土 器 が
出 土 す る こ と な ど か ら、 モ ー ス は 貝 塚 を 残 し た の が 日 本 人 や ア イ ヌ で は な く、
太古の先住民（プレ・アイヌ）だと主張した。

84	鳥居龍蔵

（1870 年 5 月 4 日 - 1953 年 1 月 14 日）
徳 島 県 出 身 の 人 類 学 者 で、1896（ 明 治 29） 年 と 1904（ 明 治 37）
年 の 2 度 来 沖 し、 人 類 学 的 調 査 を 行 っ た。1904 年 に は 初 め て 貝 塚 を
発見・報告し、沖縄にも石器時代の遺跡が存在することを明らかにし
た。鳥居が発見・報告したのは沖縄島の城

ぐすくだけ

嶽貝塚（那覇市）、荻堂貝塚、
天
て ん が ん

願 貝 塚（ う る ま 市 ）、 チ ヌ ヒ ン チ ャ（ 伊 波 ） 貝 塚、 石 垣 島 の 川
か び ら

平 貝
塚 お よ び四

し か む ら

ヶ村の西端にあった貝塚である。川平貝塚と四ヶ村の西端
の貝塚はグスク時代の遺跡で、その他は貝塚時代前期（縄文時代）の
遺跡。

トピックス④トピックス④

社
会
へ
と
進
歩
を
と
げ
て
い
っ
た
よ
う
に
読
み
取
れ
ま

す
。
実
際
、
四
大
文
明
（
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、

イ
ン
ダ
ス
、
中
国
）
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
多
く

の
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
段
階
を
経
て
国
家
の
形
成
に

至
っ
た
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
は
社
会
進
化
と
い
う
名
の
も
と
に
、
未
開
・

野
蛮
と
文
明
を
対
置
し
て
と
ら
え
、
前
者
か
ら
後
者
へ

の
「
進
化
」
が
大
ま
じ
め
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
ア
マ
ゾ
ン
の
未
開
人
は
、
遅
れ
た
あ

る
い
は
停
滞
し
た
社
会
の
住
人
な
の
だ
か
ら
、
近
代
的

な
技
術
や
し
く
み
を
導
入
し
て
文
明
化
を
は
か
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
主
張
で
す
。
サ
ル
の

仲
間
か
ら
人
類
が
進
化
し
た
よ
う
に
、
未
開
か
ら
文
明

へ
の
進
化
は
、
歴
史
の
法
則
な
の
だ
と
。
こ
う
し
た
考

え
方
は
多
く
の
悲
劇
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
狩
猟
採
集
民
の
生
活
の
実
態

が
詳
細
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
社
会
進

化
に
は
多
系
的
な
道
筋
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
単
純
な
社
会
進
化
論
は
否
定
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化
や
社
会
は
環
境
と
密
接
不
可

分
の
関
係
に
あ
り
、
現
実
世
界
で
は
社
会
の
在
り
方
は

極
め
て
多
様
で
、
必
ず
し
も
一
つ
の
方
向
に
変
化
し
て

い
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※図83はWEB
公開対象外

※図84はWEB
公開対象外
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85	松村 瞭
あきら

（1880年8月1日-1936年5月21日）
大正－昭和初期に活躍した人類学者。東京帝国
大 学 助 教 授 。 1 9 1 9 （ 大 正 8 ） 年 、 川 平 朝 令 ら
の 協 力 を 得 て 荻 堂 貝 塚 の 発 掘 調 査 を 行 っ た 。 こ
の 調 査 は 沖 縄 で 初 め て の 本 格 的 な 発 掘 調 査
で 、 1 9 2 0 年 に 詳 細 な 報 告 書 が 刊 行 さ れ て い る 。
松村は沖縄の貝塚土器（琉球式土器）は、日本
本 土 の 石 器 時 代 後 期 （ 縄 文 時 代 後 期 ） に 属 す る
も の で 、 そ れ ら を 残 し た の は 「 何 時 の 頃 に か 内
地 よ り 押 さ れ 押 さ れ て 彼 の 遠 島 に 流 込 み た る
者」だと考えた。松村の考えは、その後の沖縄
の 歴 史 研 究 に も 大 き な 影 響 を 及 ぼ す こ と に な っ
た。

86	大山 柏
かしわ

（1889年6月2日-1969年8月20日）
公 爵 。 薩 摩 藩 出 身 で 陸 軍 軍 人 と し て 活 躍 し た 大
山 巌 の 次 男 で あ り 、 尚 家 と も 親 交 が あ っ
た 。 1 9 2 0 （ 大 正 9 ） 年 、 余 暇 を 利 用 し て 沖 縄
旅行に訪れた際、川平朝令の勧めにより伊波貝
塚 の 発 掘 調 査 を 行 っ た 。 こ の 調 査 は 、 大 山 の 考
古 学 に 関 す る キ ャ リ ア の 中 で は 初 期 の も の で 、
こ の 後 大 山 は ヨ ー ロ ッ パ 留 学 を 経 て 、 1 9 2 9 （
昭 和 4 ） 年 に 大 山 史 前 学 研 究 所 を 開 設 し 、 戦 前
の 考 古 学 、 特 に 縄 文 時 代 の 研 究 を 牽 引 し て い っ
た。

87	尚
しょうけ

家日記
東 京 の 尚 侯 爵 家 で の 出 来 事 を 記 し た
日 記 。 1 9 2 0 年 5 月 1 2 日 の 項 に 、 大
山柏が沖縄旅行の際に歓待を受けた
返 礼 に 尚 家 を 訪 れ た こ と が 記 さ れ て
いる。

88	川
か び ら

平朝
ちょうれい

令

（1880年2月4日-1964年10月30日）
沖 縄 県 立 中 学 校 を 卒 業 後 、 東 京 高 等 師 範 学 校 に 学 ぶ 。 愛 媛 県 師 範 学 校 教 諭 、 私 立 日
本中学校教諭などを経て、1918年沖縄県立高等女学校教諭（地歴担当）。1919年
松 村 瞭 と と も に 荻 堂 貝 塚 の 発 掘 調 査 に 従 事 し 、 翌 年 に は 大 山 柏 と と も に 伊 波 貝 塚 の
発 掘 を 行 っ た 。 地 質 学 に 造 詣 が 深 く 、 伊 波 貝 塚 の 調 査 で は 川 平 の 提 案 に よ り 、 加 工
の 有 無 を 問 わ ず 貝 層 中 の 石 は 全 て 回 収 し た こ と を 大 山 が 記 し て い る 。 1 9 3 1 年 に は
沖 縄 出 身 者 と し て 初 め て 沖 縄 県 女 子 師 範 学 校 校 長 に 就 任 し 、 学 校 内 に 郷 土 室 を 設 置
し て 郷 土 研 究 資 料 を 集 め 生 徒 の 学 習 に 供 し た 。 1 9 3 3 （ 昭 和 8 ） 年 に は 多 和 田 真 淳 ら
とともに長濱貝塚（読谷村）の発掘を行った。

89	多
た　わ　だ

和田真
しんじゅん

淳

（1907年1月7日-1990年12月
21日）
沖 縄 考 古 学 の パ イ オ ニ ア で 、 文 部 省 資 源
科 学 研 究 所 嘱 託 や 琉 球 政 府 林 業 試 験 場 長
を 歴 任 し た 植 物 学 者 で も あ っ た 。 戦 後 は
琉 球 政 府 文 化 財 保 護 委 員 会 に 長 く 籍 を 置
き 、 文 化 財 の 調 査 、 保 護 に 努 め る と と も
に 後 進 の 育 成 に も 尽 力 し た 。 植 物 調 査 の
か た わ ら 数 多 く の 遺 跡 、 貝 塚 を 発 見
し 、 1 9 5 6 年 に は 「 琉 球 列 島 の 貝 塚 分 布
と 編 年 の 概 念 」 （ 『 文 化 財 要 覧 』 1 9 5 6
年 版 　 琉 球 政 府 文 化 財 保 護 委 員 会 ） を 著
し て 、 沖 縄 の 考 古 学 編 年 を 確 立 し た こ と
か ら 、 「 沖 縄 考 古 学 の 父 」 と 呼 ば れ て い
る。

90	『沖縄日報』の記事
1 9 3 3 年 （ 昭 和 ８ 年 ） 1 1 月 に 『 沖 縄 日 報 』
に 掲 載 さ れ た 長 濱 貝 塚 調 査 の 記 事 。 長 濱
貝 塚 は 多 和 田 が 発 見 し た 遺 跡 で 、 川 平 朝
令や島袋源一郎らも調査に参加した。

※図85はWEB
公開対象外
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第２章

ウミサチの人類史

91	沖縄の魚
貝塚時代に利用されていたブダイやベラ、フエフキダイなどの魚は現在でも重要な漁獲資源となっています。
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トップ・プレデターへの道

人類の進化と食べもの

　

現
在
、
地
球
上
に
は
七
八
億
人
を
超
え
る
人
類
が
生

息
し
て
お
り
、
陸
域
、
海
上
は
言
う
に
及
ば
ず
、
海
中

の
潜
水
艦
や
大
気
圏
外
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
生

活
す
る
人
々
が
い
ま
す
。
世
界
の
平
均
人
口
密
度
は
一

㎢
あ
た
り
約
六
〇
人
、
世
界
人
口
は
年
率
１
・
２
％
の

ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一
日
あ
た
り
約

二
二
万
人
、
一
年
あ
た
り
約
八
〇
〇
〇
万
人
の
増
加
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

膨
れ
上
が
っ
た
人
類
の
活
動
は
、
地
球
の
生
態
系
や

物
質
系
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
自
動
車

や
工
場
が
吐
き
出
す
温
室
効
果
ガ
ス
や
、
廃
棄
さ
れ
た

ゴ
ミ
か
ら
発
生
す
る
マ
イ
ク
ロ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問

題
を
は
じ
め
、
宇
宙
空
間
で
も
廃
棄
さ
れ
た
人
工
衛
星

な
ど
の
宇
宙
ゴ
ミ
が
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

地
球
ど
こ
ろ
か
宇
宙
ま
で
支
配
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見

え
る
人
類
で
す
が
、
進
化
の
過
程
で
誕
生
し
た
当
初
は
、

と
て
も
か
弱
い
存
在
で
し
た
。

　

人
類
は
哺
乳
綱
サ
ル
目
（
霊
長
目
）
ヒ
ト
科
に
属
し
、

サ
ル
の
仲
間
と
の
共
通
祖
先
か
ら
進
化
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
ヒ
ト
科
に
は
狭
義
の
ヒ
ト
（
ヒ
ト
属
）
以
外
に
、

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や
ゴ
リ
ラ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の

類
人
猿
、
そ
し
て
最
も
初
期
の
人
類
で
あ
る
猿
人
の
仲

間
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
見
る
と
、
ヒ
ト

と
ゴ
リ
ラ
の
違
い
は
２
・
３
％
、
ヒ
ト
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

と
の
違
い
は
１
・
３
％
で
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
ゴ
リ
ラ

よ
り
も
ヒ
ト
と
近
縁
で
す
。

　

初
期
の
人
類
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
食
べ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
人
類
に
最
も
近
縁
な
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

は
、
樹
上
性
で
果
実
食
中
心
の
雑
食
、
ゴ
リ
ラ
は
林
の

中
に
生
息
し
、
植
物
食
傾
向
の
強
い
雑
食
で
、
猿
人
も

92	チャド猿人頭骨
現 在 ま で に 知 ら れ て い る 世 界 最 古 の 人 類 化 石 で 、 約 7 0 0 万
年 前 の も の で す 。 猿 人 は 、 ヒ ト 属 が 誕 生 す る ま で 4 0 0 万 年
以上もの長きにわたって繁栄しました。

93	チンパンジーとヒトの手の骨（右手）
右 手 を 掌 側 か ら 見 た と こ ろ 。 チ ン パ ン ジ ー や ヒ ト の 手 は
親 指 （ 拇 指 ） が 他 の 四 本 の 指 と 向 か い 合 い 、 物 を 掴 む こ
と が で き る 配 置 に な っ て い ま す 。 こ れ を 拇 指 対 向 性 と 呼
び ま す 。 チ ン パ ン ジ ー の 手 は 、 親 指 よ り も 他 の 指 が か な
り 長 く な っ て お り 、 親 指 と 他 の 指 を 向 か い 合 わ せ に し て
物 を 掴 む の が あ ま り 上 手 で は あ り ま せ ん 。 こ れ は 木 に ぶ
ら 下 が る た め に 進 化 し た 特 徴 だ と 考 え ら れ て い ま す 。 一
方 、 ヒ ト は 親 指 と 他 の 指 を 使 っ て 器 用 に 物 を 掴 み 、 操 作
す る こ と が で き ま す 。 こ う し た 身 体 的 特 徴 を 獲 得 す る こ
と に よ っ て 、 ヒ ト は 手 の 替 わ り と な る 道 具 を 発 達 さ せ 、
文化を進化させていきました。

チンパンジーの

手とヒトの手は似て

いるけど違っている

んだね！

94	被捕食者とし

ての人類
ス ワ ル ト ク ラ ン ス

（ 南 ア フ リ カ ） か ら
見 つ か っ た 猿 人 の 頭
骨 に は 、 ヒ ョ ウ の 噛
み 跡 が 残 さ れ て お り 、
人 類 が ま だ 捕 食 さ れ
る 側 の 存 在 だ っ た こ
とを物語っています。
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チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ゴ
リ
ラ
と
同
様
に
、
果
実
な
ど
を
よ

く
食
べ
て
い
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
猿
人
の
手
指
は
類

人
猿
と
異
な
り
拇ぼ

し指
対
向
性
（
親
指
が
他
の
指
と
向
か

い
合
う
配
置
を
と
る
こ
と
。
手
で
物
を
把
握
す
る
際
に

有
利
。）
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ハ
イ
エ
ナ
な

ど
の
肉
食
獣
が
仕
留
め
た
草
食
獣
の
死
体
に
残
さ
れ
た

頭
蓋
骨
中
の
脳
や
腰
骨
の
周
り
の
肉
、
長
管
骨
中
の
骨

髄
な
ど
を
、
石
で
た
た
き
割
っ
て
取
り
出
し
、
食
べ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
類
は
積
極
的

に
狩
猟
を
行
う
と
い
う
よ
り
も
、
屍
肉
を
あ
さ
っ
て
、

お
こ
ぼ
れ
に
あ
ず
か
る
し
た
た
か
な
生
き
物
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
通
常
の
肉
食
獣
に
は
利
用
し
づ
ら
い
こ
れ
ら

の
部
位
は
、
消
化
し
や
す
く
良
質
な
カ
ロ
リ
ー
源
と
し

て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
頃
に
始
ま
る
肉
食
傾
向
の
強
ま
り
は
、
人
類
の

栄
養
状
態
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ス
ワ
ル
ト
ク

ラ
ン
ス
で
は
、
ヒ
ョ
ウ
の
噛
み
跡
の
あ
る
猿
人
の
子
供

の
頭
骨
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
人
類
は
ま
だ
肉
食
獣
に

食
べ
ら
れ
る
側
の
「
被
捕
食
者
」
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

二
三
〇
万
年
前
頃
に
猿
人
の
仲
間
か
ら
進
化
し
て
登

場
し
た
ヒ
ト
属
（
ホ
モ
属
：
原
人
）
は
、
猿
人
よ
り
も

発
達
し
た
脳
を
も
ち
、
硬
い
石
を
器
用
に
打
ち
欠
い
て

石
器
を
製
作
・
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
石
器
の
発
達
は
、

人
類
の
肉
食
傾
向
に
一
層
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
一
〇
〇
万
年
前
頃
に
始
ま
る

火
の
使
用
は
、
調
理
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
加
熱

し
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い
植
物
質
資
源
な
ど
の
食
用
化

に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。
現
代
の
主
食
と
な
っ
て
い

る
穀
物
も
、
加
熱
処
理
に
よ
っ
て
天
然
の
結
晶
状
態
に

あ
る
β
デ
ン
プ
ン
を
糊
化
（
α
化
）
し
な
い
と
消
化
不

良
を
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
栄
養
状
態
の
向
上

は
、
人
類
の
脳
の
発
達
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、
人

類
は
精
巧
な
石
器
を
自
在
に
製
作
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
高
度
な
狩
猟
具
を
発
達
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
巧

妙
な
狩
猟
技
術
の
発
達
は
、
そ
れ
ま
で
「
食
べ
ら
れ
る

側
」
だ
っ
た
人
類
を
、
自
然
界
の
頂
点
に
君
臨
す
る

「
ト
ッ
プ
・
プ
レ
デ
タ
ー
（
頂
点
捕
食
者
）」
の
地
位
に

押
し
上
げ
た
の
で
す
。

　

一
方
、
進
化
に
よ
っ
て
大
型
化
し
た
脳
は
、
多
く
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄
養
素
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
代
人
で
は
一
日
に
約
二
〇
〇
〇
㎉
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
う
ち
約
二
割
は
脳
に
よ
っ

て
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
類
の
生
存
に
必
要

な
炭
水
化
物
・
脂
質
・
タ
ン
パ
ク
質
の
三
大
栄
養
素
の

う
ち
、
脳
を
構
成
す
る
脂
質
の
一
種
で
あ
る
多
価
不
飽

和
脂
肪
酸
（
Ｌ
Ｃ
ー
Ｐ
Ｕ
Ｆ
Ａ
）
は
、
体
内
で
合
成
で

き
ず
、
食
物
か
ら
摂
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

必
須
脂
肪
酸
と
呼
ば
れ
ま
す
。
必
須
脂
肪
酸
の
う
ち

Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ

コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
は
、
陸
上
の
動
植
物
よ
り
も
魚

類
の
脂
質
に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
魚
食

の
発
達
を
促
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
。
真
相
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
解
明
が
期
待
さ
れ

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
脳
容
量
が
著
し
く
増
大
し
た

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
時
代
ま
で
に
は
、
そ
れ
ま
で

の
植
物
食
、
肉
食
に
加
え
て
魚
介
類
が
人
類
の
食
品
メ

ニ
ュ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

95	火の使用
あ り と あ ら ゆ る も の を 食 べ る 「 超 雑 食 （ s u p e r -
o m n i v o r e ） 」 の 生 き も の で あ る 人 類 に と っ て 、 火
の 使 用 は 食 べ も の の バ リ エ ー シ ョ ン の 増 大 に 貢 献 し
た画期的な発明でした。

96	ネアンデルタール人頭骨
ネ ア ン デ ル タ ー ル 人 の 脳 容 量 は 1 5 0 0 m l と 、 ホ モ ・ サ ピ エ ン
ス よ り も 大 き く 、 野 生 の ウ シ や マ ン モ ス と い っ た 大 型 草 食 獣
を は じ め 、 ラ イ オ ン な ど の 大 型 食 肉 類 を も 捕 食 し て い た 優 秀
な ハ ン タ ー で し た 。 そ の 一 方 で 、 恐 ら く 人 類 史 上 初 め て シ ー
フードを食した人々だったと考えられています。
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物質循環と食物連鎖

　

地
球
上
に
存
在
す
る
生
物
は
、
人
類
に
よ
っ
て
発
見
・

記
載
さ
れ
た
種
だ
け
で
一
八
〇
万
種
以
上
、
未
記
載
・

未
発
見
種
を
含
め
る
と
五
三
〇
万
種
以
上
が
生
息
し
て

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
は
一
つ
の
巨
大
な

生
態
系
で
あ
り
、
約
三
八
億
年
前
に
生
命
が
誕
生
し
て

以
降
、
数
多
の
生
物
が
生
存
競
争
を
繰
り
広
げ
、
再
生

産
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
態
系
は
維
持
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
生
態
系
は
生
物
の
み
で
成
り
立
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
気
や
海
流
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
物
、
物
質
を
運
搬
す
る
原
動
力
と
な
り
、
地
殻

変
動
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
地
質
や
地
形
は
、
生
物

相
に
多
様
性
を
も
た
ら
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
物
質
や
生
命
は
互
い
に
関
わ
り
合
っ
て

お
り
、
精
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
わ
た
し
た
ち
の
地
球

は
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

自
然
界
に
お
い
て
、
生
物
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
物
質

が
循
環
的
な
ふ
る
ま
い
を
と
る
こ
と
を
「
物
質
循
環
」

と
呼
び
ま
す
。「
物
質
循
環
」
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流

れ
を
伴
い
、
そ
の
原
動
力
の
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
生
命

活
動
が
あ
り
ま
す
。
生
命
活
動
に
関
わ
る
「
物
質
循
環
」

の
代
表
例
が
、
食
物
連
鎖
で
す
。
光
合
成
に
よ
っ
て
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
物
質
的
に
固
定
す
る
植
物
、
そ
れ
を

食
べ
る
昆
虫
、
そ
れ
を
食
べ
る
爬
虫
類･･･

と
い
う
よ

う
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、
網
目
状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
食
物
網
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
人
類
が
日
常
口
に
す
る
食
物
も
、
も
と
を
た

ど
れ
ば
生
き
物
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
コ
メ
や
コ
ム
ギ
、

野
菜
や
肉
、
魚
介
類
は
も
ち
ろ
ん
、
卵
や
醤
油
、
味
噌
、

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
、
生
き
物
が
与
え
て
く
れ
る
恵

み
を
利
用
し
て
、
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
の
で
す
。

C O 2

O 2光
合
成

分 解 者
（ 細 菌 類 ・ 菌 類 ）

生 産 者 （ 植 物 ）

消 費 者 （ 動 物 ）

オ オ ゴ マ ダ ラ

ヒ メ ハ ブ
リ ュ ウ キ ュ ウ イ ノ シ シ イ ソ マ グ ロ

オ オ ベ ッ コ ウ ガ サ

97	物質循環の一例（食物連鎖とそれに伴う酸素・炭素の循環模式図）
赤い矢印は呼吸による酸素・二酸化炭素のやりとり。生産者は光合成によって大気中の炭素を固定
し、酸素を作り出します。生産者と消費者は、食物網によって複雑につながっています。

摂食

枯死・落葉など

死
骸
・
排
泄
物
な
ど

　 森 林
（ ガ ン ガ ラ ー の 谷 ）

　 海 草 藻 場
（ カ ー ミ ー ジ ー ）

ウ ミ ガ メ の 死 骸摂食

一 次 消 費 者
（ 草 食 動 物 ）

二 次 消 費 者
（ 肉 食 ・ 雑 食 動 物 ）

イ ソ ヒ ヨ ド リ

ク マ ゼ ミ オ キ ナ ワ ヤ マ タ カ マ イ マ イ

トピックス⑤トピックス⑤
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旧石器時代の食べもの
生
命
を
食
べ
る
。

沖縄の人類は何を食べてきたのか

　 旧 石 器 時 代 の 気 候 は 現 在 よ り も 寒 冷 で 、
島 の 周 囲 に は 現 在 の よ う な サ ン ゴ 礁 は 未 発
達 で し た 。 こ の た め 、 貝 塚 時 代 に 比 べ る と
海洋資源への依存度は低かったようです。

サ キ タ リ 洞 遺 跡 （ 南 城 市 ） か ら は 、 旧 石
器 時 代 の 人 々 が 食 べ た モ ク ズ ガ ニ や カ ワ ニ
ナ な ど の 動 物 遺 体 が 数 多 く 発 見 さ れ て い ま
す 。 当 時 の 人 々 は 主 に 陸 上 や 河 川 の 資 源 を
利 用 し て い ま し た が 、 海 産 魚 類 や 海 産 貝 類
も わ ず か に 見 つ か っ て お り 、 当 時 す で に 海
産資源が利用されていたことがわかります。

98	イノシシ下顎骨
港川人が発見された港川遺跡などではイ
ノシシの骨が多く見つかっており、当時
の 人 々 の 狩 猟 対 象 だ っ た と 考 え ら れ ま
す。サキタリ洞遺跡。

1 c m

99	モクズガニの鉗
かんきゃく

脚（上・中）

とカワニナ（下）
秋 に 産 卵 の た め に 川 を 下 る 大 型 個 体 が 捕
獲されていました。サキタリ洞遺跡。

100	モクズガニ（上）とカワ

ニナ（右）の現生個体
サキタリ洞遺跡は、秋に川を下るモ
クズガニの利用に特化した季節的な
キャンプサイトだったと考えられて
います。当時の人々は、貝塚時代に
比べて移動性の高いくらしを送って
いたようです。

101	魚骨
魚骨はオオウナギの骨（左4点）
が主体ですが、アイゴ（右端）や
ブダイなどの海産魚類の骨も見つ
かっています。サキタリ洞遺跡。

102	トコブシ（ナガラメ型）
現在では鹿児島以北に分布する暖温帯の種で、氷河期に南下してい
たと考えられます。現代では種子島の特産で５～８月が旬。右は現
生個体、左はサキタリ洞遺跡出土品。

旧石器時代

103	アイゴ（右）とオオウナギ（左）
活発なモクズガニ利用の一方で、このような魚類も、サキタリ洞人の重要な食べものだったと考えられます。
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　 貝 塚 時 代 は 、 ほ ぼ 現 在 と 同 じ 気 候 条 件 の
時 代 で 、 イ ノ シ シ や ド ン グ リ と い っ た 陸 上
の 資 源 と と も に 、 魚 介 類 を は じ め と す る 海
洋 資 源 が 活 発 に 利 用 さ れ る よ う に な り ま し
た 。 煮 炊 き の た め の 土 器 が 普 及 す る こ と に
よ っ て 、 肉 や 魚 介 類 を 煮 込 ん で 効 率 よ く 栄
養 を 摂 取 で き る よ う に な り 、 食 べ も の の バ
リ エ ー シ ョ ン が 広 が り ま し た 。 ま た 、 一 つ
屋 根 の 下 で 同 じ 鍋 を 囲 む 一 家 団 欒 の く ら し
が始まったのも、この時代でした。

104	貝塚時代の食べもの（模型）
全て野生の食材で、タンパク質はイノシシや魚介類、炭水化物は堅果類などの植物
質から摂取する自然のままの食生活でした。

貝塚時代の食べもの

貝塚時代

じょーとーヤッサー!

105	煮炊きに用いられた土器
右は貝塚出土品、左は実際の煮炊きに使用された再現品。
胴部には煤が付着し、黒色を呈する一方、口縁部や底部
には煤の付着が見られません。こうした色調変化は、底
部側を火にかけて加熱した結果と考えられます。右：清
水貝塚（久米島町）、左：沖縄市立郷土博物館。

106	シャコガイの皿
地荒原貝塚。

107	ホラガイ製品
腹面側に孔が穿たれており（左）、背面側には被火に伴う亀裂
や剥離が見られます（右）。民具に見られるホラガイのやかん

（図280）によく似ています。ナガラ原第三貝塚（伊江村）。

108	魚骨
地荒原貝塚。

煤
の
付
着
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　 グ ス ク 時 代 に な る と 、 農 耕 が 始 ま る と と も に 、
ウ シ や ブ タ 、 ニ ワ ト リ な ど の 家 畜 が 導 入 さ れ 、 そ
れ ま で の 生 活 は 一 変 し ま し た 。 ま た 、 陶 磁 器 や
鉄 製 品 の 普 及 に よ っ て 、 台 所 の 風 景 や 食 具 の 品
揃えも大きく様変わりしました。
　日本では中世以降、一部を除いて肉食が禁忌と
さ れ て い ま し た が 、 沖 縄 で は 食 用 の 家 畜 と し て ブ
タ が 重 宝 さ れ 、 主 に 役 務 に 使 用 さ れ た ウ シ や ウ マ
も、時に食用とされることがありました。

109	グスク時代の食具
前列中・右：白磁、前列左：天目碗、後列右：酒会壺、後列左：グスク土器。今

な き じ ん

帰仁
城跡（今帰仁村）。

110	炭化穀物
上：コメ、中：ムギ、下：アワ。
栽培された穀物は長期保存が可
能で、余剰や富を生む源泉でも
ありました。上・中：今帰仁城
跡、下：今帰仁城跡周辺遺跡。

111	鉄製刀子
沖縄では鉄を生産することはできませんでしたが、
グスク時代にはこのような鉄製品が交易を介して島
外からもたらされ、石器に替わって大いに流通・利
用されました。今帰仁城跡。112	獣骨（ウシ）

グスク時代以降。具
ぐ し ち ゃ ん

志頭城址（八重瀬町）。

113	ブタ頭骨
イノシシに比べて吻

ふん

が短く、形態的にも区別
されます。グスク時代以降。具志頭城址。

114	加工痕のある獣骨
沖縄では中世以降も肉食が行
われていました。グスク時代
以降。具志頭城址。

115	鳥骨（ニワトリ）
主に時告鳥として利用されましたが、食
用とされることもあったようです。グス
ク時代以降。具志頭城址。

グスク時代の食べもの
グスク時代
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　19 世 紀 に 中 国 か ら の 使 節（ 冊
さ く ほ う し

封 使 ） を も て な す た め に 出 さ れ た 冊 封 使 饗
応 料 理（ 御

う か ん し ん

冠 船 料 理 ） は 五 段 構 成 か ら な る 豪 華 な も の で、 初 段 は モ ク ズ ガ
ニ・ツバメの巣、フカヒレ、ウズラの四碗、二段はアヒル、シカのアキレス腱、
ハマグリなどの貝類、シカ肉の四碗、三段はウナギ、大エビ、水亀、海馬（ジュ
ゴ ン ） の 四 碗、 四 段 は ブ タ の 胃 袋、 タ ニ シ、 色 付 カ マ ボ コ、 豚 足 の 四 碗、 五
段はアワビ、鶏肉、拌和菜（あえ物）、蒸魚の四碗からなります。食材にはジュ
ゴ ン や フ カ ヒ レ な ど の 珍 味 を は じ め、 ハ マ グ リ、 シ ャ コ ガ イ、 サ ザ エ と い っ
た魚介類が多く含まれています。

　 近 世 に 普 及 し た サ ツ マ イ モ は 、 近 代 ま で 庶
民 の 間 で は 主 食 の 位 置 を 占 め て お り 、 重 要 な
食 べ も の で し た 。 一 方 、 近 世 か ら 近 代 に か け
て 生 じ た 人 口 爆 発 と 、 た び 重 な る 干 ば つ か ら 、
各 地 で 飢 饉 が 頻 発 す る よ う に な り ま し た 。 明
治 以 降 、 サ ツ マ イ モ と サ ト ウ キ ビ に 大 き く 依
存 し た モ ノ カ ル チ ャ ー の 農 業 形 態 は 、 明 治 末
期 の 大 干 ば つ に 伴 う 不 作 や 、 大 正 期 の 経 済 恐
慌 を 受 け て 、 沖 縄 経 済 お よ び 県 民 生 活 に 極 度
の 窮 迫 状 況 を も た ら し ま し た 。 人 々 は 、 飢 え
を し の ぐ た め 非 常 食 と さ れ て い た 強 い 毒 性 を
も つ ソ テ ツ ま で も 食 さ ざ る を 得 ず 、 中 毒 者 が
頻 発 し た こ と か ら 「 ソ テ ツ 地 獄 」 と 呼 ば れ ま
す。

琉球王国時代の食べもの

近代の食べもの

　 琉 球 王 国 時 代 に は 海 外 と の 交 流 が 活 発 化 し 、 ヤ ギ
の 飼 育 や 泡 盛 の 製 法 、 サ ト ウ キ ビ の 栽 培 が 伝 わ っ た
の も こ の 頃 と 考 え ら れ て い ま す 。 ま た 、 1 4 9 2 年 に
コ ロ ン ブ ス が 新 大 陸 に 到 達 し た こ と を 契 機 に 、 さ ま
ざ ま な 作 物 が 旧 世 界 に も た ら さ れ ま し た 。 そ の 中 に
は 沖 縄 と も 関 わ り の 深 い サ ツ マ イ モ や タ バ コ も 含 ま
れ て お り 、 近 世 以 降 庶 民 の 間 に も 普 及 し て い き ま し
た 。 特 に サ ツ マ イ モ は 痩 せ た 土 地 で も 栽 培 で き る こ
と か ら 、 庶 民 の 栄 養 状 況 の 改 善 と 安 定 に 多 い に 貢 献
しました。

冊封使饗応料理（御冠船料理）冊封使饗応料理（御冠船料理）

116	サツマイモ
中南米原産で、17世紀初めに中国をへて沖
縄に導入されました。

117	冊封使饗応料理（御冠船料理）（再現）
安次富順子氏による再現。

118	看卓の図
看卓は宴会場内に飾り付けらた食材で、引
出物としても用いられました。肉類や菓子な
どとともに海産物も多く並んでいました。出
典：安次富2016。

119	近代の食べもの

琉球王国時代

近代

※図117は
WEB公開対象外
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　 戦 後 の 沖 縄 で は 、 ア メ リ カ 占 領 下 で ポ ー ク や コ ン ビ
ー フ 、 ス テ ー キ 、 ハ ン バ ー ガ ー な ど 、 そ れ ま で に な か
っ た 新 た な 食 文 化 が 流 入 し 、 定 着 し て い き ま し た 。 米
食 が 一 般 化 し た の も こ の 時 代 で 、 小 麦 を 用 い た パ ン や
麺 類 も 好 ま れ て い ま す 。 多 様 な 食 文 化 の 影 響 を 受 け
て 、 沖 縄 そ ば や タ コ ラ イ ス と い っ た 独 自 の メ ニ ュ ー も
発 達 し 、 外 食 文 化 が 浸 透 し て い き ま し た 。 最 近 で は 、
う ど ん や ラ ー メ ン 、 回 転 ず し な ど の チ ェ ー ン 店 も 増 加
しており、沖縄の食文化は大きく変化しつつあります。
脂肪分が多く、味つけの濃い食べものの増加は、県民
の健康にも大きな影響を及ぼしています。

現代の食べもの

120	サトウキビ
近世に導入されたサトウキビ

（ ウ ー ジ ） 栽 培 と 製 糖 は 、 沖
縄 ・ 奄 美 の 主 要 産 業 と し て
大 い に 奨 励 さ れ 、 現 金 獲 得
の重要な手段となっていきま
した。

121	グルクン
グ ル ク ン は タ カ サ ゴ の 仲 間 の 大 衆 魚 で 、 県 魚 。 貝 塚
時 代 に は ほ と ん ど 利 用 さ れ て い ま せ ん で し た が 、 近
代 以 降 に 発 達 し た 糸 満 漁 民 に よ る 外 海 で の 追 込 網 漁

（アギヤー）の主要な漁獲物の一つでした。

122	鰹節
カツオも貝塚時代
には利用されていません
でしたが、19世紀末に一本釣り
漁 法 が 伝 え ら れ 、 2 0 世 紀 に 入 っ て 鰹 節 の
製 造 が 始 ま り 、 動 力 船 が 導 入 さ れ る と 、
主要な漁獲物の地位を占めるようになって
いきました。

123	ソテツ
有毒ですが、実や幹にデンプンを多く含む
ため、救荒食として近世以降活発に利用さ
れました。

124	貨幣
沖 縄 で は 近 代 以 降 、 本 格 的 な 貨 幣 経 済 が 導 入
さ れ ま し た 。 産 業 革 命 が 進 行 す る 世 界 経 済 と
接 続 し た こ と に よ り 、 島 外 か ら さ ま ざ ま な 物
資 が 流 入 す る 一 方 、 そ れ ま で の 自 給 的 な 経 済
バ ラ ン ス が 大 き く 崩 れ 、 「 ソ テ ツ 地 獄 」 を も
たらす要因にもなりました。

125	ハンバーガー
今 日 の ハ ン バ ー ガ ー の 原 型 は 2 0 世 紀 初 頭
にアメリカで誕生しました。沖縄初のバー
ガ ー シ ョ ッ プ は 、 ア メ リ カ 統 治 下 の 1 9 6 3
年 に 北 中 城 村 屋 宜 原 に オ ー プ ン し た A & W
で、今日まで長く親しまれています。

127	沖縄そば
中 華 麺 と 同 じ 製 法 で 作 ら れ る 小 麦 粉 の 麺
と、和風だしを特徴としています。

現代

126	ビール
沖 縄 県 の 酒 類 販 売
数 量 は 1 1 0 ℓ ／ 人
で 、 全 国 2 位 。 1 位
は 東 京 都 、 3 位 は 高
知 県 で す （ 平 成 2 7
年度）。

128	ステーキ
戦 後 の 沖 縄 に 根 付 い た
ア メ リ カ 的 食 文 化 の 代
表です。
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塩・昆布・肉食
　

塩
は
毎
日
の
く
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
必
需

品
で
あ
る
。
調
味
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

塩
漬
け
な
ど
の
保
存
食
作
り
に
も
欠
か
せ
な

い
。
塩
の
主
な
成
分
は
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
、

海
水
か
ら
取
り
出
す
海
塩
と
、
地
層
中
か
ら

採
掘
さ
れ
る
岩
塩
に
大
別
さ
れ
る
。
ナ
ト
リ

ウ
ム
は
カ
リ
ウ
ム
と
と
も
に
体
内
の
水
分
バ

ラ
ン
ス
を
調
整
し
て
い
る
が
、
過
剰
な
摂
取

は
血
圧
の
上
昇
を
招
く
。

　

古
来
よ
り
塩
の
生
産
、
流
通
は
莫
大
な
富

を
も
た
ら
す
源
泉
で
、
ア
フ
リ
カ
で
は
塩
が

同
じ
量
の
黄
金
と
交
換
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
日
本
で
も
、
一
九
九
七
年
ま
で
は

塩
の
専
売
制
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
沖
縄
で

塩
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
世
の

こ
と
で
、
那
覇
の
潟
原
で
入
浜
式
製
塩
が
行

わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
前
の
人
々
は
塩
を
利

用
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
興
味
深

い
デ
ー
タ
が
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
先
住
民
、
ヤ

ノ
マ
ミ
族
の
一
日
あ
た
り
の
平
均
塩
分
摂
取
量

は
五
〇
㎎
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
低
地
部

の
ウ
ォ
ニ
エ
で
は
五
〇
〇
㎎
と
、
現
代
日
本
人

の
平
均
摂
取
量
一
〇
ｇ
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
彼
ら
は
調
味
料
と
し
て
の
塩
や
砂
糖
を
持

た
ず
、
カ
リ
ウ
ム
摂
取
の
た
め
、
時
折
植
物
の

灰
を
利
用
す
る
程
度
で
、
高
血
圧
や
脳
卒
中
な

ど
の
現
代
病
と
は
無
縁
で
あ
る
。
人
類
は
も
と

も
と
「
塩
な
し
文
化
」
を
享
受
し
て
い
た
の
だ
。

　

一
方
、
世
界
的
に
見
る
と
日
本
は
塩
分
摂
取

過
多
な
地
域
の
ひ
と
つ
で
、
か
つ
て
医
師
の
間

で
は
「
脳
卒
中
の
国
」
と
思
わ
れ
て
い
た
。
塩

辛
い
味
付
け
が
好
ま
れ
る
東
北
地
方
で
は
、
一

日
の
塩
分
摂
取
量
が
二
七
ｇ
に
達
す
る
例
も
あ

り
、
薄
味
文
化
だ
っ
た
沖
縄
で
も
、
近
年
で
は

食
文
化
の
変
化
に
伴
っ
て
塩
分
摂
取
量
が
増
加

し
て
い
る
。

　

塩
と
並
ん
で
昆
布
も
、
沖
縄
で
は
重
要
な
味
覚
で
あ

る
。
昆
布
は
コ
ン
ブ
科
の
海
藻
類
を
さ
す
呼
称
で
、
寒

流
の
親
潮
海
域
に
生
育
し
、
沖
縄
で
は
採
れ
な
い
。
昆

布
は
中
華
料
理
の
食
材
と
し
て
好
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

琉
球
王
国
時
代
に
は
北
前
船
を
介
し
て
運
ば
れ
た
北
海

道
の
昆
布
が
沖
縄
に
集
積
さ
れ
、
中
国
へ
さ
か
ん
に
輸

出
さ
れ
て
い
た
。
現
代
で
も
ク
ー
ブ
イ
リ
チ
ー
な
ど
昆

布
料
理
が
好
ま
れ
、
昆
布
の
消
費
量
が
多
い
の
は
こ
う

し
た
歴
史
的
背
景
に
よ
る
。

　

塩
や
昆
布
で
味
付
け
さ
れ
る
代
表
的
な
食
べ
も
の
は

肉
や
魚
介
類
で
、
沖
縄
の
伝
統
的
な
「
琉
球
料
理
」
に

は
多
様
な
肉
料
理
が
含
ま
れ
て
お
り
、
中
で
も
ブ
タ
は

ラ
フ
テ
ー
や
テ
ビ
チ
、
ス
ー
チ
カ
ー
な
ど
、
多
様
な
形

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヤ
ギ
の
よ
う
に
沖
縄
以

外
で
は
あ
ま
り
食
さ
れ
な
い
獣
類
が
食
べ
ら
れ
て
い
た

点
も
特
徴
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
古
代
以
降
肉
食
が
禁

忌
と
さ
れ
、
魚
食
と
菜
食
が
ト
レ
ン
ド
と
な
る
時
期
が

長
く
続
い
た
が
、
沖
縄
で
は
琉
球
王
国
時
代
や
グ
ス
ク

時
代
の
遺
跡
か
ら
も
、
解
体
痕
の
あ
る
ウ
シ
や
ブ
タ
な

ど
の
家
畜
の
骨
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が

食
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

栽
培
穀
物
や
用
畜
が
不
在
だ
っ
た
貝
塚
時
代
に
は
、

グ
ス
ク
時
代
以
降
に
比
べ
て
魚
介
類
が
は
る
か
に
活
発

に
利
用
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
イ
ノ
シ
シ
肉
の
比
重
も

大
き
か
っ
た
よ
う
だ
（
図
72
）。
滋
養
に
富
む
肉
類
が
、

古
代
か
ら
沖
縄
の
人
類
に
と
っ
て
重
要
な
食
べ
も
の

だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
現
代
に
続
く
沖
縄
の
肉

食
文
化
は
、
日
本
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
を
も
つ

先
人
た
ち
の
遺
産
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

129	戦前の塩田の風景
那覇市前島の塩田の風景（1929年）。

130	クーブイリチー
クーブ（昆布）イリチー（炒め物）。沖縄の
代表的な郷土料理。

131	ラフテー
豚肉の角煮。保存食としても重宝された。

トピックス⑥トピックス⑥
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豊かだった貝塚人の海の幸

ウミサチ・クワッチー
ヒ
ト
が
ま
だ

野
生
の
生
き
も
の
だ
っ
た
頃
。

　
「
食
」
は
人
類
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
営
み
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
時
代
に
応
じ

て
人
類
の
「
食
」
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
伝
統
的
に
コ
メ
と
野
菜
、
そ
し
て

魚
介
類
が
メ
ニ
ュ
ー
の
柱
と
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
コ
メ
を
は
じ
め
と
す
る
穀
類
の
消
費
量
は

一
九
六
〇
年
代
以
降
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
（
図

133
）。
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
は
そ
れ
ま
で
増
加
傾
向

だ
っ
た
魚
介
類
も
減
少
に
転
じ
、
近
年
で
は
肉
類

と
の
逆
転
現
象
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
伝

統
食
の
衰
退
に
対
し
て
、
肉
類
や
牛
乳
・
乳
製
品

は
一
九
七
〇
年
代
以
降
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
が
、

全
体
と
し
て
は
「
食
が
細
る
」
傾
向
が
続
い
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
食
べ
盛
り
の
若
い
世
代
が
減
り
、
い
わ

ゆ
る
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
属
す
る
生
産
労
働
者
の
割

合
が
減
少
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

沖
縄
の
伝
統
的
な
メ
ニ
ュ
ー
は
コ
メ
・
イ
モ
・

野
菜
・
魚
介
類
・
ブ
タ
を
柱
と
し
て
お
り
、
そ
の

ル
ー
ツ
は
琉
球
王
国
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
方
、
現
代
の
沖
縄
で
は
一
世
帯
あ
た
り
の

生
鮮
魚
介
の
消
費
量
は
全
国
最
下
位
の
約
一
六
㎏

で
、
一
位
の
青
森
（
約
三
五
㎏
）
の
半
分
以
下
と

な
っ
て
い
ま
す
（
総
務
省
家
計
調
査
）。

　

沖
縄
の
人
類
史
の
中
で
、九
〇
〇
〇
年
に
わ
た
っ

て
狩
猟
採
集
の
く
ら
し
を
続
け
た
貝
塚
人
は
、
ウ

ミ
サ
チ
（
海
の
幸
）
を
最
も
活
発
に
利
用
し
て
い

た
人
々
で
し
た
。
彼
ら
の
ク
ワ
ッ
チ
ー
（
ご
ち
そ

う
）
の
中
に
は
、
現
代
の
沖
縄
で
は
絶
滅
し
て
し

ま
っ
た
種
（
ハ
イ
ガ
イ
な
ど
）
や
、
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
種
（
ア
ホ
ウ
ド
リ
・
大
型
の
ヒ

レ
ジ
ャ
コ
な
ど
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

132	現代の鮮魚店
忙 し い 現 代 人 は 、 家 事 の 時 間 や
楽 し い 食 事 時 間 ま で 削 っ て 働

く よ う に な り ま し た 。 そ の 結 果 、
家 庭 の 中 に あ っ た 「 食 」 が 「 商
品 」 と な り 、 外 食 産 業 が 発 達 し
コ ン ビ ニ が 普 及 し ま し た 。 か つ
て は 丸 魚 を 販 売 し て い た 鮮 魚 店
でも、現在では「家庭で魚を捌く
時 間 を 省 け る 」 と い う 付 加 価 値
を つ け た パ ッ ク 切 り 身 が 販 売 さ
れ て い ま す 。 「 食 の 外 部 化 」 や

「 孤 食 化 」 は 狩 猟 採 集 社 会 で は 考
えられなかった現代的問題です。

133	食原料類別の１人あたり年間純供給量の

推移
農林水産省『食糧需給表』。
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　 貝 塚 人 は 自 分 た ち の ム ラ の 目 の 前 に あ る 海 で 、 魚 介 類 を 手 に 入 れ て い ま し た 。 舟 で 遠 く
ま で 出 か け る こ と も あ り ま し た が 、 彼 ら の 漁 労 は 内 湾 や 礁 池 （ イ ノ ー ） 、 干 瀬 を 中 心 と し
て お り 、 外 海 の 回 遊 魚 や サ メ な ど は ほ と ん ど 利 用 さ れ て い な か っ た よ う で す 。 貝 塚 人 は 、
糸 満 ウ ミ ン チ ュ の よ う に 外 洋 魚 類 を 対 象 と し て い た わ け で は な く 、 サ ン ゴ 礁 で の 採 食 に 特
化した沿岸漁民（ウミアッチャー）でした。
　 彼 ら が 利 用 し た 貝 類 は 多 種 多 様 で す が 、 何 で も か ん で も 手 当 た り 次 第 に 採 集 し て い た わ
け で は あ り ま せ ん 。 う る ま 市 石 川 に あ る 古 我 地 原 貝 塚 と 伊 波 貝 塚 は 、 直 線 距 離 で 1 k m ほ ど
し か 離 れ て い な い 至 近 距 離 に あ る 遺 跡 で す が 、 前 者 は キ バ ウ ミ ニ ナ 類 、 後 者 は オ ハ グ ロ ガ
イ や ア ラ ス ジ ケ マ ン 、 イ ソ ハ マ グ リ な ど を 主 体 と し て お り 、 貝 種 構 成 が 大 き く 異 な り ま す 。
遺跡直近の環境や「好み」も、貝類の採集活動を左右する要因となったのでしょう。

134	貝層断面の剥ぎ取り

標本
シ ャ コ ガ イ や サ ラ サ バ テ イ ラ 、
チ ョ ウ セ ン サ ザ エ と い っ た サ ン
ゴ 礁 の 中 大 型 貝 類 を 含 み 、 所 々
に イ ソ ハ マ グ リ 、 ア ラ ス ジ ケ マ
ン 、 マ ガ キ ガ イ な ど が 密 集 し
た 貝 層 が 見 ら れ ま す 。 約 2 0 0 0
～ 1 5 0 0 年 前 。 平

は ん ざ ん ば る

安 山 原 Ｃ 遺 跡
（北

ちゃたん

谷町）。

135	貝層断面の剥ぎ取り標本（細部）
図134右上部分の拡大写真。

136	小型二枚貝からなる貝層
アラスジケマン主体の貝層。室川貝塚（沖縄市）。

137	大型のシャコガイ類を含む貝層
貝塚人の豪華な食事を偲ばせます。新原貝塚（南城市）。

こんな大きなヒレジ

ャ コ 、 今 じ ゃ み か け

ないなぁ…



第２章　ウミサチの人類史53

1
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9
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138	内湾干潟の種を多く含む貝塚の貝類
熱田原貝塚（南城市）。
1 ： ス イ シ ョ ウ ガ イ 、 2 ： オ ハ グ ロ ガ イ 、 ３ ： カ ン ギ ク 、 ４ ： カ ン ギ ク の 蓋 、 ５ ： ア マ オ ブ ネ 、 ６ ： ニ シ キ ア マ オ ブ ネ 、 7 ：
マ ン グ ロ ー ブ ア マ ガ イ 、 8 ： オ オ マ ル ア マ オ ブ ネ 、 9 ： オ キ ナ ワ イ シ ダ タ ミ 、 1 0 ： カ ワ ニ ナ 、 1 1 ： ツ ヤ ギ セ ル 、 1 2 ・ 1 3 ：
オ キ ナ ワ ヤ マ タ カ マ イ マ イ 、 1 4 ： オ キ ナ ワ ヤ マ タ ニ シ 、 1 5 ： シ ュ リ マ イ マ イ 、 1 6 ： イ ト マ ン マ イ マ イ 、 1 7 ： ア ラ ス ジ ケ
マ ン 、 1 8 ： イ オ ウ ハ マ グ リ 、 1 9 ： ス ダ レ ハ マ グ リ 、 2 0 ： ダ テ オ キ シ ジ ミ 、 2 1 ： ハ マ グ リ 類 、 2 2 ： シ ラ ナ ミ 類 ､ 2 3 ： リ ュ
ウ キ ュ ウ サ ル ボ オ 、 2 4 ： エ ガ イ 、 2 5 ： リ ュ ウ キ ュ ウ マ ス オ 、 2 6 ： イ ソ ハ マ グ リ 、 2 7 ： ナ ミ ノ コ マ ス オ 、 2 8 ： リ ュ ウ キ ュ
ウナミノコ、29:シレナシジミ

139	サンゴ礁の種を多く含む貝塚の貝類
崎
さちひーじゃー

樋川B貝塚（那覇市）。
1 ： ホ ラ ガ イ 、 ２ ： ゴ ホ ウ ラ 、 ３ ： ア ン ボ ン ク ロ ザ メ 、 ４ ： ク モ ガ イ 、 ５ サ ラ サ バ テ イ ラ 、 ６ ： イ ト マ キ ボ ラ 、 ７ ： シ ラ
ク モ ガ イ 、 ８ ： ヤ ナ ギ シ ボ リ イ モ 、 ９ ： チ ョ ウ セ ン サ ザ エ 、 1 0 ： ヤ コ ウ ガ イ の 蓋 、 1 1 ： サ ツ マ ボ ラ 、 1 2 ： ガ ン ゼ キ ボ ラ 、
1 3 ： オ ニ ノ ツ ノ ガ イ 、 1 4 ： コ オ ニ コ ブ シ 、 1 5 ： ア カ イ ガ レ イ シ 、 1 6 ： マ ガ キ ガ イ 、 1 7 ： ニ シ キ ウ ズ 、 1 8 ： サ ラ サ ミ ナ
シ、19：マダライモ、20：ヒレジャコ、21：ヒメジャコ、22：シラナミ類、23：シャゴウ、24：アラスジケマン、25：
ヌノメガイ、26：リュウキュウサルボオ、27：イソハマグリ、28：シレナシジミ、29・30：ウミギク科
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140	キバウミニナ類（1～3）とセンニンガイ

（4）
古 我 地 原 貝 塚 で 主 体 を 占 め る マ ン グ ロ ー ブ に 生 息 す る 巻 貝 。
キ バ ウ ミ ニ ナ 類 に は と キ バ ウ ミ ニ ナ （ 1 ・ 2 ） と マ ド モ チ ウ
ミ ニ ナ （ 3 ） が あ り ま す 。 現 在 沖 縄 諸 島 で は セ ン ニ ン ガ イ と
キバウミニナは絶滅していますが、後者は近年再導入された
ものが沖縄島北部に定着しています。古我地原貝塚。

5cm

絶滅した貝類絶滅した貝類

食べるための作法食べるための作法

珍しい大型貝類珍しい大型貝類

141	オオジャコ
現 在 沖 縄 諸 島 で は 姿 を 消 し て い ま す が 、 久 米 島 で
は約6000年前の化石が見つかっています。

142	ハイガイ
縄 文 時 代 に は 青 森 か ら 沖 縄 ま で 全 国 の 貝 塚 か ら
出 土 し ま す が 、 現 在 の 国 内 で の 分 布 は 有 明 海 に
ほ ぼ 限 ら れ て い ま す 。 沖 縄 で は 貝 塚 時 代 の 後 半
に は か な り 減 少 し て お り 、 グ ス ク 時 代 ～ 近 世 頃
に絶滅したようです。天久貝塚（那覇市）。

143	ハイガイの

煮込み料理
中 国 や 東 南 ア ジ ア で
は 現 在 で も ハ イ ガ イ
が 食 さ れ て い ま す 。
貝 塚 の も の に 比 べ る
と か な り 小 型 で す が
肉 厚 で お い し い た め 、
好 ま れ て い る よ う で
す 。 フ ロ ー レ ス 島 （ イ
ンドネシア）。

144	打ち割られた貝殻
貝 塚 の 巻 貝 に は 、 肉 を 取 り 出 す た め に 打 ち 割 ら れ た も の も
多 く 見 ら れ ま す 。 右 2 点 ： ク モ ガ イ 、 中 ： タ カ ラ ガ イ （ ホ
シ ダ カ ラ ） 、 左 端 ： イ モ ガ イ （ ニ シ キ ミ ナ シ ） 。 タ カ ラ ガ
イ や イ モ ガ イ は 現 代 で は ほ と ん ど 食 用 と さ れ て い ま せ ん
が 、 貝 塚 人 は よ く 食 べ て い ま し た 。 イ モ ガ イ は 歯 舌 に 毒 を
も ち 、 大 変 危 険 で す 。 嘉 門 貝 塚 A （ 浦 添 市 ） 、 崎 樋 川 貝 塚
B（那覇市）

145	ホロガイ
10m以深の砂底に生息する大型の巻貝。
稀な種で、干瀬での採集の際に得られ
た死貝と考えられます。嘉門貝塚Ａ。

146	テングガイ
アクキガイ科中の最大種。津

つ け ん

堅第
二貝塚（うるま市）。

147	ゴホウラ
貝輪の素材として好まれた大型巻
貝。背面に孔があけられています。
アンチ浜貝塚（本部町）。

5cm5cm

1 2
3

4
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琉球のおもてなしグルメは
幻の大ハマグリ、キルン！？

トピックス⑦トピックス⑦

ハ
マ
グ
リ
と
言
え
ば
、
ひ
な
祭
り
の
頃

に
流
通
し
比
較
的
大
型
に
な
る
美
味
し
い

二
枚
貝
の
代
表
で
あ
る
。
ハ
マ
グ
リ
、
チ
ョ

ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
ハ
マ
グ
リ
類
は

日
本
本
土
に
広
く
生
息
す
る
が
、
現
在
沖

縄
島
に
は
生
息
し
て
い
な
い
。
沖
縄
で
方

言
名「
ハ
マ
グ
リ（
ハ
マ
グ
イ
）」と
言
え
ば
、

砂
浜
に
生
息
す
る
小
さ
な
二
枚
貝
、
イ
ソ

ハ
マ
グ
リ
の
こ
と
を
指
す
。
砂
を
掘
る
と

出
て
く
る
、
一
～
二
㎝
程
度
の
小
さ
な
白

い
貝
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
沖
縄
で

は
、
イ
ソ
ハ
マ
グ
リ
、
ナ
ミ
ノ
コ
マ
ス
オ
、

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ナ
ミ
ノ
コ
な
ど
、
砂
浜
の

小
さ
な
二
枚
貝
は
全
部
ま
と
め
て
「
ハ
マ

グ
リ
（
ハ
マ
グ
イ
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
だ
。

し
か
し
な
が
ら
沖
縄
で
そ
の
昔
、
馬
の

蹄
ほ
ど
の
大
き
な
「
ハ
マ
グ
リ
（
キ
ル
ン
）」

が
佐
敷
の
馬ば

て
ん天

の
浜
で
と
れ
た
こ
と
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
（
図
148
）。
琉
球

王
国
時
代
に
は
首
里
王
府
か
ら
キ
ル
ン
納

入
の
御
用
が
達
せ
ら
れ
上
納
し
た
。
こ
の

こ
と
を
キ
ル
ン
御
用
（
グ
ユ
ー
）
と
言
っ
た
。

実
際
、
遺
跡
出
土
の
貝
類
を
調
べ
て
み
る

と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
確
か
に

ハ
マ
グ
リ
類
の
殻
の
出
土
が
あ
る
。
古
い

も
の
だ
と
、
約
四
千
年
前
の
平へ

し

き

や

敷
屋
ト
ウ

バ
ル
遺
跡
、
新
し
い
も
の
だ
と
約
四
百
～

六
百
年
前
の
首
里
城
跡
、
天
界
寺
跡
な
ど

か
ら
出
土
し
て
い
る
（
図

149
）。
琉
球
国
王

は
、
美
味
し
い
ハ
マ
グ
リ
類
で
大
事
な
お

客
様
を
も
て
な
し
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
私
は
考
古
学
者
で
は
な
く
生

物
学
者
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
現
生
ハ
マ
グ

リ
類
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
。
佐
敷
で

は
た
く
さ
ん
の
ハ
マ
グ
リ
類
（
キ
ル
ン
）
の

死
殻
を
採
集
し
た
が
、
一
度
も
生
き
た
ハ

マ
グ
リ
類
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
な
い
（
拾
っ

た
殻
を
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
し
て
み
る

と
、
西
暦
一
一
〇
〇
年
±
一
五
〇
年
で
あ
っ

た
）。
し
か
も
キ
ル
ン
は
、
現
在
日
本
本
土

に
分
布
す
る
ハ
マ
グ
リ
類
と
は
別
種
で
未

記
載
種
の
可
能
性
が
あ
る
。
わ
ず
か
数
百

148	佐敷干潟から出土した両殻標本（2006年採集）

149	首里城跡から出土した標本
左： キルン、右： チョウセンハマグリ。スケールバーは1cm。

年
前
ま
で
は
確
実
に
生
息
し
て
、
貝
塚
人
か
ら
琉
球
国

王
も
食
し
て
い
た
キ
ル
ン
、
も
し
か
す
る
と
未
記
載
種

の
ま
ま
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
キ
ル
ン
、
ど
う
し
て
消
え

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

各
種
文
献
、
市
町
村
字
誌
や
佐
敷
の
古
老
の
聞
き
取

り
調
査
の
結
果
、
佐
敷
の
キ
ル
ン
は
戦
前
の
一
九
二
〇

年
代
前
半
ま
で
に
、
潮
流
関
係
と
思
わ
れ
る
海
の
異

変
に
よ
り
、
死
滅
し
ほ
と
ん
ど
全
滅
状
態
に
な
っ

た
（
一
九
二
〇
年
前
後
に
記
録
的
な
低
温
も
経
験
）。

一
九
二
六
～
三
〇
年
ご
ろ
、
キ
ル
ン
の
絶
滅
を
防
ぐ
た

め
、
有
明
海
の
ハ
マ
グ
リ
種
苗
を
複
数
回
放
流
し
、
養

殖
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
図
150
）。
天
然
キ
ル
ン
は
養
殖
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150	佐敷干潟の地形と戦後佐敷干潟で採集されたチョウセンハマグリ
上：1920年代の佐敷村の漁業区域（佐敷町誌1982年）。かつて津波古の馬天長溝（ナガンジュ）にキルンが多く生

息し、新里・兼久地区に面したスーグチでハマグリ類養殖が実施された。
左下：2015年の佐敷干潟（Goog le  Ear th）。
右下：佐敷村新里兼久のチョウセンハマグリ（1955年5月10日平田義弘氏採集）。

ハ
マ
グ
リ
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
減
少

し
絶
滅
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
佐

敷
の
古
老
は
天
然
キ
ル
ン
と
養
殖
ハ

マ
グ
リ
を
完
全
に
区
別
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
一
九
四
五
年
の
沖

縄
戦
ま
で
ハ
マ
グ
リ
養
殖
は
続
い
た

が
、
同
年
三
月
、
沖
縄
戦
の
艦
砲

射
撃
や
爆
撃
に
よ
り
馬
天
の
浜
が
破

壊
さ
れ
た
。
戦
後
、
米
国
艦
船
の
座

礁
に
よ
る
油
の
流
出
で
馬
天
の
浜
が

汚
染
さ
れ
、
養
殖
ハ
マ
グ
リ
も
ほ
ぼ

全
滅
し
た
。
戦
後
も
わ
ず
か
に
ハ
マ

グ
リ
類
の
生
貝
が
確
認
さ
れ
た
が

（
一
九
五
五
年
五
月
、
平
田
義
弘
氏

採
集
：
図
150
）、
一
九
六
九
年
、
新

開
地
区
の
埋
立
に
よ
り
キ
ル
ン
の
生

息
地
は
完
全
に
消
失
し
、
絶
滅
に

至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

琉
球
国
王
も
賓
客
に
振
舞
っ
た
だ

ろ
う
幻
の
大
ハ
マ
グ
リ
、
馬
天
の
キ

ル
ン
、
一
度
で
よ
い
か
ら
食
し
て
み

た
い
が
、
そ
れ
も
叶
わ
ぬ
夢
で
あ
る
。

沖
縄
国
際
大
学　

准
教
授　

山
川
（
矢
敷
）
彩
子
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151	 貝塚から出土する大量の魚骨
津堅貝塚（うるま市）。

152	ブダイの骨格イラスト
遺跡からは頭まわりの骨や椎骨がよく見つかります。特に口まわりの骨は硬質で保存されやすいこと
から、魚骨の同定にとって重要な手がかりとなります。肋骨や鰭の骨などは華奢で保存され難いため、
遺跡から見つかることは多くありません。

153	魚類の頭骨イラスト
Ａ：ナンヨウブダイ（イラブチャー）、Ｂ：スジアラ（アカジン）、Ｃ：ハマフエフキ（タマン）、Ｄ：ロウニンアジ

（ガーラ）、Ｅ：シロクラベラ（マクブ）、Ｆ：ハリセンボン（アバサー）。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

　 動 き が 遅 く 採 集 し や す い 貝 類 に 比 べ る と 、 魚 類 は 動 き が 早 く 捕
獲 に 工 夫 を 要 す る 生 き も の で 、 そ の 活 発 な 利 用 は 貝 類 よ り も や や
遅 れ て 始 ま り ま し た 。 約 7 0 0 0 年 前 の 野 国 貝 塚 群 B 地 点 で は 、 ギ ン
ガ メ ア ジ や サ メ 、 ク ロ ダ イ な ど の 骨 が 見 つ か っ て い ま す が そ の 数
は 非 常 に 少 な く 、 魚 骨 が 増 加 す る の は 約 4 0 0 0 年 前 以 降 の こ と で
す 。 こ の 頃 ま で に は 島 の 周 囲 に 大 規 模 な サ ン ゴ 礁 が 発 達 し 、 現 在
とほぼ同じ裾礁の景観が形作られたと考えられています。
　 4 0 0 0 年 前 以 降 の 貝 塚 人 は 、 ブ ダ イ や ハ タ 、 フ エ フ キ ダ イ 、 ベ ラ
な ど の サ ン ゴ 礁 に 生 息 す る 魚 類 を 主 に 利 用 し て い ま し た 。 こ の ほ
か 、 ハ リ セ ン ボ ン や ク ロ ダ イ な ど も 見 つ か る こ と が あ り ま す 。 こ
れらの魚類は現代でも重要な沿岸漁獲資源となっています。

肩甲骨

烏口骨

前上顎骨

歯骨
主鰓蓋骨

前鰓蓋骨

涙骨
主上顎骨

角骨

神経頭蓋

擬鎖骨

下尾骨

椎骨（腹椎骨・尾椎骨）

前上顎骨

歯骨

貝塚からは僕らの骨

がたくさん見つかる

んだよ!
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154	ナンヨウブダイ
方 言 名 ： イ ラ ブ チ ャ ー （ ブ ダ イ 類 の 総 称 ） 。 サ ン ゴ 礁 に 生 息
す る ブ ダ イ の 仲 間 は 、 貝 塚 人 に 最 も 好 ま れ た 魚 で し た 。 奄 美
では、明治年間まで群れをなして岸に寄ってくることがあり、
ハ マ カ ジ ラ （ は ま ひ る が お ） を つ な い だ も の で 追 い 込 む 追 込
漁が行われていました。硬い歯でサンゴの表面に付着した藻
類 を 削 り 取 っ て 食 べ 、 夜 は 体 の 周 囲 に 粘 液 性 の ま ゆ 状 の 膜 を
つくって眠ります。

155	ハマフエフキ
方言名：タマン。クセがなくおいしい魚です。昼は深場に
いて、夜になると浅場で餌を食べます。喜屋武岬沖のウキ
ン 曽 根 で は 、 旧 暦 の 4 月 に な る と タ マ ン が 産 卵 の た め に 集
合することが知られています。

156	シロクラベラ
方 言 名 ： マ ク ブ 。 浅 い 岩 礁 や 砂 礫 地 に 生 息 す る 大 型 魚 で 、
ス ジ ア ラ 、 ア カ マ チ と と も に 三 大 高 級 魚 の 一 つ と し て 知 ら
れ て い ま す （ た だ し ア カ マ チ は 貝 塚 か ら は 出 土 し て い ま せ
ん）。

157	スジアラ
方 言 名 ： ア カ ジ ン 。 岩 礁 を 住 処 に し て い る 肉 食 魚 で 、 大
型 の も の で は 体 長 1 m に 達 し ま す 。 体 色 は 赤 色 、 赤 橙 色 を
は じ め 個 体 差 が 大 き く 、 体 中 に 青 色 の 小 斑 点 が 見 ら れ ま
す。煮ても焼いても汁でもおいしく食べられます。三大高
級魚の一つ。

158	ギンガメアジ
方 言 名 ： ガ ー ラ 。 海 水 魚 で す が 、 河 川 の 淡 水 域 に も 進 入 す
る こ と が あ り ま す 。 肉 食 で 、 小 魚 や 甲 殻 類 を 捕 食 し ま す 。
現代では定置網などでよく獲られています。

1 2

3

ハ リ セ ン ボ ン （ 通 常 時 ）

159	ハリセンボン
方 言 名 ： ア バ サ ー 。 体 表 の 棘 は ウ ロ コ が 変 化 し た も の 。 肉
食 性 で 頑 丈 な 歯 を も ち 、 貝 類 、 甲 殻 類 な ど さ ま ざ ま な 底 生
生 物 を 捕 食 し ま す 。 冬 場 に 寒 波 の 影 響 で 、 海 浜 に 大 量 に 打
ちあがることがあります。

160	サキタリ洞遺跡のサメ椎骨
メ ジ ロ ザ メ の 仲 間 の 椎 骨 で 、 沖 縄 最 古
の サ メ 利 用 の 証 拠 。 積 極 的 な サ メ 漁 が
行 わ れ て い た ど う か は わ か り ま せ ん が 、
こ れ 以 降 、 サ メ の 歯 や 椎 骨 が 点 々 と 出
土します。約1万～9000年前。

161	野国貝塚群Ｂ地点出土の魚骨
約7000年前のもの で、貝塚時代の魚類利用のさきがけとなる資料。1・2：
ク ロ ダ イ 属 右 歯 骨 、 3 ： シ ロ ク ラ ベ ラ 型 下 咽 頭 骨 、 4 ～ 7 ・ 9 ： ギ ン ガ メ ア ジ
属？椎骨、8：大型アジ属椎骨、10・19：大型アジ科椎骨、11：ボラ椎骨、
12：アイゴ椎骨、13：ウツボ科椎骨、14～18：サメ類椎骨。
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162	古我地原貝塚出土の魚骨
1：エイ尾棘、2・3：ウツボ科鋤骨、4・5：ウツボ科歯骨、6：ウツボ科上顎骨、7：アナゴ科前上顎骨、8：アナゴ科
歯骨、9：カマス属歯骨、10・11：ハマフエフキ前上顎骨、12：フエフキダイ科前上顎骨、13：ベラ科前上顎骨、14・
15：ハマフエフキ歯骨、16・17：ベラ科歯骨、18・19：ベラ科歯骨、20・22・24・28：ベラ科上咽頭骨、21・23・
25・29：ベラ科下咽頭骨、26：カンムリベラ上咽頭骨、27：カンムリベラ下咽頭骨、30：ブダイ科前上顎骨、31：イ
ロブダイ前上顎骨、32：ブダイ科歯骨、33：イロブダイ歯骨、34：ナンヨウブダイ上咽頭骨、35：イロブダイ上咽頭
骨、36：ナンヨウブダイ下咽頭骨、37：イロブダイ下咽頭骨、38：ヘダイ前上顎骨、39：ヘダイ歯骨、40：クロダイ属
前上顎骨、41：クロダイ歯骨、42：棘、43・44：フエダイ科歯骨、45：歯骨、46：サワラ、47：モンガラカワハギ科
背鰭棘、48：モナガラカワハギ科前上顎骨、49：モンガラカワハギ科歯骨、50・51：モンガラカワハギ科歯、52・53・
54：ハタ鋤骨、55・56：ハタ科前上顎骨、57～59：ハタ科歯骨、60：ニザダイ科鱗、61：ハリセンボン科前上顎骨、
62：ハリセンボン科歯骨、63：フグ科前上顎骨、64：フグ科歯骨

163	室川貝塚出土の魚骨
1～6：サメ椎骨、7～9：ウツボ下顎骨、10：ハリセンボン科前上顎骨、11：ハリセンボン科顎骨、12・13：ハリセンボ
ン科歯骨、14～17：クロダイ属前上顎骨、18～20：クロダイ属歯骨、21～26：鰭棘、28：ハタ科前上顎骨、27・29・
30：ハタ科歯骨、31～34：フエフキダイ科前上顎骨、35・36：フエフキダイ科歯骨、37～41：ブダイ科前上顎骨、42

～45：ブダイ科歯骨、46：ブダイ科上咽頭骨、47～50・52・53：ベラ科前上顎骨、51：ベラ科歯骨

1
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4 3 4 4 4 5 4 6

4 7
4 8 4 9 5 0 5 1 5 2

5 3 5 4

5 5 5 6 5 7

5 8 5 9 6 0

6 1

6 2

6 3

6 4

1 2 3 4 5 6
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1 0 1 1
1 2 1 3

1 4 1 5 1 6 1 7
1 8

1 9

2 0 2 1 2 2

2 7 2 8 2 9 3 0

3 1 3 2 3 3 3 4

3 7
3 8 3 9 4 0 4 1

4 2 4 3 4 4
4 5 4 6

4 7 4 8 4 9 5 0

5 1 5 2
5 3

1 c m

2 c m

2 3 2 4 2 5 2 6

3 5

3 6

3 c m

ブ ダ イ や フ

エ フ キ ダ イ に は

体長2 0 - 3 0 c mのも

のが多く、 5 0 c m以上

の も の も あ る ん だ 。

骨の大きさからわ

かるんだよ。
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トピックス⑧トピックス⑧ 魚の骨を読み解く
　

沖
縄
の
遺
跡
か
ら
は
、
時
代
を
問
わ
ず
魚

の
骨
が
多
く
出
土
す
る
。
魚
の
骨
は
大
き
い

も
の
で
は
数
㎝
、
小
さ
い
も
の
で
は
数
㎜
と

い
う
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
回
収
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
で
き
る
限
り
詳
し

く
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
々
の

生
活
や
文
化
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

魚
の
骨
の
刃
物
傷

　

考
古
学
で
は
、
遺
跡
出
土
の
動
物
骨
に
み

ら
れ
る
刃
物
等
を
用
い
た
人
為
的
な
傷
跡
を

カ
ッ
ト
マ
ー
ク
と
呼
ぶ
。
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
を

詳
し
く
観
察
す
る
こ
と
で
、
獲
物
の
解
体
・

調
理
法
を
推
測
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

　

図
164
Ａ
・
Ｂ
は
、
現
代
人
に
よ
っ
て
食
べ

ら
れ
、
沿
岸
部
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
魚
骨
で
、

刃
物
で
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
傷
跡
が
見

ら
れ
る（
矢
印
部
分
）。傷
は
歯
骨（
下
顎
の
骨
）

の
内
側
や
顎
の
周
囲
の
骨
の
内
側
な
ど
に
観

察
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
傷
が
つ
く

こ
と
か
ら
は
、
ま
ず
魚
の
頭
を
中
央
で
半
分

に
割
り
、
内
側
の
面
を
表
に
向
け
、
上
か
ら

刃
物
を
振
り
下
ろ
し
解
体
す
る
と
い
う
工
程

が
想
定
さ
れ
る
。
実
際
に
魚
市
場
な
ど
で
魚

を
解
体
し
て
い
る
風
景
を
み
て
い
る
と
、
勢

い
よ
く
魚
の
頭
を
断
ち
割
っ
た
り
、
ぶ
つ
切

り
に
す
る
様
子
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
過
程
で
骨
に
傷
が
生
じ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
背
骨
の
側
面
に
削
い

だ
よ
う
な
傷
が
あ
れ
ば
、
三
枚
お
ろ
し
に
す

る
際
に
つ
い
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
料
理
で
は
魚
の

頭
を
切
断
す
る
よ
う
な
「
内
割
」
あ
る
い
は

「
梨
割
」（
図
165
）
と
い
っ
た
調
理
法
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
調
理
工
程
で
傷
が
付
さ
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
魚
骨
に
刃

物
傷
が
生
じ
る
機
会
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
、

傷
の
様
子
か
ら
逆
に
た
ど
る
と
、
解
体
や
調

理
の
工
程
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
し
て
、
現
代
人
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
傷
跡

と
同
じ
よ
う
な
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
、
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
魚
骨
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。

　

沖
縄
の
遺
跡
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
今
帰

仁
城
跡
で
出
土
し
た
魚
骨
に
は
様
々
な
位
置

に
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
（
樋
泉
他
二
〇
〇
九
）。
そ
の
中
に
は
、

ま
さ
に
現
代
貝
塚
の
魚
骨
と
同
じ
位
置
に
同

じ
傷
跡
が
残
る
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

（
図
164
Ｃ
・
Ｄ
）。
グ
ス
ク
時
代
の
魚
の
解
体

が
現
代
に
も
通
じ
る
方
法
で
な
さ
れ
て
い
た

可
能
性
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
傷
の
位
置

や
方
向
、
幅
や
深
さ
な
ど
か
ら
、
あ
る
程
度

解
体
の
方
法
や
用
い
ら
れ
た
刃
物
な
ど
に
共

通
性
が
窺
わ
れ
る
。
各
地
の
グ
ス
ク
時
代
や

近
世
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
金
属
製
の
刀
子

な
ど
刃
を
持
つ
遺
物
な
ど
を
併
せ
て
考
え
る

と
、
よ
り
具
体
的
に
解
体
の
様
子
が
想
定
で

き
る
だ
ろ
う
。

164	刃物痕のある魚骨
Ａ ・ Ｂ は 現 代 の 資 料 、 Ｃ ・ Ｄ は 今 帰 仁 城 跡 出 土 資 料 で 、 ア ジ 科 （ Ａ ・
Ｃ ） と フ エ フ キ ダ イ 科 の 歯 骨 （ 下 顎 の 骨 ） （ Ｂ ・ Ｄ ） 。 い ず れ も 内 面
に カ ッ ト マ ー ク が あ り 、 傷 の 位 置 や 深 さ ・ 幅 な ど も 類 似 す る こ と か
ら、同じような方法により解体・調理されたと考えられる。165	想定される解体の手法

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

① 「 梨 割 」 で 頭
を 分 割

② 分 割 後 の 頭 を 内 側 か ら
切 断 す る 過 程 で 、 骨
の 内 面 に 傷 が 生 じ る 。

③ 分 割 後 の
様 子
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た
だ
、
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
観
察
さ
れ
る
魚
骨
は
出
土

数
全
体
か
ら
す
る
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
同
じ
よ

う
に
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
る
イ
ノ
シ
シ
や
ウ
シ
・

ウ
マ
な
ど
と
比
べ
て
も
頻
度
は
少
な
い
。
ま
た
、
貝
塚

時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
魚
骨
で
は
、
グ
ス
ク
時
代

の
そ
れ
と
比
べ
頻
度
は
更
に
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
刃

物
で
解
体
さ
れ
た
魚
が
あ
る
一
方
、
そ
れ
と
は
異
な
る

利
用
法
、
例
え
ば
、
丸
魚
の
ま
ま
煮
る
・
蒸
す
・
焼
く

な
ど
で
調
理
す
る
方
法
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄
の
貝
塚
時
代
に
は
鋭
い
傷
を

つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
チ
ャ
ー
ト
や
黒
曜
石
な
ど
の
剥

片
石
器
類
の
出
土
が
少
な
い
こ
と
も
、
一
因
な
の
か
も

知
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
骨
に
付
い
た
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
か
ら
は
、

捕
獲
し
た
魚
が
食
べ
ら
れ
る
ま
で
の
間
の
具
体
的
な
行

為
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
傷
跡
を
観
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う

な
方
法
に
よ
っ
て
つ
い
た
傷
な
の
か
を
関
連
付
け
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
魚
汁
・
煮
つ
け
・
マ
ー
ス
煮
な
ど

の
魚
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
骨
の
切

断
・
傷
の
有
り
無
し
な
ど
を
観
察
す
る
良
い
機
会
で
も

あ
る
。
そ
れ
ら
が
辿
っ
て
き
た
調
理
過
程
と
併
せ
て
考

え
る
こ
と
で
、
出
土
魚
骨
の
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
を
解
釈
す

る
た
め
の
有
益
な
知
識
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

微
小
魚
骨
の
世
界

　

発
掘
調
査
で
出
土
す
る
遺
物
の
中
に
は
水
洗
選
別
と

い
う
方
法
で
採
取
さ
れ
る
資
料
が
あ
る
。
発
掘
し
た
土

を
目
の
細
か
い
ザ
ル
な
ど
を
使
っ
て
水
洗
い
し
な
が
ら

篩
掛
け
す
る
こ
と
で
、
肉
眼
で
は
見
つ
け
づ
ら
い
微
小

な
資
料
を
取
り
上
げ
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
篩
掛
け
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
出
土
資
料
の
中
に
微
小
な
魚
骨
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
微
小
と
は
五
㎜
程
度
以
下

の
大
き
さ
で
、
生
体
サ
イ
ズ
で
は
概
ね
二
〇
㎝
以
下
の

魚
類
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
微
小
魚
骨
の
存
在
は
小
さ

な
魚
が
遺
跡
に
持
ち
込
ま
れ
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
、
大
き
な
魚
骨
の
分
析
と
は
異
な
っ
た
結

果
が
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　

沖
縄
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
魚
類
は
サ
ン
ゴ
礁
の
海

に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
ブ
ダ
イ
科
や
ハ
タ
科
、
内
湾
域
の

フ
エ
フ
キ
ダ
イ
科
や
ベ
ラ
科
の
仲
間
の
骨
で
多
く
が
占

め
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
発
掘
作

業
中
に
現
地
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
定
度
の
大
き
さ
を

持
つ
魚
骨
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
資
料
と
呼
ぶ
）
の
分
析
か

ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
篩
に
か
け
て

得
ら
れ
る
魚
骨
の
分
析
を
す
る
と
、
こ
れ
ら
と
は
異
な

る
種
類
の
魚
類
が
含
ま
れ
て
い
る
事
例
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

　

本
部
町
瀬
底
島
に
あ
る
ア
ン
チ
の
上
貝
塚
で
は
微
小

魚
骨
の
種
類
が
同
定
さ
れ
、
ニ
シ
ン
科
（
図
166
）
が
数

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
樋
泉
・

菅
原
二
〇
〇
九
）。
お
そ
ら
く
ミ
ズ
ン
や
ヤ
マ
ト
ミ
ズ

ン
な
ど
（
沖
縄
の
方
言
で
は
ミ
ジ
ュ
ン
）
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
同
定
さ
れ
た
数
の
上
で
は
大
型
の
魚
類
を
含

め
て
も
最
も
多
く
を
占
め
て
い
た
。
今
帰
仁
村
に
あ
る

西に
し
な
が
は
ま
ば
る

長
浜
原
貝
塚
で
は
、
ニ
シ
ン
科
・
ウ
ナ
ギ
属
・
ヒ
メ

ジ
科
・
ク
ロ
サ
ギ
科
・
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ウ
オ
科
・
ト
ラ

ギ
ス
科
（
図
167
）
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
沖
縄
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
こ
と
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
魚
種

が
確
認
さ
れ
た
（
樋
泉
二
〇
〇
九
）。

166	アンチの上貝塚出土

のニシン科椎骨167	西長浜原遺跡出土の

微小魚骨

168	浦添城跡出土のスク
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貝
塚
以
外
の
遺
跡
で
も
、
首
里
城
・
浦
添
城
跡
・
今

帰
仁
城
跡
な
ど
で
は
、
右
に
挙
げ
た
種
類
や
、
ア
イ

ゴ
の
幼
魚
い
わ
ゆ
る
「
ス
ク
」（
図
168
）
が
検
出
さ
れ

る
な
ど
注
目
さ
れ
る
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
（
樋
泉
他

二
〇
〇
九
）。

こ
の
よ
う
に
、
微
小
魚
骨
の
分
析
か
ら
は
、
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
資
料
だ
け
の
分
析
に
比
べ
、
検
出
さ
れ
る
魚
種

の
組
成
に
多
様
性
が
強
く
な
る
（
樋
泉
二
〇
〇
七
）
こ

と
が
示
さ
れ
（
図
169
）、
沖
縄
諸
島
の
人
々
に
よ
る
魚
類

利
用
の
幅
広
さ
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

微
小
魚
骨
か
ら
窺
え
る
多
様
な
魚
類
に
、
サ
ン
ゴ
礁
域

の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
回
遊
魚
や
内
湾
の
砂
泥
底
に

住
む
種
類
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
人
々
が
サ
ン
ゴ
礁
の

周
り
だ
け
で
な
く
外
海
や
河
口
・
内
湾
域
な
ど
、
多
彩

な
場
所
で
漁
労
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
小
型
魚
類
は
、
大
型
魚
類
を
捕
る

た
め
の
釣
り
や
刺
突
漁
と
同
じ
方
法
で
と
る
こ
と
は
難

し
い
た
め
、
漁
網
な
ど
小
型
魚
類
を
と
る
た
め
の
漁
法

が
別
に
存
在
し
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
沖
縄
の
遺
跡

全
体
の
魚
骨
の
出
土
傾
向
を
見
渡
せ
ば
、
漁
労
の
主
体

は
サ
ン
ゴ
礁
域
の
魚
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
無
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
遺
跡
周
囲
の
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て

は
サ
ン
ゴ
礁
以
外
の
環
境
で
も
漁
労
を
行
う
だ
け
の
柔

軟
性
や
対
応
す
る
技
術
を
沖
縄
の
人
々
は
持
っ
て
い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
微
小
魚
骨
の
分
析
は
、
土
壌
の
採
取
・
水
洗

選
別
・
微
小
魚
骨
の
拾
い
出
し
な
ど
、
大
き
な
手
間
と

時
間
が
か
か
る
ほ
か
、
顕
微
鏡
や
ル
ー
ペ
を
使
っ
て
観

察
す
る
た
め
分
析
の
難
易
度
が
高
い
方
法
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
沖
縄
の
遺
跡
で
も
十
分
な
分
析
が
行
わ
れ

て
い
る
遺
跡
は
多
く
は
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
今
後
、
多
く
の
遺
跡
で
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ら

に
新
し
い
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ

れ
な
く
し
て
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
報
を
得
ら
れ

る
微
小
魚
骨
の
分
析
は
、
考
古
学
に
お
い
て
重
要
な
研

究
手
法
の
一
つ
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

浦
添
市
教
育
委
員
会　

菅
原
広
史

引
用
・
参
考
文
献

岡
嶋
隆
司　

２
０
０
４
「
真
鯛
頭
部
の
解
体
法
に
つ
い
て
―
解

体
手
順
と
調
理
法
の
推
定
―
」『
動
物
考
古
』
第
２
１
号　

動

物
考
古
学
研
究
会

樋
泉
岳
二　

２
０
０
７
「
今
帰
仁
城
跡
周
辺
遺
跡
出
土
の
脊
椎

動
物
遺
体
群
―
Ⅲ
区
ｂ
・
東
７
区
・
シ
ニ
グ
ン
ニ
―
」『
今
帰

仁
城
跡
周
辺
遺
跡
Ⅲ
―
村
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
―
』
今
帰
仁

村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
４
集

樋
泉
岳
二
・
名
島
弥
生
・
菅
原
広
史　

２
０
０
９
「
今
帰
仁
城

主
郭
東
斜
面
か
ら
出
土
し
た
脊
椎
動
物
遺
体
」『
今
帰
仁
城
跡

発
掘
調
査
報
告
Ⅳ
』
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会　

今
帰
仁
村
文
化

財
調
査
報
告
書
第
２
６
集

樋
泉
岳
二　

２
０
０
９
「
西
長
浜
原
遺
跡
の
脊
椎
動
物
遺
体
」『
西

長
浜
原
遺
跡
―
範
囲
確
認
調
査
報
告
書
―
』
沖
縄
県
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー　

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告

書
第
３
９
集

樋
泉
岳
二
・
菅
原
広
史
２
０
０
９
「
ア
ン
チ
の
上
貝
塚
（
第
Ⅱ

期
発
掘
調
査
）
出
土
の
脊
椎
動
物
遺
体
群
」『
瀬
底
島
ア
ン
チ

の
上
貝
塚
―
個
人
住
宅
建
設
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
報
告
―
』

本
部
町
教
育
委
員
会　

本
部
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
９
集

169	西長浜原遺跡の水洗選別資料とピックアップ資料の魚種組成の比較
同 定 資 料 数 （ N I S P ) に も と づ く 。 円 グ ラ フ は ブ ダ イ 科 、 ベ ラ 科 、 フ エ フ キ ダ イ 科 、 ハ タ 科 を 除 く 魚 種 の 構 成 比 。 ピ ッ
クアップ資料よりも水洗選別資料の方が、より多様な種類を含むことがみてとれる。

ブダイ科 1084 ブダイ科 2541
ベラ科 273 ベラ科 463
フエフキダイ科 362 フエフキダイ科 362
ハタ科 169 ハタ科 442

サメ・エイ類

ニシン科

ウナギ属

ウツボ科

アナゴ科
ダツ科 サヨリ科

トビウオ科
イットウダイ亜科

トウゴロウイワシ科
ボラ科
カマス属スズキ属

アジ科

ヒメジ科
クロサギ科フエダイ科

コショウダイ属

クロ
ダイ属

チョウチョウウオ科
スズメダイ科

サバ科

ニザダイ科

アイゴ属

オニオコゼ科
トラギス科
コチ科
カレイ目

モンガラカワハギ科
ハコフグ科

ハリセンボン科

水洗選別資料
(N=5528)

ピックアップ資料
(N=2049)
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　 貝 塚 時 代 の 遺 跡 か ら は イ ル カ
や ク ジ ラ な ど の 骨 が 見 つ か る こ
と が あ り ま す が 、 そ の 数 は 少 な
く 、 積 極 的 な 漁 労 が 行 わ れ て い
た と は 考 え 難 い の が 現 状 で す 。
一 方 、 ク ジ ラ 類 の 骨 に は 加 工 痕
が 見 ら れ る も の や 、 骨 製 品 の 素
材として利用されたものもあり、
重要視されていたようです。

　 数 は 多 く あ り ま せ ん が 、 貝 塚 か ら は さ
ま ざ ま な 海 鳥 の 仲 間 の 骨 が 見 つ か っ て い
ま す 。 そ の 中 に は 、 現 代 で は ほ と ん ど 見
ら れ な く な っ た ア ホ ウ ド リ や カ ツ オ ド リ
な ど も 含 ま れ て い ま す 。 こ れ ら の 希 少 な
鳥 類 も 、 貝 塚 人 に と っ て は 身 近 な 存 在 だ
ったことでしょう。

170	アホウドリ・ミズナギドリ属
1 ・ 2 ： ア ホ ウ ド リ 上 腕 骨 、 3 ： 同 尺 骨 、 4 ：
同 橈 骨 、 5 ： ミ ズ ナ ギ ド リ 上 腕 骨 。 平 敷 屋

トウバル遺跡。

171	カモメ類
カ モ メ 類 の 上 腕 骨 に 孔
を 穿 っ た 珍 し い 骨 製 品 。
下上原貝塚（南城市）。

172	カツオドリ・ウミウ
1 ： カ ツ オ ド リ 頭 骨 、 2 ： 同 烏 口 骨 、 3 ： 同 胸
骨、4・8：同上腕骨、5：同大腿骨、6：同脛
骨、7：同癒合仙椎、9：同附蹠骨、10：同尺
骨、11：ウミウ大腿骨、12：同附蹠骨。清水
貝塚（久米島町）。

1 2 3

5 6 7

9 1 1
1 2

4

8

1 0

1

2

3

4

5

1 2 3

4 5
6

173	クジラ類の歯
面
お も な わ

縄 第 三 貝 塚 （ 鹿 児 島 県
伊仙町）。

174	イルカ類の骨
1 ： バ ン ド ウ イ ル カ 下 顎 骨 、 2 ・ 3 : 同 歯 、 4 ： イ ル カ 類 胸
椎、5・6：同腰椎。平敷屋トウバル遺跡。

175	クジラ類の椎骨
古我地原貝塚。

176	クジラ類の椎骨
火 を 受 け て 部 分 的 に 黒 化 し て い ま す 。 平 敷 屋 ト ウ
バル遺跡。
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クジラ漁のはじまり
　

日
本
で
ク
ジ
ラ
漁
が
は
じ
ま
っ

た
の
は
縄
文
時
代
と
言
わ
れ
て
い

る
。
長
崎
県
の
平
戸
瀬
戸
（
平
戸

島
と
九
州
島
と
の
間
の
水
路
）
に

面
し
た
平
戸
城
の
対
岸
に
位
置
す

る
つ
ぐ
め
の
は
な
遺
跡
は
、
縄
文

時
代
早
期
（
約
八
五
〇
〇
年
前
）

の
遺
跡
で
、
こ
こ
か
ら
は
ク
ジ
ラ

類
の
椎
骨
や
ク
ジ
ラ
漁
に
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
石い

し
も
り銛

が
多
数

見
つ
か
っ
て
い
る
。
平
戸
瀬
戸
は

幅
一
～
〇
・
五
㎞
ほ
ど
、
水
深
は

四
〇
ｍ
以
浅
で
、
潮
流
は
早
く
最

大
六
ノ
ッ
ト
を
超
え
る
こ
と
も
あ

る
。
縄
文
人
は
、
こ
の
瀬
戸
の
潮

流
に
抗
っ
て
通
過
す
る
ク
ジ
ラ
を

狙
っ
て
銛
を
う
ち
込
み
、
捕
獲
し

177	石銛
つぐめのはな遺跡（長崎県平戸市）。

178	クジラ類椎骨
つぐめのはな遺跡。

5 c m

て
い
た
よ
う
だ
。

　

沖
縄
で
も
各
地
の
貝
塚
か
ら
ク

ジ
ラ
類
の
骨
や
骨
製
品
が
出
土
す

る
こ
と
が
あ
る
が
、
組
織
的
な
漁

が
行
わ
れ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。

著
名
な
名
護
の
イ
ル
カ
（
ピ

ト
ゥ
）
追
込
漁
は
、
網
を
使
わ
ず

多
く
の
船
と
人
手
に
よ
っ
て
主
に

コ
ビ
レ
ゴ
ン
ド
ウ
の
群
れ
を
追
い

込
む
も
の
で
、
明
治
期
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
〇
年

の
飢
饉
の
際
に
は
、
イ
ル
カ
が
貴

重
な
食
料
と
し
て
人
々
の
命
を

救
っ
た
。
増
加
す
る
人
口
を
養
う

た
め
に
、
新
た
な
食
料
調
達
技
術

が
模
索
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。

179	コウイカの甲
イカやタコは遺物として保存される部分がほとんどありませんが、このよ
うな甲などがわずかに遺跡から見つかっています。北原貝塚（久米島町）。

3 c m

1
2

3
4 5 6

7

8 9 1 0 1 1
1 2

甲 殻 類（ エ ビ・ カ ニ ） や 頭 足 類（ イ カ・
タ コ ）、 棘

きょくひ

皮 動 物（ ウ ニ な ど ） は、 遺 物 と
し て 残 り づ ら く、 遺 跡 か ら の 出 土 量 は 多 く
あ り ま せ ん が、 貝 塚 人 に と っ て も 重 要 な
食べものだったに違いありません。

180	現代人が廃棄したノコギリガザ

ミの外骨格
カニの甲や歩脚は薄くて破損しやすく、朽ちや
すいため、遺跡ではほとんど残りません。

トピックス⑨トピックス⑨

181	カニの鉗
かんきゃく

脚・ウニ
カニの鉗脚（ハサミ）は厚みがあって頑丈なため、遺跡でも比較的よく
保存されています。一方、ウニは壊れやすいため、遺跡ではほとんど残
りません。1：カノコガニ、2：オウギガニ科、3：ノコギリガザミ、4～
7：モクズガニ、8～10：ノコギリガザミ、11：タイワンガザミ、12：
ウニ殻。1～7：熱田原貝塚、8～12：北原貝塚（久米島町）。
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貝塚人のジビエ

ヌサレムンとしての
ヤマサチ

ウ
ミ
サ
チ
に
対
し
て
ヤ
マ
サ
チ
の
代
表
例

は
イ
ノ
シ
シ（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
イ
ノ
シ
シ
）で
、

方
言
で
は
「
ヤ
マ
シ
シ
」
や
「
カ
マ
イ
」
な

ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
草
食
獣
（
有
蹄

類
）
は
、
人
類
進
化
の
初
期
か
ら
、
優
良
な

食
べ
も
の
と
し
て
人
類
の
胃
袋
を
満
た
し
て

き
ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
肉
に
は
タ
ン
パ
ク
質

に
加
え
て
脂
質
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
も
豊
富
で
す
。
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な

漁
獲
が
見
込
め
る
魚
介
類
に
対
し
て
、
イ
ノ

シ
シ
の
狩
猟
に
は
熟
練
し
た
ス
キ
ル
が
必
要

で
、
猟
の
成
功
は
ヌ
サ
レ
ム
ン
（
授
か
り
物
）

で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
魚
介
類
に
比
べ
る
と

肉
量
が
多
く
高
カ
ロ
リ
ー
で
、
実
入
り
の
大

き
い
資
源
で
し
た
。

　

貝
塚
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
イ
ノ
シ
シ
の
骨

が
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
が
積

極
的
に
狩
猟
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
現
在
は
イ
ノ
シ
シ
が
分
布
し
て
い
な
い

伊
江
島
や
久
米
島
な
ど
で
も
イ
ノ
シ
シ
の
骨

が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は

こ
れ
ら
の
島
々
に
も
イ
ノ
シ
シ
が
生
息
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

182	イノシシの骨格図

183	イノシシの骨
1：頭骨、2：上顎骨、3：下顎骨、4：寛椎、5：上腕骨、6：橈骨・尺
骨、7：大腿骨、8：脛骨。野国貝塚群B地点。

184	小型陸棲脊椎動物
1～4：オオコウモリ下顎骨、
5～8：同上腕骨、9：ケナ
ガネズミ下顎骨、10：同上
顎骨、11：同寛骨、12：同
脛骨、13：リュウキュウヤ

マガメ背甲板、14～16：同
腹甲板、17～22：ヘビ椎
体。1・9：天久貝塚、その
他は熱田原貝塚。

1

2

3

4
5

6

7

8

1 3

1 5

1 4

1 6

９
1 0

1 1 1 2 1 7 1 8

1 9 2 0

2 1 2 2

1

2

3

4 5 6 7 8

頭蓋骨

上腕骨

橈骨

尺骨

大腿骨

腓骨
脛骨

下顎骨

肩甲骨

寛椎

軸椎

仙骨

寛骨

頸椎 胸椎 腹椎

尾椎

肋骨
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イ ノ シ シ は 、 旧 石 器 時 代 以 来 人 類 に と っ て 常 に 重 要 な 食 べ も の
で あ り 続 け て い ま す 。 現 代 の イ ノ シ シ 猟 に は 、 鉄 砲 や ワ イ ヤ ー 罠
な ど が 用 い ら れ ま す が 、 か つ て は 落 と し 穴 や イ ヌ と 鉄 槍 に よ る 猟
も 行 わ れ て い ま し た 。 山 深 い 場 所 で の 狩 猟 は 、 獲 物 を 集 落 ま で 持
ち帰るだけでも一苦労です。しかし、いつの時代でも、人々はハン
ターが持ち帰る獲物を心待ちにしていたことでしょう。

こ こ で は 2 0 1 0 年 1 1 月 に 石 垣 島 で 行 わ れ た 、 ワ イ ヤ ー 罠 で 狩 猟
されたイノシシの解体作業の様子を紹介します。

イノシシを捌
さば

く

185	捕えたイノシシにとどめを刺す
新鮮な肉を手に入れるためには、生きた状態で捕えるのが肝心。
心臓をナイフで一突きしてとどめを刺します。

186	ガスバーナーで炙
あぶ

る
火で炙り、鎌を使って体毛を取り除きます。

187	腹を割いて内臓を取り出す
食道から腸まで内蔵をひとまとまりで取り出します。188	身を開いて脊柱・肋骨と肉を切り離す

189	取り出された内臓
190	斧 で 脊 柱 と 肋 骨 を

切り離す

191	切り分けられた肉と四肢

人間は何でもたべるん

だなー。
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トピックス⑩トピックス⑩ 微小貝類からみた
沖縄の貝塚

　

貝
塚
の
土
を
注
意
深
く
調
べ
る
と
、
食
用

に
な
ら
な
い
数
㎜
の
微
小
貝
類
（
微
小
貝
：

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
タ
ツ
ム
リ
）
が
多
数

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
普
通
で
あ
る
（
図

192
）。
そ
の
種
類
を
明
ら
か
に
し
（
同
定
と

い
う
）、
各
種
の
数
を
数
え
る
調
査
に
よ
っ

て
、
様
々
な
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
研
究
の
一
部
を
示
し
て
み
た
い
。

微
小
貝
か
ら
景
観
を
復
元
す
る

　

宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
近
く
に
、
真ま

し

き

志
喜
安あ

ざ

ま

ば

る

座
間
原
第

一
遺
跡
と
い
う
海
岸
の
浜
堤
上
に
営
ま
れ

た
貝
塚
時
代
の
遺
跡
が
あ
っ
た
。
こ
の
遺

跡
の
お
墓
（
約
三
千
五
百
年
前
）
と
集
落

（
約
二
千
年
前
）
の
土
壌
か
ら
、
お
墓
で
は

十
六
種
、
集
落
か
ら
十
七
種
の
カ
タ
ツ
ム

リ
が
確
認
さ
れ
た
。
カ
タ
ツ
ム
リ
で
も
種

類
ご
と
に
好
む
湿
度
で
す
み
場
所
が
違
い
、

林
の
中
に
す
む
種
（
林
内
生
息
種
）・
林
の

縁
に
す
む
種
（
林
縁
生
息
種
）・
木
陰
の
あ

る
草
原
に
す
む
種
（
開
放
地
生
息
種
）
に

分
け
て
い
る
。

　

種
類
と
好
み
の
生
息
環
境
の
組
成
を
図

193
に
示
し
た
。
お
墓
で
は
、
開
放
地
生
息

種
の
パ
ン
ダ
ナ
マ
イ
マ
イ
が
半
数
を
占
め
、

草
原
の
よ
う
な
景
観
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
一
方
、
集
落
で
は
、
開
放
地
生
息
種

の
ホ
ソ
オ
カ
チ
ョ
ウ
ジ
と
林
縁
生
息
種
の

オ
キ
ナ
ワ
ヤ
マ
タ
ニ
シ
が
抽
出
個
体
の
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
林
縁
の
も
の
が
増
加
し
、

全
体
の
約
半
数
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
ア
．
約
三
千
五
百
年
前
に
も
「
お

墓
掃
除
」
が
行
わ
れ
、「
木
製
の
墓
標
」（
石

だ
と
考
古
学
者
が
気
付
く
は
ず
！
）
も
あ
っ

た
、
イ
．
遺
跡
は
海
岸
部
に
あ
り
な
が
ら
、

海
岸
域
生
息
種
は
ご
く
稀
で
、
お
墓
や
集

落
の
海
岸
側
に
は
海
風
を
遮
断
す
る
林
が

あ
っ
た
（
図
194
）、
ウ
．
約
二
千
年
前
の
集

落
は
、
林
縁
生
息
種
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
家

の
周
り
は
草
取
り
さ
れ
て
い
た
が
、
す
ぐ

裏
に
は
林
が
あ
っ
た
」（
図
195
）、
等
の
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
現
在
は
地
球
上

か
ら
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
種
（
キ
セ
ル
ガ

イ
の
仲
間
：
図
192
右
下
）
も
わ
ず
か
に
得

ら
れ
た
。
こ
の
絶
滅
し
た
キ
セ
ル
ガ
イ
は
、
グ
ス
ク
時

代
に
な
っ
て
イ
ネ
・
コ
ム
ギ
等
の
穀
類
が
田
畑
で
栽
培

さ
れ
る
農
耕
が
始
ま
り
、
集
落
周
辺
の
林
が
伐
採
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

微
小
貝
分
析
の
強
み

　

ヤ
マ
ト
（

本
土
）
の
微
小
貝
分
析
の
例
で
は
、
千

葉
県
に
あ
る
著
名
な
加
曽
利
貝
塚
か
ら
興
味
深
い
現
象

が
わ
か
っ
た
。
加
曽
利
貝
塚
で
は
、
約
四
千
五
百
年
前

の
縄
文
時
代
後
期
の
間
に
、
開
放
地
生
息
種
が
多
い
組

パパンンダダナナママイイママイイ オオキキナナワワヤヤママタタニニシシ

ホホソソオオカカチチョョウウジジ キキセセルルガガイイのの仲仲間間

目目盛盛りりはは１１mm

192	真志喜安座間原第一遺跡から得

られた微小陸貝

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お墓(約3500年前:21号人
骨)：NISP=168

集落(約2000年前：土坑
SK35)；NISP=201

種種組組成成

パンダナマイマイ オカチョウジガイ? ホソオカチョウジ
オキナワヤマタニシ その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お墓

集落

生生息息場場所所類類型型組組成成

林内生息種 林縁生息種 開放地生息種
海岸域生息種 淡水域生息種

193	真志喜安座間原第一遺跡における微小陸貝の組成

194	微小陸貝から想定される真志喜安座間原

第一遺跡の植生
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成
か
ら
林
内
生
息
種
が
増
加
す
る
と
い
う
変
化
を
示
せ

た
。
こ
の
後
期
の
間
に
、
貝
塚
か
ら
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

の
骨
が
増
え
る
傾
向
や
人
の
活
動
が
活
発
に
な
る
と
い

う
指
摘
が
あ
り
、
私
は
「
そ
れ
ま
で
林
の
下
草
を
刈
っ

て
い
た
の
を
や
め
、
シ
カ
等
が
え
さ
場
と
す
る
見
通
し

の
悪
い
林
を
人
々
が
つ
く
り
出
し
た
結
果
」
を
カ
タ
ツ

ム
リ
が
示
し
て
い
る
と
報
告
し
た
。
た
だ
、
未
だ
に
ど

の
研
究
者
も
、
こ
の
考
え
を
受
け
入
れ
て
は
く
れ
て
い

な
い
が
、
微
小
貝
か
ら
「
こ
れ
ま
で
と
異
な
っ
た
視
点
」

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
沖
縄
に
は

シ
カ
は
居
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
哺
乳
類
狩
猟
を
目

的
と
し
た
森
林
管
理
方
策
の
変
換
は
、
当
然
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。

　

沖
縄
で
は
景
観
の
変
化
を
貝
塚
の
土
壌
か
ら
得
ら
れ

る
微
小
貝
に
よ
っ
て
う
ま
く
示
せ
る
こ
と
も
多
い
。
ヤ

マ
ト
で
は
、
も
っ
と
長
い
時
間
の
景
観
変
遷
を
連
続
的

に
植
物
の
花
粉
分
析
に
よ
っ
て
研
究
す
る
こ
と
が
普
通

で
あ
る
が
、
亜
熱
帯
の
沖
縄
で
は
、
花
粉
も
分
解
さ
れ

て
し
ま
い
、
良
い
結
果
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
花
粉
分
析
は
広
範
囲
の
変
化
を
示
し
、
溝
の
泥

を
分
析
す
る
た
め
、
貝
塚
の
よ
う
な
陸
上
で
の
分
析
に

は
不
向
き
で
、「
お
墓
は
草
原
的
な
景
観
に
あ
り
、
墓

掃
除
が
行
わ
れ
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
の
結
果
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
人
々

の
生
活
の
在
り
方
を
地
点
ご
と
の
特
徴
と
し
て
示
せ
る

と
こ
ろ
が
、
沖
縄
で
の
微
小
貝
分
析
の
強
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
他
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種
も
貝
塚

か
ら
見
つ
か
っ
て
お
り
、
グ
ス
ク
時
代
に
サ
ツ
マ
イ
モ

等
に
伴
う
オ
オ
オ
カ
チ
ョ
ウ
ジ
や
中
国
南
部
か
ら
の
物

資
と
と
も
に
ナ
ハ
キ
ビ
等
が
入
っ
て
き
た
と
考
え
て
い

る
。
現
在
の
外
来
種
問
題
に
対
し
て
も
、
微
小
貝
分
析

は
過
去
の
状
況
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
時
代
の

貝
塚
が
存
在
す
る
沖
縄
な
ら
で
は
の
強
み
と
言
え
る
。

微
小
貝
か
ら
垣
間
見
る
生
活

ヤ
マ
ト
の
縄
文
貝
塚
か
ら
は
、
海
藻
や
海
草
（
ア
マ

モ
）
の
表
面
に
す
む
海
産
微
小
貝
が
抽
出
さ
れ
、
貝
塚

に
は
残
ら
な
い
海
藻
の
利
用
や
塩
を
作
る
た
め
の
「
藻

塩
焼
き
」
の
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
奄
美
・
沖
縄
の
貝
塚
か
ら
は
、
海

藻
を
利
用
し
て
い
た
証
拠
と
し
て
の
微
小
貝
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。
な
い
事
の
証
明
は
で
き
な
い
が
、
私
は

沖
縄
で
は
貝
塚
時
代
に
は
海
藻
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
海
藻
利
用
は
新
し
い
文
化
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
根
拠
も
微
小
貝
に
よ
る
も
の
だ
。

　

微
小
貝
で
は
な
い
が
、
沖
縄
の
貝
塚
か
ら
は
小
さ
な

真
珠
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
貝
塚
か
ら
出
土
す
る
貝
で

は
マ
ガ
キ
ガ
イ
や
シ
ャ
コ
ガ
イ
と
い
っ
た
お
い
し
い
貝

が
多
く
、
魚
で
も
ブ
ダ
イ
が
中
心
と
、
か
な
り
グ
ル
メ

だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
真
珠
や
精
巧
に
作
ら

れ
た
貝
製
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
等
の
飾
り
も
発
掘
さ
れ
、
最

初
に
述
べ
た
「
お
墓
の
掃
除
」
と
い
う
想
定
等
か
ら
も
、

「
原
始
人
は
い
つ
も
お
腹
を
す
か
し
て
い
て
、
な
ん
で

も
食
べ
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠

い
『
食
べ
物
や
生
活
習
慣
も
、
か
な
り
の
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
』
こ
と
が
、
数
㎜
の
小
さ
な
貝

か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

特
に
、
熱
帯
の
海
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
で
は
貝
の
種
類

が
ヤ
マ
ト
よ
り
も
各
段
に
多
く
、
貝
塚
の
土
を
ふ
る
い
、

微
小
貝
を
同
定
・
観
察
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
誰
も

気
づ
か
な
か
っ
た
現
象
を
微
小
貝
が
教
え
て
く
れ
る
と

確
信
で
き
る
。
微
小
貝
は
そ
の
同
定
が
難
し
く
、
他
の

研
究
者
は
手
を
付
け
な
い
分
野
だ
が
、
若
い
人
の
挑
戦

を
期
待
し
た
い
。

千
葉
県
立
中
央
博
物
館　

上
席
研
究
員　

黒
住
耐
二

参
考
文
献

黒
住
耐
二　

二
〇
〇
九
「
微
小
陸
産
貝
類
が
示
す
古
環
境
」　

小

杉
康
・
他
編
『
縄
文
時
代
』
第
３
巻
大
地
と
森
の
中
で
―
縄

文
時
代
の
古
生
態
系
―
：
一
二
四
～
一
三
八
頁　

同
成
社

黒
住
耐
二　

二
〇
〇
九
「
微
小
貝
類
か
ら
み
た
東
京
湾
沿
岸
の

巨
大
貝
塚
の
時
代
」　

阿
部
芳
郎
編
『
東
京
湾
巨
大
貝
塚
の
時

代
と
社
会
』
二
〇
三
～
二
二
一
頁　

雄
山
閣

開開放放地地

林林 縁縁

195	貝塚時代の集落の景観イメージ

（うるま市仲
なかばる

原遺跡）
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ウミサチの頂点

ジュゴンの文化誌

　

ジ
ュ
ゴ
ン
（
学
名
：D

ugong dugon

）
は
人
魚
の

モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ
る
海
生
哺
乳
類
で
、
沖
縄
で
は

ザ
ン
、
ザ
ン
ヌ
イ
オ
、
ヨ
ナ
タ
マ
、「
海
馬
」
な
ど
と

呼
ば
れ
ま
す
。
生
物
学
的
に
は
ジ
ュ
ゴ
ン
科
と
マ
ナ

テ
ィ
ー
科
を
含
む
海
牛
類
の
仲
間
で
、
海
牛
と
い
う
名

が
示
す
よ
う
に
、
主
に
海
草
を
食
べ
ま
す
。
ジ
ュ
ゴ
ン

科
に
は
ジ
ュ
ゴ
ン
と
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
に
分
布
し
て
い

た
ス
テ
ラ
ー
カ
イ
ギ
ュ
ウ
が
い
ま
し
た
が
、
後
者
は

一
八
世
紀
半
ば
に
発
見
さ
れ
て
か
ら
乱
獲
に
よ
っ
て
わ

ず
か
三
〇
年
足
ら
ず
で
姿
を
消
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ゴ
ン
は
オ
ス
・
メ
ス
と
も
性
成
熟
ま
で
九
～

一
〇
年
余
り
を
要
し
、
成
体
は
体
長
三
ｍ
、
体
重

三
〇
〇
㎏
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
寿
命
は
七
〇
年
ほ
ど
と

さ
れ
、
メ
ス
は
三
～
七
年
に
一
回
の
割
合
で
一
頭
の
子

196	ジュゴンの全身像
ピヨピヨあるいはピィピィと鳴きます。写真提供 鳥羽水族館。

197	沖縄島周辺の海草藻場の分布
沖 縄 島 周 辺 に は 2 0 0 0㏊に 達 す る 海 草 藻 場 が 分
布 し て お り 、 ジ ュ ゴ ン の 餌 場 と な っ て い ま し
た。

198	遊泳するジュゴン
沖縄諸島周辺海域を遊泳するジュゴン。母子と考
えられます。

供
を
出
産
し
ま
す
。
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
肺
呼
吸
を

す
る
た
め
、
定
期
的
に
海
面
に
浮
上
す
る
必
要
が
あ
り
、

一
回
の
呼
吸
で
約
三
～
五
分
間
、
水
深
三
〇
ｍ
程
度
ま

で
潜
水
し
ま
す
。
潮
の
干
満
に
合
わ
せ
て
浅
場
と
深
場

を
行
き
来
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
一

日
の
大
半
を
食
事
と
休
息
に
費
や
し
て
い
ま
す
。
ジ
ュ

ゴ
ン
が
海
草
を
食
べ
た
後
に
は
、「
ジ
ュ
ゴ
ン
ト
レ
ン

チ
」
と
呼
ば
れ
る
筋
状
の
「
食
み
跡
」
が
残
り
ま
す
。

海
草
類
を
主
食
と
す
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
生
育

に
は
大
規
模
な
海
草
藻
場
が
必
要
で
す
。

　

ジ
ュ
ゴ
ン
の
分
布
は
、
西
太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
の

熱
帯
・
亜
熱
帯
の
浅
海
域
に
広
が
っ
て
お
り
、
全
体
で

は
八
・
五
万
～
一
〇
万
頭
ほ
ど
が
生
息
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
生
息
域
の
中
で
も
最
も
北
に
位
置
す
る
の
が
沖

縄
諸
島
で
す
が
、
沖
縄
で
は
個
体
数
の
減
少
に
よ
り
絶

滅
危
惧
種
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
ジ
ュ
ゴ
ン
は
、
遺
伝
的
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
個

体
群
と
近
縁
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
ジ
ュ
ゴ
ン
は
特
別
な
生
き
も
の
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
ジ
ュ
ゴ
ン
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
現
代
で
は
、
環
境
保
護
の
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
明
治
時
代

に
は
「
人
魚
の
肉
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
漁
に
よ
っ
て
年
間
数
十
頭
も
の
ジ
ュ
ゴ
ン
が
捕
獲
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
個
体
数
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

琉
球
王
国
時
代
に
は
、
八
重
山
諸
島
の
新あ

ら
ぐ
す
く城
島
（
パ

ナ
リ
島
）
の
人
々
に
対
し
て
人
頭
税
と
し
て
ジ
ュ
ゴ
ン

肉
の
上
納
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
下
地
島
の
七な

な
ぞ
う
わ
ん

門
御
嶽

な
ど
に
は
捕
獲
し
た
ジ
ュ
ゴ
ン
の
骨
が
奉
納
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
か
つ
て
の
ジ
ュ
ゴ
ン
漁
は
、
潮
の
満
ち
引
き

藻場

0 20km

※図198はWEB公開
対象外
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に
合
わ
せ
て
リ
ー
フ
内
に
海
草
を
食
べ
に
や
っ
て
く
る

ジ
ュ
ゴ
ン
の
通
り
道
に
、
網
を
仕
掛
け
て
捕
ら
え
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
巨
体
を
も
つ
ジ
ュ
ゴ
ン
は
危
険
な

生
き
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
網
に
か
か
っ
た
ジ
ュ

ゴ
ン
の
尾お

び
れ鰭

を
刃
物
で
切
り
つ
け
、
動
け
な
く
な
っ
た

と
こ
ろ
を
仕
留
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
一
七
二
一
年
に

徐じ
ょ
ほ
こ
う

葆
光
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
中ち

ゅ
う
ざ
ん山

伝で
ん
し
ん
ろ
く

信
録
』
に
は
、

「
海
馬
（
ジ
ュ
ゴ
ン
）」
に
つ
い
て
「
首
は
馬
の
よ
う
で
、

体
は
魚
の
よ
う
だ
が
鱗
は
な
く
、
肉
は
豚
の
よ
う
で
あ

る
。
大
そ
う
得
が
た
い
も
の
で
、
つ
か
ま
え
る
と
ま
ず

国
王
に
捧
げ
る
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
に
と
っ

て
、
ジ
ュ
ゴ
ン
は
珍
重
さ
れ
る
貢
物
で
、
食
べ
も
の
（
珍

味
）
だ
っ
た
の
で
す
。

　

昔
の
沖
縄
の
人
々
に
と
っ
て
、
稀
に
海
で
見
か
け
る

人
に
似
た
姿
形
を
し
た
ジ
ュ
ゴ
ン
は
、
神
秘
的
な
生
き

も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
沖
縄
の
神

歌
を
集
め
た
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
は
、
海
の
生
き
も

の
と
し
て
カ
メ
、
ト
ビ
ウ
オ
、
タ
コ
と
と
も
に
、
ジ
ュ

ゴ
ン
（
ザ
ン
）
が
豊
穣
の
象
徴
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

お
お
ぎ
み

じ
や
な
ぐ
す
く

　
大
宜
味
村
謝
名
城
の
伝
統
行
事
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
で
謡
わ
れ
る
神

歌
で
は
︑
ジ
ュ
ゴ
ン
は
海
神
の
乗
り
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
沖
縄
各
地
に
伝
わ
る
伝
承
で
は
︑
ジ
ュ
ゴ
ン
は
津
波
の
前

兆
と
し
て
語
ら
れ
て
お
り
︑
恐
ろ
し
い
存
在
で
も
あ
り
ま
し

た
︒

　
さ
ら
に
遡
っ
て
︑
貝
塚
人
に
と
っ
て
も
ジ
ュ
ゴ
ン
は
特
別
な

生
き
も
の
で
し
た
︒
貝
塚
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
︑
ジ
ュ
ゴ
ン
の

骨
が
点
々
と
見
つ
か
っ
て
お
り
︑
食
べ
も
の
と
し
て
︑
あ
る
い

は
骨
製
品
の
素
材
と
し
て
︑
べ
も
の
と
し
て
︑
あ
る
い
は
骨
製

品
の
素
材
と
し
て
︑
ジ
ュ
ゴ
ン
が
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
︒

199	御嶽に奉納された

ジュゴン骨
八 重 山 諸 島 の 新 城 島 で は 、 王 国
時 代 に ジ ュ ゴ ン 漁 が 行 わ れ て お
り 、 御 用 物 と し て 王 府 に 納 め ら
れていました。新城島（下地島）
に あ る 七 門 御 嶽 に は 、 捕 獲 さ れ
た ジ ュ ゴ ン の 骨 （ 9 1 個 体 以 上 ）
が奉納されていました。

200	ジュゴンのくん製
1 9 3 2 年 に 大 島 廣 氏 が 石 垣 島 で 収 集 し た ジ ュ ゴ
ン の く ん 製 。 透 明 感 の あ る 赤 色 で 、 上 端 に は 懸
垂 の た め の 小 孔 が あ り ま す 。 鉋

かんな

で 削 り 、 熱 湯 を
注いで吸い物などとして食膳に供されました。

201	ジュゴンの解体風景
1 9 7 9 年 に 嘉 陽 沖 で 刺 し 網 に か か っ た 幼
体 （ ♀ ） の 解 体 の 様 子 。 ジ ュ ゴ ン の 腸 は
体 長 の 1 0 倍 ほ ど も あ り 、 海 草 か ら 栄 養 を
効率よく吸収できるようになっています。

202	ジュゴンの死骸
2 0 1 9 年 3 月 に 今 帰 仁 村 の 運 天 漁 港 に 漂 着 し た 死 骸 。 調 査 の 結 果 、 メ
スの成体で、エイの棘に刺されていたことが明らかになりました。

※図200はWEB
公開対象外
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203	ジュゴンの骨格図
前脚はヒレ状に見えますが、５本の指の
骨があり、器用な「手」の役割も果たし
ます。

　

古こ

う

り

宇
利
島
に
は
、
次
の
よ
う
な
ジ
ュ
ゴ
ン

に
関
す
る
民
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
島
に
男
女
二
人
が
住
ん
で
い
た
。
二

人
は
裸
体
で
毎
日
天
か
ら
落
ち
て
く
る
餅
を

食
べ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
餅
の

残
り
を
蓄
え
る
こ
と
を
し
た
ら
、
餅
の
供
給

が
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
人
は
天
を
仰
い

で
「
お
月
様
、
大
き
い
餅
を
く
だ
さ
い
、
赤

螺
を
拾
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
う
た
っ
た

が
、
そ
の
か
い
は
な
く
、
二
人
は
自
ら
働
か

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
ジ
ュ
ゴ
ン

の
交
尾
を
み
て
二
人
は
男
女
の
交
わ
り
を
知

り
、
裸
体
を
恥
じ
て
ク
バ
の
葉
で
陰
部
を
隠

す
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、子
孫
が
繁
栄
し
た
。

（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
１
９
９
１
『
お
き
な
わ
の
祭
り
』
よ
り
）

古宇利島の民話古宇利島の民話

204	ジュゴン頭骨・下顎骨
右 は 頭 蓋 底 面 観 、 左 は 下 顎 骨 上 面 観 （ レ プ リ カ ） 。
上 顎 に は 2 本 の キ バ （ 切 歯 ） が あ り 、 成 熟 し た オ ス
ではわずかに萌出します。

205	ジュゴンの肋骨
金武湾や中城湾に面した遺跡では、ジュゴンの肋骨が多数ま
とまって発見されることがあります。室川貝塚（沖縄市）。

206	加工痕のあるジュゴンの肋骨
肋骨を分割する際の加工痕と考えられます。ジュゴン
の骨は緻密で硬く、重量感があり、しばしば骨製品の
素材として利用されていました。室川貝塚（沖縄市）。

207	骨輪
ジュゴンの肋骨を素材とした組合式の腕輪。古我地原貝塚。

208	ジュゴンの骨
1・2：肋骨、3：上腕骨、4：尺骨、5：肩甲骨、6：環
椎、7：頸椎、8：胸椎、9：腰椎。平敷屋トウバル遺跡。

1
2

3 4

5

6

7

8

9
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遺跡出土のジュゴン
(Dugong dugon)骨

は
じ
め
に

　

沖
縄
の
貝
塚
を
発
掘
す
る
と
、
量
の
多
寡
に
か

か
わ
ら
ず
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
骨
が
出
土
し
ま
す
。
そ

れ
ら
は
、
貝
塚
人
が
肉
を
食
べ
た
後
に
残
さ
れ
た

骨
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
骨
が
多
種
多
様
な
道

具
（
骨
製
品
）
の
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ゴ
ン
骨
の
出
土
は
、
沖
縄
の
貝
塚
の
大
き
な

特
徴
と
言
え
ま
す
が
、
九
州
島
以
北
の
遺
跡
か
ら

も
全
く
出
土
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
国
内
で
の
ジ
ュ
ゴ
ン
骨
の
出
土
例
は
、

本
州
島
一
、九
州
島
一
、
薩
南
諸
島
三
、
奄
美
諸
島

八
、沖
縄
島
と
そ
の
周
辺
離
島
九
七
（
二
四
地
点
）、

宮
古
諸
島
六
、八
重
山
諸
島
一
六
の
計
一
三
二
例
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ゴ
ン
は
、
南
北
緯
二
七
度
前
後
の
海
草
の

生
え
る
浅
海
を
基
本
的
な
生
息
域
と
し
て
い
ま
す
。

国
内
で
の
ジ
ュ
ゴ
ン
の
分
布
域
の
北
限
は
沖
縄
島

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
近
海
で
の
生
息
域
外

で
の
確
認
情
報
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
近
年
の

事
例
で
は
、
平
成
一
五
年
に
熊
本
県
牛
深
市
魚
貫

湾
沿
岸
の
定
置
網
に
羅
網
し
た
例
が
あ
り
、
古
く

は
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
、
宮
崎
県
南
那
珂

郡
油
津
（
現
日
南
市
）、
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
、

愛
知
県
知
多
郡
野
間
村
（
現
津
島
市
）
で
定
置
網

へ
の
迷
入
や
死
亡
個
体
の
漂
着
な
ど
の
事
例
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ジ
ュ
ゴ
ン

が
こ
れ
ら
の
海
域
に
棲
息
し
て
い
る
は
ず
は
な
く
、

こ
れ
ら
は
北
上
す
る
黒
潮
暖
流
に
乗
っ
て
、
奄
美
・

沖
縄
の
生
息
域
か
ら
回
遊
、
迷
行
し
て
き
た
こ
と

が
明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
国
的
な
見
地
か
ら
は
、
自
然

分
布
域
か
ら
か
け
離
れ
た
地
域
の
遺
跡
か
ら
の
出

土
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
沖
縄
県
内

で
の
出
土
例
に
関
し
て
、
そ
の
特
徴
等
に
つ
い
て

概
観
し
ま
す
。

　
出
土
ジ
ュ
ゴ
ン
骨
の
概
要
と
時
代
的
推
移

　

沖
縄
県
内
の
ジ
ュ
ゴ
ン
骨
出
土
例
を
ま
と
め
た

も
の
が
図

212
お
よ
び
図

213
～

215
で
す
。
貝
塚
時
代

か
ら
近
世
に
至
る
各
時
期
の
遺
跡
か
ら
間
断
な
く

出
土
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
は
沿
岸
部
の
遺
跡
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ

け
沖
縄
島
に
お
い
て
は
海
に
面
し
て
い
な
い
内
陸

部
の
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
内
陸
部
遺
跡
出
土
例
は
、
あ
る
い
は
沿
岸

部
の
遺
跡
と
の
物
々
交
換
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
も
の
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、こ
れ
ら
は
す
べ
て
解
剖
学
的
位
置
を
保
っ

て
い
な
い
散
乱
状
態
で
、
遺
物
包
含
層
中
か
ら
他

の
食
料
残
滓
（
貝
類
や
魚
類
、
あ
る
い
は
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
イ
ノ
シ
シ
等
の
獣
類
遺
存
体
な
ど
）
と
と

も
に
出
土
し
て
お
り
、
残
滓
骨
を
丁
重
に
安
置
す

る
等
の
事
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
皆
無
で
す
。

　

総
じ
て
、
部
位
別
に
見
た
場
合
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の

骨
骼
組
成
上
、
肋
骨
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
（
図

209
）、
出
土
骨
も
同
様
に
、
肋
骨
が
凌
駕

し
て
い
る
こ
と
（
図

213
・

214
）
は
改
め
て
記
す
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
部
位
に
つ
い
て
は
断
片

的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
と
り
わ
け
頭
蓋

骨
や
肩
甲
骨
、
前
肢
骨
等
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ

209	ジュゴンの骨格
右斜前方からみた頭蓋および牙。東村立山と水の生活博物館。

210	沖縄最古のジュゴンの骨
ジュゴンの肩甲骨で、約7000年前のもの。野国貝
塚群B地点。
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211	蝶形骨製品
ジ ュ ゴ ン の 肋 骨 を 素 材 と し 、
貝 塚 時 代 の 骨 製 品 の 頂 点 に 位
置 す る 作 品 で す 。 赤 色 顔 料 が
塗布されています。室川貝塚。

212	ジュゴンの遺存骨・骨製品出土例の時代的推移

た
遺
跡
で
の
出
土
し
か
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
と
は

言
え
、
肋
骨
以
外
の
部
位
が
皆
無
と
い
う
訳
で
は
な
く
、

僅
少
で
は
あ
り
ま
す
が
、
出
土
例
も
み
ら
れ
ま
す
の
で
、

珍
獣
の
余
り
、
骨
の
髄
ま
で
食
用
に
さ
れ
て
遺
跡
に
は

残
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
見
解
（
北
條
一
九
九
一
）
に
は

同
意
し
か
ね
ま
す
。

　

確
か
に
、
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、

琉
球
列
島
の
貝
塚
や
遺
跡
出
土
の
獣
骨
で
最
も
多
い
の

は
、
陸
獣
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
イ
ノ
シ
シ
で
あ
り
、
そ
れ

に
比
す
れ
ば
海
獣
の
ジ
ュ
ゴ
ン
骨
の
出
土
量
は
多
く
な

く
、
か
つ
ま
た
砕
片
が
多
い
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
集
成
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
三
二
遺
跡

と
決
し
て
少
な
く
な
い
遺
跡
よ
り
出
土
し
て
い
る
上
、

緻
密
で
頑
丈
な
骨
の
特
性
か
ら
、
肋
骨
を
は
じ
め
下
顎

骨
、
肩
甲
骨
な
ど
、
多
く
の
部
位
が
多
種
、
多
様
な
骨

製
品
（
道
具
）
の
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、

遺
跡
に
お
け
る
ジ
ュ
ゴ
ン
骨
の
あ
り
方
の
特
徴
で
あ
る

と
と
も
に
、
ジ
ュ
ゴ
ン
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
意
識

を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
捕
獲
は
、
肉

と
し
て
の
食
用
利
用
以
外
に
、
肋
骨
を
は
じ
め
と
し

た
部
位
の
骨
を
骨
製
品
素
材
と
し
て
利
用
し
た
り
（
図

211
）、
皮
や
油
脂
、
牙
、
頸
椎
骨
な
ど
の
利
用
も
想
定

で
き
、
遺
跡
に
残
さ
れ
た
砕
片
は
、
そ
う
し
た
多
様
な

ジ
ュ
ゴ
ン
利
用
に
伴
う
残
滓
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
存
骨
と
利
用
製
品
双
方
の
時
代
的
、
時

期
的
推
移
は
、
図

212
に
示
し
た
よ
う
に
、
遺
存
骨
の
出

現
が
縄
文
時
代
前
期
に
端
を
発
し
、
近
世
ま
で
連
綿
と

続
い
て
い
る
の
に
対
し
、
利
用
製
品
の
出
現
は
遺
存
骨

の
出
現
よ
り
や
や
遅
れ
て
縄
文
時
代
中
期
末
頃
に
端
を

発
し
、
ほ
ぼ
グ
ス
ク
時
代
に
終
焉
を
迎
え
ま
す
。

出
土
分
布

　

出
土
遺
跡
総
数
一
三
二
遺
跡
の
分
布
状
況
か
ら
見

て
、
自
然
分
布
域
の
北
限
と
さ
れ
て
い
る
奄
美
大
島
よ

り
も
北
に
位
置
す
る
薩
南
諸
島
の
種
子
島
・
屋
久
島
出

土
例
や
、
棲
息
域
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
た
本
州
島
の

愛
知
県
田
原
市
保ほ

び美
貝
塚
や
九
州
島
の
佐
賀
県
唐
津
市

菜
畑
遺
跡
例
は
、
近
年
の
確
認
情
報
等
を
も
考
慮
す
る

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
に
源
流
を
も
つ
黒
潮
に
乗
っ
て
、
回

遊
や
迷
行
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
塩
基
配

列
や
生
態
調
査
研
究
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
沖
縄
の
生

息
個
体
が
そ
れ
ぞ
れ
往
来
し
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
標
識
に
よ
る
調
査
で
六
二
五
㎞

以
上
の
移
動
や
イ
ン
ド
洋
上
で
一
〇
〇
〇
㎞
を
移
動
し

た
報
告
例
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
熊
本
県
牛
深
市
の

定
置
網
で
捕
獲
さ
れ
た
例
な
ど
は
、
沖
縄
諸
島
域
も
し

く
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
あ
た
り
か
ら
移
動
し
て
き
た
も
の
か

も
知
れ
な
い
と
の
見
解
も
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
ジ
ュ
ゴ
ン

の
分
布
の
中
心
は
、
奄
美
諸
島
以
南
の
沖
縄
諸
島
に
あ

る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
そ
し
て
、
琉
球
列
島
で
は
、
縄

文
時
代
前
期
併
行
期
の
嘉
手
納
町
野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

出
土
の
南
島
爪
形
文
土
器
伴
出
例
（
図

210
）
を
最
古
と

し
て
、
以
降
近
世
に
至
る
ま
で
各
時
期
の
遺
跡
か
ら
出

土
例
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

分
布
状
態
を
さ
ら
に
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
琉
球
列

前Ⅰ期 前Ⅱ期 前Ⅲ期

前　期

遺存骨

中　期 後　期 晩　期

前Ⅳ期

貝　塚　時　代　前　期 貝　塚　時　代　後　期

後Ⅳ期後Ⅰ期 後Ⅲ期

前　　期　(　有　土　器　文　化　) 後　　期　(　無　土　器　文　化　)

骨製品

室町時代 近　　世

グ　ス　ク　時　代

グスク時代(宮古諸島)

縄　　文　　時　　代 弥　生　時　代 古　墳　時　代
奈良時代 平安時代 鎌倉時代

中　期 後　期

表５　遺存骨と骨製品の時代的推移　

宮古・八重山

時

代

スク時代(八重山諸島)

前　期 中　期 後　期草創期 早　期 前　期

奄美・沖繩

旧石器時代九州・本土

後Ⅱ期
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島
の
中
で
も
よ
り
棲
息
域
の
北
限
と
さ
れ
て
い
る
沖
縄

諸
島
に
分
布
の
中
心
が
あ
り
、
沖
縄
諸
島
か
ら
離
れ
て

奄
美
諸
島
を
北
上
す
る
に
従
っ
て
出
土
例
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。
こ
の
観
点
に
立
脚
す
る

な
ら
ば
、
沖
縄
諸
島
に
比
べ
て
よ
り
多
い
は
ず
の
宮
古
・

八
重
山
諸
島
は
、
発
掘
調
査
事
例
の
少
な
さ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
現
段
階
で
の
出
土
遺
跡
数
は
必
ず
し
も
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
も
出
土
量
の
多
い
沖
縄
島

を
み
た
場
合
、
遺
跡
立
地
が
沿
岸
部
、
内
陸
部
問
わ
ず

出
土
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

　

先
行
研
究
で
は
、
沖
縄
島
で
の
分
布
は
東
海
岸
、
す

な
わ
ち
太
平
洋
側
に
面
し
た
遺
跡
に
偏
り
が
み
ら
れ
る

と
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
、（
一
）
餌
場
で
あ
る
海
草

藻
場
の
分
布
や
非
回
遊
生
物
で
あ
る
こ
と
、（
二
）
他

の
海
棲
動
物
で
あ
る
鯨
類
に
比
べ
て
遊
泳
能
力
の
低
い

こ
と
な
ど
の
生
態
的
要
因
、（
三
）
遺
跡
か
ら
海
岸
線

ま
で
の
距
離
や
海
岸
線
の
状
況
、（
四
）
遺
跡
の
性
格

な
ど
の
社
会
的
要
因
、（
五
）
グ
ス
ク
時
代
の
琉
球
王

府
へ
の
献
上
な
ど
の
政
治
的
要
因
、
な
ど
を
挙
げ
て
い

ま
す
（
浪
形
二
〇
〇
四
）
が
、
筆
者
の
集
成
で
は
、
沖

縄
島
の
み
に
限
っ
て
見
た
場
合
、
名
護
市
以
北
の
遺
跡

分
布
が
稀
薄
な
エ
リ
ア
は
別
と
し
て
、
そ
れ
以
南
の
中

南
部
域
で
は
太
平
洋
に
面
し
た
東
海
岸
、
東
中
国
海
に

面
し
た
西
海
岸
に
お
け
る
偏
在
性
は
見
ら
れ
ず
、
満
遍

な
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
先
史
、
古
代
に
お
い
て
は
、
沖
縄

島
中
南
部
域
に
お
い
て
も
東
西
海
岸
を
問
わ
ず
、
ジ
ュ

ゴ
ン
の
生
息
に
必
須
の
要
件
で
あ
る
海
草
藻
場
が
分
布

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
沿
岸
埋
立
て
等
に
よ
り
、
徐
々
に

開
発
の
進
行
速
度
が
遅
く
、
海
草
藻
場
が
残
さ
れ
て
い

る
北
部
「
ヤ
ン
バ
ル
」
の
海
岸
域
へ
追
い
や
ら
れ
た
の

が
、
名
護
市
大
浦
湾
一
帯
の
海
域
で
、
ご
く
稀
に
目
視

さ
れ
る
個
体
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

　

上
述
の
よ
う
に
、
奄
美
諸
島
以
南
の
島
嶼
に
お
け
る

地
域
的
特
性
と
し
て
、
国
内
で
は
当
該
地
域
に
の
み
し

か
生
息
し
て
い
な
い
ジ
ュ
ゴ
ン
は
、
そ
の
肉
量
等
か
ら

貴
重
な
動
物
蛋
白
源
と
し
て
、
貝
塚
時
代
以
来
、
重
要

な
捕
獲
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
食
料
と

し
て
の
利
用
以
外
に
、
残
滓
骨
の
道
具
（
骨
製
品
）
素

材
と
し
て
の
利
用
や
、
皮
、
油
脂
等
の
利
用
も
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
完
新
世
以
降
の
琉
球
列
島
で
は
、
薩
南

諸
島
以
北
で
骨
角
製
品
の
素
材
と
し
て
好
ま
れ
た
、
緻

密
で
頑
丈
な
角
や
骨
を
も
つ
シ
カ
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ

て
お
り
、
シ
カ
の
骨
角
に
比
肩
で
き
る
緻
密
か
つ
丈
夫

な
骨
を
も
ち
、
同
時
に
大
型
製
品
の
製
作
も
可
能
な
高

品
質
素
材
と
し
て
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
骨
が
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

沖
縄
大
学
地
域
文
化
研
究
所

特
別
研
究
員　

盛
本　

勲

文
献

北
條
暉
幸　

一
九
九
一
「
交
流
の
考
古
学　

沖
繩
浦
添
貝
塚
発

掘
の
ジ
ュ
ゴ
ン
の
上
腕
骨
の
意
義
」『
交
流
の
考
古
学　

三
島

格
会
長
古
稀
記
念
号
』
二
三
三
～
二
四
〇
頁
。

浪
形
早
季
子　

二
〇
〇
四
「
研
究
ノ
ー
ト　

南
西
諸
島
の
ジ
ュ

ゴ
ン
・
ウ
ミ
ガ
メ
・
イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
遺
体
」『
動
物
考
古
学
』

第
二
一
号
：
七
三
―
八
九
頁
。

1
愛知県
田原市

縄文後～晩期 部位、数量等不明 無

2
佐賀県
唐津市

縄文晩期 肋骨１ 無

3 縄文晩期 部位、数量等不明 無

4
古墳時代（５～７
Ｃ）

部位、数量等不明 無

5 屋久島町 縄文晩期 部位、数量等不明 無
6 古代（７～９Ｃ） 肋骨２ 無

7
弥生時代前期後半、
中期後半、後期～古
墳時代

肋骨10 無

8 縄文前期 肋骨１ 無
9 縄文晩期 無 犬歯製針１
10 ６～10Ｃ 上腕骨１、肋骨1 骨製垂飾１
11 縄文晩期 無 垂飾品２

12 縄文後期

１点の出土報告があ
るものの、詳細な部
位、数量等の記載は
なし。

無

13 縄文後～晩期 環椎？１ 無
14 縄文晩期 無 肋骨製簪１

15 縄文後期 無
篦状製品１、有孔装身
具１、骨銛１、その他
用途不明品１

16 与論町
縄文晩期末～弥生後
期

肋骨２ かんざし１、垂飾品１

17 後Ⅱ～Ⅲ期？ 肋骨片１ 無
18 前Ⅳ～Ⅴ期 肋骨片１ 無

19 伊平屋村 前Ⅱ・前Ⅳ～Ⅴ期

椎２、胸椎２，肋骨
片13、上顎骨片１、
切歯片１、下顎骨片
４、肩胛骨３、上腕
骨１、橈骨５、尺骨
４他

無

20 前Ⅳ・Ⅴ期 無
環状骨製品２、ヤス状
製品１

21 前Ⅳ・Ⅴ期後半 無 骨銛１、簪１

国頭村
カヤウチバンタ遺跡
宇佐浜貝塚Ｂ地点

住吉貝塚
友留遺跡

一湊松山遺跡

ウフタⅢ遺跡

犬田布貝塚

知名町

奄美市

神野貝塚

安良川遺跡

市町村 遺　 　跡　 　名 時　代

マツノト遺跡

あやまる第２貝塚

宇宿小学校構内遺跡

保美貝塚

久里原貝塚

伊是名村

上城遺跡

伊是名貝塚

具志川島遺跡群

番号

伊仙町
面縄第２貝塚

広田遺跡

菜畑遺跡

南種子町
一陣長崎鼻

遺存体 主な骨製品市町村 遺　 　跡　 　名 時　代番号

22
前Ⅱ・Ⅳ・Ⅴ期、後
Ⅰ～Ⅱ期？

肋骨片２ 無

23 前Ⅳ～Ⅴ期？ 無 蝶形骨製品２
24 前Ⅳ期 無 かんざし状製品１
25 後Ⅰ～Ⅱ期？ 尾椎１、肋骨４ 剣状骨製品１
26 後Ⅱ～Ⅲ？ 肋骨片１ 骨針１

浜崎貝塚

ナガラ原西貝塚
阿良貝塚

ナガラ原第三貝塚

具志原貝塚

伊江村

27
前Ⅳ期後半～Ⅴ期前
半、後Ⅰ～Ⅲ期？

肋骨片11、橈骨４、
中手骨３、肩胛骨８
他

無

28 後　期 肋骨片１ 無

29 前Ⅳ期 無
錐状製品１、用途不明
品１

30 前Ⅴ期？ 歯？１ 製作途上品１

31 前Ⅴ期
胸骨片１、肋骨片
11、椎体１

かんざし状製品１

32 後Ⅰ～Ⅱ期
後頭顆１、肩甲骨
１、肋骨片１

無

33 前Ⅴ期
頭蓋骨片２、肋骨片
８

無

34 前Ⅳ・Ⅴ期、グスク 無 蝶形骨製品２
35 前Ⅳ期、後Ⅰ～Ⅲ期 肋骨片30、肩甲骨１ 用途不明品１

36 後Ⅲ～Ⅳ？
頭蓋骨１、環椎１、
椎体１、棘突起１、
肋骨35

垂飾品？１、製作途上
品

37 前Ⅳ期

頬骨１、上腕骨１、
肋骨片12、上腕骨片
１、橈骨１、棘突起
１、部位不明22

無

38 後　期 肋骨片４ 無
39 後Ⅳ期～グスク 肋骨片１ 無

40
肋骨片２、頭頂骨片
１

無

41 後　期

Ⅲ層：下顎骨1、胸椎
４、椎骨７、肋骨81
（L：、胸椎５、R：
７、破片69）、尺骨
１1、Ⅳ層：椎骨２、
肋骨９（L：１、破片
８）

無

名護市

大堂原遺跡

屋比久原遺跡

備瀬貝塚

知場塚原遺跡

西長浜原遺跡

古宇利原遺跡

古宇利原Ａ遺跡

前原遺跡

渡喜仁浜原貝塚

本部町

前原貝塚
名護貝塚

宜野座村

具志堅貝塚

アンチの上貝塚

部瀬名貝塚

今帰仁村
アガリクンジャー貝塚

遺存体 主な骨製品

213	ジュゴン骨・骨製品出土遺跡リスト（１）
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番号 時　代市町村 遺　 　跡　 　名

72 北谷町
前Ⅰ～Ⅳ期、後Ⅲ
期～グスク

肋骨４、頭蓋骨７、
切歯２、軸椎１、尺
骨１、橈骨１、肋骨
37、不明９

縦長の札状垂飾品？
１、＜砂丘区＞ヘラ状
製品１，棒状製品１、
板状製品、製作途上品
２、玉１、半環状６、
棒状製品５、有孔製品
２、骨錐５、鈎状１、
未製品１

73 後期～グスク 肋骨９、椎骨１
かんざし状製品の製作
途上？品１

74 前Ⅳ期初頭

頭頂骨１、椎骨１、
椎骨の棘突起？１、
肋骨片32、肩甲骨
１、四肢骨片１、不
明骨片１

無

75 後Ⅱ期？ 頭骨３ 無

76 後Ⅲ期？

頭蓋骨各位（前頭骨
～後頭骨、頰骨、頭
蓋底、切歯骨～上頭
骨）、肩胛骨１、上
腕骨１、四肢骨２、
多数の肋骨片

無

77 後期～グスク 切歯１、肋骨２ 無

78 後期～戦前 椎体？１ 無

79 前Ⅴ期 無 蝶形骨製品１
80 前Ⅳ期 無 かんざし状製品２
81 前Ⅱ～Ⅴ期 無 蝶形骨製品１

82 前Ⅳ期 無
蝶形骨製品１、垂飾品
１

83 前Ⅴ期 無 棒状骨製品１

84
縄文、グスク、近
世

肋骨６，棘突起２、
破片１

ヘラ状製品１

85 後Ⅳ期、グスク
肋骨片１、上顎骨
(幼:Ｌ:１)

無

86
前Ⅲ・Ⅳ期、後
Ⅰ・Ⅱ期

下顎骨２、肋骨片
４、不明２

無

87
前Ⅳ～Ⅴ期、弥生
後期～古墳？

無 肋骨製品１

88
前Ⅰ、Ⅳ期、後Ⅳ
期、グスク、近世

無 蝶形骨製品２

89 前Ⅳ～Ⅴ期 上腕骨１ 無

90
前Ⅴ期、後Ⅳ期～
グスク

部位および点数不明 無

91 前Ⅳ期 肋骨１ 蝶形骨製品1
92 前Ⅳ期 頭骨片１ 無
93 前Ⅲ期、グスク 下顎骨１、肋骨４ 無
94 前Ⅳ期 肋骨１、肋骨？２ 肋骨製品１
95 前Ⅳ～Ⅴ期 肋骨片１ 無
96 前Ⅳ期 臼歯１ 無
97 前Ⅳ期 肋骨片：点数不明 蝶形骨製品１

98 後Ⅳ期
下顎骨片１、肋骨片
４

無

99
前Ⅳ～Ⅴ期、後Ⅰ
期？

部位、数量等不明。 無

100 後Ⅲ期？ 部位不明１ 用途不明品１
101 前Ⅳ期 無 蝶形骨製品２

102 座間味村
前Ⅳ～Ⅴ期、後Ⅰ
期？

部位不明164 製作途上品１

103 渡嘉敷村 前Ⅴ～後Ⅰ期？ 肋骨片５ 無
104 後Ⅲ？ 肋骨片１ 無

105 後Ⅱ～Ⅲ期？

上顎枝１、下顎枝
１、遊離歯１、頬骨
突起１、第一頚椎
１、椎体２、肋骨
17、上腕骨１、第一
頚椎１、椎体２、肋
骨８

無

106 前Ⅳ～Ⅴ期 部位不明13 ポイント状製品１

107 後Ⅱ～Ⅲ期？

頭蓋骨１、側頭骨頬
骨突起１、頬骨　側
頭突起３、鼻骨１、
上顎骨１、下顎骨
１、胸椎１、椎体片
５、棘突起片９、尾
椎１、肋骨片94、肩
甲骨３、肩甲骨片
１、大腿骨１

簪１、装飾品？１

108 先島先史後期
椎体３、肋骨片４、
四肢骨片１

無

109 先島先史後期 部位及び数量不明 骨錐１
110 先島先史後期 肋骨１ 無
111 先島先史前期 肋骨片29、脊椎１ 無
112 先島先史後期 犬歯１、肋骨片２点 無
113 先島先史後期 肋骨片３ 無

114 先島先史後期
肋骨片(少数)、数個
体分の頭蓋、歯、四
肢骨

無

115 先島先史後期
数個体分の頭蓋，
歯，四肢骨

無

116 先島先史前期
椎体片２、肋骨片
16、部位不明４

無

117 先島先史後期 頭蓋骨１ 無

118 与那国町 先島先史後期
上腕骨１、基節骨
１、椎体１

無

平安山原Ｃ遺跡

真志喜安座間原第一遺跡
宜野湾市

北谷町

久米島町

南城市
熱田原貝塚

那覇市

浦添市

銘苅原遺跡

伊礼原Ｄ遺跡

伊礼原Ｅ遺跡

小堀原遺跡

喜友名山川原第５遺跡

石垣市

アラフ遺跡

名蔵貝塚群

平安山原地区試掘調査

大原貝塚Ａ地点

清水貝塚

鏡水名座原Ａ遺跡

大山貝塚

嘉門貝塚Ｂ地区

喜友名東原ヌバタキ遺跡

城間遺跡

阿波連浦貝塚

兼城貝塚

古座間味貝塚

新原貝塚

天久貝塚

浦添貝塚

大泊浜貝塚

神田貝塚
大田原遺跡

大原第２貝塚Ｂ地点

喜友名貝塚・喜友名グス
ク

仲間第一貝塚

下上原貝塚

百名第二貝塚

大原第２貝塚Ｃ地点

崎樋川貝塚

伊礼原Ｂ遺跡

竹富町

宮古島市

真栄里貝塚ほか

ガジャンビラ丘陵遺跡

嘉門貝塚Ａ地区

平安山原Ｂ遺跡

城間古墓群

クマヤー洞穴遺跡

トゥグル浜遺跡

長間底遺跡

大度貝塚

船浦貝塚

糸満市

下田原貝塚

浦底遺跡

遺存体 主な骨製品 番号 時　代市町村 遺　 　跡　 　名

42 名護市 前Ⅳ～Ⅴ期

頭蓋骨頭頂部１、頬
骨１、下顎骨１、上
腕骨１、上腕骨？
１、四肢骨片１、椎
骨棘突起２、肋骨
26、不明破片１、肋
骨２、椎骨棘突起１

骨錐１

43 後Ⅳ期～グスク
肩甲骨２、肋骨片
４、不明３

無

44 前Ⅳ～Ⅴ期 海獣骨(ジュゴン)10 無

45 前Ⅳ～Ⅴ期 部位、数量不明 無

46 弥生～古墳(５Ｃ)
頭蓋骨１、肋骨11、
肩甲骨３

無

47 前Ⅳ～Ⅴ期？ 無 製作途上品
48 前Ⅳ期 肋骨：数量等不明 肋骨製製作途上品１

49 後Ⅱ～Ⅲ期？
頭蓋骨１、頭頂骨
１，肩胛骨１，尺骨
１、肋骨５、破片１

無

50 後Ⅲ期？
肩胛骨1、椎骨1、部
位不明２

かんざし状製品１

51 後Ⅱ～Ⅲ期？ 肋骨片40 無

52 後Ⅱ期？
部位及び数量不明
有

無

53 前Ⅳ・Ⅴ期 無 骨針１

54 前Ⅳ～Ⅴ期
頭蓋骨片11、肋骨片
20、不明９

簪３、棒状製品５、骨
輪５

55 前Ⅳ期 肋骨片１ 製作途上品１

56 後Ⅳ期末～グスク

頭骨１、側頭骨１、
後頭骨１，棘突起
７、上顎骨１、下顎
骨１、歯１，椎骨
２、椎
体４、肋骨３、破片
１

麻雀牌形製品１

57 前Ⅳ～Ⅴ期

頭蓋骨片２、頬骨側
頭突起１、頚椎２、
腰椎８、棘突起１、
肋骨片70、不明６、
破片12

骨錐15、篦状製品１、
管状製品１、用途未製
品３

58 前Ⅳ～Ⅴ期

頭蓋骨片20、棘突起
12、肋骨片90、肩甲
骨２、上腕骨３、橈
骨１

骨錐８

59 前Ⅴ期後半
部位、数量等の記載
なし。

蝶形骨製品５、骨錐
１、

60 前Ⅳ～Ⅴ期
肋骨片26、椎体３、
肢骨片９、不明34

骨錐12、ヘラ状製品
１、製作途上品２

61 前Ⅳ～Ⅴ期

頭蓋骨片１、下顎骨
片55、胸椎片１、椎
体片１、棘突起１、
臼歯１、破片13

かんざし状製品1、骨錐
６、ヘラ状製品２、製
作途上品２

62
前Ⅳ～Ⅴ期、後Ⅱ
～Ⅲ期？

頭蓋骨片51、肋骨
326、肩甲骨片19、
上顎骨４、下顎骨
16、椎体１、橈骨
３、尺骨６、幼２

骨針２、簪？２、有孔
製品２

63 後Ⅲ期？ 無 骨錐３

64
前Ⅳ期、後Ⅲ～Ⅳ
期、グスク

肋骨片２ 蝶形骨製品２

65 前Ⅳ期 無 蝶形骨製品１

66 前Ⅰ～Ⅱ期
肩甲骨１、指骨片
(点数不明)

無

67 前Ⅳ～Ⅴ期 肋骨片10 蝶形骨製品３

68 前Ⅳ～Ⅴ期
部位、数量等の記載
なし

蝶形骨製品７、獣形装
身具３、垂飾３、棒状
製品３、かんざし状製
品５、製作途上品５有

69 前Ⅳ～Ⅴ期
下顎骨１、肋骨片
６、上腕骨２、長骨
片１

骨錐１

70 前Ⅳ～Ⅴ期 上顎骨１

かんざし状製品１（肋
骨製とみられるが、ク
ジラ骨等の可能性もあ
り）

71 北中城村 前Ⅳ期 肋骨片１ 無

恩納村

野国貝塚群Ｂ地点

室川貝塚

平敷屋トウバル遺跡

沖縄市

屋部前田原貝塚(Ⅲ地区)

地荒原遺跡

津堅島キガ浜貝塚

知花遺跡

シヌグ堂遺跡

嘉手納町

うるま市

久良波貝塚

読谷村

大久保原遺跡

仲宗根貝塚

古我地原貝塚

地荒原貝塚

伊武部貝塚

勝連城跡 南貝塚

宇堅貝塚

アカジャンガー貝塚

伊波貝塚

津堅貝塚(アギ浜地区)

津堅第二貝塚

長浜貝塚

嘉手納貝塚

高嶺遺跡

仲泊第１洞穴

塩屋貝塚

石川貝塚

大田貝塚

吹出原遺跡

荻堂貝塚

仲泊遺跡第４貝塚

遺存体 主な骨製品

215	ジュゴン骨・

骨製品出土

遺跡分布図 0 20km0 20km

沖 縄 島

伊江島

粟国島

渡 名 喜 島

久 米 島

伊 平 屋 島

伊 是 名 島

慶良間諸島

サンゴ礁の分布

古 宇 利 島

水納島

具志川島

津 堅 島

久 高 島

渡嘉敷島

座 間 味 島

17

18

19

20

21

22 23
24・25 26

27
31

28 29・30
32

33
34

35

36

37・38

39

40

41

42

43
44・45

46

47

48

49・52・59

50
51

53・57・58

54
55

56

60
61

62

63
64

65

66

67

68・70

69

71
72～78

79

80

81・83・84
8285・86

87・88
89

90

91
92 9394

95
96

97
9899

100

101

102

103

104
106
107

105

0 20km0 20km

宮 古 島

石 垣 島

西 表 島

多 良 間 島

与 那 国 島 波 照 間 島

伊良部島

下地島

黒 島

小浜島

竹富島

新 城 島

来 間 島

池 間 島

水 納 島

108
109110

111・112
113

114

115

116・117118

214	ジュゴン骨・骨製品出土遺跡リスト（２）
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もうひとつの頂点

ウミガメ

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
と
並
ん
で
沿
岸
と
外
海
を

往
来
し
て
暮
ら
す
大
型
動
物
で
す
。
沖
縄
近
海
で
は
主

に
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
見
ら
れ
、
前
者

は
草
食
、
後
者
は
動
物
食
傾
向
の
強
い
雑
食
で
す
。
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
で
は
成
熟
ま
で
二
〇
～
二
五
年
を
要
し
、

成
体
で
は
甲
長
一
ｍ
を
越
え
、
体
重
は
一
六
〇
㎏
に
達

し
ま
す
。
沖
縄
の
民
話
で
は
、
竜
宮
（
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
）

か
ら
の
使
い
と
し
て
登
場
し
、
し
ば
し
ば
人
を
助
け
る

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
王
国
時
代
の
「
お
も
ろ
さ
う

し
」
に
も
ジ
ュ
ゴ
ン
と
対
に
な
っ
て
謡
わ
れ
て
お
り
、

ウ
ミ
サ
チ
の
も
う
ひ
と
つ
の
頂
点
と
な
る
生
き
も
の
で

し
た
。

　

貝
塚
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
骨
が
多
く
見

つ
か
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
も

の
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ジ
ュ

ゴ
ン
と
同
様
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
骨
を
加
工
し
た
骨
製
品

に
は
装
飾
的
な
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
が
特
別
な
位
置

を
占
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

216	ウミガメの背甲
椎骨・肋骨が板状に変化したもので、強度が高く遺跡
でもよく保存されています。平敷屋トウバル遺跡。

217	アオウミガメの骨格
右：腹面観、左：背面観。

218	アオウミガメの骨格
正 面 観 。 水 中 で の 活 動 に 特 化 し た 機 能 的 な プ ロ ポ ー シ ョ ン を
し て い ま す 。 ウ ミ ガ メ の 甲 羅 は 他 の カ メ 類 に 比 べ て 小 さ く 軽 く
なっており、頭や手足を甲羅の中に収納することはできません。

219	ウミガメの上腕骨
約7000年前のもので、人類が利用した
ウミガメの骨としては沖縄最古。野国貝
塚群Ｂ地点。

220	ウミガメを利用した骨製品
ウミガメの腹骨板を加工したもので、火を
受けて黒化しています。装飾的な文様が彫
刻されています。熱田原貝塚。

椎骨板
肋骨板

縁骨板

頂骨板

臀骨板

下顎骨

上腹骨板

上腕骨

烏口骨

恥骨

大腿骨

肩甲骨

内腹骨板

中腹骨板

下腹骨板

剣状腹骨板

僕らの背中の

甲羅は椎骨と肋骨が

変化したもの

なんだよ。
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循環型社会を支えた智恵

生きるための道具

221	貝で作られた鏃
やじり

沖 縄 で は 石 鏃 の 出 土 例 は 非 常 に 少 な い の で
すが、約7000年前以降、このような貝で作
られた鏃が見られます。野国貝塚群B地点。

222	さまざまな素材で作られた鏃・刺突具
イノシシの骨や歯、エイの棘、イモガイなどで作られた鏃や刺突具。沖縄
では石よりも、こうした骨や貝、あるいは植物質の鏃が使われていたのか
も知れません。1・2：室川貝塚、3：嘉手納貝塚、4：天久貝塚、5：清水
貝塚、6：平敷屋トウバル遺跡、7・8：浜崎貝塚。

223	骨針
イノシシの脛骨を半截して一端を尖らせた針。室川貝塚。224	貝皿・貝匙

貝塚時代には、皿や匙としてこのような自然の貝
殻が使われていました。ナガラ原第三貝塚。

225	貝製利器
スイジガイの棘を研磨して刃を付けた利器（右２
点）と、チトセボラの殻軸端部を研磨して尖らせ
た利器（左）。

　

貝
塚
人
に
と
っ
て
、
ウ
ミ
サ
チ
や
ヤ
マ
サ
チ
は
食
べ

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
々
の
手
助
け
と
な
る
道
具

の
素
材
で
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
食
後
に
残
さ
れ
る

骨
や
貝
殻
を
大
切
な
資
源
と
と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
く
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

貝
塚
人
が
残
し
た
道
具
の
数
々
か
ら
は
、
彼
ら
の
智
恵

と
豊
か
な
発
想
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

貝
塚
人
の
道
具
は
、
現
代
の
工
業
製
品
な
ど
と
は
異

な
り
、
自
然
か
ら
隔
絶
し
た
人
工
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
や
が
て
役
目
を
終
え
た
道
具
は
廃
棄
さ
れ
朽

ち
て
い
き
ま
す
が
、
無
機
質
の
土
器
や
石
器
、
そ
し
て

幸
運
に
も
貝
塚
な
ど
の
特
殊
な
環
境
に
廃
棄
さ
れ
た
骨

製
品
や
貝
製
品
だ
け
が
、
現
代
に
姿
を
留
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
道
具
は
、
文
字
通
り
土
に
帰
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
意
味
で
、
貝
塚
人
の
道
具
は
自
然
界
の
物
質

循
環
を
構
成
す
る
一
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。

１
２

３

４
５

６

７
8

2 c m
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226	赤色顔料の付着したシャコガイ
赤色顔料を使用する際のパレットとして用いられたと
考えられます。清水貝塚。

227	貝錘
沖縄の遺跡からはヤスや釣針などの漁具はほとんど見つかり
ませんが、漁網錘と考えられる貝錘が出土することから、小
規模な網漁が行われていた可能性があります。また、沖縄・
奄美の各地では、近代まで蔦草などを用いた追い込み漁や毒
流し漁も行われており、そうした証拠の残りづらい漁も行わ
れていたかも知れません。新原貝塚。

228	螺蓋製利器
ヤコウガイの蓋を利用した利器。新原貝
塚。

229	貝刀
クロチョウガイを加工したナイフ。
渡喜仁浜原貝塚（今帰仁村）。

壊れても修理して

大事に使っていた

んだね。

230	貝斧
シャコガイを磨いて石斧と同じ形を作
り出しており、製作には多大な労力を
要したと思われます。清水貝塚。

231	補修孔のある貝製品
イモガイ製の装飾品。組み合わせて紐で繋ぎ止めるよ
うになっています。城間古墓群（浦添市）。

232	補修孔のある貝輪
オオツタノハ製の貝輪。破損後も孔（矢印部
分）を穿って補修し、大切に使用されていた
ことがわかります。仲宗根貝塚。

233	補修孔のある土器
破損した土器に孔を穿って補修したもの（右写真）。左は補修孔部分の拡大写真で、亀裂の
左右に穿った孔（矢印部分）に紐を通して補修し、使用されたと考えられます。津堅貝塚。
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第 3 章

貝塚を掘る

234	具
ぐ し ば る

志原貝塚（伊江村）発掘調査時のスナップ
1963年12月。
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昔も今も

ざくざくわくわく

　

昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
、
貝
塚
の
発
掘
は
大
変
で
す
が

楽
し
い
作
業
で
す
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
一
月

に
行
わ
れ
た
長
濱
貝
塚
の
発
掘
に
関
す
る
新
聞
記
事
で

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
…
（
島
袋
）
源
一
郎
氏
は
一
生
懸
命
だ　

小
さ
い

ス
コ
ッ
プ
を
右
手
に
人
夫
の
振
り
上
げ
る
鍬
の
下
を

く
ゞ
っ
て
蛋の

み
と
り
ま
な
こ

取
眼
で
あ
さ
つ
て
い
る
。
丁
度
崩
れ
か
ゝ

つ
て
い
た
断
面
の
上
に
直
角
に
溝
を
造
っ
て
い
る
の
で

鍬
が
下
さ
れ
る
度
毎
に
崩
壊
面
を
伝
っ
て
ズ
ル
ズ
ル
土

は
流
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
下
に
待
ち
か
ま
へ
て
い
る
多
和

田
訓
導
を
始
め
渡
口
宮
里
西
岡
の
面
々
が
続
々
現
は

れ
て
く
る
貝
殻
の
間
か
ら
土
器
の
破
片
を
拾
ひ
あ
げ
て

い
る
…
」

「
…
一
同
多
和
田
訓
導
が
寄
贈
し
た
本
場
美
里
の
蜜み

か
ん柑

　

元
気
を
つ
け
て
最
後
の
馬
力
だ
…
と
果
然
出
た
出

た
、
源
一
郎
氏
が
素
敵
な
の
を
掘
り
出
し
た
。
骨
器

な
の
だ　

長
さ
二
寸
位
の
湾
曲
し
た
獣
骨
の
両
端
に
穴

が
あ
け
ら
れ
て
い
て　

こ
れ
に
紐
を
通
し
て
首
飾
り
か

腰
の
飾
り
に
し
た
も
の
と
思
は
れ
る　

相
当
の
重
さ
が

あ
っ
て
骨
と
は
思
へ
な
い
く
ら
ひ
だ
。
そ
れ
に
土
に
埋

ら
れ
て
約
二
千
年
を
経
過
し
た
い
ま
で
も
光
沢
が
あ
っ

て　

ま
た
穴
は
一
方
開
き
だ
…
」

珍
品
探
し
に
血
道
を
あ
げ
た
昔
の
発
掘
と
は
違
っ

て
、
現
代
で
は
遺
跡
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

地
層
を
一
枚
一
枚
全
て
人
の
手
で
発
掘
し
て
精
密
な
測

量
や
記
録
を
行
い
、
掘
り
あ
げ
た
土
も
篩
い
が
け
し
て
、

微
細
な
遺
物
も
漏
ら
さ
な
い
、
科
学
的
な
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
ひ
た
す
ら
土
に
向
き
合
い
、

珍
品
や
優
品
を
み
つ
け
た
時
の
感
動
や
喜
び
は
、
今
も

昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

235	具志原貝塚の発

掘調査風景①
現 在 の 伊 江 島 フ ェ リ ー
タ ー ミ ナ ル の 裏 手 に あ る
砂 丘 上 に 形 成 さ れ た 貝
塚 で 、 国 史 跡 。 琉 球 大
学 の 友 寄 英 一 郎 氏 と 学 生
に よ っ て 1 9 6 3 年 1 2 月 と
1 9 7 0 年 1 2 月 の 2 度 に わ た
る 発 掘 調 査 が 行 わ れ ま し
た 。 写 真 は 1 9 7 0 年 1 2 月
の発掘地点の遠景です。

236	具志原貝塚の発掘調査風景②
立派な犬歯の残るイノシシ下顎骨がみつかりました。1970年12月。

237	具志原貝塚の発掘調査風景③
発掘した大量の遺物を収納する作業も大変
です。1970年12月。

238	具志原貝塚の発掘調査風景④
さらに深く砂層を掘り下げています。1970
年12月。



第３章　貝塚を掘る81

5 c m

239	埋葬されたイヌ
砂層中に穴を掘って丁寧に埋葬されたイヌ（1号埋葬
犬）。約2500年前。安和与那川原遺跡。

240	埋葬されたイヌの骨
1号埋葬犬。安和与那川原遺跡。

241	イヌ（頭骨）
沖縄最古級のイヌ頭骨で、九州の縄文犬が持ち込まれ
たと考えられる。約5500年前。伊

い れ い ば る

礼原遺跡。

イヌとヒトの共生トピックス⑪トピックス⑪

イ ヌ は 人 類 史 上 最 も 古 い 家 畜 で、1 万 5000 年 ほ ど 前 に 野 生 の オ オ カ ミ を 飼 い 慣 ら す こ と に よ っ て 登 場 し た。 沖 縄 に お
けるイヌの飼育は貝塚時代に始まったと考えられており、そのルーツは約 5500 年前に九州から導入された縄文犬に遡るこ
とができる。貝塚人にとってイヌは、狩猟犬や番犬として活躍してくれるパートナーであり、イヌにとってヒトはおいしい
餌を与えてくれるパトロンだった。くらしの中で狩猟が重要なウエイトを占めていた貝塚時代には、優秀なイヌは他のイヌ
と は 異 な る 特 別 な 扱 い を 受 け る こ と も あ っ た。安

あ わ

和与
よ な が わ ば る

那川原遺跡（名護市）では、二体の埋葬されたイヌが見つかっており、
当時の人々のイヌに対する愛情がうかがえる。一方、イヌの骨は散乱した状態で見つかることもあり、食されることもあっ
たのかも知れない。
　 琉 球 王 国 時 代 の 文 献 記 録 に は、 イ ヌ 以 外 に ウ シ や ウ マ、 ブ タ、 ネ コ、 ニ ワ ト リ、 ヤ ギ な ど 多 様 な 家 畜 が い た こ と が 記 さ
れているが、これらはすべてグスク時代以降に導入されたもので、イヌに比べるとはるかに遅れて登場した新参者だった。

242	イヌ（頭骨）
具志頭城址では、崖下に投棄された状態で、このような
保存の良いイヌの骨が複数個体分まとまって見つかって
いる。食用にされたのだろうか。グスク時代以降。

243	ネコ（頭骨）
ネコはイヌよりはるかに遅く、グスク時代以降に導入さ
れた。グスク時代以降。具志頭城址。

1 A1 B1 C

12

1 A1 B1 C
5 c m

5 c m
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よみがえる１００年前の発掘 

むかし掘った貝塚

　

一
九
〇
四
年
に
鳥
居
龍
蔵
が
初
め
て
貝
塚
を
発
見
し

て
以
来
、
沖
縄
の
貝
塚
研
究
は
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
戦
前
に
収
集
さ
れ
た
出

土
品
の
大
部
分
は
、
島
々
を
焼
き
尽
く
し
た
沖
縄
戦
に

よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
鳥

居
龍
蔵
や
松
村
瞭
が
収
集
し
、
東
京
大
学
に
保
管
さ
れ

て
い
た
資
料
は
、
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
危
機
を
く
ぐ
り
抜
け
、
奇
跡
的
に
現
在
ま
で
残

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
爵
大
山
柏
が
収
集
し
た
考
古

学
資
料
は
、
一
九
四
五
年
五
月
二
五
日
の
空
襲
に
よ
る

大
山
史
前
学
研
究
所
の
焼
失
に
よ
っ
て
失
わ
れ
ま
し
た

が
、
彼
が
発
掘
し
た
伊
波
貝
塚
の
出
土
品
の
大
部
分
は
、

東
京
大
学
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
難
を
逃
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
戦
前
に
収
集
さ
れ
た
沖
縄
の
貝
塚
出
土
品

を
紹
介
し
ま
す
。

244	荻堂貝塚の発掘調査の様子
松村瞭による発掘調査の際の写真（1919年5月17日）。

245	荻堂貝塚の貝層
発掘坑の断面に貝殻が白く見えています。

246	鳥居龍蔵収集資料
鳥居が発見・報告した沖縄の貝塚出土品。

247	鳥居龍蔵収集資料
鳥居が川平貝塚で発見・収集した外耳土器や石器。実際に
は石器時代のものではなく、グスク時代のものでした。

248	荻堂式土器
先端が二又になった工具で、二条の平行線からなる文
様が施されています。荻堂貝塚。

※図244はWEB
公開対象外

※図245はWEB
公開対象外

※図246はWEB
公開対象外

※図247はWEB
公開対象外

※図248はWEB
公開対象外
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249	貝匙
ヤコウガイの真珠層を利用した匙。非常に薄く丁寧に仕上げられて
おり、軽やかな逸品である。荻堂貝塚。

250	サメ椎骨穿孔品
耳飾りと考えられるもので、部分的に赤
色顔料が残存しています（左）。沖縄で
初めて報告された顔料利用の証拠です。
荻堂貝塚。

ご先祖さまの骨だ！

251	貝刀
クロチョウガイを加工した刃器。荻堂貝塚。

252	骨製ポイント
イノシシの尺骨を利用したポイント（針）。荻堂
貝塚。

253	イヌの下顎骨
貝塚時代のイヌの骨。沖縄最初の出土例として
重要な資料です。荻堂貝塚。

254	ジュゴン肋骨
ジュゴンの骨としては日本
で最初の出土品です。荻堂
貝塚。255	骨製品

ウミガメの肋骨板を加工した特殊な骨製品。赤色顔料が塗布され
ています。荻堂貝塚。

※図249はWEB
公開対象外

※図250はWEB
公開対象外

※図252はWEB
公開対象外

※図251はWEB
公開対象外

※図253はWEB
公開対象外

※図255はWEB
公開対象外

※図254はWEB
公開対象外
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256	加工された骨
イノシシの四肢骨（1～3・5）やウミガメの骨（4）を加工したもの。
右は3の断面の拡大写真。荻堂貝塚。

257	貝輪
シャコガイ製の組合式貝輪。
荻堂貝塚。258	貝輪

左はウミギク科、右はオオベッコウガサ。
荻堂貝塚。259	ツノガイ類

ビーズとして利用され
たと考えられます。荻
堂貝塚。

260	オオガンゼキ製品
オオガンゼキの背面と腹面に透かし穴をあけた貝製品。
右：腹面、左：背面。伊波貝塚。

261	伊波貝塚出土土器
報告書の図版番号が塗料で注記されていま
す。伊波貝塚。

※図256はWEB
公開対象外

※図257はWEB
公開対象外※図258はWEB

公開対象外
※図259はWEB
公開対象外

※図260はWEB
公開対象外

※図261はWEB
公開対象外
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262	クロチョウガイ

製品
クロチョウガイの真珠層を
Ｃ字形に切り抜いた垂飾品
の破損品（右）と未成品

（左）。伊波貝塚。

263	スイジガイ製品
スイジガイを板状に加工し、穿孔したもの。
右：表面、左：裏面。伊波貝塚。

264	スイジガイ製品
スイジガイの棘を加工し
た垂飾品。伊波貝塚。

265	骨製品
ゆるやかにカーブした形
状の用途不明の骨製品。
伊波貝塚。

267	ホラガイ製品（右）とタケノコガイ製品（左）
ホラガイの貝片に穿孔したものと、タケノコガイを板状に薄く加
工した装飾品。伊波貝塚。

268	貝輪
さまざまな貝を利用した貝輪。1：オオツタノハ、2：クモガイ、3：ゴホウラ。伊波貝塚。

266	貝匙
ヤコウガイ製の貝匙。伊波貝塚。

※図262はWEB
公開対象外

※図263はWEB
公開対象外

※図264はWEB
公開対象外

※図265はWEB
公開対象外

※図267はWEB
公開対象外

※図266はWEB
公開対象外

※図268はWEB
公開対象外
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269	赤色顔料が付着した石器
大 山 柏 が 伊 波 貝 塚 調 査 の 折 に 天 願 貝 塚
で 採 集 し た 石 器 。 硬 質 の 砂 岩 礫 で 、 表
面に赤色顔料が付着している。

資料コード 10004513

ファイル番号 A007

撮影時期 戦後

撮影年 1960年頃

撮影対象地

分類 ⼈物

備考 川平朝申⽒資料／写真保存箱190（アルバム番号013）

配架コード 055-A-07

金関丈夫夫妻

写真資料
当館収集の戦前･戦中･戦後の写真資料。主に那覇市を中⼼に収集。約20,000点。

概要
!

金関丈夫の人骨研究
　

一
九
二
九
年
、
当
時
京
都
帝
国

大
学
に
在
籍
し
て
い
た
金
関
丈
夫

は
、
小
橋
川
朝
重
が
城
嶽
貝
塚
で
発

見
し
、
川
平
朝
令
宅
に
保
管
さ
れ
て

い
た
大
腿
骨
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
。
彼
は
、
こ
の
大
腿
骨
が
石
器
時

代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
骨
頭
部
が

比
較
的
小
さ
く
、
筋
付
着
部
が
発
達

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本
石

器
時
代
人
に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘

し
、
日
本
と
沖
縄
の
石
器
時
代
遺
物

の
類
似
性
と
合
わ
せ
て
「
極
め
て

興
味
あ
る
事
実
」
と
述
べ
て
い
る
。

九
〇
余
年
前
の
金
関
の
認
識
は
、
現

代
に
続
く
沖
縄
の
貝
塚
時
代
人
骨
研

究
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
形
態

や
遺
伝
子
か
ら
、
縄
文
人
と
貝
塚
人

の
繋
が
り
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

トピックス⑫トピックス⑫

270	貝製品
荻 堂 貝 塚 の 発 掘 に 先 立 つ 1 9 1 7 年 8 月 に 、 当
時 屋 部 小 学 校 長 だ っ た 宮 城 眞 治 に よ っ て 採
集 さ れ た シ ャ コ ガ イ 製 の 貝 製 品 。 宮 城 は 羽
地 村 （ 現 名 護 市 ） 生 ま れ の 民 俗 学 者 ・ 教 育
者。右：荻堂貝塚、左：伊波貝塚。

271	伊
い は

波普
ふ ゆ う

猷採集の土器
伊 波 普 猷 は 鳥 居 龍 蔵 と 親 交 が あ
り 、 考 古 学 に も 関 心 を 持 っ て い
ました。城嶽貝塚。

272	黒曜石
大 正 ９ （ 1 9 2 0 ） 年 １ ０ 月 １ ７ 日 に 川 平 朝 令
が 城 嶽 貝 塚 で 採 集 し た も の で 、 沖 縄 に お け る
黒 曜 石 の 発 見 例 と し て は 最 も 初 期 の も の 。 な
お 、 伊 波 貝 塚 発 掘 報 告 附 録 に よ れ ば 、 同 時 期
に 黒 田 源 太 郎 も 城 嶽 貝 塚 で 石 鏃 や 黒 曜 石 を 採
集していたようです。

273	城嶽貝塚発見の大腿骨

274	金関丈夫

（1897年2月18日－1983年2月27日）
香川県琴平に生まれ、松江中学・三高を経て京都帝国大学医学部に学ぶ。京
都大学・台湾大学・九州大学を経て帝塚山大学教授。考古学・人類学・民族
学 な ど 、 幅 広 い 分 野 に わ た っ て 業 績 を 残 し た こ と で 知 ら れ る 。 1 9 2 9 年 に は

「 沖 縄 縣 那 覇 市 外 城 嶽 貝 塚 よ り 発 見 せ る 人 類 大 腿 骨 に 就 い て 」 と 題 し た 論 文
を『人類学 雑誌』に発表し、沖縄の石器時代人骨研究の口火を切った。戦後
は北部九州の弥生時代人骨の調査を通して、「渡来混血説」を唱えたことで
も 知 ら れ る 。 波 照 間 島 下 田 原 貝 塚 や 種 子 島 広 田 遺 跡 な ど 、 琉 球 列 島 各 地 の 重
要遺跡の調査を手がけ、学術的成果を次々と発表するとともに、多くの文章
を残している。

黒曜石ははるばる

九州から運ばれて

きたものなんだよ。

※図269はWEB
公開対象外

※図270はWEB
公開対象外

※図271はWEB
公開対象外
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ヤコウガイ製貝匙の模造復元トピックス⑬トピックス⑬

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
（
夜
光
貝
：Turbo 

m
arm

oratus

）
は
イ
ン
ド
太
平
洋
の
温

暖
な
サ
ン
ゴ
礁
域
に
生
息
す
る
大
型
の
巻

貝
で
あ
る
（
図
275
）。
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
は
肉

量
が
多
く
美
味
で
あ
り
、
先
史
時
代
か
ら

島
嶼
地
域
の
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て

食
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
重
厚
な
殻
の
内

に
秘
め
た
真
珠
層
は
、
螺ら

で
ん鈿

細
工
の
原
料

と
し
て
利
用
さ
れ
、
琉
球
王
国
時
代
に
は

琉
球
か
ら
明
に
約
三
万
個
も
の
貝
殻
が
贈

ら
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
匙
は
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の

体
層
部
を
用
い
た
貝
製
容
器
で
あ
る
。
形

状
や
容
量
に
よ
っ
て
「
皿
状
貝
製
容
器
」

や
「
杓
子
状
貝
製
容
器
」、「
貝
匙
」
な

ど
の
様
々
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
匙

と
聞
く
と
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
の
よ
う
な
片

手
に
収
ま
る
食
器
類
を
想
像
す
る
人
が
多

い
だ
ろ
う
が
、
貝
塚
時
代
の
遺
跡
か
ら
出

土
す
る
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
匙
の
多
く
は
、

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
体
層
部
を
割
り
取
っ
て
成

形
し
た
巨
大
な
レ
ン
ゲ
状
の
容
器
で
あ

る
。
そ
の
大
き
さ
と
装
飾
か
ら
儀
式
に
用

い
ら
れ
た
盃
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
実
際
の
用
途
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
。
沖
縄
諸
島
で
は
貝
塚
時
代
か
ら
近
世

ま
で
断
続
的
に
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
匙
の
出

土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

今
回
復
元
し
た
貝
匙
は
沖
縄
県
南
城

市
に
あ
る
熱
田
原
貝
塚(

約
三
五
〇
〇

年
前)

か
ら
出
土
し
た
入
念
な
装
飾
が
施
さ
れ
た
貝

匙
（
柄
部
の
み
残
存
）
で
あ
る
。
熱
田
原
貝
塚
か
ら

は
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
匙
の
ほ
か
に
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
貝

鏃
、
装
飾
を
施
し
た
パ
イ
プ
ウ
ニ
の
ビ
ー
ズ
、
様
々

な
貝
類
を
材
料
に
し
た
貝
輪
な
ど
多
様
な
貝
製
品
が

出
土
し
て
い
る
。

　

貝
匙
の
模
造
復
元
は
①
計
測
と
設
計
、
②
貝
殻
の

準
備
、
③
螺
肋
の
除
去
、
④
割
取
り
、
⑤
成
形
・
整

形
の
五
つ
の
工
程
か
ら
な
る
。
出
土
し
た
貝
匙
と
貝

殻
の
破
片
か
ら
、
貝
匙
の
製
作
工
程
を
推
定
す
る
研

究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
未
だ
解
明
で
き
て
い
な
い
課

題
も
多
い
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
工
程
は
、
筆
者
が
現

段
階
で
試
み
て
い
る
模
造
復
元
工
程
で
あ
る
。
研
究

者
に
よ
っ
て
は
作
業
の
順
番
が
前
後
す
る
が
、
基
本

的
に
は
貝
殻
を
打
ち
割
っ
て
、
形
を
整
え
、
磨
い
て

仕
上
げ
る
と
い
う
手
順
と
な
る
。

①
最
初
に
復
元
す
る
貝
匙
の
見
取
り
図
を
作
成

し
、
こ
の
貝
匙
が
貝
殻
の
ど
の
部
分
を
割
り
取
っ
て

製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。
資
料
を
図
化
す
る
こ
と
で
、
形
、
サ
イ
ズ
、
残

存
状
況
か
ら
原
材
料
と
な
っ
た
貝
殻
の
大
き
さ
を
求

め
、
貝
匙
を
復
元
す
る
た
め
の
設
計
図
を
作
成
す
る
。

今
回
復
元
し
た
貝
匙
は
、
殻
の
直
径
が
一
八
～
二
一

㎝
の
成
貝
を
図

276
の
よ
う
に
用
い
て
お
り
、
残
存
部

の
形
状
と
計
測
値
か
ら
全
長
一
五
～
一
八
㎝
程
度
の

貝
匙
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

②
次
に
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
殻
を
準
備
す
る
。
用
意

す
る
貝
殻
は
で
き
る
だ
け
新
鮮
な
も
の
が
お
す
す
め

で
あ
る
。
古
い
死
貝
は
内
側
が
薄
く
白
い
膜
で
覆
わ

れ
、
貝
殻
か
ら
粘
り
が
無
く
な
り
割
れ
や
す
く
な

275	ヤコウガイ
貝 殻 （ 左 ） は 大 型 で 、 殻 内 面 の 真 珠 層 が 美 し い 。 蓋

（ 右 上 ： 外 面 側 、 右 下 ： 内 面 側 ） は 丸 く 厚 み が あ り 、 し
ばしばハンマーとして用いられた。

276	貝匙の復元想定図
欠損部は推定。匙の先端部分が殻口側、柄の部分が殻頂
側に位置している。

0 10㎝

欠損部（推定）
残存部

残存部分

残存部欠損部

螺肋

殻 頂

縫 合
体 層

結 節
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る
・・・
気
が
す
る
。
数
十
個
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
を
打
ち
割
っ

た
経
験
か
ら
、
新
鮮
な
貝
殻
は
粘
り
が
あ
り
加
工
が
容

易
で
、
仕
上
り
も
綺
麗
に
な
る
印
象
を
受
け
た
。
貝
殻

は
一
見
き
れ
い
に
見
え
て
も
貝
殻
の
奥
に
家
主
が
残
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
作
業
に
入
る
前
に
退
去
し
て
い

た
だ
こ
う
。

③
貝
殻
が
準
備
で
き
た
ら
貝
匙
を
割
り
取
る
の
に
邪

魔
な
螺
肋
を
叩
い
て
除
去
す
る
。
こ
の
と
き
活
躍
す
る

の
が
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
蓋
で
あ
る
（
図

277
Ａ
）。
琉
球
列

島
の
多
く
の
先
史
遺
跡
で
は
、
ハ
ン
マ
ー
と
し
て
の
使

用
痕
が
残
る
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
蓋
が
多
数
出
土
す
る
。
ヤ

コ
ウ
ガ
イ
を
叩
く
の
に
石
や
鉄
器
、
貝
殻
な
ど
思
い
つ

く
限
り
の
道
具
を
試
し
て
み
た
の
だ
が
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ

を
一
番
効
率
よ
く
叩
き
割
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ヤ
コ

ウ
ガ
イ
の
蓋
で
あ
る
。
例
え
る
な
ら
ば
黒
曜
石
と
シ
カ

角
の
よ
う
に
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
殻
と
蓋
は
貝
匙
作
り

に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
組
み
合
わ
せ
な
の
で
あ
る
。

④
螺
肋
を
除
去
し
た
ら
次
は
貝
殻
か
ら
貝
匙
の
概
形

を
割
り
取
る
（
図

277
Ｂ
）。
貝
殻
は
そ
れ
ぞ
れ
貝
種
に

よ
っ
て
割
れ
や
す
い
方
向
が
存
在
す
る
。
貝
殻
を
叩
く

力
と
方
向
を
調
整
す
る
こ
と
で
目
的
の
部
位
だ
け
を
正

確
に
割
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
た
だ
し
、
同
じ
よ

う
に
見
え
る
貝
殻
に
も
少
し
ず
つ
個
体
差
が
あ
り
、
思

い
通
り
に
割
れ
な
い
時
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

今
回
は
絶
対
に
失
敗
し
な
い
方
法
、
電
動
工
具
を
使
っ

て
必
要
部
位
を
切
り
出
し
た
。
使
用
す
る
部
位
は
貝
殻

の
体
層
部
、
殻
口
側
を
上
に
向
け
て
置
い
た
時
、
地
面

に
接
し
た
部
分
が
ち
ょ
う
ど
貝
匙
の
底
に
な
る
。
つ
ぼ

焼
き
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
分
か
り
や
す
い
、
つ
ぼ
焼
き

に
す
る
時
、
地
面
に
接
す
る
部
分
が
貝
匙
の
底
で
あ
る
。

⑤
貝
殻
の
体
層
部
を
大
き
く
切
り
取
り
、
柄
と
身

の
部
分
が
取
れ
る
よ
う
に
貝
匙
の
形
に
成
形
し
た

ら
、
あ
と
は
砥
石
や
ヤ
ス
リ
を
使
っ
て
削
り
な
が
ら

整
形
し
、
磨
き
上
げ
る
と
完
成
だ
（
図

278
）。

　

設
計
か
ら
貝
殻
の
切
り
取
り
ま
で
の
作
業
時
間
は

約
三
時
間
、
整
形
・
成
形
工
程
か
ら
仕
上
げ
ま
で
は

一
週
間
か
ら
半
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
。
三
年
程

前
に
作
り
始
め
た
現
代
の
工
具
を
使
わ
な
い
貝
匙

は
、
未
だ
に
完
成
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。
毎
日

決
ま
っ
た
時
間
作
業
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

貝
塚
時
代
の
工
程
を
一
つ
一
つ
検
証
し
な
が
ら
、
一

つ
の
貝
匙
を
復
元
す
る
作
業
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
は
見
え
な
い
か
ら

こ
そ
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
貝
殻
と
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
間
は
貝
塚
時
代
の
文
化

を
理
解
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

も
し
か
し
た
ら
貝
塚
時
代
の
人
々
も
食
べ
た
後
の

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
殻
を
利
用
し
、
生
業
の
合
間
に
で

き
る
僅
か
な
時
間
に
コ
ツ
コ
ツ
と
貝
殻
を
削
り
、
生

涯
を
通
し
て
一
つ
の
貝
匙
を
仕
上
げ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
仮
定
す
る
と
、
貝
匙
は
貝
塚

時
代
の
人
々
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
成
果
で
あ
り
、
一

つ
一
つ
の
装
飾
や
研
磨
に
は
文
化
や
人
生
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

少
し
話
が
飛
躍
し
す
ぎ
た
が
、
貝
塚
時
代
の
人
々

と
同
じ
方
法
で
、
貝
匙
を
復
元
す
る
の
は
な
か
な
か

感
慨
深
い
も
の
で
あ
る
。

（
株
）
文
化
財
サ
ー
ビ
ス

　

調
査
員　

楠
瀬
康
大

277	作業の様子
A：ハンマーとしてヤコウガイの蓋を用いた螺肋の除去作業。
B：使用部位の切り出し状況（電動工具使用）。

278	完成した貝匙（模造品）
出土品では表面が白っぽく劣化したものが多いが、
製作当初は美しい虹彩を帯びていたことがわかる。

ＡB
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モデルチェンジする社会

貝塚文化のその後

　

紀
元
前
九
世
紀
頃
、
韓
半
島
か
ら
九
州
北

部
に
水
田
稲
作
を
基
盤
と
す
る
農
耕
文
化
が

伝
わ
る
と
、
在
来
の
縄
文
人
が
営
ん
で
い
た

狩
猟
採
集
社
会
は
、
大
幅
な
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
を
遂
げ
ま
し
た
。
谷
筋
や
沖
積
地
に
は
水

田
が
開
か
れ
、
そ
れ
ま
で
の
狩
猟
採
集
に
変

わ
っ
て
農
業
が
生
業
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

紀
元
前
三
世
紀
頃
ま
で
に
は
、
青
森
か
ら
鹿

児
島
ま
で
、
広
汎
な
地
域
に
農
耕
社
会
が
出

現
し
ま
し
た
。
一
世
紀
の
中
国
の
歴
史
書
「
漢

書
」
に
は
、
日
本
（
倭
）
に
つ
い
て
「
分
か

れ
て
百
余
国
と
為
る
」
と
記
さ
れ
、
農
耕
社

会
の
成
立
か
ら
一
千
年
ほ
ど
を
経
て
、
国
家

と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
で
き
は
じ
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
方
、
豊
か
な
貝
塚

文
化
を
享
受
し
、
水
田
稲
作
に
適
し
た
沖
積

地
が
限
ら
れ
て
い
た
沖
縄
の
人
々
は
、
九
州

の
弥
生
人
と
積
極
的
に
交
流
を
も
ち
な
が
ら

も
、
弥
生
的
な
農
耕
文
化
は
受
け
入
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

沖
縄
の
狩
猟
採
集
社
会
に
大
き
な
変
化
が

訪
れ
た
の
は
、
九
州
以
北
の
日
本
が
国
家
と

し
て
成
熟
す
る
一
方
、
中
央
の
朝
廷
に
対
し

て
地
方
勢
力
が
台
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
一
世
紀
頃
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
狩

猟
採
集
社
会
を
営
ん
で
い
た
貝
塚
人
が
、
な

ぜ
農
耕
を
受
容
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の

背
景
に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ウ
シ
な
ど
の
畜
力
を
活
用

し
た
雑
穀
主
体
の
農
耕
は
、
水
田
稲
作
に
は

279	シャコガイの

貝錘をつけた

漁網
民 俗 資 料 。 沖 縄 で は
数 十 年 前 ま で 、 こ の
よ う な シ ャ コ ガ イ や タ
カ ラ ガ イ の 貝 錘 を つ け
た漁網が現役で用いら
れていました。

280	ホラガイの湯沸かし
方言名：ブラヤックヮン。貝塚時代
のものとほぼ同じ形態で、野良仕事な
どではこのような湯沸かしやシャコガ
イの皿などが用いられました。民俗資
料。

281	匙形青銅製品
貝匙を模したと思われる青銅製
品。グスク時代。勝

かつれん

連城跡（う
るま市）。

282	貝匙
把手部分に細かな細工が施されたヤ
コウガイ製の貝匙。グスク時代。今
帰仁城跡。

283	貝匙
真珠層の美しい輝きを留めたヤコウガ
イ製の貝匙で、グスク時代のもの。下
地原洞穴遺跡（久米島町）。
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不
向
き
だ
っ
た
沖
縄
の
島
々
に
も

急
速
に
波
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

農
耕
文
化
の
波
及
は
、
沖
縄
の

社
会
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
狩
猟
採
集
に
比
べ
て
労

働
時
間
は
著
し
く
増
加
し
ま
し
た

が
、
栄
養
状
況
は
向
上
し
、
急
増

し
た
人
口
が
農
耕
社
会
を
支
え
る

新
た
な
労
働
力
と
な
り
ま
し
た
。

生
産
力
の
増
大
や
外
部
世
界
と
の

交
流
の
活
発
化
に
伴
っ
て
、
次
第

に
貧
富
の
差
が
拡
大
し
、
階
層
社

会
が
生
ま
れ
、
権
力
者
の
登
場
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貝
塚
人

が
使
っ
て
い
た
素
朴
な
道
具
は
、

手
間
を
か
け
て
作
ら
れ
た
耐
久
性

の
高
い
舶
来
の
陶
磁
器
や
鉄
製
品

な
ど
、
言
わ
ば
「
超
人
工
物
」
に

取
っ
て
変
わ
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
も
、

相
変
わ
ら
ず
貝
塚
時
代
と
同
じ
よ

う
な
骨
貝
製
品
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
点
に
、

急
激
な
変
革
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
既
存
の
社
会
や
文
化
を
う
ま

く
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
、
新
た

な
時
代
に
対
応
し
て
い
っ
た
人
々

の
し
な
や
か
さ
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

284	巻貝製品
巻貝の螺塔部を利用したもので、貝塚時代の貝玉によく似
ています。グスク時代。拝

うがんやま

山遺跡（浦添市）。

1 A 1 B

1 C

2 A

2 B

285	サメ椎骨製品
サメの椎骨に孔を穿ったもので、一連の玉飾りとして使用
されたと考えられます。グスク時代。今帰仁城跡。

286	タガヤサンミナシ
左は貝塚人が収集した貝殻で、加工等は見られません。貝
塚時代前期。大山貝塚。右は現生のタガヤサンミナシで三
角形が重なった美しい模様が見られます。タガヤサンミナ
シはアンボイナと並んで猛毒をもつと言われています。

287	タガヤサンミナシ製品
タガヤサンミナシの腹面部を平坦に研磨し、背面下端部に
スリットを切り込んだ貝製品。貝塚時代前期。下上原貝塚。

288	タガヤサンミナシ製品
グスク時代の貝製品。1は背面側下部、2は殻頂部
に 孔 が あ け ら れ て お り 、 後 者 は 腹 面 側 が 研 磨 さ れ
て い ま す 。 グ ス ク 人 も 美 し い 貝 殻 に 魅 力 を 感 じ て
いたのかも知れません。拝山遺跡。

289	骨鏃
ジ ュ ゴ ン の 肋 骨 な ど か ら 作 ら れ た 骨 鏃 。 ジ ュ ゴ ン の 骨 を 利 用
し た 鏃 は 貝 塚 時 代 に は 見 ら れ な か っ た も の で 、 武 器 と し て の
鏃 を 量 産 す る に あ た り 、 硬 く 緻 密 な 骨 が 多 く 得 ら れ る ジ ュ ゴ
ン は 好 都 合 だ っ た の で し ょ う 。 グ ス ク 時 代 以 降 、 ジ ュ ゴ ン と
人の関係性も変容していったことがうかがえます。勝連城跡。
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第 4 章

サイエンスで
見る海洋文化史

290	海岸に漂着するゴミ
近 年 激 増 し つ つ あ る 漂 着 ゴ ミ は 大 き な 問 題 と な っ て い ま す 。 そ の 多 く は プ ラ ス チ ッ ク 製 の 漁 具 や ペ ッ ト ボ ト ル な
ど、石油を原料とする工業製品すなわち「超人工物」からなり、環境への影響が懸念されています。沖縄島北部。
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人と自然はいかに共存してきたのか

貝塚から見る
環境変化と SDGs

　

沖
縄
の
島
々
に
人
類
が
渡
来
し
て
以
降
、
人
と
自
然

は
長
い
間
共
存
し
て
き
ま
し
た
。
貝
塚
や
遺
跡
は
島
々

の
至
る
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
お
り
、
自
然
と
と
も
に
生

き
る
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
一
見
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る

美
し
い
海
や
山
の
風
景
も
、
人
と
自
然
と
の
共
存
に

よ
っ
て
現
代
に
残
さ
れ
た
遺
産
な
の
で
す
。

　

一
方
、
自
然
に
と
っ
て
人
は
迷
惑
な
存
在
で
も
あ
り

ま
し
た
。
沖
縄
の
島
々
に
ト
ッ
プ
・
プ
レ
デ
タ
ー
と
し

て
君
臨
し
た
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
捕
食
し
、
自
分

た
ち
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
環
境
を
改
変
し
て
い
き

ま
し
た
。
貝
塚
の
貝
類
に
は
、
そ
う
し
た
人
類
活
動
の

影
響
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
292
は
貝
塚
か
ら
出
土
す
る
サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
の
殻

径
の
年
代
的
変
化
を
示
し
た
も
の
で
す
。
貝
塚
時
代
前

期
の
も
の
が
最
も
大
き
く
、
時
代
を
追
っ
て
サ
イ
ズ
が

小
型
化
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
図

293
は
同
様

に
ヒ
メ
ジ
ャ
コ
の
殻
長
の
年
代
的
変
化
を
示
し
た
も
の

で
、
や
は
り
貝
塚
時
代
前
期
の
も
の
が
最
も
大
き
く
、

貝
塚
時
代
後
期
以
降
は
小
型
の
も
の
が
主
体
を
占
め
て

い
ま
す
。
サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
や
ヒ
メ
ジ
ャ
コ
は
、
繁
殖

サ
イ
ク
ル
が
長
く
、
前
者
は
幼
貝
か
ら
成
貝
へ
の
移
行

期
で
あ
る
径
五
㎝
に
達
す
る
ま
で
に
約
二
年
、
径
一
〇

㎝
に
達
す
る
ま
で
に
約
四
年
を
要
し
、
後
者
は
産
卵
可

能
な
殻
長
五
・
五
㎝
に
達
す
る
ま
で
約
三
年
を
要
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
人
為
的
な
採
集
圧
に
対
す
る
抵
抗
性

が
弱
く
、
活
発
な
採
集
活
動
に
伴
っ
て
サ
イ
ズ
が
小
型

化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
代
で
は
漁
業
調
整
規
則

に
よ
り
、
サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
は
殻
短
径
六
㎝
以
下
、
ヒ

メ
ジ
ャ
コ
は
殻
長
八
㎝
以
下
の
も
の
は
採
集
を
禁
じ
ら

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

貝塚時代前期
（約 3500-3000 年前）

グスク時代以降
（11C 以降）

貝塚時代後期
（約 2000 ～ 1000 年前）

※それぞれ最小値，最大値，中央値，第 1四分位数，第 3四分位数を示す。

殻長
(cm)

浦
添
貝
塚
（
ｒ
）（
Ｎ
＝
４
８)

室
川
貝
塚
（
ｒ
）（
Ｎ
＝
３
０)

嘉
門
貝
塚
Ａ（
ｒ
）（
Ｎ
＝
３
２)

嘉
門
貝
塚
Ｂ（
ｒ
）（
Ｎ
＝
４
５)

崎
樋
川
貝
塚
Ｂ（
ｒ
）

　
　
　
　（
Ｎ
＝
１
５)

新
原
貝
塚
（
ｒ
）（
Ｎ
＝
２
８)

拝
山
遺
跡
（
ｒ
）（
Ｎ
＝
３
６)

具
志
頭
城
址（
ｒ
）（
Ｎ
＝
１
１)

具
志
川
グ
ス
ク
（
ｒ
）

　
　
　
　（
Ｎ
＝
２
１)

291	グスク時代に増加する細長い巻貝
金 武 湾 ・ 中 城 湾 沿 岸 の グ ス ク 時 代 の 遺 跡 で は 、 ア
ラ ス ジ ケ マ ン に 加 え て こ の よ う な 殻 高 1 ～ 2 c m 程
度の細長い巻貝（ウミニナ類など）が多く出土し
ます。実入りは少ない一方、群生するため農作業
で 忙 し く な っ た グ ス ク 時 代 人 に も 簡 単 に 採 集 で き
たことでしょう。具志川グスク（うるま市）。

殻 径

殻 長

獲られている貝の

種類は同じでも、サ

イズは小さくなって

いるんだね。

292	サラサバテイラ殻径の年代的変化
最 小 値 、 最 大 値 、 中 央 値 、 第 1 四 分 位 数 、 第 3 四
分 位 数 を 示 し た 箱 ひ げ 図 。 貝 塚 時 代 前 期 ・ 後 期 、
グ ス ク 時 代 と 時 代 を 追 っ て サ イ ズ が 小 型 化 し て
いくことがわかります。

293	ヒメジャコ殻長の年代的変化
サ ラ サ バ テ イ ラ と 同 様 に 、 時 代 を 追 っ て サ イ ズ
が 小 型 化 し て い ま す 。 具 志 川 グ ス ク は 金 武 湾 に
面 し た 遺 跡 で 、 同 時 期 の 他 の 遺 跡 に 比 較 し て サ
イ ズ が 大 型 で す が 、 こ の 遺 跡 で は ア ラ ス ジ ケ マ
ン が 圧 倒 的 に 優 占 し 、 ヒ メ ジ ャ コ は 補 助 的 に 利
用されていたようです。

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

　
　
　
　（
Ｎ
＝
２
３
）

古
我
地
原
貝
塚

　
　（
Ｎ
＝
４
８
）

浦
添
貝
塚
（
Ｎ
＝
５
１
）

嘉
門
貝
塚
Ａ（
Ｎ
＝
１
８
）

嘉
門
貝
塚
Ｂ（
Ｎ
＝
２
３
）

崎
樋
川
貝
塚
Ｂ

　
　（
Ｎ
＝
１
６
）

新
原
貝
塚
（
Ｎ
＝
１
２
）

拝
山
遺
跡
（
Ｎ
＝
２
８
）

具
志
頭
城
址
（
Ｎ
＝
１
２
）

殻径
(cm)

貝塚時代前期
（約 4000-3500 年前）（約 7000 年前）

貝塚時代後期
（約 2000-1000 年前）

グスク時代以降
（11C 以降）

※嘉門貝塚 A・Bは殻高の値を殻高ー殻径関係式（ ）を用いて殻径に変換して示した。

※それぞれ最小値，最大値，中央値，第 1四分位数，第 3四分位数を示す。
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N=236 N=182

N=182 N=363

N=139 N=201

N=128 N=211

浦添貝塚 野国貝塚群Ｂ地点

新原貝塚 嘉門貝塚A

ガルマンドウ原A遺跡 拝山遺跡

具志頭城址（崖上） 具志頭城址（崖下）

殻高(mm)殻高(mm)

貝
塚
時
代
前
期

（
約
７
０
０
０
〜
３
５
０
０
年
前
）

貝
塚
時
代
後
期

（
約
２
０
０
０
〜
１
０
０
０
年
前
）

グ
ス
ク
時
代

（
１
１
〜
１
４
Ｃ
）

グ
ス
ク
時
代
〜

（
１
５
Ｃ
）

個体数 個体数

れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
彼
ら
に
と
っ
て
過
去
数
千

年
の
中
で
最
も
生
存
条
件
の
良
い
時
代
と
言
え
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
沿
岸
部
の
開
発
や
埋
め
立
て
に

伴
っ
て
、
生
息
域
は
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
繁
殖
サ
イ
ク
ル
の
短
い
種
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
図

295
は
マ
ガ
キ
ガ
イ
の
殻
高
の
年
代
的
変
化
を
示

し
た
も
の
で
す
。
マ
ガ
キ
ガ
イ
は
約
一
年
半
～
二
年
で

成
貝
に
達
す
る
成
長
の
早
い
種
で
す
が
、
長
期
的
に
見

る
と
特
に
貝
塚
時
代
後
期
か
ら
グ
ス
ク
時
代
に
か
け
て

サ
イ
ズ
が
小
型
化
し
、
極
め
て
小
型
の
幼
貝
が
多
く
採

集
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
成
貝

と
異
な
り
、
幼
貝
は
砂
泥
中
に
潜
伏
し
て
い
て
採
集
し

づ
ら
い
の
で
す
が
、
グ
ス
ク
時
代
に
は
そ
う
し
た
幼
貝

ま
で
採
集
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

図
296
は
ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン
の
殻
長
の
年
代
的
変
化
を

示
し
た
も
の
で
す
。
ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン
は
約
一
年
で
殻

長
二
四
㎜
に
達
し
、
繁
殖
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
捕

食
圧
に
対
す
る
抵
抗
性
に
最
も
優
れ
た
種
の
一
つ
と
言

え
ま
す
。
遺
跡
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、

貝
塚
時
代
か
ら
グ
ス
ク
時
代
に
か
け
て
、
サ
イ
ズ
分
布

は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
現
代
の
方
が

よ
り
大
型
の
個
体
を
採
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン
の
生
産
性
の
大
き
さ

を
物
語
る
現
象
と
言
え
、
現
代
に
お
け
る
サ
イ
ズ
の
大

型
化
は
、
採
集
圧
の
減
少
あ
る
い
は
人
為
活
動
の
増
大

に
伴
う
沿
岸
域
の
環
境
変
化
（
富
栄
養
化
）
を
反
映
し

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
漁
獲
資
源
の
特

性
を
踏
ま
え
た
適
切
な
保
護
と
利
用
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

294	マガキガイの幼貝と

成貝
右 が 成 貝 、 左 が 幼 貝 。 成 貝 は
殻 が 厚 く 、 外 唇 部 が 肥 厚 し 、
眼 柄 湾 入 が 形 成 さ れ て い ま す 。
幼 貝 は 殻 が 薄 く 、 外 唇 部 が 未
発 達 で 、 眼 柄 湾 入 が あ り ま せ
ん。

外 唇 部

眼 柄 湾 入

殻
高

殻
高

殻 長

前期
（約 3500-3000 年前）

後期
（約 1500-1000 年前）

貝塚時代
グスク時代
（11C 以降）現代 近世 殻長

(cm)

42
40
38
36
34
32
30
28
26
24
22
20
18
16
14
12

百
名
第
二
貝
塚
（
ｒ
）

　
　
　（
Ｎ
＝
７
３)

室
川
貝
塚
（
ｒ
）

　
　（
Ｎ
＝
１
１
８)

地
荒
原
貝
塚
Ａ（
ｒ
）

　
　（
Ｎ
＝
１
１
２)

勝
連
城
跡
四
の
曲
輪
北
区
　

Ⅳ
層
（
ｒ
）

　
　（
Ｎ
＝
２
３
７
８)

拝
山
遺
跡
（
ｒ
）

　
　（
Ｎ
＝
１
２
４)

勝
連
城
跡
四
の
曲
輪
北
区
　

Ⅱ
層
（
ｒ
）

　
　（
Ｎ
＝
４
６
７)

南
風
原
古
島
遺
跡
Ⅱ
層
（
ｌ
）

　
　（
Ｎ
＝
２
１
３
０)

う
る
ま
市
屋
慶
名

２
０
１
８
年
７
月
（
合
弁
）

　
　（
Ｎ
＝
２
３
５)

う
る
ま
市
照
間

２
０
２
１
年
２
月
（
合
弁
）

　
　（
Ｎ
＝
９
１)

南
城
市
海
野

２
０
２
０
年
７
月
（
合
弁
）

　
　（
Ｎ
＝
２
４)

295	マガキガイ殻高の年代的

変化
マ ガ キ ガ イ の サ イ ズ は 生 息 場 所 の 環
境 や 水 深 に よ っ て も 異 な る た め 、 バ
ラ つ き が あ り ま す が 、 貝 塚 時 代 に 比
較 し て 、 グ ス ク 時 代 に は 小 型 の 幼 貝
の 採 集 量 が 顕 著 に 増 加 し て い る こ と
がわかります。

296	アラスジケマン殻長の

年代的変化
遺 跡 ご と に ば ら つ き が あ り ま す が 、
貝 塚 時 代 ～ 近 世 の サ イ ズ 分 布 は ほ
ぼ 同 様 で 、 こ れ に 比 べ る と 現 代 の
も の は や や 大 型 に 偏 っ て い る こ と
が わ か り ま す （ 勝 連 城 跡 ・ 南 風 原
古 島 遺 跡 の デ ー タ は 赤 嶺 信 哉 氏 の
計測値にもとづく）。
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H2O

H2O Ca2+

H2OHCO3-

18O/16O比 ①海の温度
②海水の 18O/16O比

で決まる

CaCO3

16Oを多く含む
（18O/16O比は海水より小さい）

イノー（礁池）

Sr2+

シャコガイとサンゴが
語る貝塚時代の古環境

　

貝
塚
時
代
に
は
、
ヒ
ト
と
貝
と
の
繋
が
り
が
強
く
、

採
取
し
た
貝
を
様
々
な
用
途
に
使
用
す
る
沖
縄
独
特

の
貝
文
化
が
あ
っ
た
。
琉
球
列
島
は
黒
潮
の
影
響
に

よ
っ
て
亜
熱
帯
の
気
候
下
に
あ
り
、
島
の
周
囲
を
広

く
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
遺
跡
が
集

中
す
る
地
域
の
近
傍
に
は
遠
浅
の
「
イ
ノ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
礁
池
が
発
達
す
る
た
め
、
そ
れ
を
最
大
限
に

利
用
し
た
漁
労
や
生
活
が
貝
塚
時
代
の
特
徴
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
遺
跡
か
ら
は

多
く
の
貝
化
石
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
世
界
最
大
の

二
枚
貝
で
あ
る
「
シ
ャ
コ
ガ
イ
」
の
殻
化
石
も
多
数

出
土
す
る
。
前
半
で
は
、
沖
縄
本
島
の
二
ヶ
所
の
遺

跡
（
図

297
）
か
ら
出
土
し
た
シ
ャ
コ
ガ
イ
化
石
の
科

学
的
調
査
か
ら
、
当
時
の
サ
ン
ゴ
礁
の
環
境
を
読
み

解
く
（
復
元
す
る
）
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
後

半
で
は
、
那
覇
市
の
若わ

か
さ狭

公
園
（
図

297
）
の
地
下
か

ら
発
見
さ
れ
た
サ
ン
ゴ
化
石
の
調
査
に
よ
っ

て
、
貝
塚
時
代
の
夏
と
冬
の
季
節
風
を
復
元

し
た
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
ま
ず
は
、

シ
ャ
コ
ガ
イ
の
特
徴
や
環
境
復
元
の
原
理
に

つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

シ
ャ
コ
ガ
イ
が
語
る
古
環
境

軟
体
動
物
で
あ
る
シ
ャ
コ
ガ
イ
は
、
サ
ン

ゴ
礁
の
極
浅
海
に
生
息
す
る
た
め
（
図

298
）、

採
取
す
る
こ
と
が
比
較
的
に
容
易
で
あ
る
。

シ
ャ
コ
ガ
イ
科
は
二
枚
貝
科
の
な
か
で
最
も

大
型
に
な
り
、
現
在
、
二
属
十
二
種
が
知
ら

れ
て
い
る
。
シ
ャ
コ
ガ
イ
は
数
十
年
も
長
生

き
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
殻
は
最
大
径
で

一
ｍ
以
上
に
も
成
長
す
る
場
合
が
あ
る
。
殻

の
成
長
速
度
は
一
年
間
で
約
一
㎝
と
非
常
に

大
き
い
。
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
体
内
で
は
共
生
藻

類
が
光
合
成
を
行
い
、
そ
の
生
産
物
な
ど
を

シ
ャ
コ
ガ
イ
は
栄
養
源
と
し
、
石
灰
化
に
よ
っ

て
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（C

aC
O
3

：
ア
ラ
ゴ
ナ

イ
ト
の
結
晶
構
造
）
の
殻
を
形
成
し
て
い
る
。

シ
ャ
コ
ガ
イ
の
殻
が
環
境
復
元
の
研
究
に

と
っ
て
有
利
な
点
が
三
つ
あ
る
。
一
つ
目

は
、
殻
の
酸
素
の
同
位
体
比
（18O

/16O

）

が
、
サ
ン
ゴ
礁
の
水
温
と
海
水
の
同
位
体
比

（18O
/16O

）
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る

（
図

298
）。
同
位
体
と
は
、原
子
番
号（
陽
子
数
）

が
同
じ
で
、
質
量
数
（
中
性
子
数
）
が
異
な

る
原
子
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
雨
水

（H
2O

）
の
酸
素
の
同
位
体
比
は
海
水
（H

2O

）

297	沖縄本島で調査した化石の採

取地点

298	サンゴ礁環境の模式図

トピックス⑭トピックス⑭

シ ャ コ ガ イ
サ ン ゴ

127.5°E 128.5°E

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

新城下原
第二遺跡

27°N

26°N

古我地原貝塚

若狭公園

（シャコガイ化石）

（サンゴ化石）

（シャコガイ化石）
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299	シャコガイ化石と殻の内部

の
そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
（16O

を
多
く
含
む
）
た
め
、

雨
が
多
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
殻
の
同
位
体
比
は
少
雨

の
時
期
と
比
べ
て
小
さ
く
な
る
。
ま
た
、
水
温
が
変
化

す
る
と
殻
の
同
位
体
比
は
変
化
し
、
例
え
ば
、
夏
に
形

成
さ
れ
た
殻
の
同
位
体
比
は
冬
と
比
べ
て
小
さ
く
な

る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
殻
の
酸
素
の
同
位
体

比
を
調
べ
れ
ば
、
成
長
し
て
い
た
当
時
の
サ
ン
ゴ
礁
の

環
境
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
目
は
、
殻
の
成
長

が
速
く
、
明
瞭
な
年
輪
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
図

299
）。
こ
れ
に
よ
り
、
殻
の
成
長
方
向
に
沿
っ
て
同

位
体
比
を
細
か
く
調
べ
る
と
、
サ
ン
ゴ
礁
の
環
境
の
時

間
変
化
（
季
節
変
化
や
台
風
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
を
正
確

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
つ
目
は
、
サ
ン
ゴ
な
ど

の
生
物
骨
格
と
比
べ
て
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
殻
が
非
常
に

硬
く
緻
密
な
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
生
物
の
骨

格
や
殻
は
死
後
か
ら
長
い
時
間
が
経
過
す
る
と
、
風
化

や
変
質
を
受
け
て
し
ま
う
（
続
成
作
用
と
い
う
）。
し

か
し
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
は
そ
の
殻
の
特
徴
か
ら
、
保
存
状

態
の
良
い
化
石
と
し
て
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
殻
化
石
に
つ
い
て

酸
素
の
同
位
体
比
を
調
べ
れ
ば
、
過
去
の
サ
ン
ゴ
礁
環

境
の
時
間
変
化
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
具
体
的
な
研
究
の
事
例
（A

sam
i et al. 

二
〇
一
五
）
を
紹
介
し
よ
う
。
沖
縄
本
島
中
南
部
西
海

岸
の
宜
野
湾
市
〜
北
谷
町
に
位
置
す
る
新あ

ら
ぐ
す
く城

下し
ち
ゃ
ば
る原

第
二

遺
跡
、
同
島
中
部
東
海
岸
の
う
る
ま
市
に
位
置
す
る
古

我
地
原
貝
塚
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
詳
し
い
遺
跡
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
：

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
）（
図

297
）。

両
遺
跡
か
ら
は
数
多
く
の
貝
化
石
が
出
土
し
て
お
り
、

当
時
の
サ
ン
ゴ
礁
域
か
ら
食
料
（
後
に
生
活
用
具
）
を

目
的
と
し
て
採
取
さ
れ
、
遺
棄
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
殻
化
石

は
一
〇
〇
点
以
上
も
あ
り
、
沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
セ
ン

タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
私
は
共
同
研
究
者
ら
と
と

も
に
、
そ
の
膨
大
な
化
石
試
料
を
全
て
観
察
し
、
殻
の

厚
さ
が
大
き
く
比
較
的
に
保
存
状
態
の
良
い
試
料
を
分

析
対
象
と
し
て
厳
選
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、

ほ
と
ん
ど
の
化
石
試
料
は
続
成
作
用
に
よ
る
変
質
を
受

け
て
お
り
、
候
補
と
し
て
残
っ
た
の
は
わ
ず
か
六
試
料

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
陸
上
で
雨
水
に
晒
さ

れ
た
時
間
が
長
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
最
も
保
存
状
態
の
良
か
っ
た
化
石
試

料
の
結
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
（
図

299
）。
放
射
性
炭

素
年
代
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
シ
ャ
コ
ガ
イ
は
約

二
二
〇
〇
年
前
に
生
息
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
年
代
値
は
遺
跡
調
査
か
ら
の
推
定
さ
れ
た
年
代
と

整
合
的
で
あ
る
。
次
に
、
殻
の
最
大
成
長
部
分
を
切
り

出
し
て
、
殻
内
部
の
成
長
方
向
に
沿
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ

ド
リ
ル
を
使
っ
て
一
㎜
ご
と
に
殻
を
削
り
、
得
ら
れ
た

粉
末
の
試
料
に
つ
い
て
同
位
体
比
の
分
析
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
を
見
る
と
、
殻
の
酸
素
の
同
位
体
比
の

デ
ー
タ
は
約
九
年
間
分
の
季
節
変
化
を
は
っ
き
り
と
捉

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図

300
）。
こ
れ
は
、
目
視

で
観
察
さ
れ
る
成
長
線
か
ら
数
え
た
年
輪
の
数
（
年
数
）

と
一
致
す
る
。
ま
た
、
一
つ
の
デ
ー
タ
が
一
㎜
に
当
た

る
の
で
、
年
間
の
成
長
速
度
は
一
㎝
弱
で
あ
る
こ
と
も

わ
か
る
。
次
に
、
現
在
の
沖
縄
で
生
息
す
る
シ
ャ
コ
ガ

イ
の
殻
の
同
位
体
比
と
比
べ
る
と
、
化
石
の
そ
れ
は
夏

も
冬
も
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
に
述
べ
た
原
理
を

踏
ま
え
る
と
（
図

298
）、
約
二
二
〇
〇
年
前
に
お
け
る

生
息
現
場
の
サ
ン
ゴ
礁
の
環
境
は
現
在
よ
り
も
温
度
が

高
く
、
雨
水
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
特
に
、そ
の
影
響
は
夏
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
デ
ー

タ
か
ら
も
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
は
縄
文
海
進
後
の
海
水
準
に
あ
り
、
乾
燥
気

候
も
和
ら
ぎ
、
現
在
の
琉
球
列
島
の
植
生
の
特
徴
で

あ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
照
葉
樹
林
が
成
立
し
始
め
て
お

2 cm

殻内部の断面

2 cm

成
長
方
向

年輪

切断

分
析
箇
所



第４章　サイエンスで見る海洋文化史 96

300	シャコガイ化石の同位体比の季節変化

り
、
温
暖
で
湿
潤
な
気
候
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
花
粉

の
分
析
結
果
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
る
（
黒
田
・
小
澤
、

一
九
九
六
）。
図

300
の
デ
ー
タ
は
、
当
時
の
イ
ノ
ー
は

日
射
光
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
や
す
く
、
流
入
す
る
雨
水

や
河
川
水
に
よ
っ
て
海
水
が
希
釈
さ
れ
や
す
い
非
常
に

浅
い
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
し
か
す

る
と
、
貝
塚
時
代
の
人
々
は
、
食
用
の
貝
類
を
遺
跡
近

く
の
陸
側
に
移
動
・
収
集
さ
せ
て
保
存
や
養
殖
を
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

サ
ン
ゴ
が
語
る
古
環
境

シ
ャ
コ
ガ
イ
と
同
じ
よ
う
な
原
理
で
、
刺
胞
動
物
で

あ
る
サ
ン
ゴ
も
過
去
の
サ
ン
ゴ
礁
環
境
を
調
べ
る
た
め

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

298
）。
サ
ン
ゴ

も
共
生
藻
類
を
体
内
に
住
ま
わ
せ
て
お
り
、
ア

ラ
ゴ
ナ
イ
ト
か
ら
な
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨

格
を
形
成
す
る
。
塊
状（
半
球
状
）の
サ
ン
ゴ
は
、

一
年
間
で
約
一
㎝
の
速
さ
で
同
心
円
状
に
成
長

す
る
。
骨
格
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
す
る
と
、
年

輪
の
縞
々
模
様
が
は
っ
き
り
と
見
え
る（
図

301
）。

シ
ャ
コ
ガ
イ
と
の
大
き
な
違
い
は
寿
命
と
大
き

さ
で
あ
る
。
サ
ン
ゴ
は
百
歳
を
超
え
る
こ
と
も

稀
で
は
な
く
、
骨
格
の
大
き
さ
は
直
径
数
ｍ
に

も
達
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
大
型
の

サ
ン
ゴ
の
骨
格
に
つ
い
て
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
と
同

じ
科
学
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
サ
ン
ゴ
礁
環
境

が
百
年
間
と
い
う
長
い
期
間
で
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
大
型
の
サ
ン
ゴ
の
化

石
は
め
っ
た
に
見
つ
か
る
も
の
で
は
な
い
。
サ

ン
ゴ
は
、
化
石
と
な
っ
た
後
の
長
い
堆
積
作
用

や
人
工
的
な
土
地
の
埋
め
立
て
な
ど
に
よ
っ
て
、

現
在
で
は
地
中
や
沖
合
の
海
底
下
に
眠
っ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
、
琉
球
大
学
理

学
部
の
藤
田
和
彦
教
授
に
よ
っ
て
、
過
去
の
沖

縄
の
サ
ン
ゴ
礁
を
調
べ
る
目
的
で
、
那
覇
市
若

狭
公
園
に
て
地
中
の
ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
が
行
わ

れ
た
（
図

297
）。
幸
運
な
こ
と
に
、
掘
削
さ
れ
た

サ
ン
ゴ
礁
堆
積
物
の
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
試
料
の

中
に
、
大
型
の
サ
ン
ゴ
化
石
が
発
見
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
の
サ
ン

ゴ
は
化
石
と
思
え
な
い
ほ
ど
保
存
状
態
が
良
く
、

調
査
の
結
果
、
続
成
作
用
に
よ
る
変
質
を
ほ
と

ん
ど
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
早
速
、

私
は
共
同
研
究
者
ら
と
と
も
に
、
そ
の
サ
ン
ゴ
化
石
の

科
学
分
析
を
開
始
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
研
究
結
果

の
一
部
を
紹
介
し
た
い
（A

sam
i et al. 

二
〇
二
〇
）。

　

放
射
性
炭
素
年
代
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
サ
ン

ゴ
化
石
は
約
四
四
〇
〇
年
前
に
生
息
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
掘
削
さ
れ
た
コ
ア
は
円
柱
状
の
試
料
で
あ

り
、
サ
ン
ゴ
骨
格
に
は
五
十
三
年
分
の
年
輪
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
（
図

301
）。
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
分
析
方

法
と
同
じ
よ
う
に
、
サ
ン
ゴ
年
輪
の
成
長
方
向
に
沿
っ

て
、
マ
イ
ク
ロ
ド
リ
ル
を
使
っ
て
一
㎜
ご
と
に
骨
格
を

削
り
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
粉
末
試
料
を
採
取
し
た
。

そ
し
て
、
当
時
の
海
水
温
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
化
学

301	サンゴの骨格と年輪

シャコガイ殻の 18O/16O比
（約 2200 年前）

現在の
冬の値

現在の
夏の値

海
水
の
温
度

海
水
の

18
O

/16
O
比

低
い

高
い

低
い
（
多
雨
）

高
い
（
少
雨
）

殻の成長方向

塊状のサンゴ骨格の
コア試料

掘削
年輪

レントゲン写真

約
1 
cm

成
長
方
向

成
長
方
向

CaCO₃

分析箇所
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成
分
（Sr/C

a

比
：
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
と
カ
ル
シ
ウ
ム

の
比
）
や
酸
素
の
同
位
体
比
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、

約
四
四
〇
〇
年
前
の
那
覇
市
沿
岸
に
お
け
る
五
十
三
年

間
の
海
水
温
の
時
間
変
化
を
復
元
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
（
図

302
）。
こ
の
図

302
は
、
夏
と
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
の
変

化
に
つ
い
て
、
現
在
の
変
化
範
囲
と
比
較
し
た
も
の
で

あ
る
。
当
時
の
夏
の
海
水
温
は
、
現
在
と
同
じ
範
囲
で

変
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
当
時
の
冬

の
デ
ー
タ
に
は
、
現
在
よ
り
も
海
水
温
の
低
い
年
が
頻

繁
に
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
（
現
在
の
最
低
温
度

よ
り
も
一
〜
二
℃
も
低
い
）。
沖
縄
の
冬
は
、
冷
た
く

乾
燥
し
た
北
風
が
卓
越
し
、
気
温
が
十
℃
を
下
回
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
沖
縄
の
冬

は
、
現
在
よ
り
も
北
風
が
強
く
よ
り
一
層
寒
か
っ
た
年

が
頻
繁
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ン
ゴ
礁
域
で
は

冬
に
寒
さ
で
魚
が
死
ぬ
こ
と
が
あ
る
が
、
約
四
四
〇
〇

年
前
の
冬
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
現
在
よ
り
頻
繁
に
起

こ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
貝
塚

時
代
の
人
々
は
、
冬
で
も
比
較
的
容
易
に
魚
類
を
食
糧

と
し
て
確
保
で
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

シ
ャ
コ
ガ
イ
や
サ
ン
ゴ
と
い
っ
た
サ
ン
ゴ
礁
生
物
の

化
石
を
科
学
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
生
息
し
て

い
た
当
時
の
サ
ン
ゴ
礁
環
境
を
夏
冬
の
季
節
レ
ベ
ル
で

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
遺
跡
調
査
に
よ
る

考
古
学
的
記
録
と
あ
わ
せ
て
総
合
的
に
考
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
貝
塚
時
代
の
漁
労
や
生
活
の
様
式
が
よ
り
鮮

明
に
復
元
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
シ
ャ
コ
ガ
イ
は
西

太
平
洋
〜
イ
ン
ド
洋
の
サ
ン
ゴ
礁
に
、
大
型
の
サ
ン
ゴ

は
ほ
ぼ
全
て
の
サ
ン
ゴ
礁
に
分
布
す
る
た
め
、
シ
ャ
コ

ガ
イ
の
殻
や
サ
ン
ゴ
の
骨
格
の
科
学
分
析
に
よ
る
環
境

復
元
の
手
法
は
、
琉
球
列
島
だ
け
で
な
く
世
界
の
サ
ン

ゴ
礁
の
島
々
の
遺
跡
調
査
を
よ
り
多
角
的
に
進
展
さ
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

准
教
授　

浅
海
竜
司

302	サンゴ化石から復元された夏と冬の海水温変化
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骨が語る貝塚のくらし

よみがえる貝塚人

　

貝
塚
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
土
器
、
石
器
、
骨
角
貝

製
品
、
食
糧
残
滓
、
植
物
質
の
編
み
物
や
容
器
、
住
居

跡
な
ど
様
々
な
モ
ノ
が
出
土
し
ま
す
。
こ
う
し
た
モ
ノ

だ
け
で
な
く
、
貝
塚
人
の
骨
そ
の
も
の
が
見
つ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
長
い
時
を
経
て
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

る
人
骨
は
、
死
後
た
と
え
丁
寧
に
葬
ら
れ
て
い
た
と
し

て
も
非
常
に
特
殊
な
ケ
ー
ス
を
除
き
、
す
で
に
筋
肉
や

内
臓
が
分
解
さ
れ
、
白
骨
化
し
て
い
ま
す
。
骨
の
成
分

の
多
く
は
無
機
質
で
す
が
、
そ
の
形
態
や
わ
ず
か
な
が

ら
含
ま
れ
る
有
機
質
か
ら
は
、
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る
他

の
モ
ノ
で
は
知
り
得
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
性
別
、
年
齢
、
身
長
、
体
格
、
病
歴
と

い
っ
た
個
人
情
報
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
個

人
情
報
は
、
骨
の
形
態
学
的
な
分
析
、
さ
ら
に
理
化
学

的
な
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
ま
す
。
沖
縄
島
南
部
の
南

城
市
に
あ
る
石
灰
岩
洞
窟
、
武
芸
洞
遺
跡
の
石
棺
墓
か

ら
出
土
し
た
武
芸
洞
一
号
人
骨
（
武
芸
洞
人
）
の
全
身

骨
格
の
形
態
学
的
な
検
討
か
ら
は
、
四
〇
代
の
男
性
、

一
五
三
～
一
五
五
㎝
の
身
長
で
華
奢
な
体
つ
き
、
左
橈

骨
が
骨
折
後
に
治
癒
、
子
供
の
頃
に
栄
養
失
調
か
大
き

な
病
気
を
経
験
、
下
顎
前
歯
を
特
殊
な
使
い
方
を
し
た
、

と
い
っ
た
情
報
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
報
か

ら
は
そ
の
個
人
の
具
体
的
な
暮
ら
し
ぶ
り
の
一
端
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
う
し
た
情
報
だ
け
で

は
必
ず
し
も
そ
の
人
を
あ
り
あ
り
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

よ
り
生
き
生
き
と
し
た
そ
の
人
の
生
前
の
姿
を
よ
み

が
え
ら
せ
て
み
た
い
、
と
い
う
思
い
に
応
え
て
く
れ
る

の
は
、
頭
骨
の
形
態
学
的
な
特
徴
に
基
づ
き
生
前
の
顔

303	復顔像の製作過程
１復顔の元になる頭骨、２X線CT撮影、３３Dプリントした模型を台座に設置、４粘土で肉付け。
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貌
を
復
元
す
る
復
顔
と
い
う
仕
事
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
上
述
の
武
芸
洞
遺
跡
の
石
棺

墓
か
ら
出
土
し
た
武
芸
洞
人
を
復
顔
の
対
象
と
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
（
図

303
）。
人
類
学
者
の
中
に
は
器

用
に
も
自
分
の
手
で
復
元
画
や
復
顔
像
を
作
り
上
げ
て

し
ま
う
人
も
い
ま
す
が
、
復
顔
初
心
者
の
私
は
せ
い
ぜ

い
頭
骨
の
模
型
を
作
る
工
程
ま
で
で
、
そ
の
後
の
模
型

製
作
は
熟
練
し
た
プ
ロ
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
本
原
稿
を
準
備
し
て
い
る
段
階
で
は
、
台
座
に
設

置
し
た
頭
骨
の
模
型
に
現
代
人
の
生
体
計
測
に
よ
っ
て

様
々
な
標
識
点
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
軟
組
織
の
厚
さ
を

粘
土
で
貼
り
付
け
、
さ
ら
に
ま
ぶ
た
や
唇
と
い
っ
た
細

部
の
形
状
も
現
代
沖
縄
人
に
多
く
見
ら
れ
る
特
徴
を
参

考
に
し
な
が
ら
作
成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す

（
図

304
）。
企
画
展
会
場
で
は
、
こ
の
粘
土
原
型
を
Ｆ
Ｒ

Ｐ
樹
脂
に
置
き
換
え
、
さ
ら
に
彩
色
や
植
毛
も
済
ん
だ

完
成
品
を
お
披
露
目
す
る
予
定
で
す
。

　

模
型
製
作
の
監
修
に
は
武
芸
洞
人
の
発
掘
調
査
を
担

当
し
た
国
立
科
学
博
物
館
の
藤
田
祐
樹
氏
に
も
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
藤
田
氏
、
そ
し
て
製
作
を
担
当

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
、
お
よ
そ

二
五
〇
〇
年
前
の
貝
塚
時
代
人
の
男
性
を
ど
の
よ
う
に

よ
み
が
え
ら
せ
る
の
か
、
を
考
え
る
時
間
は
悩
ま
し
く

も
楽
し
い
時
間
で
す
。
粘
土
原
型
製
作
の
最
初
の
工
程

確
認
時
、
左
頬
が
や
や
へ
こ
ん
で
い
る
の
を
補
正
す
る

か
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
武

芸
洞
人
は
上
顎
の
左
犬
歯
に
ひ
ど
い
齲
蝕
が
あ
り
、
下

顎
も
左
側
の
複
数
の
歯
を
生
前
に
失
っ
て
い
る
た
め
、

顎
の
骨
自
体
が
少
し
内
側
へ
く
ぼ
む
よ
う
に
変
形
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
人
の
個
性
に
他
な
ら
な
い
の
で
、

左
右
均
等
に
な
ら
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
左
頬
は

す
こ
し
緊
張
感
の
抜
け
た
よ
う
に
、
逆
に
右
側
は
き

り
っ
と
口
角
を
上
げ
る
よ
う
に
製
作
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
前
に
多
く
の
歯
を
失
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
噛
み
合
わ
せ
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
当
初
よ
り
も
少
し
咀
嚼
筋
を
弱
め
に

調
整
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

製
作
開
始
時
、
武
芸
洞
人
の
骨
を
試
料
と
し
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
分
析
を
東
邦
大
学
の
水
野
文
月
氏
に
依
頼
し
、
あ

わ
よ
く
ば
分
析
結
果
を
模
型
の
細
部
の
テ
ク
ス
チ
ャ
―

（
虹
彩
や
肌
の
色
、
髪
質
）
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
打
ち

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
時
間
と
予

算
の
中
で
、
分
析
結
果
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
今
回
断

念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
、
分
析
自
体
は
現
在
も
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

下
顎
の
歯
に
沈
着
し
て
い
た
歯
石
の
分
析
も
含
め
て
、

今
後
の
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

武
芸
洞
遺
跡
は
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
と
い
う
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
コ
ー
ス
の
中
に
あ
り
、
武
芸
洞
人
が
出
土
し
た
石

棺
墓
は
発
掘
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
状
態
で
石
組
み
の
一

部
を
留
め
た
ま
ま
保
存
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
博
物
館
で
じ
っ
く
り
武
芸
洞
人
の
顔

を
ご
覧
に
な
っ
た
あ
と
に
は
、
ぜ
ひ
彼
が
暮
ら
し
た
谷

に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
か
ら

新
し
い
情
報
が
得
ら
れ
た
な
ら
、
模
型
を
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
て
石
棺
墓
か
ら
見
つ
か
っ
た
副
葬
品
も
合
わ

せ
て
現
地
で
展
示
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
み
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
暮
ら
し
の
舞
台
で
見
る
武
芸
洞
人
の
姿
は
、

き
っ
と
も
っ
と
生
き
生
き
と
見
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

学
芸
員　

澤
浦
亮
平

304	武芸洞人の復顔像
2 0 2 1 年 8 月 時 点 で の 粘 土 原 型 が 完 成 し た 段 階 。 さ ら
にこの原型を型取りしFRP樹脂に置き換え、彩色、植
毛を行い仕上げます。
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モノの動きを科学する

海を越えて運ばれた品々

　

沖
縄
の
島
々
に
生
き
た
貝
塚
人
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・

ク
ル
ー
ソ
ー
の
よ
う
に
孤
立
し
た
世
界
の
住
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
原
遺
跡
か
ら
は
、
約
四
〇
〇
〇

年
前
の
貝
塚
人
が
使
っ
た
丸
木
舟
の
一
部
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る
九
州

産
の
黒
曜
石
や
糸い

と
い
が
わ

魚
川
産
の
ヒ
ス
イ
は
、
海
を
越
え
た

外
界
と
の
積
極
的
な
交
流
を
物
語
っ
て
お
り
、
九
州
の

弥
生
人
と
の
間
で
行
わ
れ
た
「
貝
交
易
」
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
島
々
の
間
で
繰

り
広
げ
ら
れ
た
交
流
を
物
語
る
一
例
と
し
て
、
土
器
の

胎
土
分
析
か
ら
見
た
貝
塚
時
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
は
、
粘
土
と
砂
粒
か
ら
な

る
生
地
土
か
ら
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
器
は
窯
を
使

わ
ず
野
焼
き
で
焼
成
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
焼
成
温
度
は

八
〇
〇
℃
前
後
に
留
ま
り
、
焼
成
さ
れ
た
土
器
の
胎
土

中
に
は
生
地
土
に
含
ま
れ
て
い
た
砂
粒
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
311
）。
土
器
の
薄
片
を
製
作
し
（
図

312
）、

偏
光
顕
微
鏡
で
薄
片
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
胎

土
中
の
砂
粒
を
構
成
す
る
鉱
物
や
岩
片
を
同
定
し
（
図

313
）、
土
器
原
料
の
由
来
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

沖
縄
島
と
周
辺
離
島
か
ら
出
土
す
る
約
三
五
〇
〇
年

前
の
伊
波
・
荻
堂
式
土
器
に
は
、
胎
土
中
に
チ
ャ
ー
ト

礫
を
含
む
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
（
図

314
）。
チ
ャ
ー
ト
は
沖
縄
島
北
部
の
本
部
半
島
や
周
辺

離
島
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
土
器

は
、
そ
う
し
た
チ
ャ
ー
ト
分
布
域
で
採
取
さ
れ
た
原
料

か
ら
製
作
さ
れ
、
沖
縄
島
中
南
部
な
ど
の
チ
ャ
ー
ト
が

分
布
し
な
い
地
域
に
も
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

305	黒曜石
徳之島の塔

とうばる

原遺跡（天城町）では多数の黒曜石が採
集されており、黒曜石交易の拠点的遺跡と考えられ
ます。約2500年前。

306	ゴホウラ
弥生時代の「貝交易」の主役となっ
たサンゴ礁の大型巻貝。九州の弥生
社会における権力者の身を飾る貝輪
の素材となりました。

307	喜
き ね ん

念Ⅰ式土器
奄美系の土器で、沖縄島の在地土器
と異なり、胎土中に雲母の混入が顕
著に見られます。苦

にがましばる

増原遺跡（うる
ま市）

308	オオツタノハ
貝輪の素材として愛好された巻貝
で、主な産地はトカラ列島と考え
られていましたが、最近渡

と か し き

嘉敷島
にも分布していることが明らかに
なりました。船

ふなこしばる

越原遺跡（渡嘉敷
村）。

309	イモガイ集積
「貝交易」の交易品となった大型イ
モガイのストック。嘉門貝塚A第1
号貝集積遺構。

310	丸木舟（舳先）
丸木舟の断片と考えられる木製品。全長約1m。前原遺跡。
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ま
す
。
沖
縄
島
中
南
部
に
も
、
ク
チ
ャ
（
島
尻
粘
土
）

な
ど
の
焼
物
原
料
に
適
し
た
土
が
分
布
し
て
お
り
、
土

器
が
製
作
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

貝
塚
時
代
後
期
や
グ
ス
ク
時
代
に
は
、
ク
チ
ャ
な
ど
の

島
尻
層
群
由
来
の
粘
土
・
鉱
物
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
土
器
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

チ
ャ
ー
ト
を
含
む
土
器
は
、
非
チ
ャ
ー
ト
分
布
域
の

沖
永
良
部
島
住
吉
貝
塚
（
鹿
児
島
県
知
名
町
）
で
も
確

認
さ
れ
て
お
り
、
沖
縄
諸
島
か
ら
搬
入
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
沖
縄
諸
島
と
奄
美
諸
島
と
の

間
で
、
日
用
の
消
耗
品
で
あ
る
土
器
が
や
り
と
り
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
約
二
五
〇
〇
年
前

に
は
胎
土
中
に
黒
雲
母
を
含
む
喜き

ね
ん念

Ⅰ
式
（
図

307
）
な

ど
の
奄
美
系
土
器
が
、
沖
縄
諸
島
で
も
在
地
土
器
に
混

じ
っ
て
一
定
量
出
土
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
分

析
を
進
め
て
い
る
最
中
で
す
が
、
こ
う
し
た
胎
土
中
に

黒
雲
母
を
含
む
土
器
は
、
奄
美
諸
島
か
ら
搬
入
さ
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

貝
塚
時
代
の
よ
う
な
狩
猟
採
集
社
会
は
「
自
給
自
足
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
土
器

の
よ
う
に
壊
れ
や
す
い
日
用
の
消
耗
品
が
、
海
を
越
え

て
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

島
中
南
部
の
伊
波
・
荻
堂
式
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
土

器
は
必
需
品
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
自
分
た

ち
で
作
ら
な
く
て
も
、
そ
の
都
度
、
北
部
の
人
々
か
ら

入
手
す
れ
ば
良
い
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
貝
塚
時
代
の
穏

や
か
な
地
域
間
関
係
の
一
端
が
垣
間
見
え
ま
す
。

311	土器胎土のマイクロスコープ写真
右はチャート礫を含む胎土（住吉貝塚）、左は黒雲母を含む胎土

（久
く さ と ば る

里原貝塚の喜念Ⅰ式）。

チャートの分布

0 30km

胎土中にチャート
を含む土器の比率

※Nは分析試料数

伊是名貝塚

N=41

久里原貝塚

N=3

古宇利原A

N=3
ナガラ原第三貝塚

N=11

伊波貝塚

N=2 平敷屋トウバル

N=4
馬上原遺跡
（室川貝塚）

N=4 荻堂貝塚

N=11
熱田原貝塚

N=5

住吉貝塚

北原貝塚

沖永良部島

与論島

伊平屋島

伊是名島

沖縄島

久米島
渡名喜島

伊江島

粟国島

慶良間諸島

住 吉 貝 塚 出 土 の
胎 土 中 に チ ャ ー

ト 礫 を 含 む 土 器

312	土器薄片
薄片を偏光顕微鏡で観察することによっ
て、胎土中の鉱物・岩片を同定し、胎土
の由来を検討することができます。

313	薄片の偏光顕微鏡写真
上はチャート礫（Ch）を含む胎土（住吉
貝塚）、下は黒雲母（Bi）を含む胎土（
久里原貝塚の喜念Ⅰ式）。314	胎土中にチャートを含む伊波・荻堂式土器の分布

伊波・荻堂式期には、胎土中にチャートを含む土器が沖縄島と周辺離島一円で主体を
占め、沖永良部島などにも搬入されていました。

Ch

Ch

Ch

Ch

Bi
B i

B i
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エピローグ

海洋環境の過去と現在

　

三
万
六
〇
〇
〇
年
に
わ
た
る
沖
縄
の
人
類
史
の
中

で
、
人
と
海
と
の
関
わ
り
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
旧
石
器
時
代
に
細
々
と
始
ま
っ
た
海
産
資
源
利
用

は
、
貝
塚
時
代
に
入
る
と
大
き
く
進
展
し
、
一
万
年
前

頃
に
は
干
潟
に
群
生
す
る
貝
類
が
活
発
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
七
〇
〇
〇
年
前
以
降
、

気
候
の
温
暖
化
と
海
面
上
昇
に
よ
っ
て
新
た
に
出
現
し

た
沿
岸
部
の
サ
ン
ゴ
礁
（
裾
礁
）
が
、
貝
塚
人
に
と
っ

て
重
要
な
生
業
の
場
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
当
初
は

捕
獲
し
や
す
い
貝
類
が
、
そ
し
て
四
〇
〇
〇
年
前
頃
ま

で
に
は
利
用
の
難
し
か
っ
た
魚
類
も
活
発
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
旧
石
器
時
代
以
来
の
ジ
ビ
エ
に
加
え

て
、
豊
か
な
ウ
ミ
サ
チ
が
貝
塚
文
化
の
繁
栄
を
支
え
る

原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
貝
塚
時
代
に
築
き
上
げ
ら
れ

た
人
と
海
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
共
存
関
係
は
、
そ

の
後
の
グ
ス
ク
時
代
や
王
国
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
王
国
時
代
末
期
か
ら
近
代
に
入
る
と
状
況

は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
人
口
爆
発
が
起
こ
り
、
食
料

需
給
を
満
た
す
た
め
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
漁
や
動
力
船
に

よ
る
大
規
模
漁
業
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
超
収

奪
的
な
技
術
が
導
入
さ
れ
た
結
果
、
海
洋
資
源
の
乱
獲

が
進
行
し
ま
し
た
。
貝
塚
時
代
以
来
、
人
と
共
存
し
て

き
た
ジ
ュ
ゴ
ン
の
存
続
危
機
は
、
こ
の
時
代
に
始
ま
っ

た
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、戦
後
に
起
こ
っ

た
人
口
爆
発
と
高
度
経
済
成
長
は
、
人
と
海
と
の
関
わ

り
に
い
っ
そ
う
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
伝

統
的
な
食
生
活
や
鮮
魚
の
流
通
シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
変

容
し
、
県
外
か
ら
コ
ス
ト
を
か
け
て
大
量
に
輸
入
さ
れ

た
食
品
が
大
量
に
消
費
さ
れ
る
と
と
も
に
、
魚
介
類
離

315	上空から見た現代の那覇市
沿 岸 部 か ら 内 陸 部 ま で 、 広 汎 に わ た っ て 人 工 物 で 覆 わ れ て い る こ
とがわかります。

316	明治期のジュゴンの漁獲量
明 治 期 に は ダ イ ナ マ イ ト 漁 に よ る 乱 獲 に よ っ て ジ ュ ゴ
ン は 激 減 し ま し た 。 当 山 昌 直 ほ か 2 0 1 4 「 近 代 沖 縄 の
新 聞 に み ら れ る ジ ュ ゴ ン の 情 報 」 『 沖 縄 史 料 編 集 紀
要』37より。

317	潮溜まりでの網漁
かつてはこのような風景が沖縄各地で見られました。
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西
暦

明　　　治 大　正

八重山諸島

宮古諸島

沖縄諸島

318	現代の沖縄の鮮魚店に並ぶ貝類
現 代 で は 流 通 大 手 の コ ー ル ド チ ェ ー ン に 乗 っ た 画 一 的
な 生 鮮 食 品 が 日 本 全 国 の 鮮 魚 店 や ス ー パ ー の 鮮 魚 コ ー
ナ ー に 並 び ま す 。 地 域 の 個 性 的 な 食 材 は 姿 を 消 し 、 食
の風景はどこでも同じになりつつあります。
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れ
が
進
み
ま
し
た
。

　

現
代
の
私
た
ち
は
世
界
経
済
と
物
流
シ
ス
テ
ム
の
発

達
に
よ
っ
て
、
物
質
的
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
現
代
文
明
を
支
え
て
い
る
の
は
、
化
石
燃
料

と
そ
こ
か
ら
生
成
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
工
業

製
品
で
す
。
化
石
燃
料
の
資
源
量
に
は
限
り
が
あ
り
、

そ
の
利
用
は
極
め
て
収
奪
的
で
、
環
境
負
荷
も
大
き
く
、

持
続
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
化
石
燃
料
の
利

用
に
伴
っ
て
人
類
が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
地
球
の
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
人
類
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
ほ
ん

の
一
瞬
と
言
え
る
時
間
幅
の
中
で
、
取
返
し
の
つ
か
な

い
大
き
な
変
化
が
現
実
に
起
き
て
い
る
の
で
す
。
近
年

で
は
、
人
類
活
動
が
地
球
環
境
や
生
態
系
に
与
え
る
影

響
が
加
速
し
つ
つ
あ
る
現
代
を
「
人
新
世
（
ア
ン
ト
ロ

ポ
セ
ン
）」
と
し
て
更
新
世
、
完
新
世
に
続
く
地
質
区

分
と
す
る
提
案
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
表
島
の
船ふ

な
う
き浮
に
伝
わ
る
歌
謡
「
カ
ー
ラ
ヌ
バ
タ
サ

ヌ
ア
ブ
タ
ー
マ
ユ
ン
グ
ト
ゥ
（
川
の
端
の
カ
エ
ル
の

ユ
ン
グ
ト
ゥ
）」
で
は
、
川
の
端
の
カ
エ
ル
に
羽
根
が

生
え
て
飛
ぶ
ま
で
、
ト
カ
ゲ
が
海
に
降
り
て
魚
に
な
る

ま
で
、
ヤ
モ
リ
が
大
海
に
降
り
て
ジ
ュ
ゴ
ン
に
な
る
ま

で
、
カ
タ
ツ
ム
リ
が
干
瀬
に
降
り
て
巻
貝
に
な
る
ま
で
、

私
た
ち
の
く
ら
し
が
長
く
長
く
続
く
よ
う
に
と
祈
願
さ

れ
て
い
ま
す（
当
山
二
〇
一
三
）。
こ
の
沖
縄
の
島
々
で
、

貝
塚
時
代
は
九
〇
〇
〇
年
間
続
き
ま
し
た
が
、
た
か
だ

か
百
数
十
年
と
い
う
時
間
幅
の
中
で
、
環
境
の
激
変
を

引
き
起
こ
し
つ
つ
あ
る
現
代
文
明
の
持
続
可
能
性
は
い

か
ほ
ど
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。

319	プラスチックゴミに囲まれて生きる

ノコギリガザミ
海 浜 に 堆 積 し た プ ラ ス チ ッ ク ゴ ミ は 、 そ こ に 生 息 す
る生き物にも大きな影響を及ぼしています。

320	沖縄県の沿岸漁獲量の推移
沖縄県の沿岸漁獲量は年々減少傾向にあり、持続可能な漁業のあり
方が求められています。水産庁漁港漁場整備部　201４『サンゴ礁
保全活動の手引き　素案』。

エ コ ロ ジ カ ル ・ フ ッ ト プ リ ン ト （ 以 下 エ コ フ ッ ト ） は 、 そ
れ ぞ れ の 国 や 地 域 が 、 ほ か の 国 や 地 域 に ど の 程 度 依 存 し て
い る か を 評 価 す る 指 標 で 、 g h a （ グ ロ ー バ ル ヘ ク タ ー ル ：
平 均 的 な 生 物 生 産 力 を も つ 土 地 1 h a に 相 当 ） で あ ら わ さ れ
ます。日本の一人あたりのエコフットは4.7ghaですが、バ
イ オ キ ャ パ シ テ ィ は 0 . 6 g h a し か な く 、 4 . 1 g h a 分 の 土 地 が
不 足 し て い る こ と に な り ま す 。 ち な み に 沖 縄 県 の エ コ フ ッ
トは4.12ghaで、日本の中では低い水準にあります。

エ コ ロ ジ カ ル ・ フ ッ ト プ リ ン トエ コ ロ ジ カ ル ・ フ ッ ト プ リ ン ト

上 図 の 赤 円 は 、 今 の 生 活 を 維 持 す る の に 必 要 な 面 積 ＝ エ コ
フ ッ ト （ 1 人 当 た り 2 . 8 4 g h a = 2 0 6 億 g h a ÷ 7 2 . 5 億 人 ） を 表
し ま す 。 緑 円 は 地 球 が 生 産 で き る 面 積 ＝ バ イ オ キ ャ パ シ テ ィ

（ 1 人 当 た り 1 . 6 8 g h a = 1 2 2 億 g h a ÷ 7 2 . 5 億 人 ） で す 。 バ イ オ
キ ャ パ シ テ ィ よ り エ コ フ ッ ト が 小 さ け れ ば 、 地 球 の 持 続 可 能
性 は 維 持 さ れ ま す 。 バ イ オ キ ャ パ シ テ ィ よ り エ コ フ ッ ト が 大
きければ、地球の持続可能性は低下します。

1.68gha
2.84gha

バイオキャパシティ
エコフット

アメリカ 5.0

日本　　 2.8

中国　　 2.2

インド　 0.7

世界　 　1.7

321	地球は何個必要か？
も し 世 界 人 口 が そ の 国 と 同 様 の 生 活 を し た ら 、 地 球
が い く つ 必 要 か を 計 算 し た も の 。 出 典 ： グ ロ ー バ
ル・フットプリント・ネットワーク, NFA2018。

322	世界のバイオキャパシティとエコフット
［ 1 人 当 た り  2 0 1 4 年 ］ 出 典 ： グ ロ ー バ ル ・ フ ッ ト プ リ ン ト ・
ネットワーク, NFA2018。
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上限 ～ 下限 沖縄島 離島 合計

MIS※3 BC34000 ～ BC28000 6000 2 2 0.033 山下町第一洞穴・サキタリ洞

MIS2前半 BC28000 ～ BC18000 10000 3 3 0.030 港川・真栄平・サキタリ洞

MIS2後半 BC18000 ～ BC8000 10000 1 1 2 0.020 サキタリ洞・下地原洞穴

赤色条線文系 BC8000 ～ BC7000 1000 5 1 6 0.600

有肩押引文系 BC7000 ～ BC6000 1000 1 1 2 0.200

BC6000 ～ BC5200 800 ND ND

南島爪形文土器 BC5200 ～ BC4800 400 14 1 15 3.750 文献（１）

BC4800 ～ BC4000 800 ND ND

曽畑式 BC4000 ～ BC3700 300 7 7 2.333 文献（２）

条痕文系 BC3700 ～ BC3500 200 14 3 17 8.500 文献（２）

室川下層式 BC3500 ～ BC3000 500 20 4 24 4.800 文献（２）

神野A式・同B式 BC3000 ～ BC2600 400 1 2 3 0.750 文献（２）

面縄前庭式 BC2600 ～ BC2000 600 22 6 28 4.667 文献（３）

伊波・荻堂式 BC2000 ～ BC1500 500 49 19 68 13.600 文献（４）

大山式 BC1500 ～ BC1300 200 23 10 33 16.500 文献（４）

室川式 BC1300 ～ BC1000 500 ND ND

宇佐浜式・仲原式 BC1000 ～ BC500 500 165 16 181 36.200 文献（５）

貝塚後期（過渡期） BC500 ～ AD1 500 19 3.801 文献（６）

貝塚後期（前半） AD1 ～ AD500 500 119 23.890 文献（６）

貝塚後期（後半） AD500 ～ AD1000 600 257 42.758 文献（６）

カムイヤキ AD1000 ～ AD1350 400 207 34 241 60.250 文献（７）

グスク時代 AD1350 ～ AD1600 250 447 84 531 212.400 文献（８）

※MISは海洋酸素同位体ステージ。

文献
（１）伊藤圭2014「ヤブチ式前後の土器相について」（新里・高宮編2014所収）
（２）横尾昌樹2014「貝塚時代前2期の土器編年について」（新里・高宮編2014所収）
（３）横尾昌樹2010「沖縄県における縄文時代中期相当期の土器の様相」『第20回九州縄文研究会佐賀大会資料集』
（４）崎原恒寿2014「点刻線文系土器群について」（新里・高宮編2014所収）
（５）玉榮飛道2014「沖縄諸島の肥厚口縁土器・無文尖底系土器」（新里・高宮編2014所収）
（６）宮城弘樹2011「グスク時代に訪れた大規模な島の景観変化」（高宮・伊藤編2011所収）掲載の遺跡数を宮城弘樹2000「貝塚時代後

期土器の研究（Ⅱ）－後期遺跡の集成－」『南島考古』19の時期区分と各時期の遺跡数比率にもとづいて配分した。
（７）新里亮人2018『琉球国成立前夜の考古学』同成社
（８）宮城弘樹2011「グスク時代に訪れた大規模な島の景観変化」（高宮・伊藤編2011所収）掲載のグスク時代遺跡数（11C-16C）から

カムイヤキの遺跡数(11C-14C中葉)をさしひいたもの。厳密には複合遺跡も存在するため、ここに示した遺跡数は最小値で、実際の遺跡
数はこれより多くなるはずである。
新里貴之・高宮広土編2014『琉球列島の土器・石器・貝製品・骨製品文化』六一書房
高宮広土・伊藤慎二編2011『先史・原史時代の琉球列島－ヒトと景観－』六一書房

年代区分
（土器型式等）

備考
（遺跡名・遺跡数算出の典拠）

時間幅
（年間）

100年あたり
の遺跡数

年代（年前） 遺跡数

付録１　100年あたりの遺跡数の推移（図68）の算出根拠データ

野国貝塚群B地点（嘉手納町）
分類群別
集計表

重量
(kg)

可食部重量
(kg)

可食部
重量比(%)

カロリー
比（％）

イノシシ 17,745 8,873 96.2 98.2
ジュゴン 250 150 1.6 1.1
ウミガメ 600 144 1.6 0.6
主要貝類 220 32 0.3 0.1
主要魚類 50 25 0.3 0.1
合　　計 18,865 9,223 100.0 100.0

イノシシ
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

成獣♂ 50% 244 40,000 171 6,840
成獣♀ 50% 244 30,000 213 6,390
幼獣 50% 244 15,000 116 1,740
不明 50% 244 25,000 111 2,775

※この時期のイノシシは現生リュウキュウイノシシ（♂60kg・♀50kg）よりもかなり小型

可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数

ジュゴン 60% 155 250,000 1
ウミガメ 24% 89 100,000 6

※厳密な個体数推定は難しいが、ここでは仮にジュゴン１、ウミガメ６として計上した。

主要貝類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

マガキガイ 13% 79 15 9,100 137

サラサバテイラ 17% 83 100 835 84

主要魚類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

サメ
ギンガメアジ

アイゴ
ウツボ
チダイ
ベラ

19,750
22,055,110

カロリー
(kcal)

21,648,900
232,500
128,160
25,800

17,745

・殻高40-45mm程度のもの主体。
220

骨から推定される個体数は少な
い。ここでは仮にサメ2個体(20kg
×2）、ギンガメアジ属5個体
（2kg×5）を計上し50kgとした。
カロリーは79kcal/100gとして計
算。

50

・殻径60-70mm程度のもの主体。

重量
(kg)
250
600

付録2　出土動物遺体から推定される食生態（図72）の算出根拠データ

各動物種カロリー計算基礎データ

100gあたり
廃棄率

(重量比）
可食部比率

（＝100-廃棄率）
カロリー
(kcal)

タンパク質
(g)

出典

イノシシ 50% 50% 244 18.8 (1)（イノシシ 油身つき 生）

ジュゴン 40% 60% 155 30.0 (2)

ウミガメ 76% 24% 89 20.0 (3)

イルカ 40% 60% 100 24.1 (4)

ブダイ 57% 43% 83 19.9 (5)

ハタ 50%※ 50% 92 19.4 (6)

ベラ 52% 48% 90 (7)

フエフキダイ 55% 45% 85 20.5 (1)（ハマフエフキ）

ミナミクロダイ 55% 45% 137 20.4 (1)（クロダイ）

ハリセンボン 50%※ 50% 78 18.9 (1)（マフグ）

サメ 50%※ 50% 79 18.9 (1)（ヨシキリザメ）

マガキガイ ※※ ※※ 79 56.0 クモガイの数値を使用

クモガイ ※※ ※※ 79 56.0 (8)

オニノツノガイ ※※ ※※ 55 12.0 キバウミニナ類の数値を使用

イソハマグリ ※※ ※※ 35 6.1 ハマグリ類の数値を使用

チョウセンサザエ ※※ ※※ 83 19.4 (1)（サザエ 生）

サラサバテイラ ※※ ※※ 83 19.4 チョウセンサザエの数値を使用

シャコガイ類 ※※ ※※ 104 16.7 (9)

カンギク ※※ ※※ 83 19.4 チョウセンサザエの数値を使用

アラスジケマン ※※ ※※ 35 6.1 ハマグリ類の数値を使用

ハマグリ類 ※※ ※※ 35 6.1 (1)（ハマグリ 生）

キバウミニナ類 ※※ ※※ 55 12.0 (10)

※廃棄率不明のため仮に50%として推定。
※※貝類の廃棄率・可食部比率は金城2018および山崎真治による調査データに基づいて個別に推定。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6) ・https://calories24.com/ （ハタ）
(7)

(8)

(9)
(10)

Amin, H. F., Hamza, N. E., Moharram, Y.G. (2020) Chemical Composition, Nutritional Value, Safety, and Acceptability
of Egyptian
Red Sea Coast Fresh and Dried Spider Conch (Lambis Lambis ) Meats. Egyptian Journal of Aquatic Biology &
Fisheries 24: 153-165.

・https://www.myfitnesspal.com/food/calories/terebralia-sp-mud-whelk-flesh-329557508　（Terebralia  sp.）
・https://lowcaloriesrecipe.com/6083269-tridacna-sea-cicada

大型動物

魚類

貝類

日本食品標準成分表2020年版（八訂）
食品成分データベースhttps://fooddb.mext.go.jp/index.pl

①Adulyanukosol, K.,Cherdsukjao, P.,Boukaew, P. (2011) Morphology and organ weight of dugongs (Dugong dugon )
in Thai waters. Proceedings of the 6th International Symposium on SEASTAR2000 and Asian Bio-logging Science
(The 10th SEASTAR2000 workshop):41-47.
②https://www.caloriecounter.com.au/food/dugong-wild-caught-flesh-cooked/

①Olmedo, G. G. and Farnes, O. C (2004) Cultural, Social and Nutritional Value of Sea Turtles in Cuba. 44P. La
Habana. Universidad de la Habana.
②https://www.nutritionix.com/ (green turtle)

①Miyazaki, N., Fujise, Y., Fujiyama, T. (1981) Body and organ weight of striped and spotted dolphins of the Pacific
coast of Japan. Scientific Reports of the Whales Research Institute (Japan) 33: 27-67.
②日本食品標準成分表2020年版（八訂）（くじら 赤肉生）

①https://openseas.nl/product/parrotfish/
②廃棄率は菅原広史氏調査データ（イチモンジブダイ）による。

①廃棄率は菅原広史氏調査データ（シロクラベラ）による。
②カロリーに関するデータはないが便宜的に90kcalとした。

主要動物種の廃棄率・可食部比率・カロリー・タンパク質基本データ

※ 魚 介 類 は 主 要 な も の や 計 算 し や す い も の に 限 定 し て 計 上 し て お り 、 実 際 の 数 量 ・ 比 率 は こ こ で 提 示 し た 数 値 よ り も や や 大 き く な る と 考 え ら れ る 。
※ 可 食 部 比 率 の 不 明 な も の は 5 0 % と 仮 定 し た 。
※ 貝 類 の 可 食 部 比 率 は 金 城 （ 2 0 1 8 ） お よ び 筆 者 の 調 査 デ ー タ に よ る 。
※ 個 体 重 量 は 遺 跡 出 土 骨 貝 資 料 の サ イ ズ 推 定 等 に も と づ き 個 別 に 推 定 し た 。
※ 魚 類 は 報 告 書 の 推 定 体 長 デ ー タ 等 に 基 づ い て 、 体 長 ・ 重 量 換 算 式 （ 太 田 ほ か 2 0 0 7 ） を 利 用 し て 重 量 を 求 め た 。

太 田 格 ・ 工 藤 利 洋 ・ 山 本 以 智 人 2 0 0 7 「 主 要 沿 岸 性 魚 類 の 体 長 - 体 重 関 係 式 ( 八 重 山 海 域 資 源 管 理 型 漁 業 推 進 調 査 ) 」 『 平 成 1 8 年 度 沖 縄 県 水 産 海 洋 研 究 セ ン タ ー 事 業 報 告 書 』 1 8 4 - 1 8 8 頁
金 城  忍  2 0 1 8 「 遺 跡 出 土 の 貝 の 実 食 体 験 （ 貝 の 計 測 お よ び 実 食 結 果 ） 」 『 恩 納 村 博 物 館 紀 要 』 1 0

(1 ) 日 本 食 品 標 準 成 分 表 2 0 2 0 年 版 （ 八 訂 ） 
食 品 成 分 デ ー タ ベ ー ス h t t p s : / / f o o d d b . m e x t . g o . j p / i n d e x . p l

( 2 ) ① A d u l y a n u k o s o l ,  K . , C h e r d s u k j a o ,  P. , B o u k a e w,  P.  ( 2 0 1 1 )  M o r p h o l o g y  a n d  o r g a n
w e i g h t  o f  d u g o n g s  ( D u g o n g  d u g o n )  i n  T h a i  w a t e r s .  P r o c e e d i n g s  o f  t h e  6 t h 
I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m  o n  S E A S TA R 2 0 0 0  a n d  A s i a n  B i o - l o g g i n g  S c i e n c e  ( T h e  1 0 t h 
S E A S TA R 2 0 0 0  w o r k s h o p ) : 4 1 - 4 7 . 
② h t t p s : / / w w w. c a l o r i e c o u n t e r . c o m . a u / f o o d / d u g o n g - w i l d - c a u g h t - f l e s h - c o o k e d /

( 3 ) ① O l m e d o ,  G .  G .  a n d  F a r n e s ,  O .  C  ( 2 0 0 4 )  C u l t u r a l ,  S o c i a l  a n d  N u t r i t i o n a l  V a l u e  o f  S e a 
T u r t l e s  i n  C u b a .  4 4 P.  L a  H a b a n a .  U n i v e r s i d a d  d e  l a  H a b a n a .
② h t t p s : / / w w w. n u t r i t i o n i x . c o m /  ( g r e e n  t u r t l e )

( 4 ) ① M i y a z a k i ,  N . ,  F u j i s e ,  Y . ,  F u j i y a m a ,  T .  ( 1 9 8 1 )  B o d y  a n d  o r g a n  w e i g h t  o f  s t r i p e d  a n d 
s p o t t e d  d o l p h i n s  o f  t h e  P a c i f i c  c o a s t  o f  J a p a n .  S c i e n t i f i c  R e p o r t s  o f  t h e  W h a l e s 
R e s e a r c h  I n s t i t u t e  ( J a p a n )  3 3 :  2 7 - 6 7 .
② 日 本 食 品 標 準 成 分 表 2 0 2 0 年 版 （ 八 訂 ） （ く じ ら  赤 肉  生 ）

( 5 ) ① h t t p s : / / o p e n s e a s . n l / p r o d u c t / p a r r o t f i s h / 
② 廃 棄 率 は 菅 原 広 史 氏 調 査 デ ー タ （ イ チ モ ン ジ ブ ダ イ ） に よ る 。

( 6 ) h t t p s : / / c a l o r i e s 2 4 . c o m /  （ ハ タ ）
( 7 ) ① 廃 棄 率 は 菅 原 広 史 氏 調 査 デ ー タ （ シ ロ ク ラ ベ ラ ） に よ る 。 

② カ ロ リ ー に 関 す る デ ー タ は な い が 便 宜 的 に 9 0 k c a l と し た 。
( 8 ) A m i n ,  H .  F. ,  H a m z a ,  N .  E . ,  M o h a r r a m ,  Y . G .  ( 2 0 2 0 )  C h e m i c a l  C o m p o s i t i o n ,  N u t r i t i o n a l 

V a l u e ,  S a f e t y ,  a n d  A c c e p t a b i l i t y  o f  E g y p t i a n  R e d  S e a  C o a s t  F r e s h  a n d  D r i e d  S p i d e r 
C o n c h  ( L a m b i s  L a m b i s )  M e a t s .  E g y p t i a n  J o u r n a l  o f  A q u a t i c  B i o l o g y  &  F i s h e r i e s  2 4 : 
1 5 3 - 1 6 5 .

( 9 ) h t t p s : / / l o w c a l o r i e s r e c i p e . c o m / 6 0 8 3 2 6 9 - t r i d a c n a - s e a - c i c a d a
( 1 0 ) h t t p s : / / w w w. m y f i t n e s s p a l . c o m / f o o d / c a l o r i e s / t e r e b r a l i a - s p - m u d - w h e l k -

f l e s h - 3 2 9 5 5 7 5 0 8 　 （ Te re b r a l i a  s p . ）



付録 106

古我地原貝塚（うるま市）

分類群別
集計表

重量
(kg)

可食部重量
(kg)

可食部
重量比(%)

カロリー
比（％）

イノシシ 1,680 840 42.5 68.0
ジュゴン 250 150 7.6 7.7
ウミガメ 300 72 3.6 2.1
イルカ 200 120 6.1 4.0
主要貝類 9,386 659 33.3 14.3
主要魚類 299 136 6.9 3.9
合　　計 12,115 1,977 100.0 100.0

イノシシ
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

成獣♂ 50% 244 50,000 19 950
成獣♀ 50% 244 40,000 13 520
幼獣 50% 244 15,000 14 210

※現生リュウキュウイノシシよりもやや小型と推定。

可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数

ジュゴン 60% 155 250,000 1
ウミガメ 24% 89 100,000 3
イルカ 60% 100 200,000 1

主要貝類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

ウミニナ科 5% 55 10 780,570 7,806

サラサバテイラ 17% 83 90 7,230 651

クモガイ 17% 79 175 5,310 929

主要魚類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

ハタ 50% 92 150 602 90
※体長20-30cm程度のもの主体。

　ベラ 48% 90 170 148 25
※体長20cm程度のもの主体。

　ブダイ 43% 83 190 966 184
※体長20cm程度のもの主体。

64,080
120,000
431,269
117,913

3,015,361

カロリー
(kcal)

2,049,600
232,500

9,386

・キバウミニナⅠ型が80%を占める。基本データはキバウミニナ類に準じた。

299

1,680

※個体数は便宜的に報告されたE94グリッドの個体数の10倍とした。

・殻径60mm程度のもの主体。

・殻高データなし。便宜的に現生クモガイ成貝の重量175gを用いた。

重量
(kg)
250
300
200

熱田原貝塚（南城市）

分類群別
集計表

重量
(kg)

可食部重量
(kg)

可食部
重量比(%)

カロリー
比（％）

イノシシ 90 45 47.1 80.4
ジュゴン ー ー ー ー
ウミガメ ー ー ー ー
主要貝類 172 35 36.8 10.2
主要魚類 36 15 16.2 9.5
合　　計 298 96 100.0 100.0

イノシシ
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

不明 50% 244 45,000 2 90 90
※現生リュウキュウイノシシよりもやや小型と推定。

可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数

ジュゴン
ウミガメ

主要貝類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

アラスジケマン 20% 35 14 11,378 159

カンギク 25% 83 2 6,586 13

主要魚類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

ハマフエフキ 45% 85 140 70 10

※体長20cm程度のもの主体。基本データはフエフキダイに準じる。
　ブダイ 43% 83 280 92 26

※体長20-25cm程度のもの主体。

13,884
12,942
136,626

カロリー
(kcal)

109,800
ー
ー

36

重量
(kg)

出土しているが僅かなので計上せず。

172
・殻高24mm程度のもの主体。

・殻径20mm程度のもの主体。

地荒原貝塚（うるま市）

分類群別
集計表

重量
(kg)

可食部重量
(kg)

可食部
重量比(%)

カロリー
比（％）

イノシシ 940 470 42.7 77.9
ジュゴン ー ー ー ー
ウミガメ ー ー ー ー
主要貝類 2,228 437 39.6 10.5
主要魚類 416 194 17.7 11.6
合　　計 3,584 1,101 100.0 100.0

イノシシ
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

成獣（♂＋♀） 50% 244 35,000 23 805
幼獣 50% 244 15,000 9 135

※現生リュウキュウイノシシよりもやや小型と推定。

可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数

ジュゴン
ウミガメ

主要貝類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

アラスジケマン 20% 35 16 133,544 2,137

イボウミニナ 10% 55 5 9,772 49

オハグロガイ 10% 55 5 8,559 43

主要魚類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

ハマフエフキ 45% 85 300 292 88
※体長20cm程度のもの主体。基本データはフエフキダイに準じた。

ベラ科 48% 90 500 560 280
※体長不明。個体重量500gと仮定。

　ブダイ類 43% 83 300 160 48
※体長20-25cm程度のもの主体。

カロリー
(kcal)

1,146,800

416

ー
ー

154,610
171,598

1,473,009

2,228

・殻長24mm程度のもの主体。

・殻高データなし。基本データはキバウミニナ類に準じた。
・個体重量5gと仮定。

・殻高データなし。基本データはキバウミニナ類に準じた。
・個体重量5gと仮定。

出土しているが僅かなので計上せず

重量
(kg)

940

嘉門貝塚A（浦添市）

分類群別
集計表

重量
(kg)

可食部重量
(kg)

可食部
重量比(%)

カロリー
比（％）

イノシシ 315 158 53.5 75.4
ジュゴン ー ー ー ー
ウミガメ 160 38 13.0 6.7

イルカ／クジラ ー ー ー ー
主要貝類 534 87 29.5 16.0
主要魚類 26 12 3.9 1.8
合　　計 1,035 294 100.0 100.0

イノシシ
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

不明 50% 244 45,000 7 315 315
※現生リュウキュウイノシシよりもやや小型と推定。

可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数

ジュゴン ー ー ー ー
ウミガメ 24% 89 80,000 2

イルカ／クジラ ー ー ー ー

主要貝類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

マガキガイ 15% 79 18 2,980 54

ヒメジャコ 30% 104 18 2,696 49

イソハマグリ 10% 35 2 1,782 4

シラナミ 15% 104 180 1,491 268

サラサバテイラ 15% 83 40 965 39

オニノツノガイ 9% 55 50 675 34

クモガイ 17% 79 175 501 88

主要魚類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

ブダイ科 43% 83 1,000 16 16

・大型
ハリセンボン 50% 78 500 19 10

・大型

81,740
9,415

509,632

カロリー
(kcal)

384,300
ー

34,176
ー

26

重量
(kg)
ー

160
ー

・殻高40mm程度のもの主体。

・殻長データなし（70mm程度のもの主体と仮定）。基本データはシャコガイ類に
準じた。

・殻高データなし（80mm程度のもの主体と仮定）。

534

・殻高50mm程度のもの主体。

・殻長50mm程度のもの主体。基本データはシャコガイ類に準じた。

・殻長24mm程度のもの主体。

・殻高データなし。便宜的に現生クモガイ成貝の重量175gを用いた。
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具志堅貝塚（本部町）
分類群別
集計表

重量
(kg)

可食部重量
(kg)

可食部
重量比(%)

カロリー
比（％）

イノシシ 2,310 1,155 75.4 89.8
ジュゴン 0.0 0.0
ウミガメ 300 72 4.7 2.0
主要貝類 1,461 239 15.6 6.3
主要魚類 144 65 4.2 1.9
合　　計 4,215 1,531 100.0 100.0

イノシシ
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

成獣♂ 50% 244 50,000 22 1,100 2,310
成獣♀ 50% 244 40,000 22 880
幼獣 50% 244 15,000 22 330

※現生リュウキュウイノシシよりもやや小型と推定。
※67個体の内訳を便宜的に成獣♂：成獣♀：幼獣＝１：１：１と仮定。

可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数

ジュゴン ー ー ー ー
ウミガメ 24% 89 100,000 3

主要貝類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

イソハマグリ 15% 35 16 9,353 150
※殻長データなし。個体重量16gと仮定。

スダレハマグリ 20% 35 30 3,381 101

※殻長データなし。個体重量30gと仮定。基本データはハマグリ類に準じた。

チョウセンサザエ 18% 83 160 2,388 382

※殻長データなし。個体重量160gと仮定。

マガキガイ 15% 79 20 990 20

※殻長データなし。個体重量20gと仮定。

カワラガイ 20% 35 30 882 26

※殻長データなし。個体重量30gと仮定。基本データはハマグリ類に準じた。

サラサバテイラ 18% 83 100 828 83

※殻長データなし。個体重量100gと仮定。

シラナミ 15% 104 600 381 229

ヒレジャコ 15% 104 2,000 235 470

主要魚類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

ミナミクロダイ 45% 137 500 26 13

※体長20cm程度のもの主体。
フエフキダイ科 45% 85 500 63 32
※体長不明。個体重量500gと仮定。

ハタ科 50% 92 500 34 17
※体長不明。個体重量500gと仮定。

ベラ科 48% 90 500 22 11
※体長不明。個体重量500gと仮定。

ブダイ科 43% 83 500 100 50
※体長不明。個体重量500gと仮定。
ナンヨウブダイ 43% 83 500 43 22
※体長20-25cm程度のもの主体。基本データはブダイに準じた。

※殻長データなし。個体重量2000gと仮定。基本データはシャコガイ類に準じた。

0
64,080
197,590
58,154

3,138,023

144

重量
(kg)

300
ー

1,461

※殻長15cm程度のものが多い。個体重量600gと仮定。
基本データはシャコガイ類に準じた。

カロリー
(kcal)

2,818,200

新原貝塚（南城市）

分類群別
集計表

重量
(kg)

可食部重量
(kg)

可食部
重量比(%)

カロリー
比（％）

イノシシ 45 23 4.3 8.9
ジュゴン 250 150 29.0 37.7
ウミガメ 100 24 4.6 3.5

イルカ／クジラ 250 150 29.0 24.3
主要貝類 759 118 22.7 18.4
主要魚類 119 53 10.3 7.3
合　　計 1,523 518 100.0 100.0

イノシシ
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

不明 50% 244 45,000 1 45 45
※現生リュウキュウイノシシよりもやや小型と推定。

可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数

ジュゴン 60% 155 250,000 1
ウミガメ 24% 89 100,000 1

イルカ／クジラ 60% 100 250,000 1

主要貝類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

イソハマグリ 10% 35 2 17,199 34

シラナミ 15% 104 200 2,595 519

ヒメジャコ 30% 104 18 2,079 37

マガキガイ 15% 79 18 9,321 168

主要魚類
可食部
比率

カロリー
(kcal/100g)

個体重量
(g)

個体数
重量
(kg)

総重量
(kg)

ハリセンボン 50% 78 300 102 31
・やや小型～中型
アオブダイ属 43% 83 300 156 47

・大小あり。基本データはブダイに準じた。
シロクラベラ型 43% 90 500 84 42

・中型～大型
※魚類の総個体数は分析サンプル中の個体数の2倍と推定。

カロリー
(kcal)
54,900

119

・殻長20-22mm程度のもの主体。

・殻長80mm程度のもの主体。基本データはシャコガイ類に準じた。
759

・殻長50mm程度のもの主体。基本データはシャコガイ類に準じた。

・殻長50mm程度のもの主体。

100
250

232,500
21,360
150,000
113,725
44,891
617,376

重量
(kg)
250

※貝類の総個体数は分析済サンプル個体数の3倍と推定。
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古
我
地
原
貝
塚
（

う
る
ま
市
）

の
模
型

木
戸
作
貝
塚
の
地
形
図

エ
フ
ェ

の
キ
ャ

ン
プ
平
面
図

現
代
人
が
打
ち
割
っ

た
貝

民
族
誌
か
ら
見
た
廃
棄
行
動

漁
港
の
一
角
に
形
成
さ
れ
た

現
代
の
貝
塚

海
鮮
鍋
と
食
後
の
廃
棄
貝

世
界
の
サ
ン
ゴ
礁
分
布
図

沿
岸
部
の
生
態
環
境
と
漁
法

春
に
沿
岸
部
を
覆
う
海
藻
類

島
の
沿
岸
部
を
縁
取
る
裾
礁

潮
間
帯
に
分
布
す
る
造
礁
サ
ン
ゴ

市
町
村
別
「

貝
塚
の
数
」

ラ
ン
キ
ン
グ

先
島
諸
島
の
貝
塚
地
図

沖
縄
諸
島
の
貝
塚
地
図

人
骨
（

下
顎
骨
）

貝
玉

動
物
骨
（

ジ
ュ

ゴ
ン
上
腕
骨
）

磨
製
石
斧

貝
製
品

土
器

伊
波
貝
塚
の
貝
層

ジ
ュ

ゴ
ン
剥
製
（

沖
縄
県
立
博
物

館
・
美
術
館
　
所
蔵
）

貝
殻
の
部
位
名
称

展
覧
会
関
連
年
表

名

称

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

宜
野
湾
市

沖
縄
島
南
部

浦
添
市

伊
奈
武
瀬

仲
宗
根
貝
塚

（

沖
縄
市
）

仲
宗
根
貝
塚

（

沖
縄
市
）

浦
添
貝
塚

（

浦
添
市
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

遺
跡
名
等

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

千
葉
県
2
0
0
0
『

千
葉
県
の
歴
史

資
料

編
考
古
1
』

田
村
　
隆
2
0
1
2
「

ゴ
ミ
問
題
の
発
生
」

『

物
質
文
化
』

9
2

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
9
/
1
1
/
2
6

)

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
0
/
1
0
/
6

)

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
7
/
7
/
9
／

韓
国
・
釜
山

)

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
9
/
4
/
3

)

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
9
/
7
/
2
8

)

撮
影
／
山
崎
真
治
(

2
0
1
9
/
9
/
2
8

)

国
土
地
理
院
地
図
お
よ
び
R
e
e
f
G
I
S

を
参
考
に
作
成

国
土
地
理
院
地
図
お
よ
び
R
e
e
f
G
I
S

を
参
考
に
作
成

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
2
/
1
2
/
1
3

)

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典

Tropical Coral Reefs of the W
orld

https://databasin.org/datasets/b983863c0a1a41e
8839383b40ade437d/

Binford, L.R. (1983) In Pursuit of the Past. 
U

niversity of California Press.

49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 No.

貝
類
の
個
体
数
の
数
え
方

嘉
門
貝
塚
Ａ
の
貝
層

古
我
地
原
貝
塚
の
貝
層

嘉
門
貝
塚
Ａ
の
地
形
図
と
貝
類

古
我
地
原
貝
塚
の
地
形
図
と
貝
類

サ
ン
ゴ
礁
と
人
々
の
く
ら
し

現
代
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
「

貝
塚
」

イ
ボ
キ
サ
ゴ

中
里
貝
塚

イ
ボ
キ
サ
ゴ
の
貝
層

貝
の
花
貝
塚

貝
塚
規
模
の
比
較
図

オ
マ
ー

ン
の
貝
塚

シ
ヌ
・
サ
ル
ー

ム
貝
塚
群

ム
ー

ル
貝

野
国
貝
塚
群
B
地
点
か
ら
出
土
し
た

貝
類

ヒ
レ
ジ
ャ

コ
と
ホ
ラ
ガ
イ

野
国
貝
塚
群
B
地
点
の
貝
層

藪
地
洞
穴
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器

沖
縄
最
古
の
貝
層
か
ら

出
土
し
た
貝
類

沖
縄
最
古
の
貝
層

沖
縄
人
類
史
時
計

飲
食
店
跡
（

テ
ル
モ
ポ
リ
ウ
ム
）

衣
服
ま
で
残
る
被
災
者
の
石
膏
像

名

称

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

模
型

現
代

縄
文
時
代
後
期

縄
文
時
代

中
後
期

縄
文
時
代

中
後
期

先
史
時
代

現
代

現
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

古
代
ロ
ー

マ

古
代
ロ
ー

マ

時
代
区
分

兼
城
上
原
第
一
遺
跡

（

糸
満
市
）

嘉
門
貝
塚
Ａ

（

浦
添
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

嘉
門
貝
塚
Ａ

（

浦
添
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

2
0
0
0
年
前
の
琉

球
の
ム
ラ
の
再
現
模

型 北
海
道
北
見
市
常
呂

町 東
京
都
北
区

千
葉
県
松
戸
市

加
曽
利
貝
塚

（

千
葉
県
千
葉
市
）

曽
谷
貝
塚

（

千
葉
県
市
川
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

ラ
ス
・
ア
ル
・
ハ
ム

ラ
6
（

R
H
6
）

セ
ネ
ガ
ル

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

（

嘉
手
納
町
）

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

（

嘉
手
納
町
）

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

（

嘉
手
納
町
）

藪
地
洞
穴
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

藪
地
洞
穴
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

藪
地
洞
穴
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

ポ
ン
ペ
イ

（

イ
タ
リ
ア
）

ポ
ン
ペ
イ

（

イ
タ
リ
ア
）

遺
跡
名
等

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

撮
影
／
中
村
雄
紀
氏

黒
住
耐
二
氏

北
区
飛
鳥
山
博
物
館

千
葉
市
立
加
曽
利
貝
塚
博
物
館

千
葉
県
2
0
0
0
『

千
葉
県
の
歴
史

資
料
編

考
古
1
』

千
葉
県
2
0
0
0
『

千
葉
県
の
歴
史

資
料
編

考
古
1
』

う
る
ま
市
教
育
委
員
会
2
0
1
2
『

伊
波
貝
塚

ほ
か
』

撮
影
／
松
井
章
氏

奈
良
文
化
財
研
究
所

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
4
/
4
/
2
6

)

ベ
ル
ギ
ー

・
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
6
/
8
/
5

)

デ
ザ
イ
ン
／
安
慶
名
正
浩
氏

p
h
o
t
o
A
C

p
h
o
t
o
A
C

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典

Italian Joint H
add Project
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タ
イ
ワ
ン
シ
ロ
ア
リ
の
菌
園
と
オ

オ
シ
ロ
ア
リ
タ
ケ

出
土
動
物
遺
体
か
ら
推
定
さ
れ
る

食
生
態

貝
塚
人
の
齲
歯

人
骨
コ
ラ
ー

ゲ
ン
の
安
定
同
位
体

比 世
代
を
遡
る

1
0
0
年
あ
た
り
の
遺
跡
数
の
推

移
（

沖
縄
諸
島
）

近
世
以
降
の
人
口
推
移

農
耕
民
の
食
べ
も
の
（

穀
物
）

貝
塚
時
代
の
竪
穴
住
居
と
集
落

現
代
人
集
団
に
お
け
る
ハ
プ
ロ
グ

ル
ー

プ
M
7
a
の
頻
度
の
地
域
別

比
較

旧
石
器
人
と
貝
塚
人
の
骨
格
の
特

徴 旧
石
器
人
・
貝
塚
人
・
グ
ス
ク
人

の
頭
骨
の
特
徴

各
時
代
の
遺
跡
の
立
地
模
式
図

群
生
す
る
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

現
代
の
カ
タ
ツ
ム
リ
死
殻
の
集
積

カ
タ
ツ
ム
リ
主
体
の
貝
層

貝
塚
人
頭
骨
と
外
耳
道
骨
腫

サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
の
殻
径
分
布

マ
ガ
キ
ガ
イ
の
殻
高
分
布

潮
汐
の
周
期
的
変
動

貝
類
の
生
態
と
調
理
状
況

潮
干
狩
り
の
貝

沖
縄
の
貝
塚
で
優
占
種
と
な
る
こ

と
の
多
い
貝
類

地
域
別
の
優
占
種
数

名

称

模
型

貝
塚
時
代
前

期 現
生
標
本

模
型

旧
石
器
時
代

貝
塚
時
代

旧
石
器
時
代

貝
塚
時
代

グ
ス
ク
時
代

時
代
区
分

武
芸
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

港
川
遺
跡
（

八
重
瀬
町
）

武
芸
洞
遺
跡
（

南
城
市
）

港
川
遺
跡
（

八
重
瀬
町
）

武
芸
洞
遺
跡
（

南
城
市
）

八
重
山
島
蔵
元
跡
（

石
垣

市
）

南
城
市
具
志
堅

う
る
ま
市
南
風
原

浜
崎
貝
塚
（

伊
江
村
）

具
志
川
島
遺
跡
群
（

伊
是

名
村
）

岩
立
遺
跡
西
区

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点
（

嘉

手
納
町
）

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点
（

嘉

手
納
町
）

／
現
代

遺
跡
名
等

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

作
成
／
山
崎
真
治

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
澤
浦
亮
平

米
田
穣
・
松
崎
浩
之
・
小
林
紘
一
・
伊
藤

茂
・
廣
田
正
史

2
0
1
3
「

ト
マ
チ
ン
遺

跡
出
土
人
骨
の
同
位
体
分
析
と
放
射
性
炭
素

年
代
測
定
」

新
里
貴
之
編
『

徳
之
島
ト
マ
チ

ン
遺
跡
の
研
究
』

鹿
児
島
大
学

個
人
蔵

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

篠
田
謙
一
2
0
0
7
『

日
本
人
に
な
っ

た
祖

先
た
ち
～

Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
解
明
す
る
そ
の
多
元

的
構
造
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ

ク
ス

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

石
垣
市
教
育
委
員
会

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
0
/
1
1
/
1
1

)

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
0
/
8
/
7

)

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
7
/
7
/
3
1

)

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

山
崎
真
治
計
測
デ
ー

タ
に
基
づ
く

山
崎
真
治
計
測
デ
ー

タ
に
基
づ
く

撮
影
／
阿
利
よ
し
乃
・
山
崎
真
治

撮
影
／
阿
利
よ
し
乃
・
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典

97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 No.

物
質
循
環
の
一
例
（

食
物
連
鎖
と
そ

れ
に
伴
う
酸
素
・
炭
素
の
循
環
模
式

図
）

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
頭
骨

火
の
使
用

チ
ン
パ
ン
ジ
ー

と
ヒ
ト
の
手
の
骨

（

右
手
）

被
捕
食
者
と
し
て
の
人
類

チ
ャ

ド
猿
人
頭
骨

沖
縄
の
魚

『

沖
縄
日
報
』

の
記
事

多
和
田
真
淳

川
平
朝
令

尚
家
日
記

大
山

柏

松
村

瞭

鳥
居
龍
蔵

エ
ド
ワ
ー

ド
・
モ
ー

ス

社
会
の
種
類
（

イ
ラ
ス
ト
）

社
会
の
種
類

さ
ま
ざ
ま
な
農
業
形
態
の
エ
ネ
ル

ギ
ー

効
率

農
耕
社
会
の
子
供
た
ち

ゴ
ホ
ウ
ラ
の
貝
輪

石
斧
と
鉄
斧

農
耕
民
の
く
ら
し

オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
の
貯
蔵
穴

さ
ま
ざ
ま
な
集
団
に
お
け
る
成
人
の

労
働
時
間

名

称

レ
プ
リ
カ

レ
プ
リ
カ

模
型

レ
プ
リ
カ

貝
塚
時
代

前
期

貝
塚
時
代

前
期

時
代
区
分

ラ
フ
ェ

ラ
シ
ー

（

フ
ラ
ン
ス
）

ス
ワ
ル
ト
ク
ラ
ン
ス

（

南
ア
フ
リ
カ
）

チ
ャ

ド

ナ
ガ
ラ
原
第
三
貝
塚

（

伊
江
村
）

石
斧
／
う
る
ま
市
宮
城
島

採
集

鉄
斧
／
沖
縄
島
北
部
（

山

原
）

1
9
5
0
年
代

前
原
遺
跡

（

宜
野
座
村
）

遺
跡
名
等

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
8
/
2
/
1

)

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

モ
ン
レ
ポ
ス
博
物
館
（

ド
イ
ツ
）

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
0
/
1
0
/
1
7

)

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
エ
グ
バ
ー

ト
・
Ｈ
・
ウ
ォ
ー

カ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

那
覇
市
歴
史
博
物
館

那
覇
市
歴
史
博
物
館

公
益
財
団
法
人
古
代
学
協
会

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

作
成
／
山
崎
真
治

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
Ｊ
（

倉
骨
　
彰

訳
）

2
0
0
0
『

銃
・
病
原
菌
・
鉄
』
（

上
）

（

下
）

草
思
社

大
塚
柳
太
郎
ほ
か
2
0
0
2
『

人
類
生
態

学
』

第
２

版
　
東
京
大
学
出
版
会

撮
影
／
エ
グ
バ
ー

ト
・
Ｈ
・
ウ
ォ
ー

カ
ー

氏

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

伊
江
村
教
育
委
員
会

石
斧
／
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

鉄
斧
／
撮
影
／
エ
グ
バ
ー

ト
・
Ｈ
・
ウ
ォ
ー

カ
ー

氏

撮
影
／
エ
グ
バ
ー

ト
・
Ｈ
・
ウ
ォ
ー

カ
ー

氏

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

宜
野
座
村
立
博
物
館

山
内
　
昶
1
9
9
4
『

経
済
人
類
学
へ
の
招

待
』

ち
く
ま
新
書

大
塚
柳
太
郎
ほ
か
2
0
0
2
『

人
類
生
態

学
』

第
２

版
　
東
京
大
学
出
版
会

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典



図版目録 110

120 119 118 117 116 115 114 113 112 111 110 109 108 107 106 105 104 103 102 101 100 99 98 No.

サ
ト
ウ
キ
ビ

近
代
の
食
べ
も
の

看
卓
の
図

冊
封
使
饗
応
料
理
（

御
冠
船
料
理
）

サ
ツ
マ
イ
モ

鳥
骨
（

ニ
ワ
ト
リ
）

加
工
痕
の
あ
る
獣
骨

ブ
タ
頭
骨

獣
骨
（

ウ
シ
）

鉄
製
刀
子

炭
化
穀
物

グ
ス
ク
時
代
の
食
具

魚
骨

ホ
ラ
ガ
イ
製
品

シ
ャ

コ
ガ
イ
の
皿

貝
塚
時
代
の
食
べ
も
の

煮
炊
き
に
用
い
ら
れ
た
土
器

ア
イ
ゴ
と
オ
オ
ウ
ナ
ギ

ト
コ
ブ
シ
（

ナ
ガ
ラ
メ
型
）

魚
骨

モ
ク
ズ
ガ
ニ
と
カ
ワ
ニ
ナ
の
現
生
個

体 モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
鉗
脚
と
カ
ワ
ニ
ナ

イ
ノ
シ
シ
下
顎
骨

名

称

模
型

再
現
模
型

再
現

模
型

グ
ス
ク
時
代

以
降

グ
ス
ク
時
代

以
降

グ
ス
ク
時
代

以
降

グ
ス
ク
時
代

以
降

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

模
型

貝
塚
時
代
前
期

ア
イ
ゴ
／
模
型

オ
オ
ウ
ナ
ギ
／

剥
製

旧
石
器
時
代

旧
石
器
時
代

旧
石
器
時
代

旧
石
器
時
代

時
代
区
分

具
志
頭
城
址
崖
下
地
点

（

八
重
瀬
町
）

具
志
頭
城
址
崖
下
地
点

（

八
重
瀬
町
）

具
志
頭
城
址
崖
下
地
点

（

八
重
瀬
町
）

具
志
頭
城
址
崖
下
地
点

（

八
重
瀬
町
）

今
帰
仁
城
址

（

今
帰
仁
村
）

コ
メ
・
ム
ギ
／
今
帰
仁

城
址
（

今
帰
仁
村
）

ア
ワ
／
今
帰
仁
城
周
辺

遺
跡
（

今
帰
仁
村
）

今
帰
仁
城
址

（

今
帰
仁
村
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

ナ
ガ
ラ
原
第
三
貝
塚

（

伊
江
村
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

清
水
貝
塚
（

久
米
島

町
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

遺
跡
名
等

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

安
次
富
順
子
2
0
1
6
『

琉
球
王
朝
の

料
理
と
食
文
化
』

琉
球
新
報
社

安
次
富
順
子
食
文
化
研
究
所

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

伊
江
村
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

久
米
島
博
物
館

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
山
崎
真
治

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典

144 143 142 141 140 139 138 137 136 135 134 133 132 131 130 129 128 127 126 125 124 123 122 121 No.

打
ち
割
ら
れ
た
貝
殻

ハ
イ
ガ
イ
の
煮
込
み
料
理

ハ
イ
ガ
イ

オ
オ
ジ
ャ

コ

キ
バ
ウ
ミ
ニ
ナ
類
と
セ
ン
ニ
ン
ガ
イ

サ
ン
ゴ
礁
の
種
を
多
く
含
む
貝
塚
の

貝
類

内
湾
干
潟
の
種
を
多
く
含
む
貝
塚
の

貝
類

大
型
の
シ
ャ

コ
ガ
イ
類
を
含
む
貝
層

小
型
二
枚
貝
か
ら
な
る
貝
層

貝
層
断
面
の
剥
ぎ
取
り
標
本
（

細

部
）

貝
層
断
面
の
剥
ぎ
取
り
標
本

食
原
料
類
別
の
1
人
あ
た
り
の
年
間

純
供
給
量
の
推
移

現
代
の
鮮
魚
店

ラ
フ
テ
ー

ク
ー

ブ
イ
リ
チ
ー

戦
前
の
塩
田
の
風
景

ス
テ
ー

キ

沖
縄
そ
ば

ビ
ー

ル

ハ
ン
バ
ー

ガ
ー

貨
幣

ソ
テ
ツ

鰹
節

グ
ル
ク
ン

名

称

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

現
生

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

模
型

模
型

模
型 時

代
区
分

イ
モ
ガ
イ
・
タ
カ
ラ

ガ
イ
／
崎
樋
川
貝
塚

Ｂ
（

那
覇
市
）

ク
モ
ガ
イ
／
嘉
門
貝

塚
Ａ
（

浦
添
市
）

ラ
ブ
ア
ン
バ
ジ
ョ

（

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

天
久
貝
塚
（

那
覇

市
）

ワ
イ
キ
キ
水
族
館

（

U
S
A
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

崎
樋
川
貝
塚
Ｂ

（

那
覇
市
）

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

新
原
貝
塚
（

南
城

市
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄

市
）

平
安
山
原
Ｃ
遺
跡

（

北
谷
町
）

平
安
山
原
Ｃ
遺
跡

（

北
谷
町
）

那
覇
市
前
島

遺
跡
名
等

那
覇
市
市
民
文
化
部

浦
添
市
教
育
委
員
会

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
3
/
1
0
/
2
4

)

那
覇
市
市
民
文
化
部

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
5
/
3
/
1
2

)

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

那
覇
市
市
民
文
化
部

南
城
市
教
育
委
員
会

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

北
谷
町
教
育
委
員
会

北
谷
町
教
育
委
員
会

農
林
水
産
省
『

食
糧
需
給
表
』

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
1
/
6
/
2
7

)

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

樟
蔭
女
子
専
門
学
校
『

体
育
行
脚
』

（

映
像
／
1
9
2
9
年
）

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
7
/
1
/
2
6

)

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
0
/
2
/
1
1

)

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典
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西
長
浜
原
遺
跡
の
水
洗
選
別
資
料
と
ピ
ッ

ク
ア
ッ

プ
資
料
の
魚
種
組
成
の
比
較

浦
添
城
跡
出
土
の
ス
ク

西
長
浜
原
遺
跡
出
土
の
微
小
魚
骨

ア
ン
チ
の
上
貝
塚
出
土
の
ニ
シ
ン
科
椎
骨

想
定
さ
れ
る
解
体
の
手
法

刃
物
痕
の
あ
る
魚
骨

室
川
貝
塚
出
土
の
魚
骨

古
我
地
原
貝
塚
出
土
の
魚
骨

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点
出
土
の
魚
骨

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
の
サ
メ
椎
骨

ハ
リ
セ
ン
ボ
ン

ギ
ン
ガ
メ
ア
ジ

ス
ジ
ア
ラ

シ
ロ
ク
ラ
ベ
ラ

ハ
マ
フ
エ
フ
キ

ナ
ン
ヨ
ウ
ブ
ダ
イ

魚
類
の
頭
骨
イ
ラ
ス
ト

ブ
ダ
イ
の
骨
格
イ
ラ
ス
ト

貝
塚
か
ら
出
土
す
る
大
量
の
魚
骨

佐
敷
干
潟
の
地
形
と
戦
後
佐
敷
干
潟
で
採

集
さ
れ
た
チ
ョ

ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ

首
里
城
跡
か
ら
出
土
し
た
標
本

佐
敷
干
潟
か
ら
出
土
し
た
両
殻
標
本

（

2
0
0
6
年
採
集
）

ゴ
ホ
ウ
ラ

テ
ン
グ
ガ
イ

ホ
ロ
ガ
イ

名

称

グ
ス
ク
時
代
～

近
世

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

現
代

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

時
代
区
分

浦
添
城
跡

（

浦
添
市
）

西
長
浜
原
遺
跡

（

今
帰
仁
村
）

ア
ン
チ
の
上
貝
塚

（

本
部
町
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

室
川
貝
塚

（

沖
縄
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

（

嘉
手
納
町
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

津
堅
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

ア
ン
チ
浜
貝
塚

（

本
部
町
）

津
堅
第
二
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

嘉
門
貝
塚
Ａ

（

浦
添
市
）

遺
跡
名
等

作
成
／
菅
原
広
史
氏

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

本
部
町
教
育
委
員
会

撮
影
／
菅
原
広
史
氏

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
菅
原
広
史
氏

撮
影
／
菅
原
広
史
氏

撮
影
／
菅
原
広
史
氏

撮
影
／
菅
原
広
史
氏

撮
影
／
菅
原
広
史
氏

作
成
／
山
崎
真
治

作
成
／
山
崎
真
治

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

浦
添
市
教
育
委
員
会

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典

193 192 191 190 189 188 187 186 185 184 183 182 181 180 179 178 177 176 175 174 173 172 171 170 No.

真
志
喜
安
座
間
原
第
一
遺
跡
に
お
け
る

微
小
陸
貝
の
組
成

真
志
喜
安
座
間
原
第
一
遺
跡
か
ら
得
ら

れ
た
微
小
陸
貝

切
り
分
け
ら
れ
た
肉
と
四
肢

斧
で
脊
柱
と
肋
骨
を
切
り
離
す

取
り
出
さ
れ
た
内
臓

身
を
開
い
て
脊
柱
・
肋
骨
と
肉
を
切
り

離
す

腹
を
割
い
て
内
臓
を
取
り
出
す

ガ
ス
バ
ー

ナ
ー

で
炙
る

捕
え
た
イ
ノ
シ
シ
に
と
ど
め
を
刺
す

小
型
陸
棲
脊
椎
動
物

イ
ノ
シ
シ
の
骨

イ
ノ
シ
シ
の
骨
格
図

カ
ニ
の
鉗
脚
・
ウ
ニ

現
代
人
が
廃
棄
し
た
ノ
コ
ギ
リ
ガ
ザ
ミ

の
外
骨
格

コ
ウ
イ
カ
の
甲

ク
ジ
ラ
類
椎
骨

石
銛

ク
ジ
ラ
類
の
椎
骨

ク
ジ
ラ
類
の
椎
骨

イ
ル
カ
類
の
骨

ク
ジ
ラ
類
の
歯

カ
ツ
オ
ド
リ
・
ウ
ミ
ウ

カ
モ
メ
類

ア
ホ
ウ
ド
リ
・
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
属

名

称

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前

期
・
後
期

貝
塚
時
代
後
期

縄
文
時
代
早
期

縄
文
時
代
早
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

時
代
区
分

真
志
喜
安
座
間
原
第
一

遺
跡
（

宜
野
湾
市
）

天
久
貝
塚
（

那
覇
市
）

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

（

嘉
手
納
町
）

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

北
原
貝
塚

（

久
米
島
町
）

北
原
貝
塚

（

久
米
島
町
）

つ
ぐ
め
の
は
な
遺
跡

（

長
崎
県
平
戸
市
）

つ
ぐ
め
の
は
な
遺
跡

（

長
崎
県
平
戸
市
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

面
縄
第
三
貝
塚

（

鹿
児
島
県
伊
仙
町
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

下
上
原
貝
塚

（

南
城
市
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

遺
跡
名
等

作
成
／
黒
住
耐
二
氏

撮
影
／
黒
住
耐
二
氏

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

那
覇
市
市
民
文
化
部

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
0
/
7
/
7

)

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

平
戸
市
文
化
観
光
商
工
部

平
戸
市
文
化
観
光
商
工
部

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

伊
仙
町
歴
史
民
俗
資
料
館

久
米
島
博
物
館

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典
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220 219 218 217 216 215 214 213 212 211 210 209 208 207 206 205 204 203 202 201 200 199 198 197 196 195 194 No.

ウ
ミ
ガ
メ
を
利
用
し
た
骨
製
品

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
腕
骨

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
骨
格

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
骨
格

ウ
ミ
ガ
メ
の
背
甲
板

ジ
ュ

ゴ
ン
骨
・
骨
製
品
出
土
遺
跡
分
布

図 ジ
ュ

ゴ
ン
骨
・
骨
製
品
出
土
遺
跡
リ
ス

ト
（

２
）

ジ
ュ

ゴ
ン
骨
・
骨
製
品
出
土
遺
跡
リ
ス

ト
（

１
）

ジ
ュ

ゴ
ン
の
遺
存
骨
・
骨
製
品
出
土
例

の
時
代
的
推
移

蝶
形
骨
製
品

沖
縄
最
古
の
ジ
ュ

ゴ
ン
骨

ジ
ュ

ゴ
ン
の
骨
格

ジ
ュ

ゴ
ン
の
骨

骨
輪

加
工
痕
の
あ
る
ジ
ュ

ゴ
ン
の
肋
骨

ジ
ュ

ゴ
ン
の
肋
骨

ジ
ュ

ゴ
ン
の
頭
骨
・
下
顎
骨

ジ
ュ

ゴ
ン
の
骨
格

ジ
ュ

ゴ
ン
の
死
骸

ジ
ュ

ゴ
ン
の
解
体
風
景

ジ
ュ

ゴ
ン
の
く
ん
製

御
嶽
に
奉
納
さ
れ
た
ジ
ュ

ゴ
ン
骨

遊
泳
す
る
ジ
ュ

ゴ
ン

沖
縄
島
周
辺
の
海
草
藻
場
の
分
布

ジ
ュ

ゴ
ン
の
全
身
像

貝
塚
時
代
の
集
落
の
景
観
イ
メ
ー

ジ

微
小
陸
貝
か
ら
想
定
さ
れ
る
真
志
喜
安

座
間
原
第
一
遺
跡
の
植
生

名

称

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

現
生
標
本

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

レ
プ
リ
カ

時
代
区
分

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

（

嘉
手
納
町
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

室
川
貝
塚

（

沖
縄
市
）

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

（

嘉
手
納
町
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

室
川
貝
塚

（

沖
縄
市
）

室
川
貝
塚

（

沖
縄
市
）

七
門
御
嶽

（

下
地
島
）

仲
原
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

遺
跡
名
等

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

作
成
／
山
崎
真
治

作
成
／
盛
本

勲
氏

作
成
／
盛
本

勲
氏

作
成
／
盛
本

勲
氏

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

東
村
立
山
と
水
の
生
活
博
物
館

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

一
般
財
団
法
人

沖
縄
美
ら
島
財
団

総
合

研
究
セ
ン
タ
ー

作
成
／
山
崎
真
治

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館

撮
影
／
盛
本

勲
氏

撮
影
／
環
境
省

沖
縄
県
自
然
保
護
課
２
０
１
７
『

平
成
２
８

年
度
ジ
ュ

ゴ
ン
保
護
対
策
事
業
報
告
書
』

鳥
羽
水
族
館

撮
影
／
黒
住
耐
二
氏

作
成
／
黒
住
耐
二
氏

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典

243 242 241 240 239 238 237 236 235 234 233 232 231 230 229 228 227 226 225 224 223 222 221 No.

ネ
コ
（

頭
骨
）

イ
ヌ
（

頭
骨
）

イ
ヌ
（

頭
骨
）

埋
葬
さ
れ
た
イ
ヌ
の
骨

埋
葬
さ
れ
た
イ
ヌ

具
志
原
貝
塚
の
発
掘
調
査
風
景
④

具
志
原
貝
塚
の
発
掘
調
査
風
景
③

具
志
原
貝
塚
の
発
掘
調
査
風
景
②

具
志
原
貝
塚
の
発
掘
調
査
風
景
①

具
志
原
貝
塚
（

伊
江
村
）

発
掘
調
査
時

の
ス
ナ
ッ

プ

補
修
孔
の
あ
る
土
器

補
修
孔
の
あ
る
貝
輪

補
修
孔
の
あ
る
貝
製
品

貝
斧

貝
刀

螺
蓋
製
利
器

貝
錘

赤
色
顔
料
の
付
着
し
た
シ
ャ

コ
ガ
イ

貝
製
利
器

貝
皿
・
貝
匙

骨
針

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
で
作
ら
れ
た
鏃
・
刺

突
具

貝
で
作
ら
れ
た
鏃

名

称

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

具
志
頭
城
址
崖
下
地
点

（

八
重
瀬
町
）

具
志
頭
城
址
崖
下
地
点

（

八
重
瀬
町
）

伊
礼
原
遺
跡

（

北
谷
町
）

安
和
与
那
川
原
遺
跡

（

名
護
市
）

安
和
与
那
川
原
遺
跡

（

名
護
市
）

具
志
原
貝
塚

（

伊
江
村
）

具
志
原
貝
塚

（

伊
江
村
）

具
志
原
貝
塚

（

伊
江
村
）

具
志
原
貝
塚

（

伊
江
村
）

具
志
原
貝
塚

（

伊
江
村
）

津
堅
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

仲
宗
根
貝
塚

（

沖
縄
市
）

城
間
古
墓
群

（

浦
添
市
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

渡
喜
仁
浜
原
貝
塚

（

今
帰
仁
村
）

新
原
貝
塚

（

南
城
市
）

新
原
貝
塚

（

南
城
市
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

ナ
ガ
ラ
原
第
三
貝
塚

（

伊
江
村
）

室
川
貝
塚

（

沖
縄
市
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

嘉
手
納
貝
塚

（

嘉
手
納
町
）

天
久
貝
塚
（

那
覇
市
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

浜
崎
貝
塚
（

伊
江
村
）

野
国
貝
塚
群
Ｂ
地
点

（

嘉
手
納
町
）

遺
跡
名
等

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

北
谷
町
教
育
委
員
会

名
護
市
教
育
委
員
会

名
護
市
教
育
委
員
会

撮
影
／
友
寄
英
一
郎
氏

撮
影
／
友
寄
英
一
郎
氏

撮
影
／
友
寄
英
一
郎
氏

撮
影
／
友
寄
英
一
郎
氏

撮
影
／
友
寄
英
一
郎
氏

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

浦
添
市
教
育
委
員
会

久
米
島
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

南
城
市
教
育
委
員
会

南
城
市
教
育
委
員
会

久
米
島
博
物
館

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

伊
江
村
教
育
委
員
会

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

那
覇
市
市
民
文
化
部

久
米
島
博
物
館

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

伊
江
村
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典
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269 268 267 266 265 264 263 262 261 260 259 258 257 256 255 254 253 252 251 250 249 248 247 246 245 244 No.

赤
色
顔
料
が
付
着
し
た
石
器

貝
輪

ホ
ラ
ガ
イ
製
品
と
タ
ケ
ノ
コ
ガ
イ
製
品

貝
匙

骨
製
品

ス
イ
ジ
ガ
イ
製
品

ス
イ
ジ
ガ
イ
製
品

ク
ロ
チ
ョ

ウ
ガ
イ
製
品

伊
波
貝
塚
出
土
土
器

オ
オ
ガ
ン
ゼ
キ
製
品

ツ
ノ
ガ
イ
類

貝
輪

貝
輪

加
工
さ
れ
た
骨

骨
製
品

ジ
ュ

ゴ
ン
肋
骨

イ
ヌ
の
下
顎
骨

骨
製
ポ
イ
ン
ト

貝
刀

サ
メ
椎
骨
穿
孔
品

貝
匙

荻
堂
式
土
器

鳥
居
龍
蔵
収
集
資
料

鳥
居
龍
蔵
収
集
資
料

荻
堂
貝
塚
の
貝
層

荻
堂
貝
塚
の
発
掘
調
査
の
様
子

名

称

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

天
願
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

川
平
貝
塚

（

石
垣
市
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

遺
跡
名
等

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典

293 292 291 290 289 288 287 286 285 284 283 282 281 280 279 278 277 276 275 274 273 272 271 270 No.

ヒ
メ
ジ
ャ

コ
殻
長
の
年
代
的
変
化

サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
殻
径
の
年
代
的
変
化

グ
ス
ク
時
代
に
増
加
す
る
細
長
い
巻
貝

海
岸
に
漂
着
す
る
ゴ
ミ

骨
鏃

タ
ガ
ヤ
サ
ン
ミ
ナ
シ
製
品

タ
ガ
ヤ
サ
ン
ミ
ナ
シ
製
品

タ
ガ
ヤ
サ
ン
ミ
ナ
シ

サ
メ
椎
骨
製
品

巻
貝
製
品

貝
匙

貝
匙

匙
形
青
銅
製
品

ホ
ラ
ガ
イ
の
湯
沸
か
し

シ
ャ

コ
ガ
イ
の
貝
錘
を
つ
け
た
漁
網

完
成
し
た
貝
匙
（

模
造
品
）

作
業
の
様
子

貝
匙
の
復
元
想
定
図

ヤ
コ
ウ
ガ
イ

金
関
丈
夫

城
嶽
貝
塚
発
見
の
大
腿
骨

黒
曜
石

伊
波
普
猷
採
集
の
土
器

貝
製
品

名

称

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

民
俗
資
料

民
俗
資
料

貝
塚
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

具
志
川
グ
ス
ク

（

う
る
ま
市
）

国
頭
村
辺
戸

勝
連
城
跡

（

う
る
ま
市
）

拝
山
遺
跡
（

浦
添
市
）

下
上
原
貝
塚

（

南
城
市
）

大
山
貝
塚

（

宜
野
湾
市
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

拝
山
遺
跡
（

浦
添
市
）

下
地
原
洞
穴

（

久
米
島
町
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

勝
連
城
跡

（

う
る
ま
市
）

城
嶽
貝
塚
（

那
覇
市
）

城
嶽
貝
塚
（

那
覇
市
）

城
嶽
貝
塚
（

那
覇
市
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

遺
跡
名
等

作
成
／
山
崎
真
治

作
成
／
山
崎
真
治

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
1
9
/
8
/
3
1

)

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

浦
添
市
教
育
委
員
会

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

作
成
／
楠
瀬
康
大
氏

沖
縄
国
際
大
学

個
人
蔵

那
覇
市
歴
史
博
物
館

金
関
丈
夫
1
9
2
9
「

沖
縄
県
那
覇
市

外
城
嶽
貝
塚
よ
り
発
見
せ
る
人
類
大
腿

骨
に
就
い
て
」
『

人
類
学
雑
誌
』

4
4

(

6

)

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典
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309 308 307 306 305 304 303 302 301 300 299 298 297 296 295 294 No.

イ
モ
ガ
イ
集
積

オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ

喜
念
Ⅰ
式
土
器

ゴ
ホ
ウ
ラ

黒
曜
石

武
芸
洞
人
の
復
顔
像

復
顔
像
の
製
作
過
程

サ
ン
ゴ
化
石
か
ら
復
元
さ
れ
た
夏
と
冬

の
海
水
温
変
化

サ
ン
ゴ
の
骨
格
と
年
輪

シ
ャ

コ
ガ
イ
化
石
の
同
位
体
比
の
季
節

変
化

シ
ャ

コ
ガ
イ
化
石
と
殻
の
内
部

サ
ン
ゴ
礁
環
境
の
模
式
図

沖
縄
本
島
で
調
査
し
た
化
石
の
採
取
地

点 ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン
殻
長
の
年
代
的
変
化

マ
ガ
キ
ガ
イ
殻
高
の
年
代
的
変
化

マ
ガ
キ
ガ
イ
の
幼
貝
と
成
貝

名

称

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

現
生
標
本

貝
塚
時
代
前
期

現
生
標
本

時
代
区
分

嘉
門
貝
塚
Ａ

（

浦
添
市
）

船
越
原
遺
跡

（

渡
嘉
敷
村
）

苦
増
原
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

塔
原
遺
跡

（

鹿
児
島
県
天
城
町
）

遺
跡
名
等

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

個
人
蔵

天
城
町
教
育
委
員
会

作
成
／
山
崎
真
治
・
赤
嶺
信
哉
氏

作
成
／
山
崎
真
治

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典

322 321 320 319 318 317 316 315 314 313 312 311 310 No.

世
界
の
バ
イ
オ
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ

と
エ
コ

フ
ッ

ト

地
球
は
何
個
必
要
か
？

沖
縄
県
の
沿
岸
漁
獲
量
の
推
移

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
に
囲
ま
れ
て
生
き

る
ノ
コ
ギ
リ
ガ
ザ
ミ

現
代
の
沖
縄
の
鮮
魚
店
に
並
ぶ
貝
類

潮
溜
ま
り
で
の
網
漁

明
治
期
の
ジ
ュ

ゴ
ン
の
漁
獲
量

上
空
か
ら
見
た
現
代
の
那
覇
市

胎
土
中
に
チ
ャ
ー

ト
を
含
む
伊
波
・
荻

堂
式
土
器
の
分
布

薄
片
の
偏
光
顕
微
鏡
写
真

土
器
薄
片

土
器
胎
土
の
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー

プ
写
真

丸
木
舟
（

舳
先
）

名

称

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

前
原
遺
跡

（

宜
野
座
村
）

遺
跡
名
等

グ
ロ
ー

バ
ル
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
・

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
,

N
F
A
2
0
1
8

グ
ロ
ー

バ
ル
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
・

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
,

N
F
A
2
0
1
8

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
2
0
1
4

『

サ
ン
ゴ
礁
保
全
活
動
の
手
引
き

素

案
』

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
0
/
8
/
1
4

)

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
1
/
2
/
1
1

)

撮
影
／
エ
グ
バ
ー

ト
・
Ｈ
・
ウ
ォ
ー

カ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

当
山
昌
直
ほ
か
2
0
1
4
「

近
代
沖
縄

の
新
聞
に
み
ら
れ
る
ジ
ュ

ゴ
ン
の
情

報
」
『

沖
縄
史
料
編
集
紀
要
』

3
7

撮
影
／
山
崎
真
治

(

2
0
2
0
/
3
/

１
７

)

作
成
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

作
成
／
山
崎
真
治

撮
影
／
山
崎
真
治

宜
野
座
村
立
博
物
館

所

蔵
・
提
供
者
・
出

典
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第
１
章　

貝
塚
の
謎

展
示
品
目
録

　

第
２
章　

ウ
ミ
サ
チ
の
人
類
史

21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ No.

優
占
種
と
な
る
こ
と
の
多
い
貝
類

（

1
8
種
）

嘉
門
貝
塚
Ａ
の
貝
類
（

ヒ
メ
ジ
ャ

コ
・
マ
ガ
キ
ガ
イ
ほ
か
）

古
我
地
原
貝
塚
の
貝
類
（

ウ
ミ
ニ
ナ

類
・
シ
レ
ナ
シ
ジ
ミ
）

東
京
湾
の
貝
塚
の
貝
類
（

イ
ボ
キ
サ

ゴ
・
ハ
マ
グ
リ
ほ
か
）

東
名
貝
塚
の
貝
類
（

ヤ
マ
ト
シ
ジ

ミ
・
ハ
イ
ガ
イ
・
ア
ゲ
マ
キ
・
カ

キ
）

野
国
貝
塚
群
B
地
点
出
土
品

サ
メ
椎
骨

藪
地
洞
穴
遺
跡
出
土
品

現
代
の
廃
棄
魚
骨

貝
殻
割
り
石
（

ブ
ー

タ
ワ
ヤ
ー
）

現
代
の
廃
棄
貝
類
（

マ
ガ
キ
ガ
イ
・

ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン
・
ク
モ
ガ
イ
他
）

造
礁
サ
ン
ゴ

サ
ン
ゴ
礁
性
の
貝
塚
の
貝
類
サ
ン
プ

ル 内
湾
干
潟
性
貝
塚
の
貝
類
サ
ン
プ
ル

ジ
ュ

ゴ
ン
上
腕
骨

サ
メ
歯
状
貝
製
品

人
骨
（

下
顎
骨
）

貝
塚
出
土
の
獣
骨

地
荒
原
貝
塚
出
土
品

海
と
生
き
る
　
サ
ン
ゴ
礁
と
と
も
に

－
石
垣
島
・
白
保
－

ジ
ュ

ゴ
ン
レ
プ
リ
カ

名

称

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

土
器
・

貝
類
・

魚
骨
・

獣
骨

動
物
骨

土
器
・

貝
類

民
俗

資
料

貝
類

サ
ン
ゴ

骨
格

貝
類

貝
類

動
物
骨

貝
製
品

人
骨

土
器
・

貝
製

品
・
石

器
・
魚

骨 映
像

レ
プ
リ

カ
種

別

1
8

多
数

多
数

一
式

一
式

一
式

1 一
式

多
数

1 多
数

多
数

多
数

1 1 1 多
数

一
式

1 1 点

数

現
生
標
本

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

縄
文
時
代

縄
文
時
代
早
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

現
生
標
本

民
俗
資
料

現
生
標
本

現
生
標
本

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

嘉
門
貝
塚
Ａ

（

浦
添
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

東
名
遺
跡
群

（

佐
賀
県
佐
賀
市
）

野
国
貝
塚
群
B
地
点

（

嘉
手
納
町
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

藪
地
洞
穴
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

（

粟
国
村
）

津
堅
第
二
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

浦
添
貝
塚

（

浦
添
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

仲
宗
根
貝
塚

（

沖
縄
市
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

遺
跡
名

個
人
蔵

浦
添
市
教
育
委
員
会

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

個
人
蔵

佐
賀
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

個
人
蔵

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

個
人
蔵

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

W
W
F
ジ
ャ

パ
ン
（

世
界
自
然

保
護
基
金
ジ
ャ

パ
ン
）

一
般
財
団
法
人

沖
縄
県
環
境

科
学
セ
ン
タ
ー

所

蔵
・
提

供

38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 No.

沖
縄
日
報
新
聞
切
り
抜
き

（

長
浜
貝
塚
発
掘
記
事
）

尚
家
日
誌

荻
堂
貝
塚
発
掘
報
告
書

鳥
居
龍
蔵
新
聞
記
事

鳥
居
龍
蔵
収
集
資
料

『

大
森
介
墟

古
物
編
』

ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン

ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン

ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
輪

鉄
斧

石
斧

グ
ス
ク
人

具
志
川
島
人

港
川
人

エ
ス
カ
ル
ゴ

カ
ワ
ニ
ナ

カ
タ
ツ
ム
リ 名

称

新
聞
記

事 書
籍

書
籍

土
器
・

貝
類

書
籍

貝
製
品

民
俗

資
料

人
骨

人
骨

人
骨

（

レ
プ

リ
カ
）

貝
類

貝
類

貝
類

種

別

1 1 1 1 一
式

1 1 1 1 1 1 1 1 1 一
式

多
数

多
数

点

数

貝
塚
時
代

貝
塚
時
代
前
期

民
俗
資
料

再
現
品

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代

旧
石
器
時
代

現
生
標
本

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

ナ
ガ
ラ
原
第
三
貝
塚

（

伊
江
村
）

八
重
山
島
蔵
元
跡

（

石
垣
市
）

具
志
川
島
遺
跡
群

（

伊
是
名
村
）

港
川
遺
跡

（

八
重
瀬
町
）

浦
添
貝
塚
（

浦
添
市
）

浦
添
貝
塚
（

浦
添
市
）

遺
跡
名

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

那
覇
市
歴
史
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

伊
江
村
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

地
底
の
森
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム

（

仙
台
市
富
沢
遺
跡
保
存
館
）

石
垣
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

個
人

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

所

蔵
・
提

供

45 44 43 42 41 40 39 No.

港
川
人
下
顎
骨

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
頭
骨

ム
ー

ル
貝

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
頭
骨

拇
指
対
向
性
（

チ
ン
パ
ン
ジ
ー

手
掌

骨
・
ヒ
ト
手
掌
骨
）

獣
骨
（

ウ
シ
）

チ
ャ

ド
猿
人
頭
骨

名

称

人
骨

レ
プ

リ
カ

貝
類

レ
プ

リ
カ

レ
プ

リ
カ

動
物
骨

レ
プ

リ
カ

種

別

3 1 多
数

1 2 一
式

1 点

数

後
期
旧
石
器
時

代 現
代

中
期
旧
石
器
時

代 約
7
0
0
万
年

前

時
代
区
分

港
川
遺
跡

（

八
重
瀬
町
）

ラ
・
フ
ェ

ラ
シ
ー

（

フ
ラ
ン
ス
）

チ
ャ

ド
遺
跡
名

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

個
人
蔵

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

所

蔵
・
提

供



展示品目録 116

73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 No.

サ
ツ
マ
イ
モ

家
畜
の
骨
（

ウ
シ
・
ブ
タ
・
ニ
ワ
ト

リ
・
イ
ヌ
・
ネ
コ
）

鉄
製
刀
子

貿
易
陶
磁

貿
易
陶
磁

グ
ス
ク
土
器

グ
ス
ク
土
器

炭
化
穀
物
（

ア
ワ
）

炭
化
穀
物
（

コ
メ
・
ム
ギ
）

穀
物
（

コ
メ
・
ム
ギ
・
ア
ワ
）

グ
ス
ク
人
下
顎
骨

堅
果
類
（

乾
燥
標
本
）

堅
果
類
（

水
漬
け
標
本
）

堅
果
類
は
ぎ
と
り

貝
皿
（

シ
ャ

コ
ガ
イ
）

ホ
ラ
ガ
イ
製
品

深
鉢
形
土
器

深
鉢
形
土
器

貝
塚
時
代
の
食
べ
物

仲
原
人
下
顎
骨

貝
類

（

ト
コ
ブ
シ
（

ナ
ガ
ラ
メ
型
）
）

オ
オ
ウ
ナ
ギ
剥
製

ア
イ
ゴ

魚
骨

（

ア
イ
ゴ
・
ブ
ダ
イ
・
ウ
ナ
ギ
）

イ
ノ
シ
シ
骨

カ
ワ
ニ
ナ

モ
ク
ズ
ガ
ニ
現
生
標
本

モ
ク
ズ
ガ
ニ 名

称

模
型

動
物
骨

鉄
製
品

陶
磁
器

陶
磁
器

土
器

土
器

植
物

遺
体

植
物

遺
体

穀
物

人
骨

植
物

遺
体

植
物

遺
体

植
物

遺
体

貝
製
品

貝
製
品

土
器

土
器

模
型

レ
プ
リ

カ 貝
類

剥
製

模
型

動
物
骨

動
物
骨

貝
類

乾
燥

標
本

動
物

遺
体

種

別

2 一
式

2 2 4 1 2 一
式

一
式

一
式

1 一
式

一
式

1 1 1 1 1 一
式

1 1 1 1 一
式

1 一
式

1 一
式

点

数

グ
ス
ク
時
代
以

降 グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

現
生
標
本

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

再
現
品

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

後
期
旧
石
器
時

代 現
生
標
本

模
型

後
期
旧
石
器
時

代 後
期
旧
石
器
時

代 後
期
旧
石
器
時

代 現
生
標
本

後
期
旧
石
器
時

代

時
代
区
分

具
志
頭
城
址

（

八
重
瀬
町
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

志
多
伯
遺
跡

（

八
重
瀬
町
）

今
帰
仁
城
跡
周
辺
遺
跡

（

今
帰
仁
村
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

武
芸
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

前
原
遺
跡

（

宜
野
座
村
）

伊
礼
原
遺
跡

（

北
谷
町
）

伊
礼
原
遺
跡

（

北
谷
町
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

ナ
ガ
ラ
原
第
三
貝
塚

（

伊
江
村
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

仲
原
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

遺
跡
名

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

個
人
蔵

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

宜
野
座
村
立
博
物
館

北
谷
町
教
育
委
員
会

北
谷
町
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

伊
江
村
教
育
委
員
会

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

久
米
島
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

所

蔵
・
提

供

101 100 99 98 97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 No.

打
ち
割
ら
れ
た
貝

（

イ
モ
ガ
イ
・
タ
カ
ラ
ガ
イ
）

ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン
の
大
型
個
体

ハ
イ
ガ
イ

ハ
マ
グ
リ
類

古
我
地
原
貝
塚
の
貝
類
（

キ
バ
ウ
ミ

ニ
ナ
・
マ
ド
モ
チ
ウ
ミ
ニ
ナ
・
セ
ン

ニ
ン
ガ
イ
）

崎
樋
川
貝
塚
B
の
貝

熱
田
原
貝
類
の
貝
類

電
子
ポ
ッ

ト

炊
飯
器

ハ
ン
バ
ー

ガ
ー

シ
ョ
ー

ト
ケ
ー

キ

ご
は
ん

生
ビ
ー

ル

ラ
ー

メ
ン

リ
ブ
ス
テ
ー

キ

三
枚
肉
そ
ば

現
代
人
を
映
し
出
す
鏡

島
マ
ー

ス
（

塩
）

ラ
フ
テ
ー

ク
ー

ブ
イ
リ
チ
ー

貨
幣

ソ
テ
ツ
の
実

鰹
節

ト
ビ
ウ
オ

グ
ル
ク
ン

サ
ト
ウ
キ
ビ

鉄
鍋

近
代
の
食
べ
物

名

称

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

模
型

種

別

2 1 2 一
式

一
式

一
式

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 一
式

1 1 3 一
式

1 3 3 一
式

1 一
式

点

数

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

現
生
標
本

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

明
治
時
代

時
代
区
分

崎
樋
川
貝
塚
B

（

那
覇
市
）

天
久
貝
塚
（

那
覇
市
）

天
久
貝
塚
（

那
覇
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

崎
樋
川
貝
塚
B

（

那
覇
市
）

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

遺
跡
名

那
覇
市
市
民
文
化
部

那
覇
市
市
民
文
化
部

那
覇
市
市
民
文
化
部

山
川
彩
子
氏
（

沖
縄
国
際
大

学
）

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

那
覇
市

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

個
人
蔵

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

個
人
蔵

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

所

蔵
・
提

供



展示品目録117

127 126 125 124 123 122 121 120 119 118 117 116 115 114 113 112 111 110 109 108 107 106 105 104 103 102 No.

小
型
陸
生
脊
椎
動
物
（

オ
オ
コ
ウ
モ

リ
・
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
）

小
型
陸
生
脊
椎
動
物
（

オ
オ
コ
ウ
モ

リ
・
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
・
リ
ュ

ウ
キ
ュ

ウ
ヤ
マ
ガ
メ
・
ヘ
ビ
）

イ
ノ
シ
シ
の
骨

甲
殻
類
現
生
標
本
（

ニ
シ
キ
エ
ビ
・

ガ
ザ
ミ
）

ウ
ニ
殻

カ
ニ
の
鉗
脚
（

ノ
コ
ギ
リ
ガ
ザ
ミ
・

タ
イ
ワ
ン
ガ
ザ
ミ
）

カ
ニ
の
鉗
脚
（

カ
ノ
コ
ガ
ニ
・
モ
ク

ズ
ガ
ニ
）

コ
ウ
イ
カ
の
甲

ク
ジ
ラ
類
の
骨

ク
ジ
ラ
類
の
椎
骨

イ
ル
カ
類
の
骨

カ
ツ
オ
ド
リ
・
ウ
ミ
ウ

カ
モ
メ
類

ア
ホ
ウ
ド
リ
・
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
属

ウ
ロ
コ

室
川
貝
塚
出
土
の
魚
骨

古
我
知
原
貝
塚
出
土
の
魚
骨

魚
類
剥
製

（

ブ
ダ
イ
・
シ
ロ
ク
ラ
ベ
ラ
）

エ
イ
の
棘

ブ
ダ
イ
骨
格

魚
類
頭
骨
（

ブ
ダ
イ
・
ス
ジ
ア
ラ
・

ハ
マ
フ
エ
フ
キ
・
ロ
ウ
ニ
ン
ア
ジ
・

シ
ロ
ク
ラ
ベ
ラ
・
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
）

魚
骨

ゴ
ホ
ウ
ラ

テ
ン
グ
ガ
イ

ホ
ロ
ガ
イ

打
ち
割
ら
れ
た
貝
（

ク
モ
ガ
イ
）

名

称

動
物
骨

動
物
骨

動
物

遺
体

動
物

遺
体

動
物

遺
体

動
物

遺
体

動
物

遺
体

動
物
骨

動
物
骨

動
物
骨

動
物
骨

動
物
骨

動
物
骨

動
物
遺

体 動
物
骨

動
物
骨

剥
製

動
物
骨

動
物
骨

動
物
骨

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

種

別

2 一
式

一
式

一
式

1 4 5 1 3 1 6 1
2

1 5 一
式

一
式

一
式

2 1 1 6 多
数

1 1 1 2 点

数

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

現
生
標
本

現
生
標
本

現
生
標
本

現
生
標
本

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

時
代
区
分

天
久
貝
塚
（

那
覇
市
）

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

野
国
貝
塚
群
B
地
点

（

嘉
手
納
町
）

北
原
貝
塚

（

久
米
島
町
）

北
原
貝
塚

（

久
米
島
町
）

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

北
原
貝
塚

（

久
米
島
町
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

下
上
原
貝
塚

（

南
城
市
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

伊
礼
原
遺
跡

（

北
谷
町
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

津
堅
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

ア
ン
チ
浜
貝
塚

（

本
部
町
）

津
堅
第
二
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

嘉
門
貝
塚
Ａ
（

浦
添

市
）

嘉
門
貝
塚
Ａ

（

浦
添
市
）

遺
跡
名

那
覇
市

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

個
人
蔵

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

久
米
島
博
物
館

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

北
谷
町
教
育
委
員
会

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

自
然
史
収
蔵
庫

個
人
蔵

個
人
蔵

個
人
蔵

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

浦
添
市
教
育
委
員
会

浦
添
市
教
育
委
員
会

所

蔵
・
提

供

154 153 152 151 150 149 148 147 146 145 144 143 142 141 140 139 138 137 136 135 134 133 132 131 130 129 128 No.

貝
鏃

貝
鏃
（

イ
モ
ガ
イ
）

刺
突
具
（

イ
ノ
シ
シ
歯
製
）

刺
突
具
（

エ
イ
尾
棘
製
）

骨
鏃

骨
鏃

骨
鏃

ウ
ミ
ガ
メ
骨
製
品

ウ
ミ
ガ
メ
上
腕
骨
・
肋
骨
板
ほ
か

ウ
ミ
ガ
メ
背
甲
板

ウ
ミ
ガ
メ
の
骨

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
骨
格

ジ
ュ

ゴ
ン
の
映
像
・
鳴
き
声

ジ
ュ

ゴ
ン
下
顎
骨

ジ
ュ

ゴ
ン
肋
骨
加
工
品

ジ
ュ

ゴ
ン
肋
骨
製
品

蝶
形
骨
製
品

剣
状
骨
製
品

骨
輪

ジ
ュ

ゴ
ン
の
肋
骨

（

加
工
骨
を
含
む
）

ジ
ュ

ゴ
ン
の
骨

海
草
類
（

さ
く
葉
標
本
）

ジ
ュ

ゴ
ン
頭
骨

ジ
ュ

ゴ
ン
の
く
ん
製

ジ
ュ

ゴ
ン
骨
格

ジ
ュ

ゴ
ン
剥
製

微
小
貝
類
（

パ
ン
ダ
ナ
マ
イ
マ
イ
・

オ
キ
ナ
ワ
ヤ
マ
タ
ニ
シ
・
ホ
ソ
オ
カ

チ
ョ

ウ
ジ
・
キ
セ
ル
ガ
イ
の
仲
間
）

名

称

貝
製
品

貝
製
品

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

動
物
骨

動
物
骨

動
物
骨

骨
格
標

本 映
像
・

音
声

動
物
骨

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

動
物
骨

動
物
骨

さ
く
葉

標
本

レ
プ

リ
カ

く
ん
製

骨
格

標
本

剥
製

貝
類

種

別

2 2 1 1 1 1 2 1 7 2 5 1 1 1 1 1 1 1 2 2
0

9 一
式

1 1 1 1 一
式

点

数

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

現
生
標
本

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

現
生
標
本

現
生
標
本

現
生
標
本

貝
塚
時
代

時
代
区
分

野
国
貝
塚
群
B
地
点

（

嘉
手
納
町
）

浜
崎
貝
塚
（

伊
江
村
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

天
久
貝
塚
（

那
覇
市
）

嘉
手
納
貝
塚

（

嘉
手
納
町
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

熱
田
原
貝
塚

（

南
城
市
）

野
国
貝
塚
群
B
地
点

（

嘉
手
納
町
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

安
和
与
那
川
原
遺
跡

（

名
護
市
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

ナ
ガ
ラ
原
西
貝
塚

（

伊
江
村
）

古
我
地
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

平
敷
屋
ト
ウ
バ
ル
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

真
志
喜
安
座
間
原
第
一

遺
跡
（

宜
野
湾
市
）

遺
跡
名

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

伊
江
村
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

久
米
島
博
物
館

那
覇
市
市
民
文
化
部

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

久
米
島
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

鳥
羽
水
族
館

名
護
市
教
育
委
員
会

沖
縄
国
際
大
学

沖
縄
国
際
大
学

沖
縄
国
際
大
学

伊
江
村
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

一
般
財
団
法
人

沖
縄
県
環
境

科
学
セ
ン
タ
ー

一
般
財
団
法
人

沖
縄
美
ら
島

財
団

石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

黒
住
耐
二
氏

所

蔵
・
提

供



展示品目録 118

168 167 166 165 164 163 162 161 160 159 158 157 156 155 No.

補
修
孔
の
あ
る
土
器

補
修
孔
の
あ
る
貝
輪

補
修
孔
の
あ
る
貝
製
品

サ
メ
歯
製
品

貝
刀

貝
斧

赤
色
顔
料
の
付
着
し
た
ヤ
コ
ウ
ガ
イ

の
蓋

螺
蓋
製
利
器

貝
錘

赤
色
顔
料
の
付
着
し
た
シ
ャ

コ
ガ
イ

（

シ
ラ
ナ
ミ
類
）

巻
貝
製
利
器

（

チ
ト
セ
ボ
ラ
・
ス
イ
ジ
ガ
イ
）

サ
ザ
エ
加
工
品

貝
皿
・
貝
匙

骨
針

名

称

土
器

貝
製
品

貝
製
品

骨
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

骨
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

骨
製
品

種

別

1 2 1 1 1 1 1 3 9 1 3 一
式

5 1 点

数

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

津
堅
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

仲
宗
根
貝
塚

（

沖
縄
市
）

城
間
古
墓
群

（

浦
添
市
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

渡
喜
仁
浜
原
貝
塚

（

今
帰
仁
村
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

新
原
貝
塚
（

南
城
市
）

新
原
貝
塚
（

南
城
市
）

清
水
貝
塚

（

久
米
島
町
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

ナ
ガ
ラ
原
第
三
貝
塚

（

伊
江
村
）

ナ
ガ
ラ
原
第
三
貝
塚

（

伊
江
村
）

室
川
貝
塚
（

沖
縄
市
）

遺
跡
名

う
る
ま
市
教
育
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
国
際
大
学

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

久
米
島
博
物
館

久
米
島
博
物
館

南
城
市
教
育
委
員
会

南
城
市
教
育
委
員
会

久
米
島
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

伊
江
村
教
育
委
員
会

伊
江
村
教
育
委
員
会

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

所

蔵
・
提

供

　

第
３
章　

貝
塚
を
掘
る

179 178 177 176 175 174 173 172 171 170 169 No.

鳥
居
龍
蔵
収
集
（

シ
ャ

コ
ガ
イ
）

鳥
居
龍
蔵
収
集
（

土
器
・
石
器
）

糞
石

イ
ヌ
骨
頭
骨

イ
ヌ
骨

浦
添
貝
塚
発
掘
写
真

嘉
門
貝
塚
A
発
掘
写
真

室
川
貝
塚
発
掘
写
真

具
志
原
貝
塚
発
掘
写
真
・
映
像

貝
層
は
ぎ
と
り
断
面

発
掘
道
具
一
式

名

称

貝
類

土
器
・

石
器

糞
石

動
物
骨

動
物
骨

写
真

写
真

写
真

映
像
・

写
真

は
ぎ
と

り
標
本

種

別

2 6 1 1 一
式

一
式

一
式

一
式

一
式

一
式

点

数

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

時
代
区
分

川
平
貝
塚
（

石
垣
市
）

川
平
貝
塚
（

石
垣
市
）

伊
礼
原
遺
跡

（

北
谷
町
）

伊
礼
原
遺
跡

（

北
谷
町
）

安
和
与
那
川
原
遺
跡

（

名
護
市
）

平
安
山
原
C
遺
跡

（

北
谷
町
）

遺
跡
名

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

北
谷
町
教
育
委
員
会

北
谷
町
教
育
委
員
会

名
護
市
教
育
委
員
会

比
嘉
賀
盛
氏
提
供

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

友
寄
英
一
郎
氏
撮
影

北
谷
町
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

所

蔵
・
提

供

207 206 205 204 203 202 201 200 199 198 197 196 195 194 193 192 191 190 189 188 187 186 185 184 183 182 181 180 No.

貝
輪
（

オ
オ
ベ
ッ

コ
ウ
ガ
サ
・
ク
モ

ガ
イ
・
メ
ン
ガ
イ
類
）

骨
針

骨
針
（

魚
類
鰭
棘
）

骨
錐
・
骨
牙
製
品
（

イ
ノ
シ
シ
骨
・

牙
）

貝
匙
・
貝
製
装
飾
品
（

ス
イ
ジ
ガ

イ
・
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
・
ク
ロ
チ
ョ

ウ
ガ

イ
）

貝
匙
・
貝
製
装
飾
品
（

タ
ケ
ノ
コ
ガ

イ
・
ホ
ラ
ガ
イ
・
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
）

貝
輪
・
貝
製
垂
飾
品
（

メ
ン
ガ
イ

類
・
ス
イ
ジ
ガ
イ
）

貝
製
垂
飾
品
（

ク
ロ
チ
ョ

ウ
ガ
イ
）

伊
波
貝
塚
出
土
土
器

骨
針
（

イ
ノ
シ
シ
腓
骨
ほ
か
）

骨
錐
（

イ
ノ
シ
シ
尺
骨
）

貝
匙
（

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
）

貝
刀
（

ク
ロ
チ
ョ

ウ
ガ
イ
）

貝
匙
・
貝
刀
（

ク
ロ
チ
ョ

ウ
ガ
イ
・

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
）

ツ
ノ
ガ
イ
類

貝
匙
・
貝
製
垂
飾
品
（

リ
ュ

ウ
キ
ュ

ウ
オ
ウ
ギ
・
カ
キ
）

貝
製
平
玉

貝
輪
・
貝
製
装
飾
品
（

シ
ャ

コ
ガ

イ
・
シ
ュ

モ
ク
ア
オ
リ
）

貝
輪
（

メ
ン
ガ
イ
類
・
オ
オ
ベ
ッ

コ

ウ
ガ
サ
）

加
工
さ
れ
た
骨

サ
メ
椎
骨
穿
孔
品

札
状
骨
製
品
（

ウ
ミ
ガ
メ
）

イ
ノ
シ
シ
の
骨

イ
ヌ
の
骨

ウ
ミ
ガ
メ
の
骨

ジ
ュ

ゴ
ン
肋
骨

磨
製
石
斧

荻
堂
式
土
器
（

復
元
品
）

名

称

貝
製
品

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

土
器

骨
製
品

骨
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
製
品

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

動
物
骨

動
物
骨

動
物
骨

動
物
骨

石
器

土
器

種

別

3 1 1 4 3 3 3 2 8 4 3 2 2 3 1 2 1 4 3 5 1 1 1
0

4 5 4 4 2 点

数

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村
）

遺
跡
名

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

所

蔵
・
提

供



展示品目録119

230 229 228 227 226 225 224 223 222 221 220 219 218 217 216 215 214 213 212 211 210 209 208 No.

サ
イ
コ
ロ

加
工
さ
れ
た
ジ
ュ

ゴ
ン
の
肋
骨

骨
鏃

タ
ガ
ヤ
サ
ン
ミ
ナ
シ
製
品

タ
ガ
ヤ
サ
ン
ミ
ナ
シ
製
品

タ
ガ
ヤ
サ
ン
ミ
ナ
シ

タ
ガ
ヤ
サ
ン
ミ
ナ
シ

サ
メ
椎
骨
製
品

巻
貝
製
品

匙
形
青
銅
製
品

貝
匙

貝
匙

ホ
ラ
ガ
イ
の
湯
沸
か
し

（

ブ
ラ
ヤ
ッ

カ
ン
）

貝
錘
の
網

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
貝
匙
模
造
品

ヤ
コ
ウ
ガ
イ

貝
製
品
（

シ
ャ

コ
ガ
イ
製
・
宮
城
眞

治
氏
採
集
品
）

伊
波
普
猷
採
集
の
土
器

黒
曜
石

磨
石
（

赤
色
顔
料
付
着
）

天
願
貝
塚
出
土
土
器

オ
オ
ガ
ン
ゼ
キ
製
品

貝
輪
（

ゴ
ホ
ウ
ラ
・
ク
ロ
チ
ョ

ウ
ガ

イ
）

名

称

骨
製
品

骨
製
品

骨
製
品

貝
製
品

貝
製
品

貝
類

骨
製
品

貝
製
品

金
属
製

品 貝
製
品

貝
製
品

民
俗
資

料 民
俗
資

料 貝
製
品

貝
類

貝
製
品

土
器

石
器

石
器

土
器

貝
製
品

貝
製
品

種

別

1 1 4 2 1 2 1 8 8 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 5 1 3 点

数

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

現
生
標
本

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

民
俗
資
料

民
俗
資
料

模
造
品

現
生
標
本

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

勝
連
城
跡

（

う
る
ま
市
）

勝
連
城
跡

（

う
る
ま
市
）

勝
連
城
跡

（

う
る
ま
市
）

拝
山
遺
跡
（

浦
添
市
）

下
上
原
貝
塚

（

南
城
市
）

大
山
貝
塚

（

宜
野
湾
市
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

拝
山
遺
跡
（

浦
添
市
）

勝
連
城
跡

（

う
る
ま
市
）

今
帰
仁
城
跡

（

今
帰
仁
村
）

下
地
原
洞
穴
遺
跡

（

久
米
島
町
）

荻
堂
貝
塚

（

北
中
城
村

)

伊
波
貝
塚

う
る
ま
市
）

城
嶽
貝
塚
（

那
覇
市
）

城
嶽
貝
塚
（

那
覇
市
）

天
願
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

天
願
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

伊
波
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

遺
跡
名

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

浦
添
市
教
育
委
員
会

南
城
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

個
人
蔵

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

浦
添
市
教
育
委
員
会

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

楠
瀬
康
大
氏
製
作

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

所

蔵
・
提

供

　

第
４
章　

サ
イ
エ
ン
ス
で
見
る
海
洋
文
化
史

・
展
示
品
は
予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

251 250 249 248 247 246 245 244 243 242 241 240 239 238 237 236 235 234 233 232 231 No.

カ
ー

ラ
ヌ
バ
タ
サ
ヌ
　
ア
ブ
タ
ー

マ

ユ
ン
グ
ト
ゥ
（

歌
謡
）

胎
土
分
析
試
料

喜
念
Ⅰ
式
土
器

オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ

丸
木
舟

シ
ャ

コ
ガ
イ
（

シ
ラ
ナ
ミ
）

貝
製
ビ
ー

ズ

武
芸
洞
人
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ

ン

武
芸
洞
人

分
析
機
器

サ
ン
ゴ
化
石

（

ボ
ー

リ
ン
グ
コ
ア
試
料
）

シ
ャ

コ
ガ
イ
化
石
（

切
断
試
料
）

グ
ス
ク
時
代
の
貝
類

ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン

ア
ラ
ス
ジ
ケ
マ
ン

マ
ガ
キ
ガ
イ

マ
ガ
キ
ガ
イ

マ
ガ
キ
ガ
イ

サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
・
ヒ
メ
ジ
ャ

コ

サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
・
ヒ
メ
ジ
ャ

コ

サ
ラ
サ
バ
テ
イ
ラ
・
ヒ
メ
ジ
ャ

コ

名

称

音
声

土
器

土
器

貝
類

木
製
品

貝
類

貝
製
品

映
像

人
骨

サ
ン
ゴ

骨
格

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

貝
類

種

別

一
式

一
式

1 2 1 1 一
式

一
式

一
式

一
式

1 2 多
数

多
数

多
数

多
数

多
数

多
数

多
数

多
数

多
数

点

数

民
俗

貝
塚
時
代

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代
前
期

貝
塚
時
代

グ
ス
ク
時
代

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
前
期

グ
ス
ク
時
代
以

降 グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
後
期

グ
ス
ク
時
代

貝
塚
時
代
後
期

貝
塚
時
代
前
期

時
代
区
分

久
里
原
貝
塚

（

伊
平
屋
村
）

ナ
ガ
ラ
原
第
三
貝
塚

（

伊
江
村
）

馬
上
原
遺
跡

（

沖
縄
市
）

住
吉
貝
塚

（

鹿
児
島
県
知
名
町
）

苦
増
原
遺
跡

（

う
る
ま
市
）

船
越
原
遺
跡

（

渡
嘉
敷
村
）

前
原
遺
跡

（

宜
野
座
村
）

武
芸
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

武
芸
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

武
芸
洞
遺
跡

（

南
城
市
）

若
狭
公
園
（

那
覇
市
）

新
城
下
原
第
二
遺
跡

（

宜
野
湾
市
）

古
我
地
原
貝
塚

(

う
る
ま
市
）

具
志
川
グ
ス
ク

（

う
る
ま
市
）

拝
山
遺
跡
（

浦
添
市
）

地
荒
原
貝
塚

（

う
る
ま
市
）

具
志
頭
城
址

（

八
重
瀬
町
）

拝
山
遺
跡
（

浦
添
市
）

嘉
門
貝
塚
A

（

浦
添
市
）

拝
山
遺
跡
（

浦
添
市
）

嘉
門
貝
塚
A

（

浦
添
市
）

浦
添
貝
塚
（

浦
添
市
）

遺
跡
名

当
山
昌
直
氏
録
音

う
る
ま
市
教
育
委
員
会

個
人
蔵

宜
野
座
村
立
博
物
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

浅
海
竜
司
氏
（

東
北
大
学
）

浅
海
竜
司
氏
（

東
北
大
学
）

浅
海
竜
司
氏
（

東
北
大
学
）

浦
添
市
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

所

蔵
・
提

供
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